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. グ ラ サ ル は 基 材 、着 色 材 と も に 無 機 質。発 煙 の 心 配 も な い 完 全 不 燃 ポ ー ド で す 。

. 陶 磁 器 タ イ ル と 同 程 度 の 硬 度 を も ち 、耐 薬 品 性、耐 水 、而.tll 長 、 耐 汚 染 性 な ど の す ヤ れ た

特 性 を も っ て い ま す 。

. しかも 、122 cmX 305c mの 板 で タ テ 方 lul 60cmまで歪 曲 施工 が で き 、 作 業 も 初、誌も工共でO K 。

. 外装 、 内装 な ど に 新 し い! さ党を生かして使えます 。

. グ ラ サ ル は ベ ル ギ ー の エ タ ニ ッ ト 社 で 11トl事をされ、その ノウハウを 束レと の 合 弁 会社

Ｈ 束 ν ・ グラサル株式会社 Ｉ が受継ぎ、 ｉ ｾ ｉ 内におけるサーピス而で の充実 をはかりました 。

. す で に 、新 大 阪 駅 、鹿 μ 本 社 ピ ル 、 熊 本 空 港 ピ ル 、 1111場 161策 パ ル プ ピルなど の 外装材と

し て 、 ま た 日 大 病 院 や DI C ピ ル な ど の 内 装 材 と し て 採 附 さ れ て い ま す 。

東レ・グラサル株式会社

大阪市北区中之，r ， ; ' 3-5-2 (三チ|ピル)点レ大阪都続PJr

Pholl c  06( 441 )7771 ・内線249/ 11]: 辿 06( 441) 2621

曲面施工ができるセラミック・カラーボード

東レ・グラサYレ

e  
， 



.... 芥川をはさんで1栢{ ! ! I ] 公団よりみる

コープ野村高槻

設 計 ・ 施 工 大 林 組

... ｾｴ￭ ＡＡｬ｝よりみる



コ ー プ 野 村 高 槻

設 計 ・ 施 工 株 式 会 社 大 林 組

設 計 担 当 坂 田 一 男 山 田 浩

所 在 地 大 阪 府 高 槻 市 殿 町727ー 1 他

構 造 規 模 R C 造 、 地 上 7 階 (一 部 4 階 )

容屋 1 階

敷 地 面 積 8 ，950 . 9 9 m 

建 築 面 積 3. 814. 74m 

延 床 面 積 21 ，877 . 6 4 m 

戸 数 260戸 (管 理 人 住 居 1戸を含む )

工 期 昭 和48年 5 月 ~昭 和49年 9 月

主 要 仕 上

外 部 仕 上

外 壁 コンクリート打放し、リ シン 吹 付 、

妻 壁 吹 付 ヲ イ ル 、一 部 ヲ イ ル 貼

屋 板 アスフアルト防水 (非 歩 行)

窓 アルミサ ッシ

内 部 共 用 部 分 共 用 玄 関

床 ビニール長尺床材

巾 木 ソ フ ト 巾 木

壁 ビニールクロス

天 井 ビニールクロス

住 居 専 有 部 分 洋 室

床 カ ー ペ ッ ト

巾 木 ソ フ ト 巾 木

壁 ビニールクロス

天 井 ビニールクロス

空設衛生設備 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

電 気 設 備 太 陽工藤 工 事 株 式 会 社
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当ill 築物 は国鉄高槻 駅より 北 川へ 1. 2k m、 よド川堤 をIY-i に後 した 比 l政的自

然に Jぶまれた環境 に立つ 典型的 な郊外 マンションとして 訂l国された 。

設 計 に当 っては 、住民の健康、 安 全 、授かな 住 生活を 保障し、しかも 経

済性を追求するという安勢を 待 って臨んだ。 1=1 ｾ 司 、 ｉ ｾｅ Ｓ 在 、 プライパシ 一、

コミュニケーション 、公園 、総 I也、 消 防中 の進 入て苧への配 1. ¥位、 とりわけ 人

と '11をレベ Jレ老によ っで分l殺し 歩行 手fの安全に留芯 した 。

デザイン ＨｉＯｾ には 、 ｐ CJ 仮のj;;::mによりノ 、ルコニー! こ 彼' 141な形状 が可fiE と

なり 、主宰軟、 l陛快 なリズム !占 をnl l し、廊下 IWJ Iま2 階の ブ リ y ジを 色彩的 に

強 訓l した。

また 、工 法的 には 、そのシステム {ヒ をはかり 、 A P シ ャ タ リ ン グ ( 大型

ｾｴｍ 枠 Ｉ による ｖｈ 工 法にオム ニ アスラ プ ・ ｐ C J仮 e ai立似ユ ニッ ト ・サ y シ

ュ先H 工法匂2 を手Il 込み、 L 'JCの すi 力化 、万筋工程の 山 ならし 、 てHl Jの 短 紡

』包工制度の向 1'. 、均一 {ヒ に1I比 * があ った

援 o V  1-1 ｛ 法に ｉｾｊ 寸吾 参丹立Ｚ ， ｩｪｫ :  ｲ 施工 ｊ ｉ ＹＷ Ｎ ｉ ｑＧＮＸ Ｎ Ｙ ＮＱ ＰＯｊ 刀、 ｲ ｩｬｩｾ と 社会 ｊ 1974: ド11 1J  ) ;- 36，(  

同c ;，'i [:<1 
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ニ チ メ ン 衣 料 株 式 会 社 本 社

総合監理

設計監理

施 工

日綿実業株式会社大阪建設第一部

株式会社汎美建築設計事務所

株 式 会 社 大 林 組

建築位置 大阪府箕面市船場東 3 丁目 2 - 5

敷地面積 3，447. 28m 

建築面積 1，483.71m 

延床面積 7，713 . 59m 

構造規模 高層棟 S R C造 地下 1 階地上 7 階

低層練 S R  C造 地 上 3 階

工 期 1973 . 4  ｾ ＱＹＷＴＮ＠ 6  

外 装 ア ル ミ ジ ュ ラ ク ロ ン 焼付カーテ ン

ウ オ ー ル ，吹付 タイル仕 上 げ



来 来 に パ ラ 色 の 夢 を 託 し て 計 画 さ れ た 、 箕 面 の 、 本 社 ビ ル と し て は 、 建 並 ら ぶ 倉 庫 的 ビ ル ド ス ケ ー プ に 備 え た 。 ま た 、 西 日 の 直 射 を 受

新 船 場 繊 維 団 地 の 広 大 な 造 成 地 は 、 東 洋 一 の 群 と 線 を 函 し 、企 業 イ メ ー ジ の 表 現 か ら い け る た め 、 7 ' ン チ サ ン ク レ ー ベ ン ガ ラ ス の カ

ス ケ ー ル を 持 つ 新 し い フ ァ ッショ ン ビ ジ ネ ス つ で も 、 高 度 の フ ァ ッ シ ョ ン 性 が 求 め ら れ た 。 ー テ ン ウ ォ ー ル と 、 加 え て ベ リ メ ー タ ー ゾ ー

街 と し て 、 ま た 繊 維 産 業 流 通 拠 点 と し て 、 期 事 務 棟 ス ペ ー ス を 高 層 化 し 、 シ ョ ー ル ー ム 、 ン 、 イ ン テ リ ア ソ ー ン の ソ ー ニ ン グ に よ る 空

待 が 寄 せ ら れ て き た 。 しかし 、 当 ビ ル 建 設 が コ ン ベ ン シ ョ ン ホ ー ル 等 を 低 層 部 分 に 配 し 、 言周を行なっている 。 前 述 の 立 地 条 件 か ら 、 少

企 画 さ れ た 頃 は 、 ヒ ル 街 と い う よ り 倉 庫 群 と そ れ ぞ れ の 機 能 分 灘 を 行 な い 、 外 郭 に 表 現 し し で も 環 境 に 緑 を と い う 配 慮 か ら 、 造図 計 画

い う 殺 風 景 な 機 相 を 呈 し 、 す で に 数 年 を 経 た た 。低 層 部 ( S R  C  造 3 階 建 ) は 、 建 築 基 準 は 、 逮築 設 計 に 連 動 さ せ 、 屋上 庭 園 、 7 ' プロ

街 路 樹 す ら 、生 気 を 失 っ て い る か の 様 に 見 ら 法 上 要 請 さ れ る 関 口 部 以 外 を す べ て 、 白 い 壁 ーチ等のクリーンを効果的に! ! i e し、 そ の 相 乗

れ た 。 体 で 覆 い 、 商 品 展 示 、商 談 等 内 的 機 能 を 満 足 作 用 と し て 、 “ 遠 跳 し 得 る 白 い B O X と 黒 い

総 合 力 ジ ア ル ウ エ ア ー メ ー カ ー と し て 、 r マ させ、高層部は、 1 2 Mス パ ン で 飛 ば し 、 執 務 一 ガ ラ ス の 壁 ' と い う 当 初 の 設 定 は 、 我 々 な り

ッ ク レ ガ ー 』 フ ラ ン ド を 基 本 と す る こ の 会 社 ス ペ ー ス に 柱 を 出 さ ず 、 将 来 の オ フ ィ ス ラ ン に 当 を 得 た 結 果 と 考 え る 。 伊 藤 隆
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. ワンタ ッチ開閉操作です.

弊社ｾｾＡ竹］のワンタ ｹ チＯｬ ｈｉ 別機 梢 Ｈ ｐａ ｔＮ ｐ Ｉ

をセ y トしているため 、lλJ .f争 を11)1 し 1-: げ

るf止作だ け で 、官ij l 手! こ1J f-1 1別 します。

. 施工が簡単です-

ｉｈ ｉｉ 刷 機 柿 が ｬ 人｝泌され ているため、 ＱｩｦＮ ｉｉｾｊ ツ

マミのノI をあける必 泌がなく、 !児」どi に従」米;長と

J品'

態のまま、簡単に外l 枠ボードを i阿 J ける

ことが ， ＧｉＧ ，ｾ とます 。

. 丈夫で美しい外観です.

アルマイト処J l ll を完全に仰しているため、

いつまでも長しく 、丈犬です。 しかも liH

ｉｾＭｊ ツマミなど ｬｩｦｈｾ 仏が外部 ｬ こ ｩＡ Ｇｊ ていませ

んので 、外在J l が シ ン プ Jレでスッキリして

います 。

・種類か‘豊富です.

総給、h l，(m/m)

タテ ヨコ ，:':j"' 1-

3 0 3 X 3 0 3 X 4 5  

4 5 4 X 4 5 4 X 4 5  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 5  

品111=・

# N 3 0  

# N 4 5  

# N 6 0  

ザンヲミ務長主戦ロ

Ir "__ __ '  ｾ｟＠ -

ダ4

ご注文により 、規格寸法以外も製作いた

します 。

. 床点検口も魅力い っぱいです.

* アルミニウム Dj日.':J .-f O{ I II;!: ハードア Jレミ

ニウムを似川 、 ピス ・アンカーなども

姐i ) J なメ y キを lまどこしていますーから 、

Ｑｾ Ａｉ文 、 が ｴｊ 街角 ｧＡ ｴＧｬはパ ｹ グンです 。

また、モルタ J レなとa のfl H' iglJu. iには、 I. .}

1'.[ なア Jレマイト処J l I 1 をほどこしていま

r。

* .!.H命・ステンレス張り! ぷ' ，' ，i，険 11 は泌 l-' !，

日 Ｑｉ 分のＧ［ｾＡｉ文も ｉｾ :J く、いつまでも美しさ

をi以ちます。

* A ・s .l正川 型lぷ I，l，i .験 11 1卓、 1  T- i で P タ

イ l レとモ Jレタ Jレ塗それぞれに似い分け

ることが山米ます 。

* 村l立の正，'j し、Ji llll '，機の組 合せであるため、

ｾ ＭＮ ｾ後 ｊ 性がおく 、 央公のもれる心配があ

りません 。

Ｎ ｾｊｉＮ絡寸 ＱＱ ， Ｎ m/m 

ご注文により、別絡寸法以外も製作いた

します 。 また、オールステンレス 、 オー

ル ｲｾ 鈴ｾも Ｉ［ＱＱ［ 主製作いたします 。

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ で あ る 弊 社 で は 、 天

井 点 検 口 ・床 点 検 口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ンス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 力 一

/ ¥ウス 、 力一ロビ ー、 ベ ラン 夕、 テ ラ ス 、 クー

ル ト イ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。

• • 

タテ ヨコ I:: ，'j サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 0  

4 6 0 X 4 6 0 X 4 0  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 0  

ｉｾ ，ｉｉ＠ i佐

# 3 0 3  

# 4 6 0  

# 6 0 6  
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株式会社 ダ 4 ケン

本社大阪市淀川区新高2 丁目 7 番 13号

含世13921詰引t

軍軍曹県所t!031昂214191売 札穫冨集所含011 1881) 3121-4

［Ｄ社工場 含 ￦ Ｑ ＺＡＱ Ｒ Ｑ Ｑ 国 ｉｾ 1 車工唱noI n18司6111 ｾ＠

+ 三工場!!IIi 1却21mト3 宣薗工場t!OI43143312ト6

岡山工唱宮鎗厳 倉 切田富一 Ｒ 却 ｉｾ

中毘出盛括管笛82 17110)00

ｾ＠
• 

カ タ ロ グ を ご 請 求 下 さ い



円孔円木

四角い木。物事がぴったりこなまるい円に 、

という諺がありますいたとえに、「円守し方木」

トータ ルインテリア松山が考えだすインカf 、

テ リアは、「円孔円木」。それぞれの部屋にぴっ

園

間

西

崎

、

・

近
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司

・

南
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b
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o
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晶
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γ

崎

司

平

目

前

暗

唱

たりの雰囲気を創造します 。

大阪沼，工/ 心斎橋/ 東京

- 本J吉 / 大 阪 四 ッ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 531 - 6  4  5  1  ( 代 表 )



予燃 30秒 ・放 出開始直 前
放出開始 6 秒後

粉末消火設備

強力な消火効果

定評のある定圧作動機構

ii'i 火，¥'Hiiia州
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高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

本 社 干664 伊 丹 市 伊 丹 雲 正 の 卜 237l f i l 也 ' a 伊 丹(0727)82- 8561( 代 )

東 京 支 社 〒102 京) ; ( MS 千代悶 l玄九段 ly. i 4J T17寄3号 岱 点 点 (03) 265ー 7651( 代 )

名古屋事務所 〒462 名古l:1i rli 北区御 fjX; 邑り3 r 111 需J也 合 名古l妄(052)915- 0801( 代 )
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加
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名

日 本 建 築 協 会

11J  

010  

十千百
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ア

数
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下

さ

い
。

轡

通 知 ! 票

3191917  5  
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の

欄

は

、

日

本

建
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協

会

宛

の

通

信

に

お

使

い

下

さ

い

。

通

飢

阿

川

竹 脱 他 j立先生

米 j手 を 祝 う 会

11 1 込 J?

Y l' J  ili 

ただし

・悦 T{ 会 参 加1 7. 0001リ

(  ， ι Ｎｺ， ｜ｾ､｜ を合むＩ

. ，記念! 日l
のみ参加1 2. 000川

(  l 、づi L かを i内すこと)

ｌ ， ｴｌ ｉｪ ｉＡｾ いたします

lI {j
千I1 {I 二 )J IJ 

l¥. ?" 

刊 {'i5 光

払込票をもって本会発行の領収証
lζ

代えさせ

て蛾きます。



日 本 建 築 句 会 会 告 一一一一一

4 日本建築協会名 誉会長

竹腰健造先生米寿を祝う会

司 第20回工高生デザインコンクール入選者

開催 ご案内

11 ，4 > . : 建築協会名谷会長竹腰健造先生 ICは，明昭和50年K ま乙とにおめ

でたい米寿をお迎えになります。つきましては下記のとおり米寿を祝う

会を開催する乙とになりましたので ，多数ご参加下さいますようど案内

申しあげます。

日本位築協会主催による HH拘J 49年度の株記コンクー J レの人選省がドn己

のとおりきまりましたので発表いたします。

なお，入選作品は次号 (50年 1 月号) Iζ 拘峨いたします0

・設計課題 ユニットを組み合わせた「プレハブ住宅」

・応 募 校 12校 ・応募作品 94点

日本建築協会

大阪府建築士会，日本建築学会近畿支部，日本建築家協会

関西支郎，大阪建設業協会 ，日本建築材料協会

昭和50年 2月 1 日( 土) 午後 2 時- 3 1時半

太閤図( ビュッフェ ・スタイ J レのパーティー)

大阪市都島区網島町 9 番10号 電 話 06- 351- 8201

〈京阪電車京縞釈より西へ徒歩10分 ・jfi パス東野悶より徒Ws 分〉

7. ( 別円( 記念品料を含む)

2. ∞0円( 記念品贈呈のみに参加される方)

1. l t 込み される方はど l厨倒 ですが別紙振答用紙に，氏名

・勤務先名 ・祝貨会参加または記念品料などそれぞれ

ど心人の上 ，IIH和50年 1Jj 101:1ま でに会貨をお振り込

み |ごむい。

現金送金または銀行振込みのお申込みも liiJJj己期間中に

[ J ，4 > . : 悠築協会総務課に届くようお願します。

祝賀会参加申込の方には参加証をお送りいたします。

当日は参加証番号で受付いたしますから必ずど持参騒

います。

申込みされた方で 1 月20日までに欠席のお知らせがな

い場合は会費のど負担を願います。

言己

催

賛

時

場

参加会費

記念品料

申 込

主

協

日

会

学 年

2 年

2 i!三

2  ｾｦ＠

2 年

2 年

2 年

3 年

校 名

晶

子ム

大阪ili 立都島工業高等学校

上

I"，j  

上

上

上

ー七

同

|司

|司

同

氏 名

澄夫

光利

教

見

雅弘

哲郎河野

111村

大谷

金見

川内

7.k本

人 選

以優秀賞

入 選

11 

11 

11 

11 

上!oj 与二基主』国

3  11' t'l' f f - 川県立神奈川工業高等学校I1券鈴木
11 

3  ｾｦ＠上16J ilLJ 定箱守
11 

2  ｾｦＧ＠大阪府立 ｉｌＴ Ａｊｽ ｪＺＱ Ｑｉ工業 ｉｾ 等学校成山 |事人11 

‘ 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により建築 6 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開{ 齢、たしま

す。

相互廻本しの煩を省き，一堂に会して年頭の祝砕を交換いたしたいと存

じます。

住友銀行高麗橋支庖普通預金口座

三 和 銀 行 瓦 町 支 庖

大 和 銀 行 北 浜 支 庖

9  定築と t1会/ 1974年12月号

11 

11 

取引銀行

昭 和50年 1月 4 日( 上) 午後 111寺30分- 211寺30分

大阪コクサイホテ J レ8 階災会場( 京区内本11fT)

1， 5∞Ig Ｈ当口欠席きれでも会 Ｑｾ はいただきます。Ｉ

12 )J 1511 までに会貨を添え，本会 (541 大阪 rb京区北浜 3 - 37

rI ノド悠築協会総1: I 5r i ! l ! T  E  L  06231 9648) へお It

'

込みードむい。

参加省名簿を作成いたしますので〆切 11を厳守闘います。

l明狗ー]49勾三tドIC建設関係幼 'JI ｾ Ｎと して叙 ｬｗｬ および ､ 足立を受けられた ＩｈＺ

1 f l 待してその栄誉を祝します。

共催団体

11 本 位 築 協 会

1  1  ，4>.: ill t i l ! 学会近畿文郎

大 阪 II 設 業 協 会

大 阪 府 ill 築 士 会

ｉｉｾｩｬｬ 築 家協会関 ｬ 当文部

日 本 ill 築 材 料 協 会

時

場

資

込

日

会

会

申



一一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 国宝、東大寺金堂 (大仏殿) 昭和大修理

見学会( 1  )  

- 須屋根工事の見学一

天平の背 lζ 誕生し ，1225年聞にわたり，奈良の都に鎖mまします" 奈

良の大仏さん" の御殿… 東大寺大仏殿の" 天平のいらか" も i長近は雨

もりがひと、くなりました。

大仏殿は明治 lζ 大修理が行われましたが，今回雨もりがひどいため屋

根をふき答える大修理が行われる乙とになったわけです。

「須屋般は修理が終われば取り払う仮設物，でもさすがは大仏さんで

す。難問がいっぱいあって設計を仕上げるまでに 4 年もかかりました。」

と設計省のボ郎大学，金多教授がいわれておられる ，I昭和の大修理が乙

乙に始まったわけで ，乙の修理は屋根瓦13万枚を屋根からおろし ，野地

板などを補修し ，再びカワラを11 くというもので，カワラの半分は焼き

直さねばならない見通しで大へんな難工事です。

その屋根ふき替えの問中 ，大仏殿をすっぽりつつむ須屋根をかけます

が乙れが大規模で，関口 86m，奥行 79m，I可さ 5 5 mの巨大なもので，

2，3∞ト ンの鋼材を使用し ，乙の鉄骨の悠方は ，大仏拝観を休まないと

とと，放火級のクレーンを使っても大仏殿の屋板の上まで届かないため

に側面で主フレーム を組み立て，特別の移動装置で大仏殿の上までスラ

イドさせるという変わった工法をとっておられます。

また ，工事中拝観省のために幅15 m，:!えさ 2 0 mのトンネル参道が設け

られています。

今回 ，奈良県文化財保存事務所殿と東大寺殿の乙 j以窓と清水建設州大

阪支底殿のど協力により世紀の大修理を見学できる機会を得ましたので

多数ご参加下さい。

なお当 H は点邸大学金多潔教授むと米11，¥の予定です。

日 時 l凶F日50年 1 J:l 1811 ( 土) 集合 2 時→解散 4 時

集合場所 奈良 ・東大寺南太門前 ・目桜会旗

〔参考j 交通貨は各自負但・ ・近鉄幾波より袋良まで往復 4ω 円

屯卓 ・近鉄「難波」駅より奈良行快泌急行采4i ( 10分間隔 lζ 発車，所

長35分) 奈良駅から南大門まで徒歩20分， rli 内巡環ノぐスあり 。

定 員 30名

会 費 5∞円( 拝観料， その他)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名とし. i 大仏殿

須屋根工事の見学」と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所在地

. 役職 ・述絡' む話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し ，

概 要

工事名称

施 主

設計監理

施 工

構 造

床 面 総

粁 必

工 期

10 

l 月 7 日 ( 火) までに悠築協会事業課へ。ただし定員を超

過したときは抽せんで決定してお知らせいたします。

国宝東大寺金堂( 大仏殿) 須. I EH艮新築工事

宗 教 法 人 東 大 寺

奈良県教育委員会，財団法人建築研究会

清水建設株式会社

鉄骨造平家建

10. 937.  16n:f ( 屋内 10. 138. 28rrf . 屋外 798. 88m' )  

約32m. ＮｬｴｊｩＺ Ｑ ｾＵＵ ｭ＠

49. 3→50. 6 

昭和49年度第 8 回若い会員の集い

4 コ ン ビ ュ ー タ と の 対 話

20世紀の怪物とでもいうべきコンピュータに対して私達はどのような

認識をもっているでしょうか。

コンピュータを利J ' IJ するととによっ て，ユートピアなるものが実現で

きると過大評価するもの，逆 iζ 卓上計算機の大型なものと過少評価する

もの ，千差万別であります。

乙のI J t ，日' *アイ ・ピー ・エム株式会社殿のど協力を得て，映画 ・i_g

F 計算組織による実演，懇談会をも含めて . 11寺閣の許すかぎり理解を深

めていただ乙うと企画. いたしました。乙の催しがコンピュータというも

のを正しく理解し ，変貌する現代社会でコンピュ ータと私述かどのよう

な対話ーをすべきかを考えてみる機会になれば幸いです。

なお . 1  B Mヒリレの見学も予定しておりますので多数ご参加下さい。

日 時 昭和50年 1月24日( 金) 集会 13. 30→解散 17. 30

A .  

=  
場 1  B M ビJ レ・12階 ・教室

大阪市西区靭本町 1- ω T E L  0←441- 6111 

〔参考〕地下鉄 ・四ツ橋線「本町」駅下車，四ツ橋筋を北へ50m.

左側( うつぼ公園の南側)

集合場所

講 師

1  B MピJ レl 階入口付近 ・目; 僚会政

日本アイ ・ピー ・エム株式会社

定

A .  

=  

員

，. 

熊谷必ｾ三氏

三[ ; ; ， p，<< 芳 氏 ほ か

30名

無料( たたし参加証持参の方 lζ|浪ります。)

スケジュール

13. 30→14. 50 ，J j 演と映副'

「コンピュータ」 ・i SOL UTION. l N.  T IM EJ  

「設計開発とコンピュ ータJ

14. 50→16. 10  端ぷ装世による災演

「コンピュータゲーム」その他

16.10→ 16. 20 休 息

16. 20→17.∞ 懇談，質疑応答

17. ∞→17. 30 縫物見学( 設計，芦原義信氏〕

申 込 往復はがきに11艮ります。はがきは 1枚に l 名とし. i コン

ピュータとの対話」と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所在地

. 年令 ・役職 ・iill 絡1日話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記

入し， 1 }.j 13日( 土1) までに事業課へ。ただし定員を超過

したときは抽せんで決定の上参加証をお送りします。

- 事雛探よりお願い

本会の{ 臨しは，往復はかきでのお申込を原則といたしております。

五立近郵便物の配誌の乱れなとで怠加占Eのi包仏か届かす，当日無断欠席をされる

みがありますので，巾込されて泡ＧＩｩかない抱合 Ｑ ，Ｉ ζ 面倒なからＺｪｽｾｊｬへお百［［ＮＺ＼［

ｩζ てお ＧＺ Ｚｊ 合わせ ｾｉｉ いま ｊＧ 0  (事J主将 WIIl¥屯.Ji 06- 231- 9640番〉
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日 住 設 計 大 阪 本 社

施 工 7 ジ l ' 工 業 大 阪 支 18

建 築

‘' 生田神社会館 ・大阪合同庁舎第 3 号館・キ[ 1ft

都ホテル ・神戸文化ホール ・兵庫駅前市街地

住宅 ・兵庫医科大学第二次 ・高倉台市街地住

宅 B 地区 ・近鉄上本町ターミナルビルデイン

グ ・全国勤労青少年会館 ・大和銀行桃山台体

育館 ・大阪芸術大学第 7 期 ・伏見稲荷大社九

条御旅所奉安殿 ・交野カントリークラブハウ

ス・第二明石. ; ] ! : 話局 ・豊中市立青少年野外活

動センター少年自然の家・東本願寺東山浄苑・

大甲賀カントリークラブハウス・淡路信用金

庫本庖- 高岡建設本社ビル・住友生命瓦町ビ

ル ・三郎丸7 ンション ・オリエンタルモー タ

一豊 四季事業所第 2 事務棟 ・リッチライ フ有

馬 ・北堀江 4 - 33ビル ・相生市立相生市民体

育館 ・大阪府南河内府民センタービル ・大阪

商業大学新本館 ・徳山県立中央病院 ・十作神社儀

式)jl!J: ' 住友生命札l悦ビル ・神戸信用金五I(本!万 1

不銀ビル ーー・ ・・・ ・・ ・ ・・ ・ ••• •• •••••••• •• • 4  

北大阪ト ラックターミナル・ ーー・・・ー ー…. . .... 5  

帝人ビルデイ ング ・城星学園聖堂 修道院・

臨南寺本堂 ・京都西九条電電ビル ・新大阪ゴ

ルフ商会 ・宇治病院・泉佐野市庁舎 ・中百舌

鳥第二高層団地 E 地区 ・丸池藤井本庖 ・徳山

県青少年センター ・日本生命大津ビ ル ・荻窪

勧銀ビル ・野村詮券東生駒明生寮 ・塚本商事

京者1I支庖 ・神戸市立将越斎場 ・万博記念プー

ル ・大阪市身体障害者スポーツセンター ・サ

ント リー中央研究所 ・新高麗橋ビルー… … 7

ウールン商会 ・原子力発電訓練センター・ス

テュディオ新大阪 ・門真市農業協同組合段業

会館 ・ニ ューエドパシ ビルー・ ・・・ ・・・ 9  

大阪高等地方簡易裁判所合同庁舎・... ..... ... 10

北大阪流通倉庫団地 ・西宮ク リー ンカントリ

ークラブaハウス ・・ ・・・ ・・・・ ・・ー・ ーーー ・ーーー ・・・ .11 

コープ野村高槻・ニチメン衣料… ・…・・ .12 

作 品 経 歴 .  

東畑建築事務所..... . ... ..... … - …- … ・・… 9  

不二建設 … …  一.. ....・ H ・-一… …・- ・・ 9

大建設計… … … …  … … … - … … … ー10

スケッ手ブック 噂

946，，( . ¥羽ンーサイドホテノレ ( 刷築工事) .  947 南海電鉄制歌

山市駅ピノレ。948 大和 INI 山市立社会教育総合地設。949. ;...ヨ

ーズピル。950 ロイヤ J"多聞カントリ ークラブハウス . 951  

7 ランスベ ッド側兵i OI ・工場授。952 関西i U力側南郷独身官官。

953 安毛産業ルヰ門戸。954. 三井甲東閣パークマン ション

ＹＵＵ ナカモトピノレディング 。 ＹＵＶ 日 本興業ｾ心町ピ ｊ レＮ 957 

ダイエー教育セ ンタ一。958. (財) 阪南医療解政センター阪 ，行

中央病院。959 住友コンビュータービルディング。960. 紀陥

銀行泉北支府. 961 愛媛相互銀行今治支庖. 962.絵下屯工米

ｬ 車工場 。 ＹＶＳＮ 松下 ｾｬｴ 工幸田工場 。 ー・・ ・・・・・・ー ー ーー ・ー 2  

964 ポーラ山中' / ; f . 965 国民年金養老保養センター. 966. :i i  

塚保1l : ii)r ゆずり楽荘。967. 地方職只共済組合志賀状。968 日

本火災海上保険附天城高原山荘。969 日本火災海上保険( 鮒白

浜咲。970. ｴＱｾ光ＡｘＮ ｬ 注目制兵 ｆｉ ｉＮ製 油 所御旅山会 館 。 ＹＷｕ 附松村鉄

工所独身官'( . 972. サンコ ポ。 ・・・・・・ ーー ・・ ・ ・・・ 3  

973 中川農業協同組合 'JI務所。974 堺泉北フェリー旅符ター

11  
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号

ミナルピル， 975 木津川カントリークラブ ・クラブハウス.

976.明皐ピル， 977. 住友生命金沢尾仮町ピル，978. 広仏銀行

呉支広， 979 天満屋広b，¥庖。 980 北脇医院，981. &長井寺市立

市民総合会館， .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . 4  

982 泉州高等学校第一期， 983 箕面市立第三 中学校，984. :l L  

普石油附総合体育館。985.海上保安庁水路部庁合，986 部活

解放研究教育センター， 987 ハイツ天王寺， 988 高崎ピル南

8 号館，989. 松川ピル， 990. J  . W. トンプソンビ Jv，••• 5  

991. 大阪心身障害者聡業センター・大阪季節移動労働者福祉

センター， 992.1f¥l主身体障害者収容授産施設希望的聞，993 

シーポンビルディング， 994 公社千住東町住2記。 995.京都市

栄仁北部第 2 市営住宅，996 市川町庁合，997.箕面市立老人

福祉センター松寿荘， 998 大阪競艇場スタ ン ド ( 改築 ・第 2

期) ， 999 森石油附新御堂給油所。 . .. . . . ... . ・・・・・・・6  

1000 吉田郷土館， 1001 腹徳寺会館恕の家，1002.大阪府東大

阪府税事務所， 1003 共氷興業本社ピ J レ， 1004 .菊陽レストタ

ワー， 1005 応用促進住宅向台宿舎，1006.河東邸，1007. 広瀬

ヒル. … … … … … … … ー … … … … … … … … … 1

1009.大阪市安治川I号上座。 1010.東洋紙業独身 '(;1: ，1011 .東

洋紡サ ンリビング， 1012 ホテル花巻，1013 銚紡ピル。1014

(仰末広商会ビノレ， 1015 大旺ロイヤルマンション， 1016 大旺

第 1 ビル， 1017 大旺第 2 ピル ・・・・ ・・・ 8  

1018 南税務署， 1019 竜野統計出張所，1020.航路総業安定所

・姫路統計出張所， 1021 羽品市老人福祉センター ，1022.笠

松町中央公民館， 1023. . r ! ! 被町民センター ，1024 湯川家具ーラ

y キーゾーン ，1025 大浜7 ンション ，1026.川西市文化会館

・中央公民館。・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ 9  

ＱＰＲＷ Ｎ 万博記念公闘運動施ｾ中央管理棟 ， 1028 万博記念公園

サイクリングセンタ一。 1029 愛知県保養リハビリテ- ; / ョン

センタ一。l ωo テレヒ・和歌山演奏所。1031. 雄容故山荘，1032

吉祥寺近鉄百貨底，1033.辻高胞橋ピノレ，1034 兵hIl 県箸察学

校。 1035 東大阪税務所。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . 10

1036.泉州銀行寝屋川支1;5， 1037. 大阪相互銀行Hf 汁支活。103

京都銀行東山支応。 1039 第一勧業銀行大和田支l苫， 1040 広

仏銀行天王寺支庖 。1041 大阪銀行税民川京支応。1042 筒徳

相互銀行鶴町支l苫。 1043.北陸銀行締場支脂。 1044. 紀陽銀行

鳳支活。 ・・・ ・・ ・ー・・・・・・ ・・・ ・・・・ー・・・・ ・・・・ . . . . . . . . 11 

1045.岡山ビジネスホテル，1046 ナゴヤプラザホテル。 1047

大阪グリーンホテル， 1048 広品ダイヤモンドホテ Jv，1049 

Ｑ Ｑ Ｑ 山 ホテルビーナス。 ＱＰＵＰ 丸普石油不動産車山飛 ｪＡＡ￭ｾｦ ， ＱＰ Ｕ Ｑ

協和ゴルフクラブハウス ，1052.ホワイトハウス. f . l ! f . 立，1053 

J止ー ビJ レ. ・. ... .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . .・ ー・・ ・・・ ・・ .  "' 12 

特別企画資料頁

司'

立体駐車場…・…・ ・…・・… -太 田 米治… 1

立体駐車場装澄 ・施 設 紹 介 .. .. ..… … …ー… 1

防災関係資料 頁 … … ・ …・・・・…ー … .. 1  

歴史的環境保全

司'

第 1 音11 者11市 環 境 保 全 と 開 発 総 論

2  

一一都市環境保全講演記録

(1)  史的環境保全の問題点

.• Ｎｲｾ国家弘 一

(2)  中之島の建物の歴史的意義一一

人を通して物を見る … 滝 沢 真 弓…

(3) 都市における保存と開発

- 中沢誠一目1¥. ..

第 2 音11 歴史的環境保全事例

一 一中之島保全の現況と問題，

(4)  中之島の環境破壊の経緯と 中之島

の位置つitt .. …ー・・・ 大久保昌一

(5)  中之島保全の市民運動

ー・高凹 昇

第 3 音11 資 料

(6)  中之島東部の歴史的環境問題について

一ｾ名人へのアンケート … …

(7) 都市と景観一神戸の景観に関する

100人アンケート報告書からー

(8)  歴史的環境の類型と保全のあり方一一

三重県 ・和歌 山県 ・大阪府 ・滋 tl 県

奈良県・・・ ・

(9)  歴史的環境保全運動 リスト ー…一

川 集落町並保存対象地 区… … … …

明日の建築はどうなるか .  

明日の建築はどうなるかーてい談ー

西沢 文|塗 / 吉 田 光 邦/加 藤 邦 男 ・・

12 

2  

Sニョ

ヴ '5 

築家の職能と社会的責任ー，建築家の将米

… 鬼頭 梓 … 2

源問題からみた雄築 ・組村について一一

築技術者の心にう ったえる ・・ 梨岩 俊自1¥.. . 2  

値観の多機化と明日の建築

光安義光 ｉ ｲ ￭Ｇｊ 井正也 Ｏ藤 田 ｾ Ｇ ｉｉｂ ＿Ｚ￬

浅井 謙 Ｏ 竹山 ｲｾ［ 明 Ｏ長谷 川井昭

小川 正/ 井戸昭七/ 水谷 勇

美 濃 吉a?:i l {貧困 敏 / 水 谷 頴 介… 2

明日の家庭生活とすまい・・・・ 北浦かはる. .. 2  

明日いかに{ 主むかー共同で住むことについて

・・富安 秀雄一 . 2  

既成市街地の住宅地整備の方策 .  

回総 論

大都市圏における住宅政策の }j 向一 一

フローからスト y クへ・・・・一一 三村 浩史.. . 4  

ま復型居住環境吉川iについて一 一

イギリスとアメリカの場令- J延 藤 安 弘… 4

国 手法の検討

既成居住地の桜備手法の現状と問題点

・・・・・北条 迷英… 4

既成市街地強備の新手法について

.. ki N 孝 行… 4

大阪府における生前出! 強制ii' j' ;業について

… 佐 藤 健 正 . 4  

固豊 中市庄内地区務付lJ-'J I.j 定

地区計画の，思氾: ! と万法一庄 内南地区計画

ｾ 中 市Ｉをすすめるにあた って

ー… … … 片 方 信 也… 4

既成市街地における肘住烈涜盤側停法のあり万

素描) 一庄内再附発計画の作成作業を通して

辰巳絢ニＯ中川善 ｴＡＢｾＱ 松原徹雄 … Ｔ

固居住地管理! … … … … … … … 梶 浦 恒 男 … 4

北摂ニュータウン計画 .  

ｾ＠ 1  北摂ニュータウンの概要

ー一兵庫県建築部北照開発局 ..

往

5  

築工・1' ; 1'( スライドと第三者敗血者の立場

・ー・ ー・回辺 博言J .. . 6  

ビルの省エネルギ化 '  

総 論

市環境とエネルギ問題…・・・胤江 情111¥... 7  

弁 論

ルに対する屯気供給ー…ー 立 花 和 夫… 7

1¥1↑Tガスによる空調の省エネルギーシステム

… … … 吉 田 誠 次… 7

ビル設計と省エネルギー化

河 野 元 昭 / 迫 村 i盗 殺 / 上 野 点 与... 7  

園 太陽熱利用

建築の行エネルギと太陽熱利用

… … … … 木 村 建 一… 7

ピックス

エネルギー節約時代の空調 阿部 12彦… 7

脚光浴びる鋼管 ・銅板を使った太陽熱1;li 水昔話

… 社団法人 日本銅センタ_ ... 7  

高層プレハブ住宅の構造設計 .  

- 総 論

高層プレハブ住宅の構造設計の現状と展望

- 発天義久 ・水対1I，f¥)ト j白・. 8  

・日層プレハブ住宅の構造設計のケース

スタテーイ

メガストラクチュアとプレハプ高層住宅

- 久徳i政ii'i ' " 8  

日l門住宅から超高層住宅までを包括する

HP C工法システムー軟弱地盤をも

克服した総合技術一一一 .......... 斎田和男 ... 8  

1 層住毛の工業化システムと憐造設計

… … 尾路義一… 8

ｃｾ 層住宅汎用鉄骨フレームシステム

.，川合f筑間… 8

特殊耐iよi壁を用いた高層プレハプ{ 主毛

一座 j京市紘一 . 8  

ど

‘' 

み

1 開発地域の概要

Ｒｾ ヒ ｦ 究ニュータウンの開発の目的

3 北摂ニュータウンの計画概要

ｾｉｉ＠ 北mニュータウン

一 一緑の中のニュータウンをめざして

1 北摂ニュータウン「南地区」の設計

2 南地区「第 5 住区」の設計

建築生産と流通機構の変容 ・
田建築産業機構の変谷

最近の建築市場とその背景… 古川 修…

建築産業における流通機構の変容

… 藤井 昇

建設業の商社化の様相と問題点

…・ ー森 脇 久 嘉 ・

設計事務所のコンサルタント業への多様化

.. 藤 田 邦 昭 -

ー建築家の独白一設計事務所の現在と将来

・・・・ 彦谷 邦一

建設業雑考… … … … … ・… … ・・小川 正…

固 アンケート

建築産業のあり万/ 自 家 宏 泰 建 設 産 業 は

利か / 清 水 和 捕 建 設 討i 負と不動産流通の

レンマ/ 徳永勇雄建築生産と総合商社/ 飯

香 建 築 生 産 へ の 総 合 商 社 の 参 入/ 谷 口l河

電設業界と流通機構の変容/ 今元康彦・・・…

圏コ ストインフ レ下における建築企業体の

経営と契約

建設請負契約と事情変更の原則

・・ 内山 尚三ー

異常事態の発生め予想される時期における

請負契約について … … … … … 旋回 重叢・・

田 ミド リと自然界… … ー… … 伊{主 義 朗 ..， 9  

国大阪のみどり発達史… ・… 高儲理必努 9  

圏みどりと自治体一一尼崎市と緑化行政

桜 本 利 明 . . 9  

囲みどりと法制・・… ・…・・・・・ 山田 勝巳..， 9  

固若い会員の集いレポート

建築家のための「み どり」学習会ルポ・ ・

塚本正司/森下元之/ 山崎和三郎/ 判的決l品利

柳 真 也/ 遠藤良介. ，9  

固 トピックス

- 緑地保全と府民の森・・ ・・・・竹中 正一・・・ 9

. 大阪市のビル緑化

-三品哲夫/ 東畑謙三/ 有村市三・ 9  

- 事11戸の「緑」と「防法IJ J ' … ・堀 恭平 ・・9

屋根防水工事の失敗例とその対策 ・
- はじめに一 " 一一-一 …ー…・… ...... ... .. .... ...10

1. アスフアルト防水

(1)ペントハウス音11 2 例(2)パラペット部分 4 例

(3)笠木部分 1 例(4)端 部 1 仔1J( 5)スラブ 3 例(6)ス

ラブ接合音11 3 例(7)他材料との取合苦1¥1 例(8)エ

キスパンション苦1¥1 例(9)上棟部 1 例(10，畑 斜 而

1  191J( I1) 排水溝 3 例

2. シート |勿水

(l );i !Ai l1l I 1 例(2)スラブ 3 例(3) 1頃斜面 1 例

3. 特殊例

￯ＮＧｾ架 ＱＱｾ 礎からの漏水

・あとカずき

第21 回青年技術者

‘' 
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省力化 …・・ …  …  … ・ …ー ・… . • 3  

土地が足りない ・都市と建築文化・ 空間計

画と集合論 ・建築解体材の再生・・…・ ・… 4  

住毛難解消? ・住宅のシビルミニマム ・文
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トに寄せて 。.............. . . ....... .. ...... ........ 3  
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大阪商工徒弟問題研究会の思い 出/ 鈴木忠
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田良響。、、私の職場。NO. 2 ゼネコン設計/ 七

='{ 祐介・ー・… … … … ー……- ・…・…・ •• 8  

住民 ・技術者/ 松田誠。病床の喜び/ 安田
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..... ... ..12 

建築と社会ニュース

「なにをよりどころにつくるか J ( 日本建

築家協会第 4 回大会 ) 。住民 とともにまち づ

くり構想 を( 新建第 3 回大会 )。 日中建築技

術交流会設立総会。中之μ を考える公開討

論集会。

閉会迎合 協定 ・工事請負契約約款の翁負代

金並びに工期の変更条項の規定について 。

明治建築研究会が堺市に要望。第 2 回光明

池ハウジングプロジェクト設計競技入賞者

決定。 小堀住研懸賞図案入賞者決定。 ・・・・ 2

f肝 IJ 紹介『二十世紀の建築家たち 1 J ほか。
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ビル防災に関する 12章 .  

1. 総 論

ビル防災のあり j 子・ •• 堀内 三郎 12 

Ｒ Ｎ ビ ル防災に関する ＱＲ ＺＡｾｩ

第 1 i ;i i佐賀u安全教育
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防災基準を厳守すること ・・ー・・ 恩田 - RIJ"' 12 

第 2 章党知 ・通報 ・非常放送

災害11寺におけるコミュニケーションの笑態

と問題点 ーー・ ー・ 一一.. . . . .. . .. ーー- 三毛 敏郎 12 

第 3 ￌ ［ｦ ｾＱ｜ｦｦＺ施設

のぞましい避 ｾｦｦ 泊設の計画 ・・・ 白石 t}j 三 ・・ ・12

法規上からみた避難施設の 問題点

二17田 正 良 ...12

第 Ｔ 章ｾｾｉｦｾと誘導

山 jf : と誘導の問題点ーーとくに 地下街

住 田 昌 二 .. 12

避難と誘導のシステム制御… 松宮 博文 ...12

第 5 主主防災センター

防災センターの設備内容と運用

一中島 克己ー一 12

防災体制の恨拠地… … … … ・ 泉沢 裕 一12

地下街における防災センターのあり方

・・機 木 虎男 ・・ ・12

第 6 ｾＺｩ ｩｊ￭ ｬｬＩｪ 設備

消防設備の維持色: 悲! と問題点

Ｍ桑 ｬ ｦ ｾ 忠利・・・12

第 7 ｦ ｾ ￍ 排煙設イ Ｑｭ

排煙設備計画について考 .)肴藤 平i誠 一12

法規上からみた排煙設備の問題点

-ー ー- 西川幸之申11i .. .12

排煙設市街地工上の問題点 計画と実際のずれ
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内装の不燃化 と11}] 災 ••• 菅原 進一 .. .12 
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第 9 主主 |坊 火|幼J i l l! 区画
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一昔原 * - " ' 12 
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第10章防災と無窓建築

防災面からみた無窓建築物 .. 矢入 裕久 12 

第11章維持管理

防災設備維持管理の笑態 ・ーー熊町' 正- "， 12

主主築と設備の定期報告制度 … 越田 正 JI除… 12

第 ＱＲ ｾ Ｑ 坊 災意識と 非常時 の 心理

防災意識と非常時の心理 … ・舟橋 園男 .12

コ ン ク ー ル .  

第四回工高生デザインコンクール入選作品

設計課題「自然公園の 中に 建つ休 !'l[! 所」・・・・ 1  

海 外 写 真

北ヨ ーロッパの街づく り

1. ストックホルムの旧市街 ー・・ー ・・ ー…ー ・ 1  

2. ウァーノ〈ンプラン ...... .. . .. ...・ ・・・・ 2  

3.7' ロンピーストランド・ ・・・・・ … ..... .... .. . .. . 3  

4. 西ベルリンの都市開発・・・・・ ・ー… …・・…・ ・・ 4  

5. ロッテルダムの再開発 ・・ ・・ ー・・ ・・ 5  

6. } I ミベルリンの復興 ーー ー ーーー ・ー・ーー 一 6  

以上写 真 と 文 金 井 弘 次

技 術 の 頁

134.設備部門 水の利用実態とその合理化

について ・ーー・ 宮井 宏... 1  

135. 設備部門 排水熱の再利用

… … … 中原 信生… 2

136 施工部門 建築工事の機械化 - 省力化

工法 … … 佐々木義正 一 3

137.施工部門 無公害解体工法

土 谷 昭 夫ー.. 4  

138.構造部門 HJ杉断商はりの横座屈につ

いて … … … … 中村 武… 5

139. (最終回) 技術の頁 1 - 139総目録… … 6

法 令 コ ー ナ ー

76. 建築基準法施行令の一部改正について

( その 2 )  …  ・・・・ ・・・ 井原 篤 一 1

77 大阪市火災予防条例の一部改正につい

て… … … … ……ー…・・・… 田中 |盗夫… 2  

78. 防火戸およびタンパーに |到する告示に

つ い て / 平 林 孝 。 市 街地環境の整備

の促進のための方策に関する答申の説

ゆl資料... ・・・ー ー ー •••• ••••••• ••• ••••• 3  

79 大阪建築防災センターについて

ー- 平林 孝 一 4

80  往 ｾｊ 炉供法のー音 Ｑ Ｑ 改正について

ー. 'f.足原 明… 5

81. 大阪市における『大規模建築物の設計

計聞の 'J"; 前協議に関する取扱要領』の

514地について ・・・ .. ..香川 JI頃司 .. . 6  

82. 工場立地法の概要について

'01' .尾原 明・・・ 7

83.  ｪ 建築 ｊ ， ｾｴ ｖ ｜ 法の一 昔 Ｑ｜ 改正について

ー・ 司平林 孝 8  

84. 法令問題点アンケートについて

( その 1 ) ー… … … … … ・- 法規委員会… 9

85 法令問題点アンケートについて

( その 2 ) ー… … ・…… 法規委員会… 10

86  特定防火対象物の消防設備についてー

消防法の一部改正 ・ ..田中 隆夫 11 

建 築 の 眼 • 
日!!(1指数 ・公務員技術者 ・まちづくりと生

活 ・新年に忽う ・・・・ ー・・・ ー ーーー ーー .• • • • • • • • • • • •• 1  

日 ｭ ｬＮ放朱ｾ J¥'/ ・公共住宅建築 ・地域計画と統

五十 ・ ‘ ' .¥il(1ーしの11寺" 一 •••••• •••• ・・ ….  2  

j止観日正. 1") ) • F  L 住宅 - 建築文化と郷土愛 ・

‘' 
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明 治 建 築研 究会 が 南 海 電 鉄 に 保 存 要 望11を

提 出 0 ・... . . . . . . .. .... . . .. .ー ・ ・ー・ ・・・・ 目・・・・・・・・ 3  

大 阪 市 の 公 園 計 蘭 3 点 。 第 2 回 光 11): 1池 ハ ウ

ジ ン グ ・プ ロ ジ ェ ク ト 設 計 競 技 入 選 者 決 定 。

交 通 問 題 シ ン ポ ジ ウ ム ほ か 。 .. . . . . . ー..， φ ・4

大 |波EE翻 衛 生 工 業 協 会 設 立。 大 阪 ビ ル メ ン

テ ナ ン ス 協 会 と 日 本 建 築 協 会 が 恕 談 会。 毛

馬 洗 極 お よ び 毛 馬 [1M門 の f扶 存が 実現 。 八 地

ili が 開 発 指 導 要 綱 等 を 笑 地。 J住 築 家 ' 74処 築

展 。 … …  ・・ 一 ・・ …  … . .  5  

西 山 灯l三 先 生 退 官 記 念 講 演 会。 日 本ill 築 苧

会賞。者[lrl1計 画 学 会 賞 。 新-fiJ 紹 介rrl' 之! ; ，¥J /

i出 安 秀 雄ー ーー … ・ … ー … ・ … … … ・ ・ 6  

中 京 郵 便 局 庁 合 保 存 に 寄 せ て / 大 久 保 日 一

.. 7  

住 毛 開 発 適 地 選 定 に | 具lす る 調 公 研 究 E!? 。

8  

日本緑化センタ一発足 。 新刊初介Ｏ布 ｉ ｬ ｲｬ ￯ｾＢｫ

I也 の 計 画J 樹 の 話 砂 シ リ ー ズNO. 1 く す の き

.  9  

北 野 界 わ い を 守 る 会 発 足。 ':VJ 日 く ず は IJ 宅

桜 示 場 オ ー プ ン 。 樹 の 話 シ リ ー ズ NO. 2 プ ラ

タ ナ ス ・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・ 0 ・・・・ ・・ ・・・ .• •.• • ...... .. 10 

ドイツ述: J ol¥共 和 国 の 者IIrl1計 回 講 j氏。新千IJ品目

介 ・世 界 観 と し て の 建 築。 樹 の 話 シ リ ー ズ

NO. 3 い ち ょ う ー ー・ 。.. . ... . .・ ・・・ ・・ 11 

第 15回 関 西 都 市 住 宅 会 談 。 主主築と| 幼災以

建 設 業 界 友 好 訪 中 団 州 悶 。 樹 の 話 シ リ ー ズ

NO. 4 け や き .•. •..... ・・ ・・・ ・e ・ e ・ 12 

レ ポ ー ト

司'

建築公筈における住民運動の発生と市民運

動 へ の 展 望・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・松田 i誠一回6  

プレースを有するラーメンの実用 Wf.法

・ ノ ト 月ｾ 11 … 8  

ベトナムの建 物- ー・・ ー・・ー・・ . ;fC町 修 ー10

構 造 の 頁

司'

1. rs層建物と周辺の j瓜/ 石 111有 機 ｢ ｩｾ ・・ ･ ・・ Ｗ

2.  H  Jf ; 釧の肢は l) 桜合音[1に つ い て /

南 本 - .. . 8  

3 枠 組 壁 工 法 / 杉山 英男 …・・・…ー・ 0 ・…. . . 9  

4 .鉄骨の現場溶接の管理と検査/

矢田貝|年夫 ... 10

5. 建込み杭について/ 貝戸 俊 一 .. ー.... 11

6. 合成桁について/ 前 回 幸 雄 一・・… ..12

設 備 の 頁

1.1坊火区画と管材料の使用注意点

山 本 安彦… 7

2 屋 外照明における夜間 の 光 公 害

・・! 向l却 さを 司 .  8  

3 タイル 目地令わせとその 問題点

一中村 民 . 9  

4. 1坊火区画とダクトの処理/ 佐々木友が ・・ .10

5 デ ッキプレートに取り 付 けるインサー卜

ハ ン ガ ー ・吊ボル トの取り付け方とその

問題 点 ・・ーー・ ・・ー…・ 田・・・ ・・・ ・・・・千 葉 ＭＡＮｕｾ 男 ..11 

6 外気取入口と 排 気 口 の 位 置/ 佐 Ji*敏 夫 ・12

施 工 材 料 の 頁

l. 乾式工法ープラスター ボード の 場 令

.. i代田日出海 ... 7  

2. H  P  C 工 法 の ジ ョ イ ン ト / 日下昔11 'J L '" 8  

3. 生 石 灰 に よ る 地 盤 改 良 工 法/

土屋存代bi t: ... 9  

4. 打 込 タ イ ル/ 日本建築協会建材委員会

( 担当 : 桜 井 忍) ー ーーー ・ー・ ー10

14 

"  -"  J  

5. T  C  F 工 法 の 開 発 と 実 施/

金谷健太政11 ・鐙 勉一11

6. オムニア版を使用した垂直水平分離れ設

川法 . .. ・0 ・・ 0 ・・ e ・0 ・・・・ 0 ・0 ・・・ 三 浦 ! ぷ夫 ー12

日本建築総合試験所だより .  

‘' 

17 . 新年のごあいさつ/ 坂 静紘ー … ー 1

18. プレストレストコンクリートくいの Illi

げ試験について/ 山田幸次郎 ー..・ ー. 2  

19 . 出品71f 防止問| 幼7守ノ、ネルの71f 特 性 能 そ の

l 残ヤ平等ヲ法 l以下f率について/1長悦 英 彦 ー3

ＲＰ Ｎ 員長 ￬ｾｾ 似 ｉｪ J  1:J1J IW cf パネルの汗特性能その

2 7f 半年jfiik山 i失について / 長橋- } j f J多 4  

2l .  1キ純建築材料の熱{ ぷ持率について/

J反 fキ干1
1
1. ーー・・ ・・ー・・ ・・・ー・・・・・・ 0 ・ーー ー.  5  

22. ごあいさつ/ 辺 事 長 ・坂 郎 総 所 長

- 奥 山 正一 ーー ーーー ー・・ ・・ ・・・・ ・・ 6

23. 中日胞をもっプレストレストコンクリ ー

ト似の熱 ｬｾ￬ｪ 九字試験についてＯ坂啓ｾＢ ，ＢＢ 7  

24. 創立10周年記念によせて/ 以 ，' iMt: 

ほか ・ ・・・ー・・ ・ ーーー ・ー・・・ 0 ・・・・・・・・・・ 8  

25. 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造m物のげ' J J li 体に l羽

する火 Ｚｩ ｾＺ淵伐について Ｏ 凹村 尚L・ .  9  

26. 1幼火材料について / J j，奈川 鎧 .......10 

27 工業化住宅 Ｇｉ［ｬＺｴ￬ｾ 認定における音にｼ到す

る性能試験について/ 長柄英彦… … .1 1

28 . 動風圧試験地設について / 谷村 必 失

12 

若い会員の集いレポー ト '  

当 j誌の秋をたずねる

・4亦 木 図 文 一 1

解体修思Ａ小の ￯Ｇ￯｀ 築 ＮＧｲ ｾ Ａ 半Ｚ創 Ｑ Ｉ Ｎ Ｎ ー 法隆寺の大

助l五 ・大 垣/

広 瀬 正 ?f i • 市紙義久 ・小 田 克イ .. 2  

伝統工芸を よL る会(3)有野の紙すきと史跡、を

よよる会/ 白木 町 失 ・! 日中 芳郎

［ ｉ ｾＭ［ 家 5ヒチ ・除! fN 幹 ｫＱｾ ＧＢ 4  

解体修王型! 中の古位築比学会/

広 瀬 正 治 ・鍋 山 義 蔵 ・小 林 正 純 7  

工業化工法による佳築許 ｉｉｾＧｾ 生産工場をみる

会{2)ス ミ ー ト ー ハ ウ ジ ン グ小 型f工 場 と 川 崎

i J ! . 工業)JII 前 川 工 場 見 学 会/ 印 藤 義 伸 一・… 8

「中国の建築4';' 怖を 1m<  J ・発展する中華人

民共和国の来い建築技術者は何を与ーえてい

るか/ 瀬戸本 作 ・中村哲土

小山健志 ・松 幹 吉 松 ・井本| 径一・・・ 11

建 築 ク ラ ブ

中国 の印象ー訪中村i 戸 経 済 使館i 団の一員と

して ・ ・・ ・・ ・・ ・ーー 下川 75・雄. 1  

I如矯養のすすめ 。....・・ 0 ・… …. . . ｉｬｾｾＱ＠ J:IJ 繁 ・. 4  

従 業 員 の 企 業 意 識… ー … 一 ...iPHI: i京市・. 5  

之人と稲祉 - …. . . . 池川 i，';. ... 6  

四天_ E 寺紋起 ・0 ・・・・…一一. .. 出口 常 }II員 9  

釣 り 泌 談 . . •.. .•. ー..・・ ・・ー作 間 日 出 生 ・・ 12

司'

座 員炎

d 岳、

:z:;;-

明日 の建築はどうなるか( 前倒 )

西沢文| 径/ 吉 凹光州VJ J I J)i Uf¥男 ・・ 2  

建築家に話を聞く会( 第 2 回) 竹腰健造氏に

聞く

竹! 眼健造/ 若 い会只のよI k ぃ小委員会 一10

雑 ・ 追 悼 文

'J -'7" 

' 74年を迎えて/ 坂本1t 次- ・ー・ー・・ー・・・・一. . . 1  

日本建築協会常設委 ｊｾ 会 Ｏ 各委只長 …・ ・ ・… Ｑ

捌統訪{ 先生の j鑑去を悼む/ 横 尾 義 w. ......... 6  

， ｾ ｬ｣＠ 1半!Jl i' u 三 氏 ・追 悼 の こ と ば/ 大下順三日11

.  9  

，'&1) 十点正 也 氏 / 佐 野 正一 一・・・… ー… ・・・ ・・一 12
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S
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止と

回

司'

日本' ，!i 々公社淡川 di 外'i lJ.，Ifi}，l 新築工 '1>の見学会。日本不動産

銀行大阪支応 (不銀ピ J レ) 新築 [' 1酔の}. I. ' 下会。 1維の flli i'i C  (， 

鶴」の柄必を見る会。tl'i S 凶士号い会以のmい 「育到の紙す

きと史跡を見る会 J . 会只の受t;.: . .. . . . . . . ー. .  .  .  • .  .  .  .  .  .  .  1  

:l Ujj に直結した建築工 '1>別説明会 ( tl'i 2 1叫)Cill 築物の似Iji 曜と

i l l i ' 悦施設について J o IUl '; f; 総会開rmIl[j畑' . 日本長 JUI 1. l 用銀行大

阪支1;1; (長銀ピ J レ) 新築工・1>の見学会。 日尚岩m附大阪本社

ビ ｊ レ新築工 Ｇ ｉ ｾ の見学会 Ｈ ｴｬＧ￭ ｬ ｬ 両ＱＩ 。 附会迎合協定工 Ｇ Ｑ ＾ 請負契約

約放の官!i 布1尚絡改訂について. ... . . . .. ... .  . . . . . .... . . . . . .  2  

ｾＮｩ い会 μ の集い ・ 解体修ｊＧ ｉＡ 中町内 ｩｬｬ 築比学空当 Ｒ Ｉ ー ｬ 司法 法起

年三 弔i俗、 liU点新築 法姶寺三 ｩｦｕｾ￭ ＭＮ 帝人大阪本社ピ ｊ レ新

築工・l私的}.I.午会.

rJ注築と社会J J パ y クナンバーのおしらせ。 ・・ ・・.. ・ー. 3  

'1' 1( <人民共和1.'1展覧会場施設工 '1人その他比下会 . lUJ 瓜」二'1>

小 のｾ 削 Ｑ 守金堂比学会 Ｈ ｴｬＧ￭ l lill )。辿'1;:; 総会議決報告。tl'i 2 回

ｾＧｩ い会 ｵ のよ ｵＭ 、 ヒ ｛ＱＺ［化工法による処築青 Ｑｉ 材生産工場を 比 る

会J ( tl'i 2I ii l). tl'i 3 回析し、会nのlli ぃill 築家のための「みどり J

Ｂ￯］ ｾ￞ｦ 会 Ｈ 節 Ｑ 凶 Ｉ一 点 ｊ 混と ｾｾｴ ｬ ｬ による樹木の， ｴｦ Ｚ ＱＱｾ Ｏ Ｍｯ . . .  4  

大耳M石の工場と| 則ヶ l厄内戦場をたづねる一一|刻ヶ原石村( 妹)

本社工場内 J!" i: - - o AJI 年評議只会決液お知l らせ。 日本建築

協会昭和 ＴＹ 年度収支子ｦＩＺ Ｎ日 ｾｉＨＮ 者の ｮ ｊ ｃ ニュース ｊ 榊lへの投仙

のお願い。 ー Ｎ•ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ•ＮＮＮ Ｎ• ＮＮＮＮＮ • ＮＮ ＮＮＮＮ• • ＮＮ 5  

ￌｉ｛ｪ常総会開 ｲｭ 辿知 Ｎ会 以 の受 ＺｩＧ［Ｍｴ ｯ 会民名 ｩ｜ｾｾ 行についてお願

い。大阪で地工中の超高層ヒソレ} . I . "f: 会 y リーズ( 第10凶) 大阪

データ辿 ｗ［［ｊｾ 守新築工事のは常会 Ｈ 第 Ｒ 悶 ＩＮ ＱＱ 自利 ＴＹ 年度理 Ｇ Ｑ ＾

会務分停止. 昭和49年度日本ill 築協会常設委u会委只。

棚 ｦ 高諒先生の逝去を悼む Ｏ 械 ｬ 己ｾｬｔ Ｎ .... ........ ..... 6  

l昭和49年度第 4 凪若い会uの集い Ｎ ｭｾ 長文化財、ライトの山

邑邸をみる会. 会只の受< ; " l ( 2). r第21回-，'f.! p技術者特集サJ の

応募について . … … … … … … … … … 一… ・… … … 7

泊常総会議決報f号。?l' sft 金の受領。会只の受賞 (主I l 設大陸表

彰) 。若い会民的集い ・「中国のill 築'i't，'，'を IlH<  J . 中之 }: ，'j セン

ターピル新築工。1>の} どt 会。 何年技術 li のみなさまへ。析し

いデータシート ' 7 ァイル』 ・・ ・・ ・・ ・・ 8  

Ｑ 明利 Ｔ Ｙ ｩ ｊＧｴ立 ｾｴ ヰ ｕｾ 学会 Ｈ ｴｬＧ￭ Ｑ 幽 Ｉ 水 ｩ 回 ｾｉ の山紫水明処Ｈ史跡Ｉを

みる会. " 目和49年度 ｴｬＧ￭ Ｖ 間帯い会ｽｾの拠ぃ Ｎｩｬｬ 築家のため

の「みど りJ '''1' 例会 ( 節 2 ill l)  街中の樹木の鋭祭一。京高1I

新IJf liJ:.lf lr. l (築工'1トのよ己' 下会。 ・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・ ・0 ・ー・ 9  

細JIII の一部改正( 会内の改訂) について 。会員名簿の予約に

ついてお願い。 百115回関西郎市住宅会議 rr.Ji rnのオープ ン ー

スペース ;li 同J . 中古11'; 1 l 力浜| 河原子力発屯所など見学会。当』保

、 ｙ ーの Ｉｌｾの ｬｬｬｩ と Ｕ 帖のＡ市をみる Ｎ 京ｲＮｊ ｈ 卸チ ｬｩ 内 ー 京ｲＮｊ Ｑ 御所と ｲ ｬｩ ，

J同御所のt Hl I . . ｴｬＧ￭ Ｗ Ｑ 日 ｉｾ い、会員のｬｕぃ 名古屋のふるいまち

とあたらしいまちをみる. .. .. ....... ............ ....... 10 

ill 築基都法改正案等についての，鼻科会開rm. 建築 6 団体合同

新年交礼会。会只忘年態税会のrl"J t についてお知らせ。大阪

市身体降存者スポーツセンターの見' 字会。 r住築と社会J 誌

パ ッ 7 ナンバーのおしらせ. ........... ................ 11 

昭和49年度第20回工内生デザインコンクール入選者 . 主Il築 6

団体合向車rr年交礼会。 日本ill 築協会名将会長竹腰健造先生米

ａｆ を ｴｊ ｉＮう会 ｉｾ ｊｦ出ご案内 Ｎ Ｑ 司 主 京大 Ｔ Ｇ 金金Ｈ大仏殿Ｉ昭 和大修

旦ll }. l ，学会( l )- m盛時0 : '1>の見守二一 . 1削 149年度第 8 回和、会

日のｾい コンピ ュ - ? との対話。・・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・ .12 

月 報
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司'

昭和48年 11 月分 . . . … .• •..• •.. ・・・ ・・・・・ 1  

昭和48年 12月分一・・・ …・ー ・ー ・・・・・・ .... 2  

昭和49年 1 月分………・・・… 一一・ ・・… ・ ... 3  

昭和49年 2 月分 .. .•.. .. . .. … ー…ー ・・・・・・・・ 4  

昭 和49年 3 月分・・・・・・・・・ー ・ー ーー- …. . .. .. . .. . 5  

昭 和49年 4 月分 ーー ー… ー・ . . . …. . . . . . . .... 6  

昭 和49年 5 月分 ・…・・…一. . . ・ H ・- … … . 7  

H前日49年 6 ) J 分 ・ー ・・・・・・・ 0 ・・ ・ーー・ ー・ー・・ ・・ 8  

昭和49年 7 月分 ・・・ ・・ーー ・ー・・ ・・・・ 一.. . . . . 9  

H自和49年 8 月分ー・ ・ー ..一 . . .. ・・ ・・・・・ ーー 10

昭 和49年 9 月分 ..... .. . …. . ーー ・ー ー・ー ・ー一一・ 11

昭和49年 10月分- ーー・・・ ーー ーー …・…ーー. . . ・ 12
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j山がはずむおしゃれなスペース

- 用途に応じて選べる 0. 4坪から 2 坪までの

豊富な 8 機種

・素材は錆びを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

ゑ 社 大阪市東区南為園T4 丁目話番地 干541 官 ( 国 )245- 1111

恒 l 哩n嗣 … 草加担λ T j s 4 T … 川 市 ビ ル} … 03) 日] - 1171

宮 繋 所 札 幌 151)4777・仙台 ( 25) 7891 ' 1. -'1 ( 28) 37割 千 葉 (43)白 25・買 京{山 )1171

術 品 刷 ¥9123・高崎 (61 1281 ・静岡 (531∞19 富山( 32) 28血・名 古 厘 刊 )2421

大 阪 民 1201 広 島 ( 48J 2431 ・;1;，. 32) 町四・植岡 (181 印 35

負 偽

ヨト: 増加置目

. 73cm( 間口) X 60cm( 奥行) X 177 .5cm

( 高さ) のスペースさえあれば十分な

のです。見かけは小さいくせに収納

にかけては決してひけをとりません。

そのよ明るいツートンカラー〈クリ

ームと若草色〉ですから、おしゃれ

感覚も妓群。

---ーー、、

L  ヨド物置の看板の稿、または全国育名百舗でお求めください。 】



完全屋根断熱

防水工事に

ノt ーライトの

特性を 1 0 0 %

発 揮

匝亙E 三a! Dl filtl
〆p

f J

コー

itj;
シ

軽量断熱・露出防水フクレ防止・防水層のキレツ防止

T O K Oパーマ ロ ック は 特 殊 探 水 性 パ ー ラ イ ト を 繊 維 聞 に 効

果 的 に 配 合 し 、パ ー ラ イ ト の 長 所 の み を 有 効 的 に 発 簿 す る こ

とに成功した 、全 く 新 し い 多 目 的 パ ー ラ イ ト 繊 維 板 で す 。
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【T O K O式 断 熱 防 水 工 事 仕 様 例 】

T O K O式 ア ス フ ア ル ト 防 木

J - M ベンチレーンヨン7 "，) レト

ｺ 圃ｾ・米国ジ ョンス ・マンヴ ヰ ｪ レ社技術提携

， 
-， ，e ; 東興アスフアルト工業株式会社

大 阪 営 業 所 m ， 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 の 1 0  9  ( 第 l 富士ビル)

宮 0 6 ( 5 4 1 ) 7  5  8  3  - 4  

本 社 ・工 場 m ， 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

官 0 4 4 ( 2 8 )  4  5  3  4  ( 代)

本 社 営 業 部 m ， 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁目 8 番 9 号( 東興ビル)

公 03 ( 432)  2  1  5  1  ( 代) 直 通 ( 436) 4  5  3  1  
-

2  

各 地 営 業 所 札 幌 ・仙 台 ・ 宮 山 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

. 営業種目 ・ J - M式完全防水工事・ T O K O完全防水工事・ T O K Oルーフ

インサレーヤー + T O K O耐酸工事 (設計施工>+ T O K Oベンチレーション ・

ルーフィング工法・コーキ ング工事. 床空イル貼工事・他内装工事一般



住 宅 雑 感

住 宅 の 販 売 、 計 画 、 殺 害 十 に 携 わ っ て い る ー 担 当

者 と し て 、 日 早i 考 え る こ と を 二 三 位 い て み ま す 。

1 つ は 、 お 若 手 織 的 要 望 す る 住 宅 が 、 十 年 こ の か

た 密 化 の あ ま り な い こ と で す. 住 宅 の 質 の 向 上

を 考 え 、 キ ッ チ ン 分 離 の 平 面 プ ラ ン を 打 ち 出 し

て も 、 三 十 坪 前 後 の 住 宅 な ら 、 親 桜 的 に も 無 理

で あ る が 、 ど う し て も 一 部 屋 内 カ ッ ト を 余 儀 な

〈 さ れ 、 購 入 者 層 が 、 社 会 的 地 位 も か た ま り 、

四 十 オ 代 て ¥ 家 族 構 成 も 老 人 を 含 む三 世 代 住 宅

で 、 子 供 迷 に も 一 部 屋 ず つ 秘 供 し な け れ ば な ら

な い と こ ろ か ら 、 部 屋 数 が た ら ず 、 や む を 仰 な

い 家 庭 の 事 怖 が あ る よ う で す .

ま た 一 方 、 分 限 総 額 の 関 係 か ら 敷 地 問 械 が 、 八 十

坪 WJ 後 か ら 六 十 坪 を 言 明j る 現 時 点 で は 、 縫 を い く

ら か で も 多 く と い う こ と と 、 新 基 地 法 的 外 壁 後

退 距 離 の 関 係 か ら 、 い わ ゆ る 総二 階 タ イ プ の 平

聞が珂雪之、 - IJ 皆はノ マプリ y ク な 居 室 の 縦 列 と な

り 、 ウ エ ス タ ン ス タ イ ル の 生 活 様 式 が 、 定 婚 し

た と は い え 、 広 い ワ ン ル ー ム の リ ビ ン グ 形 式 の

も の よ り 、 ダ イ ニ ン グ キ ソ チ ン に 和 室 6 帖 の 平

商Iが 、 好 書 平 な の は 、 日 本 人 的 国 民 性 か 、 先 に も

Ｇ ｾいた老人昔 Ｑ ＱｍＧＡＮ として利用するための音 ＱＱ 属数 主

と も 受 け 取 れ ま す 。

ま た 前 述 の こ と と も 附 巡 し ま す が 、 111 ' 年向オイ

ルショック以米、土地内向価絡、引き統〈泊Ａｾ高

踏ま空材 ・建 築 質 的 高 騰 に よ る 分 機 絶 対 叡 { の 上 弗

が 、 社 会 経 済 的 隆 盛 か ら 量 よ り 質 へ 、 去 見 様 百 十 回

に お い て も 独 立 住 宅 三 十 五 坪 以 上 、 マ ン シ ョ ン

に あ っ て も 専 用 面 積 三 十 坪 位 度 に レ ベ ル ア y プ

す る べ く 計 画 を 進 め て お り ま し た が 、 今 回 的 問

E 固圃圏
<No. 6 設 備〉

中 桐1型車明

昨 年 来 よ り 続 い て い る 金 融 引 き 締 め 、 そ れ に 伴

う 設 備 投 資 規 制 、 資 材 高 騰 等 は 企 業 に 内 在 す る

諸 問 題 を 縫 起 し 解 決 を 迫 っ て き ま し た 。 介 主II 化

と 能 率 化 の 問 題 は 、 企 業 内 外 の コ ン ビ ュ ー タ を

有 効 に 使 用 す る こ と に よ り あ る 程l主z ま で は 栄 さ

れ て ま い り ま し た 。 日 本 に 宇nめ て コ ン ビ ュ ー タ

が 官 庁 や- ml 企 業 に 導 入 さ れ た こ ろ は 、 「 機 械 が

人 聞 を 支 配 す る 」 と い う 誤 っ た 風 潮 が あ り - 8'11

の 人 達 に は 一 緒 の ア レ ル ギ ー 症 状 さ え あ り ま し

た 。 実 際 に コ ン ビ ュ ー タ を 使 用 す る 立 場 に な っ

て み る と 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 過 程 と か イ ン プ ッ

ト 作 業 等 を 無 抗 す れ ば 、 こ れ ほ ど 便 利 で 正 確 な

ものはイ也 に 類 を み ま せ ん。

現 在 、 私 は 怨 築 設 イiiii の技術| 見l係 の プ ロ グ ラ ム を

Il日 発 し て お り ま す プ ロ グ ラ ム の 11日 発 に は 色 々

な パ タ ー ン が あ り ま す が 、 私 の 場 合 を 仰j に と っ

て 簡 単 に そ の 概 略 を 述 べ て み ま す と 、 数 多 い 文

献 よ り の 資 料 の 整 理 ( 時 に は 全 〈 文 献 が な い と

読者の頁

中 村篤 郎

見 直 で 再 度 練 り 直 し 、 五 年 程 昔 の 状 態 に 立 ち 帰 ら

ね ば な ら な い は め に な り ま し た 。 世 間 の 金 融 引

き 締 め が こ れ に 輸 を か け て い る 憾 で す . 従 っ て

最 近 の 購 入 者 は 、 十 年 以 前 向 顧 客 町 民 替 え か 、

何 ら か の 不 動 産 を お 持 ち の 方 が 大 多 数 で す.

い ま 一 つ 考 え る こ と は 、 プ レ ハ ブ の 問 題 で あ り

ま す 。 あ ち こ ち の ハ ウ ジ ン グ セ ン タ ー で は 、 立

派 な プ レ ハ ブ が ま る で フ ア ソ シ ョ ン シ ョ ー の 如

〈 展 示 さ れ て い ま す が 、 各 メ ー カ ー に お い て も 、

定 よ り 質 と 日 々 こ れ 研 舗 に 努 め て こ ら れ た が 、

さて 一 方 販 売 商 に お い て 、 購 入 者f則 的 責 任 も あ

る が 「 売 ら ん か な J が 筒 先 し て 、 お 客 様 の 注 文 を 、

あ ま り に も 受 け す ぎ 、 工 場 生 産 化 し 省 力 化 を

は か り 、 コ ス ト ダ ウ ン を は か る べ く 努 力 さ れ

た の が 、 逆 に 出 て い る 様 に 思 え ま す 。 ま た こ れ

ら プ レ ハ プ を 採 用 す る 大 手 デベロッノマーなりが、

モ デ ュ - ) レ が ど う の ‘ 平 首I プラン」二、辛口室、洋

室 内 バ ラ ン ス が ど う 町 、 仕 様 が ど う の と 注 文 が

多 す ぎ ま す 。 fti止i丘 町 木 枠 組 工 法 も 、 建 設 省 や 住

宅 金 融 公 邸 等 の 指 導 と 広l 入 れ の も と 、 一 音11プ ラ

ン総定から榊法l I E . 定になったメーカーもあると

聞 き ま す が 、 こ れ と て 内 苦11巡 作 に 工 数 が か な り

あ' ) Ｎ将来日本の木質住宅シェアーの三重 ｾＱ を占

め る と 意 気 込 ん で お ら れ る が 、 い わ ゆ る 最 よ り

質 で 、 コ ス ト の 安 い 住 宅 を 徒 供 す る 上 か ら は l問

題 が 多 い 械 に 思 い ま す . 先 年 行 な わ れ た パ イ ロ

y ト ハ ウ ス に し て も 、 業界は刺激できても五l : iifi.

し 質 的 向 上 を は か り 安 〈 出 来 上 り 、 購 入 者 に 好

評 を は く し 、 い ま も っ て 隆 盛 を 極 め て い る 物 件

は 少 い よ う で す 。 ( 立 か む 句 と 〈 ろ う )

き も あ り ま す が ) 、 そ し て 笑 験 等 の く り 返 し に

よ る 資 料 の 検 討 、 こ れ ら 膨 大 な デ ー タ か ら 実 際

商 を 考 慮 し て 最 適 他 の 決 定 、 そ の 最 適 な デ ー タ

を 用 い て の プ ロ グ ラ ム の 作 成 、 そ の 作 成 途 中 に

感 じ る コ ン ビ ュ ー タ の 趨 無 融 通 性 等 身 、 プ ロ グ

ラ ム 完 成 後 の あ ら ゆ る 場 合 を 恕 定 し て の テ ス ト

ラ ン の く り 返 し 、 そ の 計 算 結 採 に よ る フ ィ ー ド

パ ッ ク 化 、 最 終 段 階 と し て 仕 様 件 の 作 成 、 そ れ

らのプロセスを岸圭て、この; 1-'-幻: シ ス テ ム は ラ イ

ン に 来 る こ と に な り ま す。 こ の IJ f J 発には多く の

H寺 間 と 労 力 が 貸 さ れ ま す。 比 較 的 簡 単 な プ ロ グ

ラ ム で 約 半 年 、 革U! (， な プ ロ グ ラ ム に な る と 数 年

を 貸 す こ と も あ り ま す 。 ど の よ う な 開 発 に お い

て も 線 気 が 必 要 で す が 、 実 験 途 中 プ ロ グ ラ ム 作

成 途 中 に お い て 拘 折 ! 践 と 集 燥 感 、 そ し て 使 命 感 、

の 混 在 、 計 算 シ ス テ ム が ラ イ ン に 乗 っ た 後 の 充

実 感 と 不 安 感 。と き と し て 精 神 的 、 肉 体 的 に 耐 え

ら れ な い と き も あ り ま す が 、 生 き 甲 斐 と い う も

のを! 忍じ る と き も あ り ま す。

現 在 ま で に 、 技 術 開 発 部 が 開 発 し ラ イ ン に 来 っ

ている主な百十 Ｓ 平システムは、 ｾｲ￸ｾｊ システム計算、

従 来 の 相 当 温 度 差 法 を 詳 細 に し 、 あ ら ゆ る 要

因 を 考 慮 し た 動 的 熱 負 荷 計 算 、 竣 工 後 に お け る

風 と 音 の 問 勉 . を 解 決 す る iゆ 圧 計 算 と 消 音 計 算 、

新 刊 紹 介

建 築 昆 虫 記

そ の 被害 と 生 態 と 防 除

山 野 勝 次 著 B  6  ＢＧｾｊ＠ 280頁 ￥ 1500 相 模 書房

昆 虫 は 人 間 的 生 活 を 物 質 的 に も 精 神 的 に も 泣 か

に し て 〈 れ て い る 。 し か し 、 昆 虫 に よ っ て 待 ら

れ る 利 益 と 、 昆 虫 に よ っ て 失 わ れ る ね i失 と を パ

ラ ン ス に か け て み る と 、 打l 失 町 方 が は る か に 大

き い と も い わ れ て い る 。

人 H刊がこのi ! ! : に現われて以来、食物をめく・り、

あ る い は 伝 染 病 を 克 服 す る た め に 、 昆 虫 と 戦 っ

て き た . 人 聞 が 生 活 空 間 と し て 、 建 築 物 を 生 み

出 す と 、 他 の 生 物 も 住 み つ い て く る 。 人 11I J が 動

物 で あ る 以 上 、 必 裂 な 環 境 条 件 が あ る わ け で 、

他 的 生 物 に と っ て も 、 そ れ は 好 遜 な 般 息 環 境 な

の で あ る . 代 表 的 な も の で は 、 木 賞 材 を 食 笹 す

る. f e . 虫と、いわゆる f智 生 害 虫 で あ る . こ れ ら の

害 虫 は 、 私 た ち の 身 近 に 綾 忠 . し 、 人 1111生 活 に 深

い l附 わ り を 持 っ て お り 、 防 除 に あ た っ て は 、 各 苦 手

虫 内 生 態 や 習 性 、 探 知 方 法 な ど を 十 分 知 っ た 上

で 、 対 策 を 鱗 ず れ ば 、 そ の 効 朱 を 十 分 に 発 揮 す

る こ と カf で き る 。 仰j え l ; f 、シロアリに亦t し て は

有 勉 期 IHJ の 正 の 走 光 性 を 利 用 し て 灯 火 続 殺 で き 、

あ る い は 、 清 掃 行 動 や 帰 巣 行 軍 司J により、i l I 按か

っ1111按 に 順 次 中 毒 死 さ せ た り 、 集 団 を 完 全 に 死

減 さ せ る こ と も で き る の で あ る 。

こ の よ う に 本 岱 は 、 迎 築 物 内 に 生 活 す る 人 1111 に

と っ て 、 術 生 的 あ る い は 物 質 的 に 被 怒 を も た ら

す 昆 虫 と い う 立 場 か ら 、 そ の 被 害 と 生 態 、 防 l徐

方 法 を 述 べ て お り 、 害 虫 1111除 の111 なるまH鰍 と し

て だ け で は な く 、 建 築 家 に と っ て は 、 建 築 物 に

お け る 苦 手 虫 防 除 に あ た っ て の宣宣言十上向聖書締が示

さ れ て お り 、 ま た 、 建 築 物 的f主 ま い 方 、 あ る い

は 衛 生 管 理 的 手 引 牲 と し て も 参 考 に な る .

な お 、 収 録 昆 虫 は つ ぎ の と お り 。

y ロ ア リ 、 ヒ ラ タ キ 7 イ ム シ 、 ナ ガ シ ン タ イ ム

ン 、 シ ， < ン ム シ 、 ゴ キ ブ リ 、 シ ラ ミ 、 ノ ミ 、 虫 宜 、

ハ エ 、 ナ ン キ ン ム シ 、 ア 1) 、 ダ ニ .

ZJ'; 務 サ イ ド と 共 同 開 発 の 積 算 シ ス テ ム 等 そ の他

多 く の も の が あ り ま す 。

現 在 に お け る 不 況 色 の な か の 合 理 化 は あ ら ゆ る

部 門 に 波 っ て 種 々 の 問 題 を 浮 き 彫 っ に し て い ま

す 。 こ れ は 次 の 発 展 の た め に 、 内 部 告 発 的 に 明

確 化 に し 、 そ し て 具 体 的 な 形 で 、 解 決 し て い か

な け れ ば な り ま せ ん。

私 の 所 属 す る 技 術 開 発 音11は 種 々 の プ ロ グ ラ ム の

I1fJ発 の 他 に 、 新 技 術 の 比 較 検 百 七 J5L;ti; llii に お け

る 技 術 的 諸 問 題 の 早 期 発 見 と 解 決 、 新 製 品 、 新

技 術 の 11日 発 等 、 設 計 ・ 施 工 部 下 ! の 絞 め 下 の 力 持

ち と し て 、 諸 問 題 に 取 り 組 ん で い ま す.

Ｈ須 Ｑｾ 工業ー株式会社 技 術l摘発音11)

建築と社会/ 1974年12月号
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τ，宅，ョ. 1: 1、ご. ' :1、r

マスチッヲヲI : 1 - 9: J ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性 : 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵; 抗" ，性: すべり十正抗" ，性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、.〆

フリントコートについてのお問合せは下記へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｩ～ 版発売所
コ，リｾＮＭこｉＺ ｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑤532 大 阪 市 淀川 区 西 中 島 2 T 目 11番 30号 室歪 ( 06) 303 - 7 131 

東 京 w l 04 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ピル3階 ) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古屋 w 461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本編ビノレ4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 w 730 広 島 市 東 白 鳥 町 1 5 審 6 号 ( 西林ピノレ 3 階 ) 合 ( 0822) 21 ー 1224

福 岡 ⑤8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピ J レ3 階 ) f i ( 092 )  77 - 1961 
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日 本 建 設 業 界 友 好 訪 中 団 ( 団 長 ・ 前 回 又兵 衛 ) は、

10月 11 日か ら 13 日I 1JJ に わ た っ て 、 中 国 の 建 築 司王

怖 を 祝 祭 し て 、 23 日 帰 国 し た 。 今 回 の 訪 中 団 は 、

昨 年 、 土 木 ・建 築 的 中 園 内 代 表 が 来 日 し た 際 、

日 本 建 設 業 団 体 迎 合 会 を 中 心 と し て 歓 迎 し た こ

と に 対 す る 中 国 側 の 招 梢 で 中 国 建 築 学 会 が 窓 口

と な っ て 実 現 し た も の で あ る 。

一 行 は 、 前 回 団 長 以 下 、 治 江 娘 一 、 市 川 消志、

立 西 玄 輔 、 河 田 明 雄 、 迫 田 園 町 、 竹中 宏平 、 塚

本 猛 次 、 東 畑 謙 三 、 野 崎 議 三 氏 ら 13人で、日目 E止

ま も な い 日 中 航 路 を 中 国 使 で 出 発 、 北 京 、安 西

南 京 、 上 海 な ど を 訪 問 し 、 中 国 建 築 関係者向聖書

人 と 交 流 を 深 め て き た も の 。

ベトナム民主共和国

建 築 家 代 表 団 来 日

ベ ト ナ ム の 建 築 界 に た い す る 連 帯 支 援 セ ン タ ー

( 代 表 世 話 人 大 江 宏 、 織 本 道三 郎 、 平 松 義 彦 、

吉 阪 隆 正 ) が 受 : 入 窓 口 と な っ て 、 こ の 11月 1 日

か ら 20 日 間 、 ベ ト ナ ム 民 主 共 和 固 め 建 築 家 の 代

表 4 名 が 来 日 し た 。 一 行 は 、 団 長 ト J レ ウ ォ ン -

ｾ瓜正 ￭ｬｦ 111  ト ウ イ 氏 ( ハ ノ イ 市 計 画 研 究 所) 、 フ ァ ン ・ヴ ア ン

建築と 圃 ｾＱ｟ 総占Ｇ］ｦｦｩｲド氏 Ｈ建設省土木計画研究所Ｉ、ファンヴア
- - 幸司函置語薗副圃! l ml l l・ン ・モ ク 氏 ( ハ イ フ ォ ン 市計 画 研 究 所 ) 、 過 重 尺

防災展開催 問 問 開 哩 回 姐 晒 ( 建築家) の 4 名 で 、 東 京 、 浜 松 、 姫 路 、 神 戸、

10 月 28 日 か ら 11 月 2 日 ま で 、 大 阪 国 際 ピ ノ レ に お 大 阪 、 京 都 、 広 島 を 訪 ず れ 、 各 府 県 の 知 事 、 市 長

いて、 r m築 と lりJ 災展一一一一lりJ 火 と 遊 鍛 よ り 安 な ど を 表 敬 紡 l制 す る と 同 時 に 、 各 地 内 新 建 築 、

大阪府建築コンクール作品推薦 誌 2ロ::;エムZT3222 ???EErri Z22二二32

m 21 回 大 阪 府 建 築 コ ン ク - } レ の 作 品 の 推 服 募 集 援で Ｑ Ｎ Ｉｾｬｬｬｬ ｪ されたＮ 築 家 技 術 者 柴 田 な ど の 会 員 に よ る 歓 迎 レ セ プ シ

が 開 始 さ れ た 。 本 年 度 は 、 作 品 質 、 作 品 奨 励 賞 本 展 で は 、 都 市 機 能 的 被 雑 化 の 中 で 、 火 災 の 笑 ョ ン に も 参 加 し た り 、 新 主 主 第 4 回 大 国 ( 於 浜松 )

(  2 級 建 築 士 ) 、 業 総 質 的 三 部 門。 枠制lは 、 大 阪 例 ー原 因 ・ 反 応 対 策 を 展 示 し 、 都 市 と i坊 災 と で も あ い さ つ を し た り し て 、 相 互 の 技 術 交 流 を

府 組 築 士 会 、 建 築 コ ン ク ー ル 係 ( 262ー 1861) へ。 人 間 に つ い て 再 考 を 促 す も の で あ っ た 。 深 め て 、 帰 国 さ れ た 。

ａｾｾ 企 ａ 企企 ｑ 企ｾ

け や き

建 設 業 界 友 好 訪 中 団 帰 国
A

E

A

 

社

ユ

ニュース原稿をお送り〈ださい。

と築建

企♀♀樹 の 話 シ リ ー ズ ・ 4

明治建築の保存要望書提 出

阪 市 内 に 現 存 し て い る 明 治 建 築 の 保 存 に ! 附 す

る袈望 Ｎ ， ｉｾ を、明治雄築研究会Ｈ代表 ー 柴田正己

事 務 局 、 堺 市 立 工 業 高 等 学 校 ) が 、 大 阪 府 知 事

大 阪 府 教 育 委 文 化H寸 保 滋 謀 、 大 阪 市 長 、 大 阪 市

教 育 委 に 10月 15 日 に 徒 出 し た 。

当 面 保 存 を 必 裂 と す る も の と し て 、 ① 日 本 銀 行 大

阪 支J苫 ( 明 治36年 ) - 111文 級 一 ② 大 阪 市 庁 舎

( 大正 10年 ) ③ 旧 34銀 行 ( 明 治 37年 ) 重 文 級 一

④ 北 浜 平 和 ピ J レ ( 明 治20年 代 ) ⑤ 済 生 会 病 院

( 昭 和 10年 ) ⑤ 愛 珠 幼 稚 園 ( 明 34年 ) 。

特 に 、 ① ③ は 学 術 的 に 非 常 に 間 い も の で 、 箆 袈

文 化 財 指 定 的 申 宮 町 を し て い る .

ｾ＠

第15回 関 西 都 市 住 宅 会議 開 催

10月 22 日 、 朝 日 生 命 館 に お い て 、 日 本 建 築 学 会

近 畿 支 部 ・ 大 阪 主 主 主 主 草 位 協 会 ・ 大 阪 市 街 地 再 開 発

促 進 協 議 会 ・ 大 阪 府 組 築 士 会 ・日 本 建 築 家 協 会

関 西 支 部 ・ 日 本 建 築 協 会 ・日 本 雄 策 材 料 協 会 の

共 刊 誌 に よ る 第 15団 関 西 都 市 住 宅 会 議 が、 r 者1I 市

内 オ ー プ ン ・ス ペ ー ス 計 画一 一都 市 に 線 と 広 場

を イ 乍 り 出 す た め に ー一- . をテーマにJ - ; トH出 さ れ た .

会 議 { 立 、 紙 野 桂 人 氏 ( 大 阪 大 学 ) の 司 会 ・島村見に

つ づ き 、 土 地 利 用 お よ び 市 街 地 形 成 町 観 点 か ら

近 藤 迷 夫 氏 ( 大 阪 市 総 合 計 画 局 ) が 「 都 市 町 土 地

利 用 と オ ー プ ン ース ペ ー ス」 の テ ー マで、また、

自 然 保 護 お よ び 空 間 繰 イ ヒ の 観 点 か ら 防 備 恐 竜 年 男

氏 ( 大 阪 府 立 大 学 ) が 、 ス ラ イ ド を ま じ え な が ら 、

「 オ ー プ ン ・ス ペ ー ス に お け る 自 然 的 活 用 」 の

テー Ｗ で、さらに、都市 ｾｈ ｉ｝形成における建築

設計の都与を 論じる 観点からＮ｜ｾ与問家弘氏 Ｈ神戸

学 ) が 「 オ プ ン ス ペ ー ス に お け る 建 築 の

参 加 J の テ ー マ て ' 講 泌 が な さ れ た 。

本誌11月号、樹の話o / 1) - ; ( .3 九、ちょう・の

文中友段8 ・9行目がまちがっておりました. 釘詫

びして、 8 . 9全行次のように訂正いたします。

手である 。いちょうの棄は独特の扇型で、大学

のシンボルマークとしてよく使われている 。 "

主II 築と社会/ 1974年12月号

お

わ

び

と

訂

正

以 外 に は 践 し な い と い わ れ る 。 純 国 産 樹 で あ る .

余 談 に な る が 、 サ に 弓 の 材 料 と し て 用 い ら れ た

" ャ

「槻 J は け や き の こ と ら し し 、 。 だ か ら け や き は 弓

の 王 材 で も あ っ た よ う だ。 ツ キ は ツ ヨ キ ( 強 木 )

の 意 味 で 、 材 質 が 強 靭 で あ る と こ ろ か ら 来 て い

る。 高 槻 市 町 市 内 樹 は 、 当 然 け や き で あ る 。

早 悲 に 仰 い 校 先 に 波 紋 の 芽 を tB し 始 め る 姿 は 美

し い 。 も っ と も 、 こ の 樹 ぐ ら い 芳 出 し の 時 期 が

一 定 し な い も の は な し 」 並 木 町 場 合 で も 、 或 る

も の は す で に ま 慌 が 出 揃 っ て い る の に 、 他 的 一 本

は ま だ 芽 も 出 し て い な い し 、 ま た 、 一 本 町 樹 の

中 で も 、 成 る 枝 だ け が 背 ノマとま誌をつけている姿

を よ < c . よかける 。 切 れ 込 み の は っ き り し た ま 躍 が

枝 い っ ぱ し 、 広 が る と 、 す で に 初 夏 で 、 さ わ や か

な l場 差 し の rl' で 災 し く 紛 が 映 え る 。 花 は 新:挺と

と も に 4 - 5 月 に 消 け る が 、 雄 花 と 雌 花の長1' i <

位置が主主なる。 実 は 10月 に な る 。秋 の 紅 葉 も 派 手

さ は な い が 、 公 聞 や 並 木 ill が 色 づ き 始 め る と 都

会 の 中 で 秋 を 感 じ さ せ る に 充 分 で あ る 。 築 を

す っ か り 子 高 し た 冬司会 的 け や き に は 、 伸 び や か さ

と 消 4 し さ を 感 じ る . 移 植 が 釧 合 容 易 な の で

最 近 で は 泣 図 樹 や 街 路 樹 に よ く 使 用 さ れ 、 特 に

大 木 を 移 植 す る こ と が 多 い が 、 美 し い 樹 即L をt J l

{ 務せぬ よ う に 、 選H般に注意する必主主ーがある。

川五日 の 塊 な ど に は 大 き な も の が 見 ら れ る が 、 大

阪 市 内 で は 住 吉 大 祉 に あ る も の が 高 さ 16 mで 最

大 と さ れ て い る . 並 木 と し て は 中 之 島 の 市 役 所

ゥュｉｾ

か ら 中 央 公 会主主的一 帯 ? と 、 初 公 閣 内 の 中 央 闘 路

に 植 え ら れ て い る の で 、 手 ji i : かに見に行けるで

あ ろ う 。 京 都 府 立 植 物 閤 前 向 け や き の 或 木 は l湖

i ! ! i て' も ーー首且のものて' あ る 。

Zel  kova serrata 

( 税 下 .!e )

け や き と い う 樹 名 は よ く 耳 に す る け れ ど 、 ど の

よ う な 樹 か と 間 わ れ る と 、 た い が し 、 町 人 は 答 え

ら れ な い。 名 前 は か な り 知 ら れ て い る の だ が 、

ヨミ物g ヵeす ぐ 自 に 4宇 1; 1: なし、。 多ｾＮＮなりとも備すに現 ｌ

味のある人は、武蔵型1 - の I商 彬 の 残 る 風f去 の 中 に

扇 形 に 枝 を 展 げ た 大 樹 を 思 い お こ し て 、 け や き

のｾを理解しているだろう 。

け や き は 「 に れ J 科 に 属 す る 務 楽 町 木 で 、 国，i7kの

問 木 町 中 で も 最 高 ・ 最 大 木 町 一 つ で あ り 、 長 寿

町 鮒 で も あ る 。 原 野 、 川 岸 、 丘 陵 地 な ど の 人 皇

の 近 〈 に 自 生 し 、月巴えた深l冒 雄 土 質 を 好 む。

だ か ら 、 武 蔵 野 町 け や き は l拘 束 ロ ー ム l汚 と 深 い

つ な が り が あ る わ け で あ る 。 棺? 性が強〈、+ 良が

深 < ( 深キ'H'I 生) 地 中 に ま っ す <- に 仰 ぴ る ( i I 工似性 )

め で 耐 風 力 が あ り 、 11，方l孔 樹 と し て 伝 搬 や 社 寺 度

内 に よ く 植 え ら れ た 。 材 質 は 監 く て 腕 減 し に く

く 、 木 理 が 美 し 〈 狂 わ な い の で 政 優 秀 な 料 の 一

つ で あ る 。 古 く よ り 備 総 材 と し て 使 わ れ 、 ま た 、

餅 つ き の 臼 や 杵 な ど は ほ と ん ど が け や き で あ った。

け や き の 名 前 向 由 来 は 「 け や け き 木 」 つ ま り 顕 著

な る 樹 の 主 主 味 だ と 解 釈 さ れ て い る 。 何 が 顕 著 か

と い う と 、 材 質 が 特 に f盛 れ て い る こ と と 、 樹 問 、

樹 形 が 他 的 措 ? に 比 べ て 目 立 っ て い る か ら で あ

る 。 磁 か に け や き の 成 木 は そ の 日 さ と 姿 に お い

て 、 雑 木 林 や 自 然 公 閣 の 木 立 の 中 で 目 立 つ 存 在

にある。 ｦ 也の幸佐オての ｅ 兵から ｴ ｬＩＺ きん ｈｪ てｹ，［［ｬｊｦｾに技［

を 皮 げ た 姿 は 雄 大 で 美 し い。 な か に は 幹 が 途 中

か ら 幾 条 に も 分 岐 し た 形 の い わ ゆ る 武 . f j - 立 ち の

け や き も あ り 、 そ の 姿 も 才 ， 前 向 如 〈 武 将 の よ う

に た く ま し く 、 認 主 4 し い 。

けやきは漢字で「楳 ｊ と ｉ ｉ ｾ くが、これは ｱ Ｍ ｉ 図大

陸 直 量 的 ト ウ ゲ ヤ キ の こ と ら し く 、 け や き は 日 本



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る
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建 築 名 称 広 島 ・ 天 満 屋 立 体 駐 車 場

所 在 地 広島市

設 計 施 工 鮒 竹 中 工務 庖

使 用 個 所 カベ ・マジキリ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・合 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量化 を 要 す る 高 層 建 築物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火 構造 の 建 物

長ポレ1I/' 7-X株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピル )

電 信 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 掘 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ J レ)

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1 ) 代 表 7 4 2 1  



ロ写真と概喜Eをどしどしお送。〈ださい.

凡例 a.所在地 b  敷地面続 C. 建築而被 d  

1045.  岡 山 ビ ジ ネ ス ホ テ ル

設 計 : 能 勢 建 築 事 務 所

施 工 大 林 建 設 株 式 会 社

a  岡山，lii: 1Il 1田1 1 T 円2 - 2  1  

b.  631. 11m

2  

c  .  321. 696m

2  

d  .  1. 735.  866m

2  

e .  R  C 、 7 F

f  昭和48年 6 }1 - Ul l 利49年 1 n  

1048.  広 島 ダ イ ヤ モ ン ド ホ テ ル

設 計 ・広 島 菱 重 興 産 株 式 会 社

施 工 : 大 成 建 設 側 広 島 支 底

a  広 1::"li 観音新田T 2 - 7 8 - 2

1051 .  

，ｾ＠

b.  3. 495. 841mを

C  .  648. 211m

2  

d.  3. 957. 481m

2  

e.  S  R  C 、ー古li R C 、B 1.  8  F  

f  昭和48年 9 H - 昭和49年 8 月

↑ 窃 和 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス

設計 ・ 位 制 駒 建 築 設 計 事 務 所

施 工 附 奥 村 組 関 西 支 底

a .  J京都除判 |楽m; 和束町大7二湯船

小学中ノ谷199

C  • 3. 378. 92m

2  

d  
3. 309. 0m

2  

e  .  R  C .  2  F  

f . 1I自制49
i
Jo 1  H  -1I 11f1J49

i
Jo 8  JI 

1046. ナ ゴ ヤ プ ラ ザ ホ テ ル

設計 三 共 建 築 設 計 事 務 所

地 工 . 佐 藤 工 業 名 古 屋 支 底

a  名古屋市' " 1" ' 区1ij: 3丁目8帯21号

". 

b  .  561. 655m

2  

C  • 502. 11m

2  

d  .  6. 175. 43m

2  

e.  S 、 R C 、 B 3 、10F 、 P 1  

f  .  s百手1147年 9 月~昭和49年 3 月

1049.  草 山 ホ テ ル ビ ー ナ ス

J.C: JI" 日本建設綿一級建築士事務所

地 工 . 日 本 建 設 側

a  Ｎ長野 ｖｉｾ f.，"=野 rli '11 山 高 原

b.  9. 400. 000m

2  

C .  3. 012. 050m

2  

d  .  5. 371. 970m

2  

e .  R  C 、一部 S 造、 2 F 、1 部地下

f .  BIl利47年 9 月一昭和49年 4 月

1052. ホ ワ イ ト ハ ウ ス 穂 積

設 ｾｨ 新 構宇土、伊藤建築事務所

地主. 吉. 正世』帯、ｾｦ ￍ￯Ｎ奥 Ｎウ ｆ 村 組 関 西 支 庖

a  .  Ｊ［ｴ ￎｉ ￯Ｎ ｔｾ 想的 Ｑ 丁目 ＹＷ Ｍ Ｔ

b  .  Ｎｾ Ｚ＠ 2.836. 62m

2  

C  • 1. 701. 79m

2  

d  18. 109.777m

2  

e.  S  R C、I 部B 1、ll F. 1部 P 3

f  .  s百千U48年 3 月~昭和49i p 7 月

1047.  大 阪 グ リ ー ン ホ テ ル

設 計 .吉 国 建 築 事 務 所

施 工 株 木 建 設 勝 大 阪 支 庖

a. 大阪市西区西長期北通 3 - ))

b  .  570 .  212m

2  

C  • 533 .  956m

2  

d.  3. 011. 777m

2  

e.  R  C 、 7 F 、 P 1 .  (改築)

f . 昭和48年 10月~昭和49年 5 月

1050.  丸善石 油 不 動 産 車 山 飛 燕 荘

1053.  泉

設計 。日本建設側一級建築士事務所

施 工 ・日 本 建 設 世 帯

a  長 野 県 茅 野 市 車 山 高 原

b.  4. 088. 675m

2  

C .  812 . 10m

2  

d.  1. 516. 420m

2  

e.  R  C 、2 F . 1 部地下

f  昭和48年 5 月~昭和49年 5 月

ビ J レ

設計 側 Z 建 築 設 計 事 務 所

施 工 胸 奥 村 組 関 西 支 庖

a. 大阪府伴和田市大町3 6 0- 1  

b.  6. 946 .4 m

2  

C  • 2. 750: 48m

2  

d  1. 8166.298m

2  

e  R C 、 B 1 、 7 F .  P  2  

f  昭和48年 5 月~昭和49年 4 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，千・ヲイトコ〉タリート (歩行…水也用

阿

国 副 岡 田 園

山 Lh z;; ニーE 叩

戸 剛剛 剛 岡 田 岡 田 岡田 岡 田 園 田

同 町 田両両日 ｾ圃Ｍ園田 . .  

屋 上 ア ス フ ア ル ト防 水 層 の 保 績 、 断 熱 、 軽量 に 東 邦 J ぐ ー ラ イ トコ ン ク リ ー ト

P C ー D 工 法 採 用 の 大 意 法 務 合 同 I芋 舎

設 置 十 近 陸 地 方 建 股 局 施 工 K K 伊廠組、 K K 笹川組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1りIJ 7J(] 朽の tll' えに使用し仕上モルタノレの聖書らない金ゴテー

パ ツ 仕 上 工 法

・ デ y キ プ レ ー ト の 悦 祉 化 や は l出| 幼水下 f也 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 袈 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

ｾ ，Ｎー
各 F皆 の タ タ ミ 下 地 に 東 邦 〆 ぐー ラ イ トモ ル タ ル P Mー C 工 法 採 用 の

大 宮 高層 介 線 住 宅

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K 問組、 K K 熊 谷 組

本方 If-' I- Xキ54

化粧、 l吸音 、防湿、断熱( 結露防止) と多 目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 筏 l次

付して争IJ 青f[ の心西Gが な い

・か ベ 面は 金 ゴテ押え すれば緊治情タイプの表而 Ｑｾ ｬｊ交のあ

る ソ フ ト で テe ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ ノ マーノレスキ

ンの特徴)

・- I .，f' i，で 仕 上 る の で工 期 の 短縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 鎖 、 鉄 板 知 、 耳T科¥. f . 反、モノレタ J レなど何んで

も よ い

• ｾ ｾＱｻ 幣色 ＲＰ 色とす Ｇ， Ｇ￮Ｎｽｊｉ ｊ ￟ らできる

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 机 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 望 書 ら な い の で工 期

短 縮 と コス ト が安 くな る

・床 Ml しな い ので主I ! ; 物の ボ リ ュ ー ム の節 約 が で きる

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め 級 品 、 i些

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気泡 の束手11パ ー ラ イ ト と 防 水液 を 使 用 し た 完 全 防

水パーライトモルタル であるため、 ＿ｍ ＮｾＭ｜ を 全〈透さない

比 重 ・断 熱共 木材 並 1 3  

( 比豆 0. 85kg/ t 、 熱 伝 導 率 0. 14kcal / mhc )

か ベ 菌 tニヰ オ パー ル ス キ ン 7 F  K  ( 吹付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村 野 、 森 建 築事 務 所

設 計 村 野 ・森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建 般 K K

畿|

東 邦 バ ー ヲ 子 炉 械 式 会11

大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 5 9 4 T E L  代 表 06 - 941 - 924 - 7  

〈営換所〉 東 京03- 974- 3 2 2 5 - 7 広島 ｛ＧｉＺ ｽ， ｈｚｾＮｉＢＧ｟ 岡山[ ! l :w.... "......， .. 
高松ｾＱＧｴＱＺ｟，， ｟ ＮＺＮ，ＮＮＮ 金沢 ｬＧｦｬ ｩｊＧＮ｣ｺ ｕ Ｚ Ｎｾ

、



工 博

吉 野 正 治

京都府立大学教慢家政学部住居牢科

国 則 一 夫

大 阪 府 建 築 部 畏

蓬 イ 弗 亨

京 都 建 祭 事 務 所 代 表 取 結 役

角 谷 義

竹 中 工 務 庖 本 庖 工 事 劃 部 長

7 月号より 12月号まで上l e 4 氏で担当

口住 居 学 科 で は 何 を 教 え て い る の か

住 居 学 科 で は何 を 教 え て い る の か 、 ど ん な 講 座 が あ る の か ? と 、 多 く の 人 か ら 聞 か れ る 。

住居学科は現在、日本に国公、/ 3 校、私立 1 校 が あ る だ け で あ る 。 京 都 府 立 大 、 大 阪 市 立 大 、 奈 良 女子 大、

日 本 女 子 大 の 4 大 学 で あ る 。 国 公 立 は す べ て 関 西 に あ る こ と が 注 目 さ れ よ う 。

大 学 に よ っ て 、 講 座 内容 ・学 生 数 は ち が う 。 京 都 府 ー 立 大 学 は 住 生 活 学 ・住 居 意 匠 学 ・住 環 境 学の 3 講座

が あ り 、 現 在 、 機 構 学 講 座 と 大 学 院 の 噌 訟 を 要 望 中 で あ る 。 学 生 定 員 は 20名( 一学年) 。男子と女子がほ ぼ

半 々 、 理 想 的 で あ る 。 卒 業 後 、一 定 の 実 務 経 験 を 経 て 一級 建 築 士 の 受 験 が で き る と い う 面 で は 建 築 学 科

の 場 合 と か わ ら な い 。 卒 業 生 は 設 計 事 務 所 ・住 宅 産 業 ・官 庁 ・家 具 室 内 装 備 メ ー カ 一 等 で 活 躍 し て い る 。

西山5 ' 11三 博 士 が言 わ れ る よ う に 「 住 宅 は 生 活 の 器 で あ り 、 社 会 関係 を 象 徴 す る と 同 時 に そ れ を規 定 す る

も の で あ る 。 そ し て ま た 都 市 を 形 成 す る 基 本 細 胞 で あ る 。 住 宅 が よ く な り 、 よ く 配 置 き れ な い | 浪 り 、 よ

い 都 市 は あ り え な い し 、 豊 か な 生 活 も あ り え な い 。 ・ ・ーーーー住宅のこのような本質と 、 人 間 生 活 に 対 して

も つ 重 要 な 役 割 を み つ め て 、; そ の 根 本 的 な あ り 方 を 聞 い 、 そ れ を 実 現 す る 道 を J ( 住 宅 問 題 講座 1 巻、

P  . 404) さ ぐ る こ と が、 住居 学 の は た す べ き 役 割 で あ る と 思 う 。 ( Y )

口 あ る 集 い

つ い 先 日 、 四 国 に 在 る あ る 建 物 の 管 理 に あ た っ た 者 逮 が、 建 物 の 竣 功 以 来 十 数 年 ぶ り に 集 っ た 。懐しい顔 、

逗 し く 育 っ た 顔 。 顔 を 合 せ て み る と 建 該 当 時 の さ ま ざ ま な こ と が 生 々 し く 思 い 出 さ れ る 。 寒 空 に 夜 更 け

ま で の 杭 打 ち 、 骨 材 を 遠 く 桜 島 に 求 め た 苦 労 話 、 A E 剤 の 管 理 不 良 に よ る コ ン ク リ ー 卜 の 打 ち 直 し 等 々 、

思 い 、 出 話 は 尽 き な か っ た 。 こ の 建 物 の 管 理 の 仕事 に は 皆 ん な 大 変 張 り 切 っ た 気 持 ち で あ た っ た の で あ っ

た だ け に 、 い ろ い ろ の 苦 労 も 今 や 楽 し い 思 い 出 に な り 、 建 物 が 立 派 に で き あ が っ た 時 の 喜 ぴ を い つ 迄 も

分 か ち 合 う イ中間にな って いる の で あ る 。 建 物 を 通 り す が り に 見 る 人 に も 、 建 物 の 使 用 者 に も 分 か る ま い

が 、 建 物 に は わ れ わ れ の さ ま ざ ま の 思 い が こ め ら れ て い て こ の 建物 に 接 す れ ば ま た 感 慨一 入 の も の が あ

る の で あ る 。 管 理 に 当 っ た わ れ わ れ が こ の よ う な 愛 着 を 感 じ る の で あ る か ら 、 設 計 者 に は も っ と 大 き な

思 い が あ ろ う し 、 施 工者 も そ れ な り の 感 慨 を 持 っ て い る こ と であろう。

わ れ わ れ の 身 辺 に あ る あ ら ゆ る 建 物 に 大 な り 小 な り こ の よ う な い ろ い ろ の 労 苦 、 努 力 が 払 わ れ て い る こ

と に 思 い 至 る と き 、 先 日 の 集 い で の 一 つ の 建 物 を 管 理 し た 者 の 近 親 感 、 仲 間 意 識 は 、 建 築関係 者 に 大 き

く 輸 を 拡 げ て 、 今 後 立 派 な 建 築 、 よ い 街づ く り に お 互 い 手 を 携 え て 取 り 組 ん で い か な け れ ば と 思 う の で

ある。 ( K u)

口 社 会 福 祉 の 増 進 と 国 民 経 済の 発 展 ?

建 築 家 技 術 者 は 社 会 と ど こ で ど の 様 に 関 わ る か 。 建 築所 有 者 、建 設 原 因 者 ( 事 業 主 体 又 は 建 築 主 ) の (i

会 的 責 任 は 、 高 次 元 で 複 雑化 し て 問 題 とされる現在である。 現 実 に は 町 内、 街 区 、地区、地( 市) 域の 住 以

境 が い か に 変 化 し た か と い う フ ィ ル タ ー ( 尺 度 ) を 通 し て 、 そ の 責 任 が 評価 、 判 断 さ れ る 。 建 築 基準法、

の 枠 内 、 弱 さ も ろ さ と い っ て も よ い 行 政 庁 の 限 界 か ら く る 審 査指 導 で は 住 民 は 我 慢 で き ず 、 個 人 的 不 備

や 運 動 を 通 じ て 事 前 公 開 制 、 同意 な ど 手 続 上 の 民 主 的 方 法 を確 立 さ せ て き た 。 建 設 す る 建 築 が 存 在 す る 、

と い う 現 象 と 事 実 を 住 環 境 が ど う な る か と い う 見 か た か ら 眺 め 、 考 え 、 相 談 し 、 良 し 悪 し を 評 価 し 、 良 く

な い も の は 批 判 し て ゆ く と い う 歴 史 と 伝 統 は ヨ ー ロ ッ パ で は 古 く か ら あ る が 、 日 本 で は 現 在 輿 り 進 行 し

て い る 。 住 環 境 に 閲 す る フ ラ ン ス ( 民 主 主 義 ) 革命である。

建 築 ( 設) の 所 有 者 、 原 因 者 の 社 会 的 責 任 の う ち に は 世 話 を し 、 面 倒 を み る 建 築 家 技 術 者 の 責 任 が あ る 。

家 協 会 、 士 会 、 技 術 士 の 社 会 や 国 民 に 対 す る 責 任 は 「社 会 の 福 祉 を 増 進 さ せ る た め に 」 と 「 科 学 技 術 の

向 上 と 国 民 経 済 の 発 展 」 と な っ て い る 。 国 民 、 公 共 と は 府 県 民 、 市 民 、 住 民 で あ り 、 そ の た め に で あ る

が 現 実 は 、 公 共 の 福 祉 と 経 済 の 発 展 砂 に 名 を か り た 暴 力 的 と も い え る 財 界 、 権 力 者 、金 力 者 の 経 済 成 長

優 先 の 開 発 や 建 設 に よ っ て 住 環 境 は 壊 さ れ 悪 化 し て い る の で あ る 。 建 築 関係 の ど の 団 体 や 会 も そ の 目 的

に 「 住 環 境 を 保 全 し 発 展 さ せ る た め 」 と う た う べ き で あ ろ う 。 と い う の は 、 これ によ り 、 不 鮮 明 な 言 葉

「福祉」が現在の状 況 に 即 応 し え て 解 り や す く な り 、 建 築 家 技 術 者 の 社 会 と の 閑 り が 鮮 明 に な る か ら 、 で

ある。 ( R )

口 依 存 か ら 自 主 性 へ ( 今 後 へ の 指 向 )

今 日 の 建 築 産 業 を 展 望 す る と 、 そ れ は 部 品 の 集 約 産 業 で あ る と も 言 い 得 る 。 こ の 点 を 旧 来 の も の と 対比

し て み る と 、 過 去 に も こ の 要 素 は あ っ た が 、 そ の 部 品 、 音11 ，司，( 材 料 ) に 対 す る 使 い 分 け に つ い て 今 よ り 、

よ り 多 く の パ ワ ー を 注 い だ と 想 像 き れ る 。 ま た 、 そ の 様 な シ ス テ ム で も あ っ た と 思 う 。 木 造 を 例 に 取 れ

ば 、 そ の 土 台 ・柱 ・造 作 材 な ど の 主 要 部 の 要 素 別 に 、 土 台 は 桧 を 必 要 と し 、 柱 は そ の 方 向 性 に お い て 壁

っき 側 と 、 四 面 を 化 粧 側 と し て 使 う 場 合 と に 選別 さ れ 、 造 作 の 敷 ・鴨 居 は そ の そ り 勝 手 を 吟 味 さ れ 、 木

の 性 質 を 知 り 、 素 材 を 生 か し て 使 わ れ た 。

また、 一 つ め 土 蔵 に し て も そ の 外 壁 に 使 わ れ る 土 は 吟 味 さ れ 、水ごねとホすさかの混入のく り返 し に 少 な く

と も 数 ヶ 月 を か け 、 そ の 建 設 の 始 ま ろ う と す る 以 前 か ら 用 意 さ れ る も の さ え あ っ た 。 ま た 、 鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 造 り 例 を 展 開 す る と 、 現 在 は 強 度 と ス ラ ン プ さ え 生 コ ン ク リ ー ト 業 者 に 申 込 め ば 入 手 で き る が 、

過 去 は 自 ら の 作 業 所 に プ ラ ン ト を 設 置 、 必 要 の 配 合 設 計 を 、 そ し て 試 験 練 り と い う 手}1債を踏んだ。結果、

こ の プ ロ セ ス か ら 吟 味 す る こ と を 自 然 の 中 に 作 業 と し て 消 化 し て き た が 、 今 日 は 先 の 生 コ ン ク リ ー ト の

例 が 示 す よ う に プ ロ セ ス の 大 き な 部 分 を 組 合 せ 、 こ の 産 業 が 製 品化 さ れ つ つ あ る よ う で 、 そ こ か ら ら 生

み 出 さ れ る も の が 依 存 度 の 多 い も の と な り 、 質 を 低 下 さ せ て い る も の と 評価 で き る 。 以 上 の よ う な こ と

が 総 て に 節 約 を 叫 ば れ て い る 今 日 、 よ り 全 員 が 自 主 性 を 持 ち た い も の だ と 反 省 す る 。 ( K )

連築と社会/ 1974年 12月号 21 



人気の秘密を分析すれぼ・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコード付一きです。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が{ 憂きれない

防湿性です。鏡の裏側に便利

な歯ブラシ立てをつけました。

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセント付きです。

恒正姐幽

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので 、衣服や

床をぬらす心配もま ったく

ありません。その上 、汚れが

つきにくく 、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて、ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。
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新 建 築 紹 介 コープ野村; f ; j 槻/ 設 Ill'J i' lli 工 : 大 林 組
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H召羽] 49年 度 第 2 0町 工 日 生 デ ザ イ ンコンク ー J レ入選者。 建 築 6 1守|体 合 !日l新 年 交 礼

会 。 円 本 建築 協 会名 誉 会 長竹 IJ 要jill 造 先 生 米 持 を 祝 う 会 Il i J 催ご案内。 匝13[ * 大寺

令堂( 大仏殿 ) 昭 和 大 修 理 兄 学 会H ) 須 屋 根 工 事 の 兄 戸 。 昭 和 4 9年度1; "' ; 81百
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設 備 の 頁 6  外 気 収 入 口 と 排気 口 の 位 低 / 佐1( ，轟敏夫

施 工 材 料 の 頁 6 オムニア ｬ 坂を使用した垂直本平分 ｬｾｦｈｊ 設工法Ｏ 三 浦康夫

日 本 建 築 総 合 試

験 所 だ よ り 28 動 風 圧 試 験 純 設 に つ い て / 谷 村 お 茶

月 報 / 1 本建築協会 月 fI:-J の f抑制 11!5:f[J 4 9年 10月 分 )
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梅 田

0 5ホテル

竹 中 工 務l吉

外装 〈エポタイル〉工事

神 東塗 料 株 式 会 社

大阪市東区北浜5-22 新住友ピル 2 号館

T  E  L  06- 220- 8580 

遮 音 間 仕 切

日 本 ハ ー ド ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

エン ジニアリング事業音E

大阪市西区北堀江御，也通 卜30( モーリデランドピル)

T  E  L  06- 532- 2391  

〔梅 田 0 5 ビル〕

設 計 施 工

「

l

l

g

z
ー

ー

」

シン グルルーム

. . - - - - - - -' oos. t - - - 一寸

標準客室

ロビー ( 3 F )  

視 し て 設 計 し た 。相官造お、よび工法は、当

社でかねてより開発され ［＾ＺＧｾｬ 召集合住宅

に 威 力 を 発 慨 し て い る 1 C  S 工 法 の ホ

テルタイプ( l C S - H R H) 鉄 ii- P C a積層

工 法 で あ る 。

梅 田 o s ビ ル 概 要

所 在 地 : 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 1 - 5 0

敷 地 面 積 885 . 72m'  

建 築 面 積 754 98m'  

延 床 面 積 : 9. 369 .  29m'  

偶 道 規4莫 S . S R C . P Cai.宣 8 2 . 1 8 F

工 期 : ＱＹＷＳ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＷＴ 年 ＱＰ 月

梅 田 o s ホ テ ル

客 室 数 シ ン グ ル 252室、ツイ ン10室

オフィスタイプ21室

標 準 客 室 : シ ン グ ル ル ー ム 12. 0m'

床、段、天井 jJ，PCa版。但し、佳日nのみプ

ラスターボード 、ノースタ y トl::J iJ: 切

床 P P カーペ y トラパー付。

111木 ソ フ ト 巾 木。 墜 しE P。

チl' ーパーライト浪人リシン l吹付。

ユニットパス 1  ，6 0 0 X  1 ，200 

ライテングデλ 7 、スアール、肘 i t 桁 F 、

ティーテーブ J レ、電話 、テレビ( コイン)

コートハンガー( 壁控ト) 、スプリンクラー

鏡、 7 アンコイルユニ y ト( 天井吊 )

窓 : ¥¥11  ，OOOX  H  1 ，2007}レミデ ユラクロ

/ 焼H. 甲 ｾＭｉｉＡ 由同 ｴ 伝、鎚付 。

設 計 主 旨

当 ピ J レは、大 11反北 の タ ー ミ ナ J レにつな

が る レ ジ ャ ー ゾ ー ン 、 御 堂 筋 と 商 庖 街

ア ー ケ ー ド に 面 す る 交 通 至 便 の 恵 ま れ

た 環 境 に 位 置 す る 。

ホテルは、 3mを ロ ビ ー 、 テ ィ ラ ウ ン

ジ の あ る メ イ ン フ ロ ア ー と し 、 残 り を

シ ン グ ル ル ー ム を ごt l: f としたピジネス

客 向 き ト ラ ン シ エ ン 卜 ・タ ー ミ ナ J レ ー

ホ テ ル で あ る 。

1 . 2 階 は 、 日 本 交 通 公 社 が テ ナ ン ト と

し て 入 居 し 、 旅 行 交 通 機関 と 宿 泊 純 設

の有効なつながりを考慮した日十回にな

っている。

地 下 l 階 で 隣 接 の n ｊＡＧｉｾ吉正券ピ ｊ レとつな

がり 、 ピル底市li 街 の 共 栄 を は か り な が

ら、+ 毎回地下街 、 地下鉄などと連絡し、

ホ テ ル 客 ・一 般 利 用 存 に と って 至 便 な

も の と な って い る 。

計 画 面 で は 、 防 災 、 遊 日1[; と 不 燃 化 に 特

に重点をおき、各者: 室l忌はすべて鋼製、

各 イ ン テ リ ア は 可 燃 物 を 僅 少 に お さ え

た。

敷地は間口が狭〈、また、繁裕街の中心

という市11約 か ら工 事のI flli 工 刊 を 将 に .y(
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ホテル

コンソJ レト

設 計 施 工 清 水 建 設

金 属 製 建 具工 事

日軽アルミ 、 総 合代 理1苫

日 研 工 業 株 式 会 社

大阪市北区大工町50( 千 代 田 第 1 ピル}

T  E  L 侃 353- 7272

照 明 工事

ヤ マ ギ ワ 電 気 株 式 会 社

大阪市浪速区日本橋筋 3 - 4 1

T  E  L 田 643- 2111

標準容室 シング JレJレーム

設 計主 旨

新大阪出I( か ら '11で 2 分、 I也 F 欽伺l道 筋

線 ｉｊ ｅｪ Ｇｉ Ｂ ， ￇ 石市プ Ｇ ｪＢＡＮＡｪ ｊｾ および阪急点目 ｮｳ 線 ｉｾｩ 方

の 駅前に、:0也す る。 l判 方 駅 は 阪 急u;( r，j s

線利用者の地下鉄への乗作! J j !c ともな っ

て い て 、 ラ y シュ 11キは通勤 {i で賑わう。

新大| 坂周辺のピル街の l事i に 佼iFt して、

ｉＱ ｎ 卜 に淀 川 を 凡 ｆ し 、ｾく村正聞の ピル

Ｑ 洋 を望む Ｎ ｕＯｾ 所 である。

ホ テ ル構 成 は 、 存 室 数 を lH来 る だ け 多

くとりなカずら 、コン コース 、 ロ ビ ー に

は ゆ と り を 、 飲 食 :'fJ SI"J は コ ン パ ク ト に

ま1J本 よ く 、 そ し て 若 い 人 た ち に も 気 持

よ く 宿 泊 出 来 るホテ J レを下l僚と した。

建 物 は 欽 l ' }jfll l 階 建 。J也 f H皆は 駐車

JJ，，}、 1 ，2 附 をロビー、レストラン、食堂

研 修 室 とし、 3 階 一 11附 を 客 室 階 と し

た 。 外 壁 あ、よ び 客 室 界 援 を P Cパ耳、ル

とし 、配行・ ダクトを階日 IJ に ま と め て

ユ ニ y ト化した 。

ホテ ｊ レ守ｾＺ f] l には コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ

ムを係用し、飲食出IS門 は 令 て委託経営、

リネン Uiはすトj主プJ 王t としてし 、る 。

客 室 の 床 面 積 を コ ン パ ク ト に 、 客 室 当

りの建設コストを Ｑ ｾＱ えながら 、客 室の

設 備 は 造付 と 組 込 み で 、 使 い や す い も

の と し た 。

外 観 は 客 室 附 で は 騒 音 を 避 け て 窓 を 小

さくし 、 と こ ろ ど こ ろ 非 常 用 進 入 口 代

行 の 窓 を 配 し た 。 f民府 ::I ISI 主ガラス 簡 を

大 き く と っ て 、 開 放 的 な ロ ビ ー と し、

主I ! 物周聞 の 総 と あ わ せ て 、昼 夜 を 通 し

て IIJJ か る い 街 並 と す る こ と を な 図 し た。

ホ テ ル コ ン ソ ル ト 概 要

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 1 ー 1 - 5

敷 地 面 積 : 1. 034 51m'  

建 築 面 積 80347m'

延 床 面 積 : 8. 315 .72m'  

柏; 造規模 : S 造 B  1.  11 F .  P 2  

工 期 : ＱＹＷＳ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＷＴ 年 Ｖ 月

ホ テ ル コ ン ソ ル ト

手c E乞 数 . シ ン グ Jレ 2 6 H主

ツ イ ン、 ダ プ J レ89室

標 準 客 室 . シ ン グ J レル ーム 10.  57m
2  

Jポ ーフェルト FJ 也じ叩うたん 博文

11') 木 : ソ7 ト111 木 天 I1ー ク ロ ス H占

己主 P CI 坂 FJ 也 クロス Ul i

ユニ y トパス 1， 100X  1，500 

ライティングデ 1 クおよびヘッドボード

一 件、 にして 造付。 コ ドペンダント 。

デスクサイドにラジオ 、デジデルクロ y 7  

1 ピーカ一 、見イソチ制 l i 6 。

ス ' ; ; - 1レ、デンワ、テレビ( コイン) 、

ワ ドロープ、安 見、 スプリンテラ一 、

ファンコイルユニ y ト( 天11'1人J )

窓 600( W )  X  1  ，OOO(  H )  

I ，OOO( W ) X l ，OOO(  H )  
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設 計 主 旨

新大阪駅周辺は、大阪市の副都心と し

て Ｏｊｩ Ａ ｾ をする計画で市当局において区画

経 理 が 行 わ れ た が 、 各 企 業 の 進 出 が 退

く、近年かなりのピルが建設されてい

るが、そのほとんどがマンションやホ

テルである 。住友生命新大阪府ピ Jレの

敷地もこの区画主主辺地であり新大阪駅

南に面している 。

この主l ! 物は住友生命保険相互会社が建

設して株式会社地産にｕＭ ｬｾ するもので、

設計は地産のな向に沿ってビジネスホ

テルとして省力化、お効率、経済性に

ポイントを泣いてなされた。

高層部は全てホテ Jレ客室とし、効率の

良い H l I ! ! プランとし、外壁に面して客

室を配位した中廊下式としている 。底E

1 下突当り音I1は避難タラ ップに通 じ 、 全
サンヨー吸収冷温水機 |  

三 洋 電 機 空 調 設 備 株 式 会 社 | ての廊下より二方向避難を可能にして

大 阪 営 揖 銀 大 阪 市 北 区 与 力 町 1- 4 い主る 。客室数は399室 で556名収容でき、

ｔｅｌ 侃］ＺＺｾＭＺｾＺＺｾ｟ＮＮ ， ｟ＮＮ｟ ＮＮ Ｎ .1シング Jレ客室が主体 で 2 4 0室 設 け ら れ
社 東京都港区芝西久保明舟町20(葺 18nピル) 1

T  E  L  03一 日3- 5901 1 ている 。

敷地点( ! ! 1 ! は新御堂筋に面しており、ホ

テル客室を騒音から迷ざけるため高階

部械を可能な限り西側に配置し、この

部分に当初ポーリングぬを設ける計画

であったが、設計変更され、大小 Ｑ Ｔｾ

のセミナ一室、アスレチ y クジムが設

けられている 。

新 大 阪

『ヤチサンホテル

〔住 友 生 命 新 大 阪 南 ビ ル〕

日建設計大阪本社設計監理

竹中工務庖

外装〈エポタイル) 工事

神 東 塗 料 株 式 会 社

大阪市東区北浜5-22 新住友ビル 2 号館

T  E  L  悌 一220- 8580

工施

住 友 生 命 新 大 阪 商 ビ ル 概 要

大阪市東淀川区西中島町 6 - 5

敷 地 面 積 : 2. 932 1 &が

建 築 直 視 : 2. 319 .5&村

延 床 面 襖 : 14. 608.  89m'  

海道規模 S R C 一部 S B 1 . 1 4 F  P 3  

工 期 : ＱＹＷＲ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＷＴ 年 Ｖ 月

新 大 阪 チ サ ン ホ テ ル

客 室 数 . シング Jレ 240室

ツイン 147室、トリプ Jレ12室

標 準 客 室 シングルルーム 9. 0 m'

床・フェルト下地 じ岨うたん 11'<

巾 本 ピニール r1J 木

堕: 経J ，t C BfJ l モルタルピニー Jレクロス貼

ユニ ｹ パス ｅＮｾ P  B ビニー J レクロス貼

天 )1' :  J吹付岩綿

ユニ y トパス 1  ，465X  1，065 

ライティングテープル、肘付情+ ， J.尭、

電，1l i 、テレピ( コイン) 、ワードロ ープ、

ファ ンコ イル (天 )1・fAJ ) 、スプリノ 7 ラ -

11午，汁

愈 : ¥V850X  H  1  ，00 7 ) レミ 陥事luluJ'l i E窓

シング Jレルー ム

，2.375

1  

鏡

+ff 準'特筆

ゐ

MUG
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特 集

ヒル防災に関する 12章

本号は、 「設備」関係の企画からはじまった 。 何 に 焦 点 を あ て て 編 集 し て い く か の

オリエンテーションを探しもとめた結果、最近の消防法の改正にともなう特定| 坊火

対 象 物の 設佐基 準 な ど 、 法 的 な終的を 7Ti if と し て 、 オ ー ナ ー ・設計省 ・施 工 者 ・作

理者にと っても iIt 近 の 重 嬰 な J出題とな っ て き た 「防 災 」 を と り め げ る こ と に し た も

のである 。 liijl 川( 1972年 10J 1号 ) に 「 部 di 防 災 」 に つ い て 特 集 し て い る の で 、今 同

は 、 と く に 火 災 対策 を 中 心 に し た 「 ピ ル 防 災 」 を 中心 に と り あ げ る こ と に し た 。

ところで、 「ビル防災」といっても 、種目 IJ が多岐 に わ た る の で 、 編 集 件事 会 で 協 議

した結果 、 テーマをつぎの Ｑ Ｒ ｩＧｾ に分けて編集し、行政官 Ａ ｉｉ 、，ＺＱ 幽日Ａｦ｛、施工 側、 ｾ ｦￊ 侍 ＱｾＺ

E望者側 、居 住 者 lJ!i fか ら 、 そ れ ぞ れ の テ ー マ に し た が っ て 、 そ の 実 態 と 問 題 点 と 従 言

な ど を だ し て も ら い 、 ピ ル 防 災 の 機 相 と 今 後 の 方 向 と を う き ぼ り に し て い こ う と し

た わ け で あ る 。 全 体 の 総 論 を 腐 内三 郎 教 授 に お 願 い し 、 各 市 は そ れ ぞ れ の 分 貯 の 専

門 家の 玉 稿 を 収 録 し た 。

12主主に分けたテーマはっき、、のとおりである 。

第 1 -i' :i 逃 lim安 全 教 育 第 7 c;1 Ｑｩｾ￟ ｜ｬ ｕ 削 ｩｩｩ

第 2¥' 主 党 知 ・通 報 - 非 常 放 送 ｾ［＠ 8  i':t 内 装 の 不 燃 化

第 3 ｩ ｾｦ＠ 遊日 ｦｾ 施設 ｴＮｴｾｾ＠ 9  1;1 I坊火 l切煙 l豆l菌

第 4 :i ';J: 遊覧Rと誘導 ｾ｝［＠ ｬ ｏ ￌｾｴ＠ 防 災 と 無 窓辿 築

ffi 5  :i' ;'i: 11) i 災センター 第 ＱＱ 草剤 ｈＧｈ Ｇ￬Ｚｾ盟

第 6 立 消 防 設(riii ｾｾ＠ 121!f 防 災 な 識 と 非 常11寺の心 f盟

な お 、 企 画 に 協 力 い た だ い た 幹 '1>は、 III 中隆夫、 119川幸之事IIi、 }iL J尺俗、竹本丈太郎、石田繁夫、

川 本勝 、 問 111主司、』止 J怠 il iの方々でみる 。



民命.総
方りビ ル 防 災 の あ

郎内堀

めじlま

乙乙では加害要因として「ピ
「ヒツレ防災」という言葉自体があいまいで ，明確さを欠いているが，

また被災対象として「ビノレ内の人間J を主 lζ 考える乙とにして論を進める乙とにする。

は加害要因である「火災の熱 ・炎および煙

( 有害ガスを含む) J と被災対象である「ビ J レ内にいる人間」とが時間的および空間的に共存しない

「ヒソレ防災」

J レ火災」を ，

さて ，最も基本的な考え方からすれば，

ようにする ζ とでその目的が達せられる乙とになるといえる 。そ乙で乙の共存状態を避けるためにど

つぎのような
うすればよいかがヒツレ防災問題の基本という乙とになる 。 乙れをより具体的に示せば，

図式が考えられる。

的f同時的間空

常時火気使用厳禁

可燃物使用厳禁

火気使用設備なし

可燃物なし

対未

然

防

止

象現災火

人閣の進入厳禁人間が内在しない間人
策

出火後にのみ作動

初期であるほど効果大

消火設備 ・

排煙( 消煙) 設備

積極的方法

平索より有効状態 lζ 保持

効果は持続的

防火( 煙) 区画 ・内装制限

防火( 煙) 扉 ・ダンパー

( 火熱 ・煙)

f自在量的方法

火 災 現 象

火

災

発

生

後

対

策

出火後にのみ作動

初期であるほど効果大

早期発見 ・3警報設備

避難誘導設備

積極的方法

間人

安全は出火後全員避難

完了までの1時間でよい

安全な避難路

( 廊下，出口 ，階段)

消極的方法

以上のうち ，未然防止対策法最も理想的ではあるが，一般のビソレ建築で・は実際上実施し得ない場合

が多いと思われるので乙乙では詳しくは述べない乙とにする。ただし ，重要文化財とか宝物殿のよう

ζ のような「火気厳禁」という方法も実際 lζ 用いられている場合がある乙とを付け加えな場合 lζ は，

ておく 。

火災現象 に対する対策2. 

発生した火災を ，消火 ・排煙などの方法で積極的 l乙消滅または排除しようとする方2.1 積極的方法

法で ，消火器の類からスプリンクラー装置に至るまでの各種消火設備や排煙口 ，排煙機などの各種排

煙設備が乙れに当たる 。わが国では木造建物を火災から守るために発達した「消防」的伝統が強かっ

しかし乙ζ れらの積極的 ・設備的な対策は諸外国 lζ 比べても相当に進んでいるといえる 。たためか，

の方法のなかには ，消火器や屋内 ・屋外消火絵などのように人聞が積極的 lζ 操作しなければ役立たな

その場合人聞の窓志や訓練が大きな影響を与えるという弱点があるものがある 。 またいものがあり ，

スプリンクラ ー装置や煙感知器連動の排煙設備のような自動装置では ，前記のような弱点はないが，

ζ れらの諸設備は ，らlζ ，
機械装置に国有の故障や非常用予備4 : l i原などの問題が残る乙とになる 。

その設計の基礎となった火災荷重や煙荷重( 発煙量または発煙速度) が設計i時の安全率を含めた予想、

当然の ζ とながら消火不能や排煙不十分の状態が起乙るおそれがあるなどの問題点が値を上ｾると ，

33 建築と社会/ 1974年12月号

しかし乙の方法がうまく作動すると ，火災をその発生源の附近で消滅させる乙とができ

ζ の方法の長所を最大したがって ，

指摘される 。

るので被害も最少限度 lζ 止める ζ とができるという利点がある 。
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限lと発揮させるためにも ，その作動はできるだけ早期である乙とが望ましいのは当然であり ，もし出'

火後ある程度時聞が経って火災規模が拡大してからになると ，乙れに対応できる設備も著しく強大な :

ものとならざるを得ないという関係にある 。

2.2 消極的方法 防火( 煙) 戸，防火( 煙〉区画などのように，ーたん発生した火災をその出火室ま

たは一定面積の区画内に局限して ，建物内の他の部分への延焼拡大を防止するのが乙の方法の狙いで ー

ある 。筆者らが先輩の諸先生から教えられた頃の話では ，欧米諸国では l つのビ、 J レの下階で火災が発 ー

生しても上階の人々は安心してその下階での消火活動を見物している乙とができたといわれる。乙の ・

話は ，耐火造建物がいかに火災に対して安全であるかという点を強調する場合によく引き合いに出さ

れるのであるが，事実欧米諸国では 、理科大の )1¥越邦雄氏が指摘さ れているように ，何世紀も以前か ー

ら石造や煉瓦造の建物内で生活し ，主体が不燃構造の建物内における火災の性状とそれに対する防火

対策のあり方について長い歴史的な経験の積み重ねの末 lζ ，防火区画のような 乙の種対策の重要性を

身にしみて認識し実施してきたととを示しているものと恩われる 。 乙れに対しわが国では ，長年にわ

たり木造建物に住み慣れ，その防火対策も主として「火の用心」と消防的方法 tc : : 頼ってきたために ，

防火区画を重視するという伝統が少なかったといえよう 。 しかし最近のように生活様式も西欧風に近

づき ，建物も耐火構造のビルが普及し始めた現在では ，その構造様式! と適合した防火対策として西欧

型の防火区画方式を重視すべきではなかろうか。わが国でも今後は ，消防的対策さえ十分であれば巨

大な空聞に多量の可燃物や人聞を収容しでも安全であるというような ，経済優先的発想 lζ 基づく安易

な考え方を改めて ，防火区画の細分化や巨大空間の制限といった防火対策 lζ 真剣に取り組むべきであ

ると恩われる 。そのうえ ，最近のビノレにおける設備の高度化の傾向は ，ダクトやパイプスペ ースのよ

うな垂直 ・水平の空間や ，空調関係設備による煙の伝走経路の増加をもたらした結果 ，昔風の耐火構

造建物のもっていた防火区画の効果を著しく減殺している点を考え合わせると ， 防火( 煙) 戸や防

火( 煙〉ダンパーなどの可動部分の技術的改良対策とともに ，乙の種の防火区画的方法をよりーそう

重要視しなければならないと考えられる 。

3.  人 間 に 対 す る 対 策 ( 避 難対 策 )

前項が，加害要因である火災現象対策であるのに対し ， ζ の避難対策は被災者である人聞を ，時間

的 ・空間的に移動させる方法に属するわけである。そのうち ，積極的方法としては各種の火災感知器

による火災現象の早期自動発見手段とその通報伝達手段とを適切な誘導手段 lζ 結びつけて ，時間的 lζ

火熱や煙の乙ないうちに安全な場所まで人聞を避難させようという対策があり ，また消極的方法とし

ては ，最近阪大の岡田光正氏が提案されたような ，建築計画的 lζ 避難専用部分を他の一般用途部分か

ら空間的 lζ 完全に独立分離させようという案から ，同一建物内においても耐火構造の壁や床 ，あるい

は遮煙構造の区画によって人間の避難のために煙や火熱の入らない安全な 空間 を確保しようという案

など ，種々の設計計画的対策が考えられる 。そして乙の両者は ，加害要因である火熱や煙が出火点か

らビノレ内全体に時間的 ・空間的 l乙逐次拡大してゆくその進展状況に対応して，人聞がそれらに追いつ

かれないよう ，時間的 ・空間的 lζ 安全な方へ移動する乙とによってその目的を達成できる乙とからし

て，互いに密接不離な関係にあり ，互いに相補っ て計画する乙とができるという利点をもっている。

たとえば，一般通行用の廊下や階段でも火熱や煙の進入しない聞は安全な避難用空間として役立たせ

ることができるが，その反面避難専用の安全区画でも建物全体が炎 lこ包まれた状態で長時間にわたり

その内部の人聞の安全を確保するととは非常に困難となるわけである 。 しかし ，乙の避難対策のキ ー

ポイン卜でもあり ，また弱点でもあるといえる点は何といっても計画の対象が生きた人間であるとい

う点である 。すなわち ，火災の火熱や燈はい くら 複雑だとはいっても結局はー穫の物理現象であるか
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ら， 自然科学的法則 lζ 従うその動きを科学的に予測することが可能であるのに対し ，へ聞という意志

をもった生物的要素が入ると ，生物的 ，心理的 ，確率的な要因が介在してくるという点である 。そし

て乙の点とそが，最近の火災科学の進歩によって前者，すなわち火熱や煙の動きに関する予測がある

ヰ呈度明らかになりつつあるのに比べ，後者すなわち人間の行動 lζ 関する予測が立てにくく ，避難計画

の進歩発展を阻害している大きな理由となっている ζ とは明らかである。しかしたとえ困難ではあっ

ても ，人閣の行動予測に関する研究を抜きにしては乙の避難対策を立てる乙 とはできないし ，ひいて

は全般的な防火対策の進展も望み得ない乙とも明らかである 。

4.  総合的対策とその方法

以上述べてきた対策上のい くつかの方法は ， もちろん便宜的な分類であって ，目的は l唯一つ ，冒頭

に述べたように火熱や煙と人間との時間的 ・空間的共存状態を生じさせないようにする乙とにある。

したがって「ビル防災」のあり方としては乙れらの方法をいかに組み合わせてキ記の局的に.最も適合ー

した対策に総合統一するかという点にかかっているという乙とができょう。乙の最も重要な今後の研

究課題である「総合」の問題に関して，一般的ないい方をすれば「乙れらの方法の多数の組み合わせ

方式のなかから ，最も信頼度の高い ，確実性のある方式を選ぶべきである」といえるのであるが，そ

の具体的な方法に関しては ，京大の寺井俊夫氏らが昭和47年10月の日本建築学会九州大会ではじめて

発表された「信頼性工学lζ 基 く『有効度』を最大にする方法J ( 同大会学術講演梗概集 : 論文Noω4156

ｾ Ｔ Ｑ ＵＸ 参照Ｉが有力な手がかりを与えるものと考えられる 。 ただその場合でも最後まで最も困難が予

う慢される問題点は，前記のように生 きた人聞を対象とする場合 lζ 避けて通れない人閣の行動に関する

生 物 的 ・心理的な問題であることは確かであろう 。筆者ら が微力ながら ，火災事例の機会あるどとに

避難者の行動の追跡調査を通じて，その行動の解明の手がかりとなるような ，心理的などの要因と避

難行動との因果関係の究明に努力しているのも ，乙の目的 lζ 沿ったものの一つにほかならないわけで

ある 。

5. お わ り に

以上の「防火対策」に関する所論は ，いわば主として理論的 ・観念的なものであって ，仮に ，前述

のような種々の困難が克服されて立派な防火対策が確立されたとしても ，それが実行されなければ何

にもならないことは明らかである 。 乙の対策とその実施との聞のギャップについては ，単 l乙防火対策

に限らず他のあらゆる防災 ・公害問題等においてもみられる乙とで，そ乙には技術以外の ，社会的 ・

経済的要因が複雑にしかも板強く作用しているからであるといい得る 。そして従来の傾向からいえば，

われわれ技術関係者は，ともすれば乙の領域lζ 立ち入るととをためらい勝ちであったといえよう。し

かし ， 乙のような現状のままであってよいと考えておられる読者諸氏はおそらく一人もおられないに

追いない 。 とすれば，われわれ防災関係者は科学的な研究結果に基づく説得力のある対策を武器とし

て，進んで ζ の領域 lζ も踏みとみ有効な対策が実施されるよう努力しなければならないわけである 。

そしてもし，われわれの研究が未だ不十分で ，要望されるような安全性が期待できる有効な対策が確

立されていないような場合( たとえば不特定多人数を収容する巳大な空間，超高層 ，地下街など〉に

は，それが確立されるまでの聞は，公害問題でいわゆる「総量規制」とか「発生源対策」とか呼ばれ

ている対策と同様の「規制方法」の採用 をも含めて， 潜在的な危険を内包したままのビル建築が建て

られてゆくとと K 対し，何らかの歯止めをかけるくらいの決断と勇気を持たねばならないと考えるも

のである。 〈ほりうち さぶろう 京都大学教授 ・工学憾士〉
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避難安全教育

企業内防災会議の提唱

横 尾 義 貫

編集は「ビノレ防災に関する 12章」を企画されているが，私の意図する

ものは ビJ レのみならず，建設現場，工場，さらには都市等の多様な災害

をも対象とし ，それを管理する企業，自，治体などにもあてはまる乙とを

お断りしておく 。乙のような組織をおもちの企業もあろうが，私の主張

すると乙ろは ，その会議のあり方である 。

第ーにはその構成は各部局の代表のほかに専従あるいは防災を優先す

る役目をもった複数の防災スタッフ( = 参謀) を加えるととである 。ス

タッフには優れた分析力 ，総合力が必要とされ年令を問わぬ。あたかも

かつての参謀がそうであったよう.に。

第こには防災会議のもつべき考え方である 。乙の ζ ろはシステム的考

察がはやりである 。乙れは大変重要であり ，乙れを否定するものではな

いが，それには自ら限界があり ，虚をつかれる乙となしとしない。シス

テム的考察とともに自由澗遥な発想が必要である 。乙乙に防災スタッフ

の必要性を主張する理由の一つがある 。問題の新幹線の A T C装置はシ

ステム的発想、の結晶であろうがそれを超えた視野が必要ではなかったろ

うか。防災会議を笑り多くするためには各種の専門的知識を綜合しなけ

ればならぬ。 しかし専門家はしばしば「私は専門家ではないので」とい

って専門外の事柄に発言をひかえる 。防災スタッフと議長は専門家の領

域を乙えた発言を促し ，自由淵逮な対話の場をつくり ，看過されがちな

視角を引き出し，綜合をはからねばならぬ。かくしてシステム的考察は

深められるとともに ，システムとしてはとらえがたい，いくつかの留意

事項一一いわば「防災訓IJ といったようなものが生まれるであろう 。建

設現場における事故等は ，事故の体験者から事故防止十訓といったもの

を出してもらって，乙れを取りまとめて現場技術者に知らせる乙とが事

故防止上きわめて有効であろうと思っている 。

防災といっても ，防災の全相の一局面しかとらえていぬ場合がある 。

企業の防災はその全相をカバーしなければ有効ではない。乙乙 IC防災IC

は下記のような 三つの相があることを指摘しておきたい。 防災会議で

は，災害の種類によるが，乙れらのすべてにわたり検討されなければ十

分ではない。乙れが第三に強調 したい点である。

(1) 平常時における防災の物的条件の整備 建築物でいえば，防災平面

計画，防災設備計画およびその整備などが，都市では避難場所，避難道

路の設定などが乙れに当たる 。主主嘩技術者らが防災に関与するのは主と

して乙の面であり ，システム的考察が有効な手段である 。

(2)  危機的状態における防災警戒態勢 災害には地長のように突如とし

て発生し ，予知できぬものもあるが，台風のように来裂を予期できるも

のもある。乙のように災害発生のE程度が高くなった状態，あるいは安全

性が非常に低下 した状態すなわち危機的状態を察知で= きる場合には，そ

のとき格別の防災態勢一一いわば荒天準備あるいは臨戦態勢がとられね

ばならぬ。建設工事は広い怠味では ，できあがった構造物より安全性は

はるかに低く，乙の危機的状態にあるともいえるが，建方のとき ，ある

いは高い支保工をもっ型枠への コンク リート打設工事などとくに安全性

が低下している場合がある。また ビノレやプラン トなどでは修繕 ・模様替

え等の工事が行われている ときは，火災安全法がきわめて低い ，企業の

命運をかけた危機的状態にある乙とは多くの火災例が教える ととろであ
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る。小さな工事でも徹底したチェック，監視の強化が必要である。との

ような場合の防災態勢は，主と して防災会議におけ る自 由il 到達な討議か

ら引き出されてくるものと思う。

(3) 災害発生後の減災態勢 乙れはまさに ， いわば戦闘そのものであ

る。ヒソレ火災でいうならば，個々人の冷静な行動，管理者の避難誘導，

消防隊の活動等が乙の段階である 。(1)の防災整備が不充分なほど一一現

状ではお手上げのものが多い一一， (1)ないし(3)の態勢の検討はより重要

である 。都市震火災の場合に対しては，適切 ・迅速な情報活動が減災上

非常に大切だと思うが，はたして乙のような態勢が検討整備されている

だろうか。乙のような問題まで，それぞれの立場K 応じて検討するのが

防災会議の任務である。 ( よ E お よしつら 京都大学教授 ・工学博士)

安全教育の実態と問題点

武 田 昭

三越では日頃から顧客に奉仕する「まと乙ろ J を旨と しているが，乙

の心は非常時において，身を挺して顧客を守り ，建物施設を保持する意

欲と責任感になり ，ひいては乙れが会社の全機能を発揮して社会に貢献

するという使命感に通ずるものであると呈言えている 。

そのために実効ある措置について万全を期するものであるが，それに

は， i 防災設備の完獲を図る乙と J ， i 社員の防災教育の万全を期す乙

と」に尽きるわけであるが，近| 時消防法の改正，建築基準法の改正等に

より大幅な建築消防設備への投資 lζ 迫られておるが，いかに最新の防災

設備を完備し，建築工学的，技術的分野のみに力を入れても ，そζ に防

災思想、の確立がなければ，それは無駄な資源の浪費でしかない。確立さ

れた防災思想のもとに実際lζ 設備を運用する全社員の防災安全教育がす

べてを支配するものである乙とを強調したい 。

そ乙で当社では岡田社長を総司令とし ，本社第 l 部隊から全国各支庖

別K 17部隊，総員 7，994 名で編成され，各支庖 1部隊K は司令のもとに

第 1 中隊から第 5 中隊までの特別機動隊を中心に各フロア ーどと に第 6

中隊以下数中隊が編成されている 。 各フロア ー 中隊は 6 個小隊よりな

り，連絡通報，避難誘導，消火鎮圧，非常持出 ，シャッタ ー操作，救護

の各小隊 lζ 分かれ，その下』ζ 分隊長，隊員が配属されている 。いかに防

災教育が l叫ばれようともまず組織を確立し ，社長自ら総指揮をとり各部

隊，中隊，小隊，分| 欽に号令をかけ ，指示教育を電光石火のどとく流れ

るようにしておかねば，防災教育はあり得ないと確信している 。乙れが

すべての基本であろう 。

かっとれ らの非常自衛部隊は一朝有事のときだけの組織とするならば

火災が発生しない限りその存在は刻々薄れていき ，いざというときには

抜け殻のどとき組織となっているであろう。したがって年一回の全部隊

IC観閲 ，分列行進のセレモニー をはじめ後述の基礎教育の繰り返し過程

にあって模擬火災による全庖総合防災訓練の反覆実施の必要である 。基

本事項を体で覚えさせねば実効はなく ，反射的に動作ができなければ意

味がない。当屈では所轄の東消防署の懇切なる指導のもとに乙の種総合

訓練を行っている。さらに乙の訓練と訓練との間での弛緩状態の醸成を

防止するために非; 常自衛部隊員による「週番巡視隊」を編成，制服を着

用し ，連日かっ終日全居内外の巡視を行わしめている。

避難安全教育については反覆いとわぬ前記の訓練教育の実施はもちろ

んであるが，百貨庖のごとく不特定多数の顧客を迎える建物 ICあっては

各階に配置する社員の ζ とどとくが各フ ロアーごと の避難通路，避難階

段の位置を知悉する乙 とが必要である 。とくに百貨底は女子社員が占め

る割合が高くかっ退職者が年に 2 割近い数IC達すると とか ら知悉徹底の

方法がきわめて重大である 。

まず各階どとの売場平面図K 先の避難通路，避難階段その他エレベ ー



ター，エスカレ ータ，さらに消火栓，消火器等必要欠くべからざるもの

を図示し，裏面 K は事故発生時にとるべき非常行動を判りやすく箇条書

きにしたポケット版の印刷物「火災等非常事態発生時社員心得」を作成

し全社員に必携させており ，職制が行う毎朝の朝礼lζ おいて細部の確認

と教育を行わせしめ徹底を図っている 。

ｩ 控 ｾｴ 上の問題点として屋内避難階段のみではきわめて不充分で度重な

る訓練でスム ーズにはゆかない乙とは実証できるので，どうしても屋外

避難階段が必要である。乙の点屋外階段をつけるために建築後退線内あ

るいは敷地外公共道路の使用許可等の行政面の指導を切に要望したい。

最後に建物問の避難周波り廊下設置については空中使用権に関しての

行政指導は設置申請理由害等の提出が義務づけられきわめて厳格で・ある

ことは全く解せない乙とである。すみやかに簡単なる届出制程度とし，人

命第一主義にたって建物聞の渡り廊下常時開放により全館安全な水平移

動による避難を可能にすべきである 。( たけだあきら 昭三越大阪支底庖次長)

防災基準を厳守すること

恩 田 一 則

あたえられた題名は「避難安全の教育はどうあるべきか」となうてい

たが，教育を論ずる能力はないし ，職業が火災を対象としている関係か

らどく一般的に「火災対策についての所感」というととで稿を進めてみ

る乙とにしTこ。

対策の基盤である火災は化学的，物理的な現象であり，また火災と人

の行為の関連においては，火災の発生は人の作為，不作為によって起き

るといってもいい。さらに火災の拡大は人の過失によるといってもい

い。したがって，火災の防御は ，すべての人に出火させない期待をもつ

べきである。しかし人間である以上，すべての時と場所K 対し完壁な出

火注意を期待する ζ とができないのが現実である。火災 lζ 対する安全は

乙の辺 lζ 問題がある。

では出火の危険が人聞の能力では，ある程度以外防止ができないなら

ば，つぎの手段を考えなければならない。すなわち ，出火を前提とする

対策，いいかえれば平紫から十分な準備がなされている乙ととなる。そ

れにもかかわらず現実には依然として防災準備は放任された状態が多

く，経端な例では自分は絶対K 出火はしないといった保証のない自信を

もっ者がある以上，義務として火災予防のため法律化をせざるを得ない

乙とになる。

まず建築物の不燃化，防火避難の構造規制を建築基準法において定め

ている。最近，大火が少なくなったのは乙のお陰である。しかし，大火

が少なくなっても人命の危険は逆に増加の傾向を示している。すなわち

構造規制しても人命の安全は必ずしも満足されてはいない。たとえば ，

避難階段についてみても，階段の許容する収容人口は一般的なもので収

容人口は常に変動する場合には問題があろうし ，だいいち ，煙の発生の

党知がおくれた場合は煙のなかを避難せざるを得ない乙とになり，避難

階段としての性格はなくなる。したがって，必要なととは階段が構造的

に許容し得る前段の措置としてまず火災の発見が必要1となってくる。そ

れに派生して通報が必要であろうし ，消火手段も必要になってくる。乙

の必要を充たすため消防法が消防用設備等の設置を義務付け ，さらに ，

それらの設備がいつまでも有効に働くための維持管理を併せて義務付け

ているのは当然の乙とである。しかも，乙れらの義務が過大な要求でも

あれば論議の余地もあるが，ただ単K 予想される加害カに対し一応対応

できる最低の基準である乙とを建築基準法では明らかにしている。消防

法も明文はないが問主旨のものである。と乙ろが現実には乙の最低の基

準によって造られた建物がいくらあるだろう。仮 fC合法的な構造であっ

たとしても管理がまずかったり ，構造管理が合法的であったとしてもそ

れは一時的で永続的なものとは限らない。乙んな乙とから考えれば基準

に適合した建物は 0 とは断言できないまでも ，それに近い数 fC しかなら

ないはずである。なぜ法律を引きあいに出したかといえば，最近どうも

法令にクレームをつける傾向が多いからである。たとえば，消防用設備

は故障するおそれがあるから有事の湯合必ず作動するとは限らない。 し

たがって信用に値しないというのがある。たしかに消防用設備は物であ

る。物である以上故障や破主主が絶無とはいわれない。だからといって構

造的に解決したところで構造も物である以上，消防用設備と全く同じで

一方的に批判される筋合いのものではない。まして「災害は忘れた とろ

にやってくる」といわれるように人聞は忘れっぽい。その欠点を補足す

るものは機械器具にたよらざるをえないだろう。また，法令違反から拡

大したとしても ， あたかも現行法が惑いかのような意見もないではな

い。だいいち ，現在までの火災例で建物が適法であったためしはない。

逆に適法の建物が事故をお乙した乙とを聞いた乙とがない。

どうやら ，私のいわんとする結論がでたようである。結論はイ簡単ちあ

る。現行の防災基準を忠実に厳守する乙ととなる。ただ誤解のないよう

附言をすれば，従来，事故発生の際，とりあげられる問題に建物j の設備

または管理面の不備欠かんによる延焼拡大，人命損傷の責任を平素の行

政情主主の不足，欠除K 仮するものとして論議される例が多い。残念なが

ら現状ではやむを得ない。その理由は行政カの限界から危険要因の量的

拡大と質的強化に対応できないからである。乙のような意味からの法改

正は手前勝手のようだが大いに決行すべきである。ちなみに公害や交通

事故にちるように ，企業は社会的資径を追及され，そのための投資はも

ちろん ，被害者の健康および生産の補償までその茸を負う傾向になって

いる点からも ，独り突発的災害が取り残される理由はないからである。

以上は主として建物を造る側，建物を使用する側，すなわち建物を設

計，施工( 設備関係を含む) する立場，建物の所有者，管理者，占有者の

立場を対象としたが，建物を使用する側にいま一つ一般使用者がある。

前者は建物の所有関係にあるから十分勝手がわかっているので防災苛函

もたてやすく実行もしやすいが，後者は不特定多数と称し ，建物の勝手

がわからないのが通常であり ， それだけに有事の際，危険の確率が多

いし ，重姿な問題である。

まず一般的な欠点をあげれば，一人ひとりが火災についての認識が足

りない。自ら火災から命を守ろうとする気概が少ない乙とである。出火

建物の同じ部屋からある者は助かり，ある者は焼死する事実は避難設備

等が完備されている乙とだけでは解決しない問題である。その設備や施

設を完全に使い乙なすとともに ，各人が命を守ろうとする強い窓志と死

地を脱出するためのあらゆる努力が必要であって ，乙れらの多寡が生死

を左右する乙とになる。

しかし ，いくら安全のためのおだいもくをならべても ，災害時には人

聞はあわて理性に基づ‘ く行動がとれないのが事実である。災害時にとれ

る行動は潜在意識に基づく反射行動のみである。したがって，前に述べ

たように ，乙の乙とをいし、かえると潜在意識の良し悪しによって生命が

左省される乙とになる。そういう意味から安全のための潜在意識を造ら

ねばならないのは当然である。

では，そのためにどのような乙とをすればよいか。それは当然、すさる

解決になる。すなわち ，防災のための知識を見たり ，聞いたり，読んだ

りして求める乙とであり ，その知識を訓練という型で自身の体で覧えこ

む以外にはない。さらに同じパタ ーンで反復を続け最終的には慣習とし

て身につけることが重要な乙とである。

以上，火災対策について思いついた乙とを羅列したに過ぎない。稿の

なかで法令暮準を厳守すべき乙とをとりあげたが，実際は法令基準によ

るだけでは改善されない乙とが多い。せめて，建物を造る{ 則に経済や，

居住性，意匠lとかたむける情熱があるならば，せめて基準だけは守り抜

く熱意が慾しいという主旨からである。管理者も一般使用者も ，より真

剣に防災を意識して慾しい乙とはもちろんのととである。

( おんだかずのり 大阪市消防局予防部長)

建築と社会/ 1974年12月号 37 



- ビル防災 に関する 12章

2  立早第

覚知・通報・非常放送

災害時におけるコミュニケ

ーションの実態と問題点

三 宅 敏 郎

1 . は じ め に

2医者が与えられた章は「覚知 ，通報，非常放送の実態と乙れからの問

題点」である 。度重なるピノレ火災の実地調査に参加して筆者は火災の様

相を知るとともに災害時における前記表題の問題に注目してきた。災害

パニックにおける人命損害をいかに少なくするかを考えるとき ，火災発

生時におけるビソレ内のコミュニケ ーション火除がいかに重大なものであ

るかを知りその実態をまとめ ，防災対策のーっと して取り扱うべきであ

ることを ，機会ある ζ とに発言してきた。そのまとめ と多少なりとも理

論づけるために未だ若干の調査研究を必要とするものであるけれども，

本稿執筆の機を得て中間発表として諸覧に報告したい。

2. ビル防災の 維 持管理についての考え方

ビ、J レ防災計画は く建物勅〉 と く人間軸〉について火災の発生 ・抑制 ・

避難の各段階ごとに生ずる災害素因をチェックし ，その危険度を判定し

てゆく乙とから考えれる 。ζ のピ J レ建築の危険は防災技術を駆使する乙

とによって安全な計画設計となる。しかし乙のようにしてできた安全計

画によるビル建築て、も ，その ビJ レの「維持管理」の如何によって安全は

保てず災害を起乙すヒソレ建築物となる 。

く維持管理軸〉は前者の く建物軸と人間軸〉の相関によるビノレの危険

采因と対応して考えられるべきである 。乙れが最近われわれ建築学会計

画委安全小委員会のメンパーによって提案されている防災安全計画の考

え方の基調をなすものである 。

乙乙』ζ 述べられるヒソレの維持管理については本特集でも多くの章でふ

れられる乙とである 。 しかしビノレ建築の維持管理といってもそれは災害

発生前の日常の ピル管理についてであって火災発生 ，とくに大火災にな

ってからの ヒ、ノレ建築ではとてもその ビ) レ管理能力の手に負えるものでは

tJ.l， 、金

災害下におけるビ J レ管理は都市機構としての消防組織によらねは不可

能である乙とはいうまでもない。

そ乙で日常の ヒソレ管理と災害時の ビJ レ管理とはど乙でその分界を別け

るかを社会的に明確にすべきである。

筆者はこれを「消防隊到着活動開始」のH寺織とすべきであると考える 。

ビノレ管浬は日常の火災予防 ・予知に注意を払い ，火災発生後はその報

知 ・通報によって一刻も早く消防カの管理下に火災現場を引き継ぐ乙と

が任務である。乙の乙とは大災害となり人命災害を引き起乙さないため

の基本的な考え方として ，ビル防災の常識とならねばなるまい。

3. ビル火 災 は 「逃 げる が勝 ち」

現在のヒソレ火災の様相は火災実例からいっても「煙火災」の実態がはっ

きりしてきている 。震といっても筒温をともなった有毒ガスであり， ζ
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のなかでは人間生存の見込みははなはだ少ない火災環境というべきであ

る。煙を見， 火を見て危険を覚知 し避難しては もう手遅れの乙 とが多い。

熱気流に押され異常な速度で拡がる「煙」は少 しの隙間があればと、乙で

も侵入する 乙とを考えるとき，ビ‘ ノレ内にいる人聞は何をするよりも逃げ

出す乙 とが生命を守る唯一の方法である。乙の ζ とを防災関係者のみな

らず社会的にもっ と周知させビノレ利用者の常識とすべきである。しかし，

それには ，どうしたらよいか ?

ビ‘ ノレ建築の日常; の様相はどうであるか。巨大なヒソレ lζ 多数の居住者が

活動し会社も異なり， 外から訪ねる人も多い。年令，性別，活動時間もそ

れぞれちがう といった場合，ピノレのど乙かて・起きた出来事をどうやって

乙れらビ) レ内の人達全部に報らせる乙とができるだろうか。 I逃がす」

ための対策が ビル安全計画にあるか ? 維持管理のシステムに考え られて

いるか ? が人命災害防止の第一条件であるといっても過言ではない。

過去の災害調査によっても危険覚知が火災発生後大幅に遅れている。

防火建築物への信頼感が人々に危険を覚知させ「逃げよう」 という意志

発動を遅らせている乙 とは確かであり ，乙の点を考えた覚知手段が議ぜ

られねば効果が少ない。非常放送による手段も機械と人間との関速によ

って時には効をなさない乙ともある。外部からの消防サイレンと照明に

よって危険をはじめて感じ逃け出した例もある。いずれにしても相当な

刺戟を与える乙とが現代社会では必要であるこ とを知りその対策を立て

る必要があろう。

4. 119番への通報がなぜ遅れるか

千日前デパート ，大洋デパー ト等いずれも大災害を発生した ビノレ火災

では ，共通 した事例 として消防車が大火災となって後到着している 。維

持管理面の過誤である乙 とは明白であり ，そのために死亡者が増えてい

る乙とは結果的に起きる必然な惨事である。なぜ遅れたかの原因追及は

刑事問題として乙乙では言及できないが，しかし社会一般に消防出動を

できれば避けようとする気風が現存している乙とがその原因ではないか

と疑念が生ずる。度重なる惨事によって，ボ ヤでも消防に知らせ惨事と

被害を防ぐ 乙とが社会責任を間われない乙とだとビノレ管理者が認識する

ことが乙の風潮を変革する乙とになるであろう。

過去のビ‘ ノレ火災においても消防到着は通報から 7 分以内に確実に行わ

れている。しか しながら本格救出活動が開始され救出活動が効果を上げ

るにはさらに数分以上かかる乙 とを知ったな らば火災発生時の通報は分

秒を争うべき乙 とであることが判るであろう 。

5. 防 災 コミュニケーションの必 要

紙数が余りに少なく読者 lζ 十分理解 していただく論及はできな いので

問題点の結論のみ指摘するに止め，実態については過去の火災フロ ーチ

ャー トから ，通報，覚知の遅延から災害が必要以上に大きくなっている

点を見ていただきたい。

災害時の コミ ュニケーション不足による人命被害の実状

千日 テ'パート 八幡済生会病院 釧路オリエノタルホテル 大洋デパー ト

発 見

工事人の発見
出火者( 医師) の声で フロントポーイ

ベンキ屋と女庖員

火災報知ベル 夜警発見

時u凶 a 刻ｾ＠ PMl oe寺31 分- 32分 A M3 時20分 A M4時20分 P M 1  e寺l日分頃

通 報

出火より 9 分後

出火後30分近隣より フロントより 2分後 近隣より 13介後

(保安課長)

非常ベル

放送をしたとするが

およ び

客は聞いていない

放 送 せ ず

放送

出火より 40分後 出火 4 介後 出火より 25分後

H首チャイ ナ タ ウ ン 放 送「は1百い周できずと 前のビルに映った 客の大半が涯を見て
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2人

1  0  3人
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2  3  7人 5  2人 客

(  3倍以上)

通報が早かったた |通報を しなかったこ

的大惨事防止 | とに よる惨事鉱大
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のコミュニケ ーションをどうするかという乙とに尽きる 。そして入閣の

災害時におけるパニッタ心理をふまえて乙のコミュ ニケーションは され

なけば効果がないととを附言しておきたい。

余りに紙数が少ない特集なので他の防災各章にゆずるべきであるが，

今まで乙の災害 コミュニケーションについての防災関心は驚くほど少な

く，とか く看過され勝ちであった。極端K 言えば，いかに避難路を整備し

ようと ，火災抑制を工夫したとて，現在のビJ レ火災における煙火災の実

態は生やさしいものではなく ，とにかくビル内の人達は懸命に「逃げて」

もらわねはー惨事となる乙とは確かである 。 i逃げ遅れたら」の対策技術

とは別ｾ｣，大きな防災分野として「防災 コミ ュ ニ ケ ー ション」の必要を

声を大にして喚起したい乙とが筆者の願いて・ある 。

消防救出活動を一刻も早く開始するために「通報」を重視し社会的

ノレールを再確立すべきである。

( 社会的立法と義務づけ ，危険建築物の直通線自動化)

ビ〉レ利用者に対する危険党知方法の研究。

( 音響的または光等のパニック報知手段の開発〉

非常放送の放送内容についての コミュニケーショ ン ・テクニックの

研究。

( 管理オフィス ，防災センタ ー，放送台の人的チームワー ク〉

一般社会人のビノレ利用上の常識として「逃げるの姿」必要性の喚起。

( キャ ンぺーン，報道 コミュニケーション)

2. 

3.  

4. 

日本電信電話公社専門調丘役〕

39  

( みやけ としろう災害時におけるコミュニケ ーションとは結局のところ「逃がす」ため

りわおB. 



- ピル防災 に関する 12章

3  車早第

避 難 施 設

のぞましい避難施設の計画

白 石 博 三

防災が ＱＰＰ ｾ ぢ完 壁 であれば ， 避難しなくてもよい 。 避難が ｬ ∞ Ｅ安全に行

われる保証があれば ，防災を考えなくてもよかろう 。 しかし ，そんな乙

とは現実にありえない。そこで，互いに足りない点を補い合うように計

画するほかない乙とになる 。ただし ，地震に対しては，ゆれ出してから

逃げても意味がなく ，ほと んど防災だけしか考えられない。だから ，乙

乙では火災に限定して考える乙とにする 。

まず，廊下から考えよう 。大きな日本旅館にあるような折れ曲がった

廊下は，普通のビノレにはあまりないが，行き留まりかと思えば，実は曲

がって続いていて，その先に階段があるといった例なら ，相当にある 。

設計者は平面図で考えるか ら，曲がったその階段まで= 分かっているのだ

が，実際に廊下 lζ 立ったひとには ，見えないものは無いに等しい。勝手

知ったひとも ，知識として承知しているだけで，いざというときには ，

まどっく。避難のときの心理を考えた設計をすべきである 。

廊下に向かつて戸が外開きになっている設計が，いまだに跡を絶たな

いが，あれはいけない。オーディトリアムなど多人数を収容する室の戸

は，避難のために外開きにすべ きだし，法令上もそう規定されているが，

さほど大きな室でもなく ，在室人員も少ないのに ，外関戸を使うのは ，

少しでも室内の利用面積をふやしたい気持かも知れないが，廊下の交通

の障害になる 。仮 IC ，建築基準法施行令( 以下「令」という。) 119条に

よる一般建築物の中廊下の最小幅 1. 6m !ζ 対して，両側の室の戸幅を

80cmずっとし ，それが向かい合 った ら，廊下の有効幅はゼロである 。そ

うまで厄端でない場合で も，廊下の中央を蛇行しなければな らない。用

心をおとたると ，いきなり戸が開いて衝突しかねなし、 。避難時ばかりで

なく，日常災害も起こりかねない。外聞きにするなら，出入口の部分だ

け壁をひっとめるべきである。

階段については，まず，それが分かりやすい位置にあるととが大切で

ある 。また，ひとにはもと来た道を戻ろうとする習性がある 。エレベー

ターでt上がってきたひとは ，エレベ ーターのととろへ戻って来る 。現行

法令では，エレベータ ーと階段との位置関係については何も規定してい

ないが，ぜひ近くの見えると乙ろに設けるべきである 。

階段の勾配は ，なるべく緩くすべきである 。階段の踏面と蹴上の寸法

の組み合わせは，従来どう も昇るときを主にして考えたふしがあるが，

危険性からいえば，実は降るときの方が危く ，おそろしく感ずる 。世の

中には，若い元気な人ばかりでない乙とを考えるべきだ。階段室の入口

では ，避難の方向 lζ 開く戸 lζ 妨げら れて，踊場の有効幅が確保されてい

ない例が非常に多い。廊下におけ る外関戸と同様に配慮を要する 。

回り階段については ，令23条 2 項で踏面寸法の測り方の規定があるだ

けだが，曲率の小さい ものは危く ，避難l埼の安全性からいえば設けるべ

きではない。特別な用途に限るべきだと思う 。同じ趣旨で，踊場に斜め
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K 一段あるのも危く ，やめるべきだ。

室内から階段にたどりつくまでの通過場所についても ，法令規定はな

いが，問題がある 。一つの室から他の室を通り抜けて廊下または階段に

達するプ ラン，廊下から再びある室に入ってそ乙を通り抜けてやっと階

段に達するプランなどは良くない。 ζ れでは ，その階段の存在が分かり

にくく ，たとえ現行法令上の二方向避難の規定に適合していても，実用

性が少なく安全に欠ける 。

排煙設備については，その趣旨は分かるが，細かなことになると ，あ

のような法規定でよいのか，また ，もっ と安全性を増すには ，どうすれ

ばよいのか，実は私は確信が持てない。床面積 100nr 以内どとに50cmの

防煙壁があれば，排煙設備は設けなくてもよいというが，本当にそんな

効力があるのだろうか。 床面積100nr でなく . 50nr ごとに防煙墜を設け

る。 もっと小さく 10mごとにする 。防煙壁を 1 mも2 mもの深さにした

とする 。そうすれば，安全性が増すのだろうか。排煙機の能力に関する

規定が令 126 条の 3 にある 。排煙するにはi給気が必要であるが，給気口

』ζ 関する規定はない。給気口はどうしたらよいのか。外壁 lζ 排煙ロを設

ける場合，それが風上にあれば，排煙するど乙ろか，かえって煙が建物j

内に広がるのではないか。煙突のような重力換気による排煙方式は，認

められないようだが，実は効果があるのではないか。その他，疑問が続

出するのだが，私の不勉強のせいか，乙の種の疑問に答えるような研究

や解説が一向に見当たらない。

防火区画は， 基準法上は避難施設とは別になっているが， 関係があ

る。百貨庖の売場の柱聞にず らりとシャッタ ーを並べて防火区画にする

ような設計は，良くない。耐火構造の床または墜と甲種防火戸では，法

令上は同等の性能を認めているが，実は同じではないと思う 。防火区画

にいくら関口部を設けても ，甲種防火戸にさえすれば良いという考え方

は，危険である 。同じ怠l床で，避難階段の屋内に面する壁面K. 1  nr以

内な らスチ ーノレサッシユ網入ガラスの窓は，いくつ作っても良いと考え

るのも危険で，なるべく作 らない乙とがのぞましい。

屋上広場は ，法令では百貨庖以外は必要とされていない。 しかし ，新

聞等で伝えられていると乙ろでは ，屋上 lζ 逃げて助かった人が相当ある

ようだ。避難の心理に適合したと乙ろがあるので、はないか。もっと重要

視すべきではないか。同じ窓味で，屋内からの火焔に対して保護された

バル コニーなども ，もっと活用すべきであろう。ともかく屋外に出て，

火や煙やカd スに対して一応安全であれば，救助を待つ乙とができる 。そ

れと同じような趣旨で ，建物内に火災に対して十分安全な避難所を設

け，そ乙 lζ 逃げ込めば，あわてて急いで建物外に逃げなくてもよいとい

う考えは，どうであろうか。その意味で ，避難用の階段は十分に広く安

全にしたい。市街地では，隣のヒ・ノレに橋をかけて避難する方法も ，もっ

と本格的に検討すべきである 。すでにそのような橋の発明があるらしい

が，構造上の工夫に留まらず，民法上の問題も含めて，もっと広い怠味

で研究すべきではなかろうか。

避難誘導のための録音テープによる放送も ，提案したいものの一つで

ある 。非常事態になると ，文字や標識のように視覚に訴える ものは ，見

なければそれまでであるか ら，割に効果が薄く ，音声による指示 ・誘導

はひとりでに耳に入るから ，乙の方がずっと効果的であるといわれる 。

それも ，いざという時になって誘導法を考えて放送するのでは ，放送者

自身があわてて ，へまをやりかねない。事前によく研究して，何種かの

テープを録音して置く 。煙感知器，熱感知器，火災wif 報装置などと述勤

して，自動的に順次放送するなり，手動でいずれかのテ ープを選んで放

送するなりの方法が考えられる 。あまり経費はかからないか ら，ど乙か

でぜひ実験を試みていただきたいと思う 。

私は最近，いささか建築関係法令の研究をしているので，避難施設の

乙ととなると ，ともすれば建築計画の立場でなく，法制上の立場で考え

るきらいがある 。そ の点は読者諸氏にお詑びするが，以上述べた乙とは，

いずれも法制上の問題を含み，なかにははっきりと法令改正を裂するの

ではないかと思っているものがある乙とも ，確かであるととを付け加え

て置く 。 ( し ら い し ひろぞう 京都工芸繊維大学教授 ・工学博士〉



法規上からみた避難施設の

問題点
吉 田 正 良

建築基準法令上，避難施設とは ，法第35条lζ 定められているとおり，

「廊下，階段，出入口その他」が乙れに該当し ，その技術基準は ，政令

第117条から第 126条および第 128条の 3 11 : 定められている 。法第35条lζ

は避難施設のほか排煙設備，非常用の照明装置，非常用の進入口 ，敷地

内の避難上およひ消火上必要な通路に関し規定がおかれており ，乙れ ら

も設備等の機能から広義には避難施設として考える乙とができ ，法令上

はとれらを含み「避難施設等」と名付けている。本章では，別途，第 7

2立において論じられる排煙設備を除き ，主として「避難施設等」につい

て法規からみた問題点に触れてみたい。

避難施設等の規定は ，避難施設等の種類に応じて適用範囲が若干呉な

るが，おおむねその設置対象となる建築物は法別表第 l に掲げる特殊建

築物( 倉庫，車庫その他乙れらに類するものを除く。) ，階数が 3 以上の

建築物，無窓居室を有する階，延べ面積が 1，∞0 平方メ ー トノレを越える

建築物のいずれかの要件K 適合するものに適用される 。それ以外の建築

物については，法令上の避難施設等の設置義務は課せられておらず，階

段等について一般的な構造基準のみが適用される乙ととなっている 。

避難施設等は，建築物において災筈が発生した場合，人命の安全を確

保するため最も重要な施設等であり，したがって防災工学や技術開発の

成果，災害の調査，分析結果等は，逐次，法令中 lζ 組み込まれており，

とくに昭和40年代に入ってからは ，安全度か清いものと信じられていた

耐火建築物の性能の見直しが行われ，法令の改正は数次にわたり行われ

てきた。その概要は次表のとおりである 。

避難施設等の改正概要

昭和44年政令改正 I  1  避難施設に関する規定の適用範囲の拡大

2  特別避難階段等の設置，構造 [ζ 関する規定

の強化

3  2 方向避難を縫保するため階段の配置に関

する規定の新設

4  地下街の避難関係の規定の強化

昭和45年法令改正 I  1  階段への歩行距離の規定の適用範囲の拡大

2  避難階段の幅の規定の適用範聞の拡大

3  排煙設備，非常用の照明装置，非常用の進

入口の規定の新設

I昭和48年政令改正 I  1  2 以上の直通階段の規定の適用範囲の拡

2  避難階段等の出入口の防火戸の構造規定の

強化

ζ れら ，一連の避難施設等! c 関する規定の整備が進められた乙とによ

り，現行法令の技術基準は，最低限の基準としては相当のレベルに達し

ていると考えられる 。 しかし，現行法令に定められている避難施設等の

レベルについて各界から多くの提案がなされており ，その主要なものと

してっさのような事項をあげる乙とができる 。

(1) 避難階段の安全性の向上を図る 。たとえば避難階段の安全次数を高

めるため前室の設置を義務づける 。

(2) 外気K 開放された屋外避難階段の設置を義務つ. ける 。

(3) 災害時，階段等へ安全! c 到達できるよう屋内避難経路を確保するた

めの規定を設ける 。

(4) 避難階段，特別避難階段の出入口の防火戸に制限を設ける 。

これら技術基準の改正につながる提案については，似重 K 検討を進め

る必要はあるが，建築物の避難K 関する性能を向上させるために ，個々

の避難施設等の技術基準をそれぞれ整備するととも重要ではあるが，今

後，建築災害をより科学的に分析する手法を確立し，消火，防火 ・防煙，

避難を含めて総合的 ，かっ ，定量的にそれら施設等の性能を評価するシ

ステムを整備する乙とが課題であろう 。

しかし ，現行の避難施設等の技術基準については ，相当のレベソレを確

保しているとはいえ ，全く問題がないわけではなく，とくに避難施設等

は，細部にわたる配慮が欠かせない。現行規定中 ，問題点と考えられる

主要ないくつかの点について，以下触れてみたい。

第 l は階段等の竪穴区画の防火戸K 関する規定である 。昨年の政令改

正において階段の出入口に設ける防火戸として常時閉鎖式のものを新設

したが，乙れは階段等の出入口は ，随時開放するととが可能である常時

閉鎖式防火戸により区画されている乙とが避難上，防火 ・防綾上最も確

実にその機能を確保しうると判断した乙とによる 。従前の規定は ，階段

の出入口は常時開放状態にある ζ とも想定して自動的に閉鎖する機構を

義務づけていたが，避難施設という人命の安全と直結するものは ，可能

な限り人の行為あるいは機械的機能を減少させる乙とが望ましいとの立

場から常時閉鎖式を導入する改正を行ったものである 。 しかし，常時閉

鎖式防火戸を階段に使用する場合には，階段および出入口の存在，位置

がわり難くなる場合があるので，たとえば面積を制限して防火戸に耐火

ガラスの使用を可能ならしめ ，その存在等を明らかにする措置について

考える必要が生ずる。

乙れとは逆! C，竪穴区画に防火シャッタ ーを用いる場合には階段の位

置等は判然、とするが，煙感知器と連動するものにあっては ，避難中 に閉

鎖してしまい避難流を妨げる恐れがある。しか し， シャッター直下の空

間の管理は容易でないとともあり ，閉鎖機構の管理，くぐり戸の位置，

大きさをも含めて扉形式の場合と全く同レベ J レで評価する乙とには問題

があるといわざるをf尋ない。

そI 之は非常用の照明装置の照度lζ 関する規定である 。地下街を除く一

般的な建築物に設ける非常用の照明装置の照度は ，床面 1 } レックスと定

められているが，災害時，とくに火災時，滋煙が天井面を被った場合に

おいて建築物内の人の適切な行動を確保するレベルとして現行規定で問

題なしとは言い切れなかろう 。

第 3 は屋外への出口等の構造に関する規定である。わが国において

は，いわゆる「パニック ・ドアー」の普及率が低く ，避難施設の出入口

についても通常形式の扉を用いる場合が多いが，現行規定では解錠装置

およびその表示に関する規定がおかれているが，災害時における人の行

動を考えれば，きわめて解放が容易である「パニック ・ドア ー」を推奨

する方策を検討する必要があろう。

第 4 は避難施設等の表示に関する規定である 。避難施設等は ，建築物

を利用する人が，その配置，位置，機能等を正しく理解する乙とにより

災害時において機能が十二分に発揮される。もちろん ，避難施設等の配

置，位置，機能等は ，殺にでも容易に判断できる乙とが望ましいが，建

築物すべてがそのように計画されるとは限らないので，補完のf .e味も含

めて階段の配置，階段の防火戸( とくにくぐり戸について) ，非常用の

進入口等についてその使い方を理解させるための表示が必要であり，乙

の点lζ 関する規定が現行法令では不十分であると考えられる 。

以上，技術基準に関し長期的課題および. 現行規定の問題点、について簡

単 lζ 触れたが，より大きな問題として建築物の建築時期の相泉ーによる避

難施設等のレベソレをいかにして解消するかという課題がある 。ζ れは法

制の問題であるが，現行規定に比して避難施設等の性能がきわめて劣る

建築物が，既存不適格建築物として数多く存在しているが，それらのレ

ベルアップを図るための措置が議ぜられる必要性が大きく ，当面は ，遡

及適用条項を含む建築基準法改正案の成立を図るために ，最大限の努力

を払う乙とが最も大きな課題であるといえよう 。

〈よしだ まさよし 建設省住宅局悠築指導諌銀長補佐)
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- ピル防災に関する 12章

4 章第

避 難 と 誘 導

避難と誘導の問題点

ーとくに地下街-

住 田 昌 一

根 本 的 な 問 題 点

地下街の「避難と誘導」についての根本的な問題点は ，地下街火災に

おいて ，そもそも確実な避難方法とか有効な誘導方法が存在するのかと

いう乙とであろう。地下街防災を考える際 ，避難や誘導にいささかでも

期待をかけようとするのは大変危険であるといわねばならない。

その理由をのべてみよう。避難を制約している条件は ，大きくいって

3 点ある 。火災の性質，空間の構成，それに滞留者iil である。まず第 l

の点であるが，火災時K 地下街は横倒しの煙草の働きをする。また ，地

下街には ，化繊類など，毒性の黒煙を発する モエ草が充満しており ，ひ

とたび火災が発生すると，多量の煙が人間の歩行速度よりも速く地下空

間を流れ，瞬時K 大lli の滞留者は巻き込まれてしま う。黒煙が多く ，視

界が遮られ，誘導灯など至近距離でも識別できなくなるだろう。最初の

数分で避難し終えるかと、うかで勝負は決まってしまう。それはおよそ不

可能に近い。

第 2 1 C 地下街空間は，概して迷路化している乙とである。平面的に

は，地下街通路は無計画的に枝分かれしているのが常だし ，またビJ レ地

下階が地下街につぎつぎと附着していっている。立体的には ，地表部分

とのつながり方が乙れまた複雑で，とくに階段などが，適切な勾配 ・幅

員で，適当な場所に設けであるのは稀である。 したがって，地下街に

は，避難径路の確保が困難となる箇所がきわめて多いのである。

加えて ，第 3 Iζ ，地下街の通過 ・利用人口はきわめて大量に及ぶ乙と

である。地下街は ，都心のタ ー ミナルなど乗り換え地点 lζ 創られるもの

であり ，膨大な通過利用客が発生する。 とくに夕方のラッシュ時のメイ

ン通路や地下街に接続する百貨庖地下階の売場ーなどが，異常な混雑ぶり

を呈するのは ，周知の事実である。

地下街の避難や誘導の計画は ，要するに ，乙れら 3 つの悪条件を前提

として立てなければならない。乙れは不可能な乙とを考えるに等しい。

たとえば，第 3 の点だけについて考えてみても，夕方 6 メート J レ幅の通路

をいっぱいになって通過している人聞を，何の混乱もなく整然、と誘導で

きる方法などあるだろうか。筆者らの「虹のまち」の調査でわかった乙と

だが，ラ ッシュ時の群集密度は庖舗内と通路部分でほぼ同じであった。

「虹のまち」の地下街では宿舗と通路の割合はほぼ半々であるから ，仮

に火災発生時，活舗内滞留者が一度に通路 lζ 飛び出したとなると ，一挙

に通路人口は倍にふくれあがる。パニ ックが起 ζ らないのが不思議であ

る。[ " 虹のまち」など空間構成が単純な方だが，大体は迷路化したもの

が多い。さきに指摘した第 2 の点を考慮しなければならないとなると ，

およそ誘導など考えられたものでない。

ひとりでも多く避難でき ，そのためにひとりでも多く誘導する乙との
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意義は認めなければならない。 しかし ，もっと大事な点は，それ らの前

提条件となる火災の特性，空間構造，滞留: L11c メスを入れる乙とだ。

最 近 の 地下街対策にみられる問題点

近年，地下街については ，おそまきながら ，建築基準法，消防法の改

正が行われたり ，建設省から地下街の新設を事実上禁止する通達が出さ

れたり ，改善に向けて行政の目が届き出した乙とは喜ばしい。しかし ，

規制の実施過程を些細に点検するといろいろ問題もあらわれてきている

ようだ。避難や誘導の問題 K 関連した点を指摘してみよう。

地下街の構造上問題となる点は ，何といっても階段をもっとふやすと

とや，通路が結節すると乙ろなどでは，庖舗をつぶして，もっと人の流れー

をスム ーズにする措置がぜひ講じ られる必要があるが，乙のよ うな点に

は，およそ手がつけられず，おざなりの工事で終わっている乙とが多い。

典型例をあげると ，誘導灯をふやしているのをよく見かけるが，乙れな

ど，簡単に手がつけられる工事をやって ，あたかも抜本的な改善をやっ

ているかのごとき宣伝に使っているとの印象を拭えない。誘導灯は ，無

いよりあった方がよいといえる程度のもので， 黒煙が立ちとめる状況

で，どのくらい効果を発揮するか，ひじように問題だと思う。

基準法などの改正で，ハ ー ドな面，ソフトな面，両面の整備をはからね

ばならなくなってきているが，一般にハ ードな面の改善にものすごく金

を喰う乙とも確かで，そのしわょせがソフトな面! とあらわれてきている

ようだ。たとえば改築経費の穴埋めを，人事面でやろうとし，笹備や沼気

関係の要員を大幅に削減したり ，下請けに出したりしようといった「合

理化」があらわれてきている 。

避難訓練なども ，ひと乙ろに比べると確かに頻度は多くなってきてい

るといえるかもしれない。 しかし ，乙の乙と自体が，ハー ドな面の改善

のサボタ ージュをカバーする役者l無きにしもあらずである。中味は概し

てお粗末である 。いちばんの問題は ，義務づけがないので，時間外に任

意の従業員参加に終わっている乙とであろう 。乙れでは ，訓練の主旨が

徹底しない。

若干の提案

以上の点をふまえ ，避難と誘導に関係、のある事項について，若干の改

善の提言を，笛条蓄の形で示してみる 。

1  ) 飲食 ，喫茶庖での椅子席の床面積 lζ 対する割合，百貨底地下階にお

ける売場面積と通路面積の割合をきめ，滞留人員の頭打ちをはかる 。

2 ) 庖舗内搬入の商品包: を制限する 。とくに化繊品の持ち込みをきびし

くチェックする 。

3) 現状ではヒツレ地下階と地下街は接続を認め ，火災時は防火区画を明

確K し，雨空間を遮断するという考え方をとっているが，乙の考え方

は避難計画の立て方からいって無理がある 。平常時においても ，ピJ レ

地下階と地下街の接続は原則としてやめるようにすべきであろう。

4 ) 地下街から ，ヒツレを経ず，地上lζ 直通する階段はもっとふやす必要

がある 。

5 ) 天井面，壁などの広告は，全面的に撤去し，誘導灯などがもっとよ

く見えるようにする。

6) 避難訓練は少なくとも月 l 回，勤務時間内に実施する乙とを義務づー

ける 。

(す みた しょうじ 大阪市立大学助教授 ・工学樽士〉
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避難と誘導のシステム制御

松 宮 博 文

5は じ め に

ともすれば他人の出来事と安易に考えがちな最近の煙火災で，避難 ・

誘導はもはや人間の判断だけではどうしようもない限界にきている 。人

々が巨大なヒツレのなかにいるとき ，水平生活を営んでおり ，他階のいわば

立体的情報がつかみにくいと乙ろに大きな問題があろうといえよう 。各

種消紡設備が発達した昨今，個々の設備機能が作動し ，個々に効力があ

りながら ，誘導面がうまくいかない問題点として系統化されていない乙

とは ，いまさらいわなくてもおわかりだと思う。しかし ，罪もない人々

の生命を容赦なく略恋した昭和47年 5 月大阪千日 デパート火災，そして

昭和48年 11月熊本大洋デパー ト火災をはじめ煙火災の多くの犠牲者の教

訓すら人々が忘れかけている今，また，ソウノレ南山観光ホテ J レ火災を新聞

の見出しも痛々しく報じているのは火災の恐ろしさを再認識させる教訓|

であろうか。迫る猛煙，暗ヤミ ，押しょせる恐怖，苦しかったであろう。

乙の世に多分の未練を残し，誰をも恨む乙とができず，肉親や知人の名

を呼びながら，力のある限りを生死と戦いながら，あえなく力つきた人

々，尊い犠牲者の冥福を祈りながら執筆している私は ，真剣に火災の恐

ろしさを読者にもう一度考えていただきたいと念じている 。

A な ぜ シ ス テ ム 化 が で き な い の か

多種にわたる防災設備で最も遅れているのが避難誘導設備である 。月

4ζ 人類を送り込んだ科学技術時代 lζ ，なぜ，避難誘導設備が実現しない

のだろうか。いろいろ理由はあるにしても ，発想の転換のない限り煙と

いう生き物をシステム化する乙とは困難であろう。そして巨大かっ高層

建物の煙火災は ，

0 初期避難がしにくくなった。

0 人が個々の設備を綜合的に使い乙なせない。

4こと がそもそもの原因である 。私達は情報的 ，設備i的，構造的に建物を

細分析し ，研究した結果 ，位相演算を用い，システム化するととによっ

て避難誘導システム ・ゾンド 8 ( ゾンドとはロシア語で安全の意味) を

創り出す乙とに成功したのである 。

乙れは ，一般の コンピュー タでシステム ・プログラミンクーしたとき ，

かつお乙るかわからない火災発生時iζ ，

( 1 ) 建物内部の用途目的が変更されている 。

(2) 建物が老朽化し，空間がかわっている。

( すなわち，煙の道が思わぬと乙ろにでき ，そのチェックがたいへ

んである。)

(3) 気象条件が巡っている。

1( 4) 収容人口がわか らない。

1( 5)  燃焼物や煙の発生fu : がわからない。

1( 6) 専用オペレ ーターとかなり知識が必要である。

など問題点が多々あり ，必ずしも予想どおり火災が進展するとは限らな

‘ いのである。

それでは ，ゾンド 8 がどのようなシステムか説明したいと思う 。

避 難 誘 導 システム ゾンド 8

ゾンド 8 は災害発見 IC発幸症の因子解析を行い，誤報による悪習を廃し

て「いざ火事即自動避難」を実現させる。したがって初期消火に専念し

たり ，特定の人々( 老人や障害者) の救助 IC力を注ぐなど緊急業務が明

確分業化できる 。また自動避難は ，火災動態をテレメ ータして火災現象

l乙追随的にコントロー ルされ，生き物の煙火災に適応できる能力をもっ

ている。しかもその情報が全館約! c フィ ー ドパックされるデータ伝送路

を耐火的に多系統有し，逃げる人 も，誘導する人もつねに最新の優先案

内を得る乙とになる 。その上現在全く手薄な救出活動が，救出を要する

エ リアの自動割出機能によって積極的戦略救出が実現される。そして火

災動態のみならず，被災者分布 ，誘導状況 ，機器の作動状況等が防災セ

ンタ ーにてグラフィック lζ 会館集中監視制御ができる全くすf しい考え方

に立った工事量の少ないシステム ，それがゾン ド8 である 。

惨事が常に初期避難の困難さから生まれるので ，

(1)  火災発報の多因子解析による自動事態識別

2) 責任者の判断による任意事態宣告

の併用により災害初期をより確実に把握し ，

(3) 全館的汚染動態の笑測 ・修正 ・予測による余裕度分布の形成

により火災の予期せぬi I i IJ きに対応した全館的危険さの把獲をし，

(4) 非常口 ，防火ドア ・シャツタの開閉状況の参照

(5) 避難目標の種別化と優先処理

第 1種 地 上 出 口 ，屋外階段ロ

第 2 種 ノてJ レコニ ，防煙付室 ，屋上，避難器具設置場所

!ζ より自動避難サービスを展開すると同時に，

ＨＶＩ 要救助域の自動 ｾｊ 出段能

(7) 要救助域の押釦サービス

(8) インタコ ールサービス

により自動避難ができない区域が発生すれば，直ち IC ，心理的混乱の起

きぬうちに婆救助者の位置把握とインタ コールおよび、局地放送が可能と

なり ，

(9)  消防隊の到沼状況による救出地点指定( 第 3 種目標) 操作による強

制救出誘導サ ービスとあわせて救助

の戦略化が実現できる。また一方，通常非常各事態においても ，

側 関連機器( ドア ，シャツタ ，ダンノペファン等) の監視または制御

が現場および遠隔操作としてできる。

システムの維持等については ，

(11) 非常電源内政

(12) 自動診断 (20秒ζ と) による定期回線，処理装置，異常監視と詳細

警告

(13) 事態の拡大 ・進展状態の記録

を備えている。

なお ，階段等の滞留現象は建築設計等の階段能力をそのまま折り込んで

おり ，

(14) 灯具のフェ ーノレセ ーフ機構

によって制御不能時には現行指導が回復され，さ らに ，

(15) データ回線の耐火耐熱化とディジタ J レ方式による単一化および電磁

遮蔽の導入

(16)  電力管区制の導入と非常fE源、の分散

! とよって，高品質のデータ回線が工事畳の軽減を伴って使用される。

以上の災害初期の分散秩序避難が実現されるとともに，広範囲な防災

センタ機能を発揮する，操作性のよい簡易なシステムとして災害時の消

防活動をパック ・アップするものである。

5お わ り に

初期消火の失敗は，予; ¥! I ，もつかない惨事をもたらすが，災害者の心理

から二次的| 義牲も大きい。通常はできない高層階の窓なと・から飛びおり

たりして妓牲者の数は増える ，馬鹿な乙とだと笑えない現実。初期消火

の消防設備が数! 浪りあるなかで ，誘導だけができない現実を見つめ ，今

また煙火災がお乙ったら …・ー 。

巨大かっ高層ビルの迷路が冥路にならないように ，ゾンド 8 は常に，

行動面 ，機能面，心理面から取り組んだいきた設備といえるのである。

( まつみや ひろぶみ 日本コアシステム KK防災システム課長〉
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- ビル防災に関する 12章

5  且早第

防 災 セ ン タ ー

防災センターの設備内容と

運用 中 島 克 己

防災センタ ーは，法で定められている業務および機能だけにとどまら

ず，大型 ヒソレの防災の意味を理解し ，ぞれが持、つλ とき機能を認識した上

でセンタ ー業務を機能づける必要がある 。また管理運用面ではビ、 J レ全体

の管理システムのなかで防災管理をとらえ ，関連した施設としてシステ

ム作りをする乙とが重要である。

1. 防災 センターの意 味

建築基準法で . 131mを乙える高層建築物および，地 下 街 ( 1. OOOn:r 

以上) に設ける機械換気， 中央管理方式の空調設備は ， その制御およ

び，作動状態の監視は ，中央管理室( 防災センタ ー) において行う乙と

ができる乙と」と，防災センタ ーの設置が義務づけられている 。その他

関係法規によって ，制御および作動状態の監視が義務づけられている設

備は，つぎのごとくである 。

- 排煙設備 一建基 ・施行令

- 非常用エレベータのか乙‘ 内と中央管理室との電話連絡ー建基 ・施行令

・自動火災報知設備の受信機の中央管理室への設置 ー消防 ・施行規則

. 消防機関へ通報する火災報知設備の通報設備の中央管理室への設置

一消防 ・施行令

・スプリンクラ ー設備の放水区域表示装置の中央管理室への設置

一消防 ・施行規則

・非常放送の増幅器および操作部の中央管理室への設置

- 消防 ・施行規則

乙れら法で定められたセンタ ー機能にとどまらず，大規模建築物は非

常時に保有する設備を使って災害が拡大しないよう ，自衛で処置するこ

とが原則である 。 したがって，地震 ・火災 ・風害 ・水害 ・停電等の災害

やそれに伴って惹起される波及事故に対して予防 ・防災対策として必要

な施設が要求される。

施設の計画 K 当たっては ，人命の尊重 ・財産保全を第ーとし ，災害の

予防，発生時の避難，災害の拡大防止を目的として ，とくに大規模建築

物において災害が大型化しがちな危険性のある乙とを念頭に ，信頼度の

高い設備が細部にわたる検討に裏付けされて施設されるべきである。防

災の管理業務は ，予防 ・早期発見 ・確認通報 ・安全避難誘導 ・初期消火

・本格消火などをト ータノレ ・システムとして把え，非常時に適確に操

作 ，連用されなければならない。

2. 防災 センターの機能

センタ ーとしての俄能を大別すると ，つぎのごとくである o

a. 防災活動の中心である乙と。

b. 災害の早期発見と通報，避難誘導，初期消火活動の中心である乙と。
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c. 消防隊による本格消火時の指令機能をもっ施設である ζ と。

予防 ・防災の対象は，自然外的要因 lζ 対して論じられがちであるが，

建物の種別によっては人的要因に対する防犯，さらには セキュ リテ ィの

面からも取り上げる必要がある。乙乙では一般的に共通点の多い前者を

対象に必要な設備とそのシステム化の一例を述べる。

｡ Ｉ 受配電，自家発屯設 ｾｩｩ ｩ

防災設備全般の非常電源、の確保と負荷の制御。

b) 空調設備

排煙設備のシ ーケンスによって空調器，換気ファンの停止。夕、ンパーの

閉鎖操作と監視。

c ) 自動火災報知設備

防火区画 ，防煙区画との関述を持たせた醤戒区域単位による受信量生の監

視。防災要員による現場確認と誤報対策。

d ) 排煙設備

防煙区画( ダンパー， 防煙扉，可動防煙霊壁，遮煙シャッタ ー) の操作，

排煙ロ ，給気口 ，排煙ファンの操作と監視。

e ) 非常照明，誘導灯，非常コンセント

各回路どとの定源監視。

f ) 非常放送設備

災害情報の伝達，避難誘導，放送位置の監視。( 出火階には非常瞥報を

兼ねた自動放送.l直上階，同居階，エレベータかご内には内容選択放送，

避難準備放送を手動操作で放送。)

g ) 非常笛話，ページング設備

火災確認および，消防活動時に現場との連絡操作。連絡位置の表示監視。

h ) 非常通報設備

自火報受信盤の信号により ，各ゾーンの自動選択，消防署への通報。操

作完了，受付完了の表示確認。

i ) 消火設備

・スプリンクラ ーの放出 ，ポンプ作動監視0

・泡消火の放出 ，ポンプ作動監視 0

・屋内消火絵ポンプの作動監視。

( 以上のいずれもパックアップとしての発停操作。〕

・不燃性ガス消火設備の放出監視。

・消防用水ポンプの作動皇室視と発停操作。

・消防隊専用栓ブースタポンプの作動監視と発停操作。

j  ) 非常用 エレベ ーター

地長，火災，停電管制オペレー トの監視，操作。非常巡行状態. 1 次 ・

2 次消防運転の監視。非常運転切離し操作。かと内非常電話での連絡。

複合災害時の優先選択操作。

k ) 一般 エレベータ，エスカレータ

かど位置 ，辺行パタ ーン，沼野、，事故等の監視と制御。停EE ・火災 ・地

震管制逆転。

1  ) ゴンドラ設備

運行監視と制御。非常時の屋上への帰着。

m) その他

航空障害灯，時刻，風力計 ，風向計，天候の監視。

n ) 記 録

業務日報，事故発生アラ ーム記録，防災設備のメンテナンス記録。

3. 防災 センターの位置 と繕造

a. 避難階および，その直上または直下階で，地上に通じ，避難しやす

く，かっ消紡隊の出入りが容易で外部と無線述絡ができる場所。

b  非常用エレベ ータ，避難階段を利用しやすい場所。

c . 災害の最終段階まで機能が確保できるよう ，防火的に区画され，内

部は不燃材仕上，出入口は 2 カ所以上設け ，外部 iζ 対してガー ドされて

いる乙と。

d  操作に際して充分活動できる広さを確保する。

e .  24時間監視体制ができるよう休憩室，仮眠室等の附属施設を設ける。
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はじめに 乙乙ー，二年大火災事故が続出し，一般市民の聞にも建物

の安全性についての認識が高まってきている乙とは周知の乙とと恩われ

る。一方，行政側の動きも建築基準法および消防法の改正と即応し ，そ

の内容は防火避難 IC対する末端機器の性能を細部まで規定し ，それら装

置を監視制御する統御機構として中央管理室( 以下，防災センタ ーと称

す) の設置義務規定を設け，防災体制の強化を計ろうとしている 。と乙

ろが安全性と経済性という相反する概念をいかに有効に計画し得るかと

いう計画理念の不在のなかで，建築設計者達は行政側からの指導とオ ー

ナー側からの経済性追求に板挟みとなり，無思想な防災設計を行ってい

るのが現状ではないだろうか。そ乙で防災体制の根拠地「防災センタ ー」

について確立されていない分野へ一石を投じる意味で，感じるままに述

べていきたいと思う。

j尺泉

防災体制の根拠地

防災センタ ーの管理と運用

ヒツレの大型化 IC伴って設備が多様化し，管理委員が増大し管理面での

確実性が低下しがちである 。防災函で居住者の信頼度を高め，確実性を

確保し，省力化を図るためには ，ビ、j レ設備全般を対象とした管理システ

ムをたて，監視 ・制御機能を中央集約化する必要がある 。一般に管理方

式( 自家管理，委託管理，混合管理) によって管理システムが方向づけ

られる乙とが多いが，大型 ヒソレの場合とくに管理業務全般から検討 し，

非常時に適確なオペレ ート ができる乙とを前提とし，乙のためにオベレ

ート 要員が防災に関連する設備 と操作に習熟している乙と ，常1 L メンテ

ナンスが充分になされている乙と ，事故 IC対しては中央でパックアップ

制御ができる ζ とが必要である 。これらの点で，防災管理は設備管理と

一体化した管理システムとして計画する乙とが，大型ピ J レの場合適切で

あると ，思う。 ( なかじま かつみ l剖安井建築役計事務所取締役〉
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4. 

定 義 防災センタ ーを人間の諸機関のうちの頭脳へと置き換えてみ

ると ，頭脳の優秀さとは脳細胞の重さや数の多さで決まるのではなく ，

その数と働き方により決まるといわれている 。と同様にヒ' ル防災体制に

ついても末端機器および中枢機関の高価な設備投資や監視 ・制御機穏の

点、数の多さ等で防災体制の安全度は測れず，そのあり方，巡蛍の仕方に

よって決まると考えられる。

たとえば，目( 感覚受容装置) から入力された刺紋は神経団路を経由

し大脳へ伝達され小脳から辺動回路を通じて手( 運動効果装置) へ出力

し，反応する 。乙のような人閣の刺戟か ら反応への反射および行動の記

述をおのおのの概念を明確にする乙とにより ビソレ防災体制の機能づけが

可能となるのではないだろうか。一般に反射とは刺戟の受容領野におい

て局所的に反応する現象( 刺戟体) とすれば，行動は刺戟の中枢領域に

までおよぶ全体的過程の反応、に到る聞に状況について怠味の関係を設定

する現象( 運動体) として捉えられる 。乙れらの概念を ビJ レ防災体制へ

置き換えれば刺俄体は自火報 ・スプリンクラ 一等であり ，防災センタ ー

は辺動体として定義できる。

計 画 防災センタ ーの特性を情報に基づく監視 ・制御の統街l機構と

すれば，その計画理論として情報 ・制御理論の適用を提案する。それは

一般にサイバネティックスと呼ばれているもので，その構成理論は ，(1)  

情報 ーー ・不確かさ( エン トロ ピー) からの要求，測度 : ピット ，(2) 検出

と予測・一一雑音のなかから正確な信号の検出による将来予測( フィルタ

ーによる正確さへの接近) ， (3) ネガティブフィ ードノミッタ …・・ 望む行動

からはずれを培大させるのではなく減少させるようなフィ ードパック ，

(4) サーボ機構 ー- 状況の変化のなかで一定の目標を達成するために情報

に基づいて絶えず働く装置，と されているが，エントロピーのピットを

O l C 近づけるには正確な情報を必要とし ， 1  T V装置の設置および保安

負のパト ローノレ面密度の増大等，末端機能のレベルアップを計る必要が

ある 。火災発生状況の明確な構造を検出するための信号の検出方法とし

て，熱煙による自動火災報知設備の適切な配置および装置の働きを，二

重，三重にチェック可能な統御装置の開発等が必要となり ，火災進展予

測に対しては多種多様な避難システムのシミュレーションに基づく避難

誘導経路の容易な選択と ，正確な検出結果と連携して刑事上の立任者作

成によるフロ ーチ ャー卜 を基にした軌道修正が行われる乙とが必要で，

防災体制のなかで有機的に働く巡動体として防災センタ ーの性能をサー

ボ機構に位置づける乙とができる。

構 造 防災設備( 防災センタ ーも含む〉の構造は，建築基準法で定

められているが，内容は必要長小限の骨組みを示したものであろうと恩

われる。今まで防災センタ ーの機能構造については種々述べられている

ようなので，乙乙では防災センタ ーと中央監視盤室( 電気，機械の制御
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防災センタ ーと中央監 Z室とカJ ! I : 主

排 煙 設 備

妨 火 防 短 区 百 設 備

非 常 放 送 設 備

誘 導 灯 設 備

非 常 照 明 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

時 計 設 備

ゴ ン ド ラ 設 備

気 象

ベ ー ジ ン グ 設 備

総合管理センタ ー

一 綾 ピＩｾ管理システム

担
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保
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( 装置の設置義務 )
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ー種々の行政指導による設a噴

自衛上必要年諸設備

‘ 7  、 ，

、、〆

中 央 監 視 主 主 室

( 取扱。維持の義務 、

I  ;  電気主伝技捌柿術I

2  

電気設備

ー自家発電機装置の関連危険物忍扱主任者

3  ボ イ ラ ー 技 師

4  冷，吏椴持主任者

5  建築物環境衛生監理夜術考

- ハ y テリー ( 非常照明装置)

空調設備

.  :t lH . 歪機器装置の関連

給排水衛生設備

消火機器装置の関連

室) との関係について述べてみたいと思う。建築設備の構成をどく 一般

的なパタ ーンで図示すると上図のようになる 。乙の図でわかるように防

災センタ ーは装置の設置義稼付けをしており ，中央監視盤室の電気機械

の装置，取り扱い者指定とは大きな迷いがある。防災センタ ーでの操作

が的確に作動し ，その目的を達成するには機械電気技術者の働きが重要

で無視するととはできない。今，ビ ノレ火災| 時の停電を想定してみると，

停電以後自家発電機が起動し排煙ファン消火ポンプ等に電力が配電さ

れ，それらが防災センタ ーの操作どおり運転したかと‘ うか，また，ボイ

ラーの火の始末，燃料系統のパノレフ' 操作等現場で・の確認操作，自家発電

の述転維持管理が必要である 。また消火の際放水された7J くが電気室，機

械室 iζ 流れ込み，水害による再停宙，機器の停止にならないようにしな

ければならないのと ，そζ で働く作業者，技術者が火災の状況により脱

出する乙とができなくてはならない。以上のような関連が防災初期の動

きでおのおのの持場を離れる乙となく ，作業されて防災センタ ーの目的

が達成される乙 とと思う 。 したがって防災センタ ーと中央監視盤室との

関係は重要であり，防災計画にはこれらの関係を充分取り入れた防災マ

ニュアルを作成し運用される乙とが隻ましい。また端的に防災センタ ー

と中央監視盤室との役割を表現すると ，前者は情報の確認 ・通報 ・誘導

初期消火であり ，後者はピノレ空調の冷熱源、廻りの確認と非常用電力の確

保である 。

運 営 防災というのは万が一の災害に備えるものであり ，常にぶつ

かる問題ではないが，往々にして誤報 ・誤操作あるいはいたずらという

ものが絶えす、つきまとう 。と乙ろがいったん火災が発生し ，それに対す

る処理 ・判断を誤れば，多数の人の生命を失うかもしれない 。逆に永久

に火災が発生しないかもしれない。そとに防災 lζ 関わる人の責任の重要

性がありながら社会通念としてまだまだ軽んじられているような素地が

ある 。そ乙で考えられるのは高度な取扱技術と判断能力が要求される管

理者の資格制度と ，防災設備を設置するオ ーナー ・保守管理人，テナン

卜，従業員等のおのおのの責任を明確に し，防災とい う乙との認識を社

会通念として高めるよう方向づける乙とが必要ではないだろうか。

おわりに 防災センタ ーに関わる種々の乙とを述べてきたが，地上lζ

建つビ‘ ノレと違ヮて消火 ・救助の外からの期待ができない船舶はどのよう

な防災体制なのかと思い，ある船会社の方にお話を伺ったととろ ，造船

設計委員会による防火設計の標準が定められていて ，その概要は ，居住

区域 と火災危険区域( 機関室 ・調理室等) との境壁は耐火構造とし， 脱

出通路と居住区 との境壁は防火構造としている。また居住区と火災危険

区域との貫通ダクトについても居住区側からの操作可能なダンパーの設

置と消火設備についても建築と同様なものが設置義務付 けられ，防災セ

ンタ ーに当たる船橋には監視制御機器の統御機構とされているとのこと

であった。そ乙で船舶と建物との基本的な違いを拾ってみると ，(1)消火
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体制が船舶の場合，船舶内でしか消火活動がで きないため乗組員一同

が，防火 ・消火体制に真剣であり ，もし消火不可能となれば船舶放棄と

いう事態となる。 と乙ろが建物の消火については初期消火はビ〉レ側の役

目といわれているのに他力本願( 消防隊まかせ) 的な傾向があるように

怠われる 。(2) 大きさ K. ついては船舶の場合，ある程度の限界がある( 日

章丸クラス) 。 ととろが建物は法規制内であれば限界がないと恩われる

乙とから ，経済的およひ利便的な要求か ら安全性を引き替えにしてまで

も巨大化していく傾向があるよ うに恩われる等，乙の二点について今後

考えていく必要がある。
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地下街における防災センタ

ーのあり方 楼 木 虎 男

1. 地下街における防災 センターのあり方

当社が管理する地下街は梅問地下センタ ー， 難波地下センター，阿倍

野崎地下センタ ー， およびミナミ地下センター虹のまちの 4 カ所で，こ

乙[ζ 設置しである防災 センターは設備，機能ともそれぞれ完備しであ

り，これを有機的に適用して個々の管理区域内においては高度な効果を

発得しています。 しかしながら地下街に接続するビノレ，地下鉄などの関

: i m性を考慮する と諸問題点があります。地下街は他のビノレと比べ特異な

ものであり ，個々の防災管理方式のほか広域集中管理方式の採用が望ま

しい。たとえば大阪駅前中心の場合，続田地下センタ ーは当社が，隣の

梅田アーケードは梅田ア ーケー ド附，地下鉄御堂筋 コンコースを挟んで

西側の地下街( 旧梅田地下街) は大阪市土木局 ，乙れに接続して南北に

堂島地下街があって乙 乙は堂島地下街附がそれぞれ管理しており ，ζ れ

らの地下街 lι 接続 して地下鉄， 国鉄駅，百貨庖，ビ J レなどが櫛比してい

て，そのいずれもが管理者が異なっており万がいち火災が発生すればま

ず第一! こ地下街および地下鉄駅内の人の流れを コン トロールする必要性

が生じ，第二にそ乙にいる滞留者をなるだけ早く煙から遠ざけること ，

第三 lζ 乙れに併せてすばやく広報を行う乙と ，第四1 L 防煙のため ，どζ

の道路または取合において防火シャッターを閉鎖するか，第五には煙が

地下鉄施設内1 L 流れ込まないようにいつど乙のシャッタ ー閉鎖など手当

ての主な乙とがらを掲げました。したがって乙のような ζ とを考慮しま

すと ，大阪駅前を中心とした地下街では前述の広域防災センターの設置

が望ましい。当社ではζ れらの乙 とがらに対処するため消防当局の指導

でそれぞれの地下街に接続する ビノレや事業所を会員とした地下総合共同

防火管理協議会を結成して ，会員閣において災害時における覚書を交換

しています。

2. 地 下 街 防災 センターの運用とその問題点

防災センタ ーには，

(刈 自動火災報知設備受信後

(s)  非常放送設備の操作卓

(c )  コールサインの発信機

同 排煙設備遠方操作器

(E)  自家用発電設備遠方操作器

(F )  消火ポンプ遠方操作器

(G)  スプリンクラ ーポンプ遠方操作器

削 非常連絡用イン ターホーン親器

等の防災用機器の中継部が収納さ れ，緊急時の運用に備えて24時関連続
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監視体制を確立するとともに ，各機器の運用訓練を定期的に実施してい

ます。

火災が発生したときは，自動火災報知設備の感知器作動によりまして

該当設備は，人為的操作でなくして定められたプログラム κ 基づき自動

的IC瞥報を放出し，運転開始と連続的にどく短時間で流れ，当初の目的

を達成します。

一方，待機中の勤務員が答報によっていちはやく現場に駆けつけます。

現場確認から第一報受信まで約 3 分程度要します。

機器の作動と ，人為的確認の時間的ズレが約 2分30秒ほど適確な判断

ができ得ないため ，広報活動，必要部署への連絡体制などがどうしても

遅れるため，緊急時に問題を起乙すおそれがあります。

乙れらの問題点を改善するため本年 8 月末にオープンしましたウメダ

地下センタ ープチシャンゼリゼには 1 . T .  V . を設置し，防災センター

にモニタ - T . V . を備えつけて現場確認をすばやく行えるようにし，ま

た広報，必要郎署への連絡体制を確実なものとしています。

神

暗

J

E

ル

嘩

曹

量

ミナミ地下センヲー紅のまちの防災体制

か各庖舗 ，倉庫. 7. l<汲場，設備室などにも i A B C消火器」また変包室

には「炭酸ガス」消火装置を設備しています。

(3)  火災発生の場合

認知と同時に所轄南消防署や南答察署 IC. 速報する一方，日 頃から訓

練を重ねた消防署分駐所員と自衛消防隊員が消火設備をフルに使って消

火活動にあたります。また庖舗防災斑および自衛消防隊の避難誘導班員

がみなさまを安全な場所へ誘導いたします。

(4)  その他の対策

@地渓 . 7 . 1 < 害などに対しでも万全の対策を整えています。

@その他，接続施設12事業所と防災上の覚書の交換や，関係機関との合

同訓練などによって，人身事故の防止を最優先に主眼として笹備対策を

確立しており ，安心して快適なショッピングが楽しめます。なお上図の

ミナミ地下センタ ー虹のまちの防災体制lを見ていただければ，さらにど

理解いただけると思います。

tsl 庖舗防災班

火災の発生を防災センターで認知してから緊急放送で自衛消防隊員の

招集を行いますが，地下センターは単一の事業所と異なり雑居 ピJ レにひ

としいので ，自衛消防隊一般隊員の体制が整うまでに時間がややかかり

ます。そのあいだ現場や現場付近の底舗防災班によって初期の通報，避

難誘導，消火活動の乙の三つの乙とを行ってもらう乙とがいちばん大事

なことです。将来は自衛防災組織として班員は 2 人でも 3 人でもよい ，

少数の人員で編成された庖舗防災班の指導育成が不可欠な課題としてあ

げられます。 ( さくらぎ とらお 大阪地下街旧{ ・ミナミ地下街郎防災管理課長〉

47 

当地下街の防災体制は消防当局そのほか関係防災機関のど指導で，当

社が管理します 4 地下街はそれぞれの実情K 応じ多少の差異はあります

がほとんど同ーの体制で防災に対処しております。乙乙 IC ミナミ地下セ

ンタ ー虹のまちの防災対策および体制の現況をど参考まで述べる乙とに

します。

(1) 防火対策

@自動火災報知設備( 感知器) 742 

@消火栓付設火災報知機 50 

@スプリンクラ ーヘッド 2558 

@屋内消火絵 50 

@消防隊専用消火栓( 併設) 25 

@ A B C消火器 ω 6  

@排煙設備 19  

@自衛消防車且織，庖舗防災班 314 

自衛消防隊 1  

@南消防署地下街分駐所 l  

@防火管理者数 111 

@防火週間の設定 毎月

。火災危険の早期発見と改善を図るための防災検査と自主点検

(2)  防災設備

。自家発電装置 2  

火災や地震に伴う停電の場合自動的に自家用発包装置にきりかえら

れ，平常・の弘の明るさの灯がと もります。

@防火シャッタ ー， 防媛たれ壁

炎のひろがり と煙をフe ロックする設備です。シ ャッターを閉めるとミ

ナミ地下センタ ー虹のまちの場合，ファス トタウンは三つのプロックに

わけられ，サード タウンとフィフスタウンでは各機えどとに防火区画さ

れるほか，防煙fこれ壁を随所に備え，炎 と煙が他のプロックへ流れない

ようになっています。

@排煙設備

火災 iζ 伴う危険性を少なくするため排煙作用を行います。

@スプリンクラ ー

全庖舗の天井や倉庫などの天井 ICとりつけられ， 出火と同時に約 70
0

になれば自動的に撒水して火災を消します。

@火災報知設備

火災を自動的に発見，防災センタ ーに通報します。

@避難誘導灯

壁面の柱，床上 1 mの高さに通路誘導灯，上部に誘導標識，そして階

段には避難口誘導灯がつけてあります。

@ 消火栓および消火器

5 0 mごとに 「消火栓」 を設置し，また f A B C消火器」を常備するほ

地下街防災体制の現況とその将来3. 
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消 防 設 備

消防設備の維持管理と

問題点
桑 形 忠 和

1. 消防設備 の範囲

本主主で消防設備とは，消防関係法令の定めにより各ピJ レに設置しなけ

ればならないとされている設備であるとして考える。

消防関係法令とは ， i消防法J を根幹とし「消防法施行令J i消防法

施行規則」等によって構成され，さらに ，地方自治体によって「火災予

防条例J i火災予防条例施行規則」等が定められている。

概念的にいえば，各ピ J 川ζ 設置すべき消防設備の内容は，政令によっ

て設備の要，不要( ピノレの用途，総面積を基準として定められる) が規

定され，設置の細目が規則によって規定される。それに ，各都市の特殊

事情を加味した消防設備の規定が条例および条例施行規則によってなさ

れている。

さて，消防設備は，その果たす役割，目的からみてつぎのように分類

できる。

(1)  火災の発見を目的とするもの

自動火災報知設備，漏電欝報器

(2) 火災の発生を通報するもの

非常ベ ) V，サイレン

非常放送設備

(3)  人の避難を誘導するもの

誘導灯および誘導標識

( 前記非常放送設備は ，乙の分類の役割も持つ)

(4) 人を直接避難させるもの

避難はしど，救助袋，緩降器その他

(5)  火災を消火するもの

消火器，消火栓

スプリンクラ ー，71<1噴筏，泡，粉末，不燃性ガ、ス( たとえばC 0 2) ， 

蒸発性液体( たとえば四塩化炭系) などの固定消火設備

上記の消防設備に使用される織器は ，省令( 自治省令) で定める規格の

あるものは国家検定の合格品 ，規格のないものでも消防当局の承認した

自主的検査機関の認定品を使用しなければならない乙とになっている 。

2. 消防設備 の維 持 管理

消防設備は前述の乙‘ とく ，設置の基準については消防法令の規定があ

り，使用する機器は検定合格品または認定合格品をもって構成される 。

しかも ，ビJ レの使用開始前に消防機関によって検査が行われ，それに合

格しなければならないから，ビ J レ使用開始当初は消防設備として完笠lと

獲備されている 。

しかるに ，往々にして消防設備の不備を理由とする火災被害，人命損

失が報ぜられる。乙れらのうちには旧消防法令に準拠した既存ビノレのた

48 建築と社会/ 1974年 12月号

め，まだ消防設備が不十分であったからとされるものもあるが，それ以

外はほとんど ，維持管理の不適切によるものといってよいだろう。消防

設備の維持管理不適切はつぎのような要因によって起乙り得る 。

(1)  消防設備は ，設置後，火災が発生しない限り ，使用される乙とがな

い。 ( もちろん，使用されないことが望ましい。) 乙のため，積極的か

点検を行わない限り整備すべき個所が発見できない。

(2)  点検も実際の状態で作動テストを行い難い。( たとえばスプリンク

ラーを実際に水を噴出してテストする乙とは，まず不可能である 。〉し

たがって，専門の知識のある人が適切な確認をする点検でない限り不備

が発見できない。

(3)  防火管理者に対する ，あるいは消防設備に対する理解を経営者が持

っととが絶対重要である 。前記，消防設備の実動テストには ，一時的に

ビ、ノレの活動を停止するとか，全員を訓練K 参加させるとかの経済的負担

が必要であり ，乙れは ，理解なくしては行い難い。

とくに ，火災事例の多くは工事中に発生している 。ζ れらの多くは ，

ビノレの活動を中止しないで，経済的損失を招かないで工事を強行する無

理が，消防設備の不完全なまま ，火災危険度の高い工事をすすめ ，現実

に火災被害を増大している 。

(4)  当初完全である消防設備で も，ビル内の改装，模様替え，用途の変

更等によって，不完全になってしまう 。それに対し適切に消防設備も改

修，変更，追加等の必要がある 。

3.  その他の問 題点

原則的な問題として，建築そのものが防災的に設計されていない場

合，乙れを消防設備でカバーしようとする乙とが根本的に間違った考え

であるという乙とを，とくに強調したい。

防災的に設計された建物を，消防設備で安全を補足するという考え方

を基本に置いて貰いたい。

最近，消防法の改正により既存のビ J レに消防設備をそ及して設備しな

ければならない乙とになったが，古い建物は建物自体が最近の防災的見

地から分析すると不適切な例 も見受けら れる。

乙の場合，まず最初に建物自体の防災的改良を考え ，つぎに消防設備

の設置を行う乙とが必要である 。これが建物の防災的最善の維持管理で

あると思う 。
〈くわがた ただかず ホーチキ版取締役技術生産本部長)
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排 煙 設 備

排煙設備計画について考

斎 藤 平 蔵

お願い 本文でと くに 出典が明示してない箇所は ，あ くまで簸者の個人的考え方( オリ ジナル)

を述べた ものなのでご諒承いただきたい。 引用され るときもその旨断って下さ い。

は じ め に

法律は道徳である( へ ーゲJ レ) 。たとえば火災は統計的にみれば自分

の家は2∞年に l 回しか火災にならぬという 。日本では2∞年以上使う家

はほとんど‘ ないから ，防災用設備は一般的に " 自分の問題" として内よ

り盛りあがるような問題となりにくい。そのため治安上の目的で法が介

入するのであり ，法lζ 示された通りに作るのが道徳である 。乙れが排煙

設備計画の基本であるともいえる 。

考えようでは，法の条文に適合するとと自体が計画の目標で効果の有

無は二の次である 。効果の有無は市民の問題ではなく ，法文立案者の見

識と技術の問題であろう 。

しかし乙れではお誌にならない。右側通行，左側通行のように一般法

ならそれでもよいが，建築については建築士以外設計してならないと排

他的な指名がある。法規の条文だけでは不十分なために，それら不十分

箇所の補模を建築士逮 lζ 期待しているのでないか。そ乙で法巡用者とは

建築士自身だと考え，及ばすなが ら排煙について所見を述べてみたい。

ｾ＠ 1  人間と火災に関する基礎事項抄

8 . フラ ッシュオ ーバ前

7 ツチで-火をつけて後，火源か らの発煙忌( 毎分当たり立ちのぼり天

川

(m' /分)

ｍ ］ Ｐ Ｎ ＶＰｐｦ Ｈ 百缶 百 Ｉ ｬ ｬ Ａ Ｈ ｈｯ ｾ 山 ｭＧ 蹴 で求めた煙

川 立上町風量 I J I 炎後の時間 ( 抄) / T。 拙 CK)

示、 /  pf plume円爆の密度 (9 cm
l
)  C。空 気 前 定 庄 比 向 (cal p ' deg)  

下 PO空軍( 常温}の ・ (  )  

ｚ ］ ｈｯ ｾ Ｑ＠1500 

Ho 600cmの時

1000'  

Ho 300cmの号

図 l 火災に伴 う煙量の例 (東消 辻本)

100  

JK 一一- rl fo 2∞ー十一一真一 ( 砂)

l 分 2 j)- 3分 4 分 5 j)-

図 1

井lζ 溜る煙容積) の例は ，昭和49年 1月東京消防庁が行った百貨庖衣料

品売場火災のデータから求めると図 1 のようになり，フラッシュオーパ

直前までに平均 2∞- 5∞ rrr /分の発煙量である 。告示では周知のように

l 区画当たりの最少排煙ill をと、んな小さい設備でも 120rrr /分以上と規定

している( 昭47建告31号) が，乙れは着火後どく初期 1 - 2 分間の発煙

量に相当する乙とがわかり ，うなずける。

b . フラ ッシュオーバ後 21 

完全不燃の気密な小室だ 20 

ったりすると 0 2 が不足し 18 

火は間 もなく爆焼状態にな

り，時には消えてしまう。逆

(e吹き放しで風通しのよい

室では火災は図 1 の延長線

上を燃え続ける 。 しかしそ

の中閣の一般の部屋では大

体10分前後にフラッシュオ

ーバが起きる( 図 2参照) 。

乙のような場合のフラッシ

ュオーバは焔からの熱放射

で建材が熱分解し可燃ガス

を出し，ちょうどよい混合

比に達 してあたりにただよ

ったときに引火爆発する現

図 2 火災室空気成分の変化の例

象であるから ，乙 の時期を I赤羽台公団 R. C アパート火災実験1

境lζ 室内可燃物は一斉に燃 ¥6 畳 中 層 部 昭37 )  

え，窓ガラスと簡易な壁や扉は吹き飛ぶ。法で許されている 防煙タレ壁

の区画 もζ 乙で完全に突破されるから，乙れからは火災を起こしている

区画は防火区画 ( 防煙区画ではない) を単位として燃えると考えねばな

らない。

乙のl時期以降の火災は，火災室に可燃ガスが充満しその区画に供給さ

れる空気丑( 酸素量〉で決まろう 。換気量は関口部の函程l A ( rrf)と高さ h

( m) で決まるから T homas一関根によると火災の燃焼速度C (kg/s) は

C =;=0. 11/ h  A  ( kg/s) …・・・……一一・ … (1)

T homas関根の式

(注 : 係数0. 1はT homasの提案で・関根は約0. 09)

火災室の温度を 8∞℃として乙の状態の空気供給量 Q a を求めると ，

ほとんと‘理論空気量一杯( 木材 1kg当たり 4 rrr ) であるので

Q α=;=0. 11/ h  A  (rrr / s)  ........ .. . . 一… … .(2)

になる 。関口から噴出する煙f f i : Qs は供給空気が熱膨張したものとして

略算すると( 熱分解によるガス生成量は無視できるほと・小さい)

Qs宇包2土，

0 1

0. 41/ h  A  (rrr / s) ・ー・・・…・・(3)

300 

扉出入口の高さ h を約 2 mとみなせばつぎのようになる 。

__，__273 +ハn
? 一一一. V J  A  (rrr / s) .. .. .............. …・・… (4)

530  

関口部から l噴出した煙の速度が大きいと立ちのぼって天井に達するま

でに周閣の空気を巻き込み増量し，温度も相当下がる 。今年の筆者 らの

実験の経験から ，増量係数を 3 - 4 倍とすれば(4)は

Qs> 笠主土2正A (rrr / s) ・…ー・…ーー ー....... (5)

177 

乙乙で A は避難経路とな っている廊下などと火災室との聞の扉の関口

面積 ( nf) とすれば，静穏な自の火事で廊下にあふれ出てから天井にそ

い流れる煙量の概略値が(5)式から推定できる 。ただし 0 1 は火災室の温

度で，廊下の煙温度ではない。廊下の煙温度は 0 1 の%程度である 。0 1

は最盛期 lζ 木造で 10∞。C. 熱容量がある鉄筋 コンクリ ー卜 造は 8∞℃と

いわれる 。なお柔構造の鉄骨造は熱容量ーがないので1000

0

C以上と思われ

る( 火災が長びけば超高層建物は崩壊する ? ) が測定値がない。

たとえば天井高 3 mの地下街のなかのー構えが火災になり ，公共地下

道にあふれ出る煙訟を求めてみる 。高さ h = 3 m. 間口 7 m. 立上り 11寺

の増量係数を見込まず，

16  

14 

12 

% 10 
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Qs=主主主土盟QO. 411"3 ( 3 x  7) = 50n:i' /s  

300 

首尾よく防火シャツタを降ろしたとする と， その関口比を 弘5 ，立上り

の増益係数を3 とすれば，

Qs =包2土盟QX O. 411す( 15X 上) x 3  = 6. 2n:i' /s  
300 _.  . • V  ，-- 25 

法規による地下街の排煙量は l 防煙区画50n:i' /s以上だが，それは間口 7

m くらいのー構えの火災に相当する乙 とがわかる。( 注 ・この計算法自

体は地上階 K も適用できるが，窓と出入口が反対側にある ときなどは風

の影響が入るので複雑になる)

C . 煙の毒性

プラスチック建材では ホスゲン ，塩化水索などが発生するが，詳細は

よくわからない。しかし絶対量が比較的少なく ，最も恐ろしいのは C O

( 一酸化炭紫〉と考えられる。

C O発生の特徴は炎を出 して燃える状態では空中の 0 2 ( 酸系) が十

分ある間はほとんど出ない乙 とで，0 2 が少なくも 19;; ぢ以下で急激に発

生畳を増す。( 注 乙の現象は一般燃焼器具ですでに知悉) 。図 2 はそ

の一例に当たり ，フラ γ シュオーバ以前ならば煙 K 巻かれでもすぐ死ぬ

乙とはないもの と恩われる。フ ラッシ ユオーパ後は 0 2 が2;; ぢ( 注 . 人

の 0 2卒倒限界1596) ，C Oは5;; ぢ( 即死) になる。た とえば高槻西武の

火災のように 2 時間もとじ込められる( それで救助された) とすれば，

常温の標準で C Oは0. 0896，高温ならもっ とfi. f'j. めない といけない。乙れ

が排煙の絶対条件であり ，約 l∞倍- 21∞倍Iζ 薄めるのが目安であろう。

d. 群集の避難時間

イ 幅B mの出入口から押 しあって満員の状態で脱出する時間 T 1 等は

以下戸川による と，

1 = 主主主 ( s ) (戸)11) ・ … ...・ H ・...(5)

1. 5 B  

ロ L 2 mの廊下を歩く時間T 2は，

ア2 = 毛主( s ) ( 同11) 一 (6)  

V 2  

V 2は歩行速度で，満員時1. 0，単独1. 3m/s

ハ L 3 mの長さ( 水平投影長さ) の階段を降りるに要する時間 1' 3は，

T 3= 毛主( s ) ( 同11) ........ ... ... .......... (7)  

V  3  

V 3は速度で，満員時0. 5，単独O. 65m/s

火災が発生してから避難完了までの最少時間は上から求められるが，

いつ人々が避難開始の判断( 決怠) をするかが問題になる。自動火災報

知装置がI!faるのは着火( 火災発生) 後実験の結果では 1. 5- 7 分( 煙感

知器は国の検定をうけているが，煙の種類で感度が異なるといわれるが

詳かでない。とくに厳重な災害予防をする室では取付後その部屋の品物

と同じものを燃やして見当をつけてみる乙とを奨めたい。) かかる。ま

た職務上消火をするため踏みとどまる人，なかにはそれを見物して火が

拡がるのを見ている人もいる。しかしその他の人が死んだ例はほとんど

なく ，フラッシュオ ーバまでには燃えている当該防火区画 ( 防煙区画で

はない〉外に十分到達できると思われ，その意味で・乙とさらに排煙口を

開く乙となど特殊事情のある部屋以外期待できないし必要も生じまい。

( 注: 特殊事情の例は消火，搬出。就寝室，病臥室，あるいはよほどの

違反建築) 。排煙で風通しをよくしフラッシュオ ーバを延期できるとい

う案もあるがその桁ではないし，フラッシュオ ーバ以前の煙は毒が少な

いから排燈しなくてすめばそれでかまわないわけである。

むしろ不幸にして消火できなかった場合フラッシ ュオーバまでにすで

に全員避難を終わり ，防火扉が閉められたかどうかがキ ーポイン トで，扉

を閉め忘れるとその防火区画はフ ラッシュオ ーパとともに突破される。

それは他人に大変な迷惑を及ぼす乙とが多い。防火扉には温度ヒュ ーズ

がついているが，今の構造では ヒューズが溶ける聞にほ とんとが延焼す

るだろうと私は信じている。たとえばもしそれを煙感知器連動としても

フラッシュオ ーバに追いつかぬ乙ともある。通路に用いた扉が閉まると

次主主に述べる別の逆障害を伴う乙ともある。扉は手で閉める訓練がやは

り最良でなかろうか。それまでの時間を避難K 予定したい。なお ，フラ
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ッシュオ ーバがいかに瞬時lζ して全域を危険にするかは，昭和43年 3 月

真昼間 [ζ 有楽町 ビルのサウナ脱衣室で，客 4 人中 3 人もが出口の 1 mの

点で窒息死しているのをみても理解できょう。

ｾ＠ 2  煙の流れと排煙口考

a. 排 煙 量

ｾの畳Ｈ容積Ｉがｾ 1 に述べた通りであるから ，その分を排煙すれば

よいようにいう人があるが，必ずしもそのようにはいえない。 むし ろ逆

だ。自動制御その他の方法で排煙量を簡単には調節できないのであ る。

機械排煙には法では周知のように居室用は床 1nf 当たり 1ni' /分，特別

避難階段では 4 n:i' /秒の一定畳の排煙設備を設けさせられるために ，穫

の盈の方を扉のあけ方などで調節し，排煙設備の風量に合わせる という

方が正しい。

とくに面倒なのは ， c 項で述べる理由で，過大の排煙設備を設け ると

煙の容積が増えてしまい ，かえって著しい害を人聞が被る乙とがあ る。

「乙の室は危険だから強力な排煙を」とか「多自に排煙設計 J などい と

も簡単にいう乙とは慎しむべきで ，後述のように過大は時に 危険であ

る。法規通りの排煙量にして，使い方を訓練する 方が本筋ではなかろう

かと私は患っている。

b. ニ層流の条件と煙層の厚さと速さ

水とアル コーノレは本来非常によく混合する物質であるが，水の上にウ

イス キー をそっ と流すと ，ウイス キー と水はj筒わかれして混ざら ない。

乙れが二層流である。熱い煙は非常に密度が小さい( 軽い) からニ庖流

をなして天井の下面を水平に流れる。昨年度筆者らの行った日本火災学

会実験では幅 B ( m) の廊下を流れる二庖流媛の厚さ h ( m)  ，煙の流

迷 V ( m/s) ，煙量 Q ( n:i' / s)  ，煙温 (J s (OC)  ，室温 Oγ( OC) の聞につぎ

の実験式をたてた。

性 0.9(三一)%(妥当工y'h ( m)  . . .. .. . .. . .. (8)  

V 宇l.l (一色 向 日こι 同 (m/s) ー ー ・(9)

¥ B  I  ¥ 273十 (J r I  

乙の式がもし正しいとすると，温度の低い震は厚くなり ，たとえば1∞℃

以下の煙は床面まで下りてくるので( 二/ i ! i 流といえなくなる〉排煙の効

果も上がらないし避難上重大な支障を来たす。乙の怠味で火災階から階

段等を立ち上って上の階に達する煙は，多くの場合 lCxtC 以下になって

いるので，上階の場合排煙も筒城も困難になる。 2∞℃ 以上の媛は天井

にへばりつくように流れるから何とか下を避難でき ，排煙も楽( 浮力が

大きいから〉である 。 しかし流速は 僕あなたより早く " なる。なお煙立

ｑｉζ はｾ 1 の煙量を入れればよい。

C . 過大排煙の逆効果と避難扉の難しさ

火災の煙が二庖流をなすのは大気圧のなかでバランスしているからで

ある。 図 3(a)のように ，排煙風畳が過大で、あろうとも避難経路が大気に

開放されていれば，大安置が保たれるから ，二層流は変動しない。しか

るに図 3 (b)のように扉をしめ，過大の排煙をすれば，圧力が低下するか

ら，煙屈は厚くなる。実験的経験では ，アッという限もなく懲は床まで

下りる 。たとえば避難口のシャツタを下ろしてみるとシャツタ と同一込

度で煙が床まで降りてくる様は ，実験者を傑然とさせたものである。増

した煙は実は火災室から吸いよせられているのであるから ，避難経路に

ある機械排煙の過大，とくに中廊下式の排煙区画で避難方向の扉が常時

閉まっている場合は ，害のみあって益は皆無である乙とに気付く。まさ

に人道問題というべき悪設計となる 。避難経路の扉は，人がいる聞は閉

ざすべきではない。さもなければ機械排煙を設けるべきではない。

(PJ (そ¥jj 伊1
( a ) 出入 り口開放 b) 当入門口閉鎖

図 3 給気系の閉鎖効果
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図 4 機械排煙口 の形状 ( ともに煙の流れは左←右)

口町J

ノ ↑ ダ↑¥ー

I  7  I  I タレ監の高さ

図 5 防 短 9 レ壁と排煙口兼用の工夫9i j

< d . 機械排煙口の形状と位置

昨年度筆者らが行った実験結果は ，天井 lζ 設けた機被排煙口は四角や

丸のものはほとんど全く効果がない といいきれるほどはっきりしたもの

で，廊下があれば廊下の幅いっぱいに設けたスリット状のものがよい。

( 図 4参照) 。廊下でない場合は実験してないが，一般客室でも問機で

あ る乙とはほぼ間違いないか ら，居室内排煙口の配置をふくめてつぎの

ようにするとよい。

イ. e15煙タレ壁にそったスリッ卜状のものを設ける。

ロ. 扉やシャツタの上は扉やシャツタの幅いっぱいに設ける 。

J 、. さらに余裕があれば，天井モデュ ール( 注 : 高層建物での天井は，

照明，吹吸込ロ，スプリンクラ，自火報感などを l 組にしたものを

用い ，乙れをモデュー J レ天井と俗称している) を利用し，吸込ロは

スリット状でモデュ - ) レ継目聞も中断のないものを設ける 。

ニ . 天井チャンパーなら長もよい。

丸や四角の吸込ロが効果がないことは図 4( b)にみるように ，ちょうど

抗菌器の栓を抜く と渦ができ ，7l <が少なくなると渦の中心は空気を吸っ

て水が流れていないのとよく似ている 。題の厚さが厚ければなくなる理

屈だが 1∞- 50cmくらいで大同小異である 。乙の渦のため中心は煙を

吸わず空気を吸い込む。 したがって震は排煙口を見向きもせず流れてい

ってしまう 。 r排煙口の面績を大きくすれば」という人があるが，到底

少しくらいの乙とでできる ものでない乙とが写真でわかるであろう 。

なお参考! c 述べると ，四角な排煙ロを大きくする乙とは吸込速度を遅

くする乙とと同義語なのか，しばしば吸込風速をいくらにしたらよいか

と質問されるが，そんな乙とはグクトの圧力損失の計画上必要になって

も，排煙上の性能，と くにスリッ 卜状の場合の性能と全く無関係と患っ

てよいだろう 。

ｾ＠ 3  排 煙 設 備 設 計 j去雑考

地上，地下，階段，エ レベータ 等)1頁lζ 述べる o

.a. 地 上 階

すでに述べたように，火災が発生した階で， フラッシュオーバまで

，1(. ，その防火区画外，もし可能なら階段室まで避難完了し扉を閉め終わ

るのが原則だから ，もし時間内 lζ 煙か頭の高さまで下りてくる用途の部

，屋は排煙をする 。病院はその伊! となるかもしれない。 ( 法で定められて

いる防煙タレ壁はフラッシュオーパに全く無力だから ，フラッシュオ -

J てまで¢排煙区画にはなりえてもその後の排煙区画 fCも避難区画にもな

りえない) 。火災階の人と上階の人は別の階段で逃げるのが原則だ。

また密閉された廊下の機械排煙では，避難完了まで避難方向の扉やシ

十ツタを閉ざすのを待つなど，空気の供給lζ 努めないと危険である 。万

一常時閉鎖の扉がある中廊下は，火災室と中廊下との聞の扉は真上にス

リット状の排煙口にすることは絶対条件で，万一そうでないならば中廊

下排煙を始めると同時に図 3 ( b ) のように廊下のなかの人は煙にまかれ

て死ぬ恐れもある 。つまり地上階の火災階は排煙しなくて済むならその

方が安全なやり方である。したがって火災階中廊下排煙の自動化は さけ

る乙と。

なお出火と同時に空気調和機系のファンは停止し，垂直ダクトの防火

ダンパは自動閉鎖するように設計したい。ただこの際，ダンパの煙漏れ

に関する信用度であるが，超高層建物では上階( とくに最上階) に漏煙

する可能性が強いから十分に性能を確かめたい。

乙のようにして地上階の煙制ぎょは ，火災になった階自体よりも ，む

しろ上の階の人がどう影響をうけるかにあると筆者は思っている 。屋外

階段や階段に入るときいったん外に出る方式の階段を含めて，首尾よく

火災階で階段との間扉を閉鎖する乙とに成功すれば，それ以後上階の人

は何とか避難できる 。さもなければ，上階の人は階段を使おうとしても

不可能だ、から，階段との聞の扉を固く閉め飽城，救助を待っか，火災の

終わりを待つ。その間 ，火災階から隙聞を上昇してくる燈で co中毒し

ないため欠 く乙とのできない知識は入ってきた煙の 100- 200倍の新鮮外

気の取り入れにある。そのためには燈の進入経路をあけたまま窓を開 け

ば昭和48年の北九州市済生会病院のように煙突作用で逆に炎と態を呼び

ょせるから ，まず階段などをよ く閉じ，モの後，窓を開く 。開く窓がな

ければ硝子窓をたたきt 1Jらねばならない。窓でなく自然排煙口があれば

それを関いてもよい。

新鮮空気の取入口が確保できないうちに とくに機械排煙口を開く者が

もしあれば，そのときとそ万事休すグ図 3 (b)と同一原理で階段の煙を吸

い込む乙とになるか ら，人々は全員即死する乙とになりかねない。一度

開いた機械排煙口を再び閉じる乙とは不可能に近いのだ。

b. 地下階 (街〉

地下階には窓がないため ，ちょうど a で述べた窓のない中廊下に相当

するから ，防火扉の開閉計画と排煙計画がよく 7 ッチしていない といけ

ない。現状の地下街では火災と同時に階段を開放し給気ロ代わりとせざ

るをえないが，最も恐ろしいのは ，地下街火災の爆が乙れに直結してい

るビルを立ち上る乙とで，地下街からビ J レに入る階段機造は，いったん

地上に出てから建物! c 入るようにすべきであるのさもなくば階段室天井

に煙抜きを考えておく必要がある。( 図 6)  

図 d 地下街煙抜き階段の一例

C . 階 段

火災時には廊下か らいったん屋外( ベランダ) に出てから階段に入るよ

うにするといい。 しかし公団住宅の階段室や日本のマンションで片側廊

下等片方が開放になっているので一見よさそうだが，廊下の煙が外気l乙

流れ出さないような断面をしたものが多いので ，階段を伝って上階 ( C達

するものが多いから改めるべきでなかろうか。

特別避難階段で，法では排煙口高さは天井高の% 以上を許しているが，

筆者の見解では低すぎる 。a と同様，g主権上方の天井スリッ 卜型にすべ

きである 。また乙のような特別避難階段でも火災階と上階で同時 (C階段

扉を開くとドラフトが生じて排煙設備の排煙効力はおぼつかなくなるか

ら，なるべく同時に関かぬ計画がほしい。

d. 加圧排煙とエレベータ
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加圧排煙の着想は古い。カナダでは設計誌準のなかにもとり入れられ

ているが，火災室を加圧すれば火は燃えさかるのみならず隙聞から可燃

性ガスが焔となってチ ョロ チョロ吹き出て，日本の柔構造高層建築では

延焼まず間違いないからやめた方がいし、。火災温度も 10∞℃を起し鉄骨

造は崩壊するだろう。

階段加圧は，扉の遠隔管理をしない [1艮り火災階と上階の人が同時に開

く場合階段内圧を到底維持できなくなり，不可能に近い。

火災室を除いて他室全部加圧という案もありうるが，火災室の窓でも

破峻するまでは燈が抜けないから効果は期待できない。

そのため ，同じく排煙室と他と圧力差を生じさせ煙の流動を計画通り

にしようとするのであるなら ，火災室を低圧にする方が安全だ。乙れが

日本で排気排煙を採用している理由であるが，ただ一つ加圧排煙が今す

ぐ可能なのはエレベータである。非常用エレベータのように l かど l シ

ャフトだと移動|時の圧力がかかって難しいが，一般常用 エレベータは容

易にできる。ファンも平常空調設備用のものを流用すれば工費はただで

ある。最上階の人の救出は ，乙れがいちばんいいと私は思う。

e. 水平避難の奨め

以上のようにしてみると，火災発生時にどのように避難してよいか大

変に難しいように思われるが，直裁にして簡明な対策のーっとして水平

避難計画を推奨したい。各階は少なくとも 2 つの防火区画にし ，それぞ

れに階段を配す。火災になったとき火災階の人の用いる階段と ，それよ

り上階の人とが別の階段を用いるようにするのである。火災時排煙の難

しさは ，逃げる人が脱出のとき扉を開《と同時 lζ 上の幅の人も同じ階段

を聞くときは有効な排煙法がない乙とで，とくに両者とも開き放しにす

るときはなはだしい。火災階の人が逃げ，最後の人が階段扉をしめる乙

との確認は難しい。その意味でも ζ の方法は警が少ない。具体的には特

別避難階段のあるような超高周建築でも階段に甲乙の別をつけ ，火災階

は甲から ，他の階は乙から逃げればいい。通常高層建物では，常用階段

( 甲階段) から火災階の人が，非常階段( 乙階段) から他の階の人が逃

げる。地下階( 街) では火災階の人は甲階段で一階上または下にゆき ，

水平に走って乙階段で逃げる。乙のような習慣が常識として普及すれ

ば，排煙はきわめて容易になる。

f . 防火扉の透明化の提案

現行法では防火扉は鉄板窓無しであるから ，扉を開けぬ限り ，その向

乙うの状態がわからない。またうっとうしいから平常開け放しにし勝ち

で，防災上よくない。火より煙が乙わい乙とは近代建築の通へいだから ，

防火用だけに定められた鉄の扉の時代はもう過ぎたと私は思う。周囲の

壁 ・天井が不燃材なら納入りガラスで防火力もなんとかやれるのではな

いか。少なくとものぞき窓を付けさす乙とは許すようにしてほしい。

g. スプ リンクラの必要性

スプリンクラの成功率はほぼl∞96と私は信じている。アメリカで9796

というが，失敗例の方を調査して 3%あったというもので，届け出ない

( 統計に乗らない) 成功例は 10倍はあるとみているからである 。高槻西

武火災では ，スプリンクラの駄目な無窓高層建築は ，消防手が煙で入れ

ず，何をやっても駄目だという乙とを示している。

スプリンクラはよく施工すればフラッシュオ ーバ前に作動するから ，

若干煙がででもその毒性はそれほど乙わくはない乙とも利点だし ，スプ

リンクラに死角ができて完全に消し切れぬ乙とはあっても火勢はないの

だから素人が消火器で十分消せるのだ。

スプリンクラは時々バルブを閉めたままにするからとか，完全に消え

ぬとかの理由で; i スプリンクラは信用できない」というべきではなく，

「スプ リンクラだけにたよらず消火器も置け」が正しい。 i火事になっ

たら逃げろ」も，私は絶対承服できない。火事場の人が逃げたら他の多

勢が死ぬのだ。何とか消す設備の完備の方が先で，それでなくて何の避

難排煙か.ノ さもなければ高間建築は建ててはいけないのだと筆者は信じ

ている。

( さいとう へいぞう 東京大学建築学科教授 ・工学樽士〉
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法規上からみた排煙設備

の問題点 西 川 幸 之輔

は じ め に

確認申請の審査の立場から ，建築基準法での排煙設備について，身近

の問題をとりあげ，安全への提言としたい。

ビル火災における煙の恐ろしさは，いまさら云々するまでもないが，

近年，各地でおきている百貨庖，ホテ J レ等の火災事故にも見るとおり ，

いずれの場合も ，煙によって人命被害が左右されている状況である。つ

まり ，火災時における人命の安全一円滑な避難の確保ーを図るうえで，

煙の対策がとくに重要である乙とを示しており ，乙の問題は ，行政的に

も学問的 lζ も総力をあげて ，取り組むべき急務であるといえよう。

建築基準法では ，乙うした実態をふまえて ，昭和45年，防災関係の規

定を改正して，非常用照明装置などと いっしょに排煙設備の規定が新 し

く設けられた。

その当時は ，法文解釈上の疑問や迎用面での問題なども多く ，必ずし

もスム ーズに滑り出したわけではない。しかし ，今日では，防災に対す

る全般的な認識の高まりもあって，それなりの納得と定着が認め られる

ようになった。 ・・ その反面，排煙設備が受け持つべき役割の，正しい

理解と認識については ，必ずしも十分とはいえず，現在，見直しの必要

な時期にきているのではないだろうか。

と乙ろで ， 法定の排煙設備が非 ｾｴｦｾＧ 事態 ｬζ 際して ， 実際 ｉζ ， どれほど役

立つものかは，そうした火災事例が少ない乙ともあって，あきらかで‘ は

ない。むしろ ，防災設備は，本来，出る主主のない乙とが理想、だともいえ

る。しかし，ζ うした乙とが設計者の認識を低下させ ，法の適用をおざ

なりにする結果を招いているとすれば，それは問題である。

乙うした視点に立って ，確認業務のうえで感じているととを披鉱し ，

ど批判を仰ぐ次第である。

提 言 1 一 法 令 の 正 し い 理解 と把握 のために一

建築基準法は ，社会の要請を受けて ，ますます，複雑難解なものとな

っていく。日常それを仕事にしている私達行政 7 ンでさえも ，どれだけ

解っているのかす乙ぶる怪しい。いや ，法文解釈はともかくとしても ，

そ乙 IC絞り込まれた考え方や，数値的な根拠などについては，必ずしも

十分に周知されているとはいえない実情である。( もっとも ，建設省で

も乙の点について配慮されているととではあるが)

乙うした乙 とが，一面では法律の運用解釈を時として本来の狙いから

それさせたり ，設計者の自発的な判断を失わせたりしている原因になっ

ているのではあるまいか。とりわけ ，排煙設備などのいわゆる技術基準

は，科学的根拠に基づくものである。したがって，その根拠を正しく理

解し ，把握する乙とによって ，はじめて法の適切な辺用が期待できるも

のである。

しかし ，実態はどうだろうか。たとえば，排煙設備の政令第 126条の

3  ( 構造) の規定を見てみよう。

第 8 号の自然排煙の場合，排煙口の面積が，防煙区画部分の床面積の

% 。以上あれば，どの程度の排煙能力があり ， その効果を期待できるも

のか。また ，第 9 号の機械排煙の場合，排煙機の能力が 120m3/m' n 以上

で・かっ，防煙区画部分の床面積l C 対して い、3/川 11 . m
2
以上とは ，どの程

度の火災の状態まで対応できるものなのか。乙うした基本的な疑問一つ

をとりあげても ，法令が狙っている目標を本当に正しく理解し，その役

割を適正に評価しているひとが，果たしてどれだけいるだろうか。

法は守られなければならない。しかし，明確な説明もなく ，ただ強権

的に法の適用を強いる乙とは，真実性を尊ぶ技術者にとって我慢のなら



ない乙とであり ，またそれは，決して利口な方法とはいえないだろう。

従来 ，法令の解説容といえば，ほとんどが法文解釈に終始していた。

もちろんそれはそれなりの窓義，必要性がある。

しかし ，先 iζ 述べたように ，法令を効果的 lζ 活用し，真 lζ 安全を得ょ

うとするならば，まず，設計者の理解と協力を得なければならない。乙

れには ，法令の科学的根拠を説明する。たとえば日本建築学会の計算規

準解説のようなものがあってしかるべきであろう。

諸般の事情もあろうかと思うが，あえて，立法当局者のど配慮を切望

する。

提 言 2 ー ソフトウエヤー の充実を一

排煙設備が，その効果を十分発揮するためには ，設備自体の性能を向

上させる乙とはもちろんであるが，それとともに ，設備をどのように操

作して，有効に使用するか，いわゆる ，ソフトウエヤ ーまたはメインテ

ナンスの問題を忘れてはならない。ととろが，確認申請書で見る限りで

は，設計者が，いったい乙の ζ とを ，ど乙まで意識しているのか，首を

かしげるような乙とが多い。

一例をあげると ，自然排煙の場合，手動開放装置は ，誰が，どんな状

態において ，どう操作する ζ とを想定して設計したのか。排煙口が数個

所にある場合，その全部が連動するものはよいが，そうでないものは ，

いざ非常時K. 果たしてオ ーノレ開放を期待でt きると思っているのか。多

少問題は違うが，高周ビノレの場合 ，中央管理室で排煙設備の制御および

作動状態の監視ができるように規定されているが，防災担当者が非常時

IC . どのように制御すればよいのか，その具体的方法は果たして明確に

されているのだろうか。

排煙の理論については ，学者間でも種々見解のあるととろであるが，

防災担当者への教育を徹底する とと もにマニュアノレを整備する必要があ

り，同時にそれは設計面に反映されな ければならない と思う 。

乙うした乙とのほかにも ，合法で・はあるが，実際lζ 役立ちそうもない

設計をどう指導するかが，私達の諜題である 。 しかし，ただとれを責め

るだけでは解決しないだろう。というのは ，私達の行政指導のあり方に

ついても考えるべき点があると思うからである。

従来，防災設備のソフトウエヤ ーやメインテナンスの面は ，すべて消

防行政に依存し，建築基準行政と しての啓蒙指導は必ず しも十分とはい

えなかった。しかも ，両行政の連携をささえる体制が欠けていたのでは

あるまいか。

私達は，乙うした反省とともに ，今後ますます高度化，専門化の途を

たどる防災機構の充実のために ，また ，実際上それを絵 K 描いた餅にし

ないために ，使い方の面』ζ 目を向けた設計をめざさなければならない。

お わ り に

以上 ，述べてきたととは ，必ずしも排煙設備に限つての乙とではな

い。防災の実効は ，単独の設備だけで期待できるものではなく ，システ

ムとしての鎖の輸がうまく繋がる乙とによって目的を達せられるもので

ある。

私達は ，乙の認識を深めるとともに ，とうした広い視点に立って安全

性を見直す必要がある。

最近，あらゆる機会をとらえて ，防災が叫ばれている。乙れは一面に

おいて，建築人にその専門家としてのモラルと社会的責任を問うものだ

ともいえよう。

心をあらたにして，乙の現状を見詰めていきたいと思っている次第で

ある。 ( にしかわ 乙う のす け 大阪市建築局建築指導部審査謀長)

排煙設備施工上の問題点

一計画と実際のずれ-

山 田 修

最近の内外の建築物火災で高層建物の大災害が大きな社会問題 となっ

ております。そのなかでとくに死因につきましては焼死ではなく煙によ

る中毒が大きな比重をしめております。災害の防止と未然発見，処置，

どれをとりましでも重要な乙とばかりでありますが，ヒソレの排煙設備の

必要性もいうまでもない乙とであります。ただいかなる計蘭 ，設計も機

能が満足されてはじめて効果が発揮されるわけであります。

現在までに ，数多くのビJ レ等の排煙設備を計画施工してきました結果

をかえりみましての問題点の実例をとり上げてみたいと思います。

そのなかには建物の使用勝手により有効面積は確保されても変則的な

形を余儀なくされたり ，またそうでなくとも他設備と共用されて，施工

精度を保つ上に難点が多く実際運転した結果さらに機能を満たすための

改善を行った例が多く見受けられます。たとえば排煙シャフトの幅が狭

いため排煙ロよりのダクト部分の変形が梁等の取合部分で作業性の惑さ

を来たし，また共用のパイプ等のためにシャフトとしての精度低下も伴

うとと等があります。また高層建築にあっては ，乙れに加えて乾式工法

として採用主れる A L 'C 板の接合精度不良( 梁の耐火被覆との接合部並

びに A L C板聞の コーキング材の詰め不十分等) による漏洩もそれに加

算される乙とになり ，結果，排煙室の不足を起乙すととになります。

例として某ビノレで施工した特別避難階段の排煙設備を運転した結果 ，

計画時と実際のズレを測定して改ー蓄を行った経過報告をします と，満足

する風盃を確保できたのは排煙機位置より ，全体の% までの距離に位置

する排煙口まででありました。
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表 - 1 排煙風量比較グラフ

- 施工時

× 第| 回改良時

凡例

|ま第2回改良時

ム第3回改良時

C MH  

30. 000十 上部シャフト | 下部シャフ卜

25. 000 
25. 000 

20. 000 

15. 000 

( 14. 400)  

計画風量

10. 000 

5. 000 

ｾ ＵＮＰＰＰ＠

、と 600

、 、 ミＱ よ ー ｾ 18. 800  

現状(コーキングれが: ょ900 問。

改善策としてシャフ トを中間にて分割し ，試運転した結果 ，上部シャ

フトについては満足する値を得ました( 表ー 1 の× 線) 。乙れにより下部

シャフトを単独に切り離し排煙機を設ける乙とによって解決する乙とが

予想さ れたが，結果は，上下部の A L C板の施工精度の差により下部シャ

フト部分では満足する結果を得る乙とができなかった( 表- 1の図線) 。

乙のため A L C 板全面を通気性の少ない材料でコ ーテ イングをするとと

としました。 コーティン グ材は ，その作業性質上，有毒性カスの発生し

ない もので，かつ狭いシャフ トのため，セメント系の刷毛塗りできる防

水材を選定しました。その結果 ，表ー 1 のム線の満足する値を得たが，

以上の結果より見て ，漏洩置は末端値で排煙機容量の4096に達し，さ ら

に経年変化により増大する乙とも惣定されます。

以上の結果より見て ，排煙シャフ卜の構造は，金額面での問題はある

が，鋼板製もしくは鉄筋 コンクリ ート 繕造が望ましい。 また排煙機より，

最寄りの排煙口と末端の排煙ロとの距離による圧力損失差を考慮し ，排

煙織の型式は特性上 リミットロート 型ファンが望ましいと考えます。

つぎに排煙設備と しては最も厳しい条件を受ける地下街の排煙設備

は，その形状，スペース，機械室配置，地上部の関連等により，単独の排

煙系統方式を採用できず ，空調タク トを併用する方式が用いられます。

乙の場合は空調設備 として の給気口並ひｾ rc還気口はすべて排煙口とな

り，確実に作動する切替ダンパーにより排煙機f C 連絡され排出されま

す。通常は売場内に給気され通路部分より還気される1 i . . 式をとるが，排

煙時には双方とも ，排煙口として ，活動するので通路部分の還気 口は法

規にのっとった配置を十分満足するよう配慮する必要があります。また

排煙風量は空調風琵より大なるため，排煙機の仕様の選定 Iζ 十分に注意

を要します。

以上 ，施工上より例を挙げてみましたが，さらに個々の条件に適合し

た計画と施工方法の事前検討を総合的に行うべきであると考えます。

[ ゃまだ おさむ高砂熱学工業時〈技術第一部長)

表- 2 コーティング作業工程

1  プライマー塗り(センプルパー) ••••• ••••• • 1 日

2. 養 生 (乾燥) ・ ・ ・ ・ 一 1 日

3.  スーパースノ ーセム刷毛塗り ….. .... ... ・・ 2 日

.j . 水養生 (スプレー) . . . .・・一 国 1 日

5  スーパースノ ーセム刷毛塗り ー 2 日

6.  水養生 (スプレー) …  ー ・ 1 日

)
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- ビル防 災 に 関 す る12章

8  第 章

附不の

壮

一

也内

内装の不燃化と防災

菅 原 進 一

1. 可 燃 物 量 の 実 態

建物の構造設計に際し用途別積載荷重が規定されている( 建基法施行

令第85条) ように ，防火上も可燃物の盈 ・配置 ・収納状況などが重要な

条件となっている 。すなわち ，火災を起乙した区画の可燃物 ・関口 ・空

間形状が火災進展に対する主要な影響因子 となり ， その区画内におけ

る熱煙流の拡散や区画外への噴出さらに火災の継続時間などが決定され

るのである。区画内の可燃物は内装材料などのように建物にあらかじめ

固定的に取り付けられているものとカーテン ・衣料 ・書類 ・家具などの

ように収納 されているものとに分けられる。乙うした可燃物の火災時に

おける燃え方は ，前者の場合では下地材の種類や取り付け方法に ，後者

の場合では配置状況や収納容器の種類などによって大きく異なる点に注

意する必要がある 。

たとえば，カーテンでも開いているときと閉じて束ねられているとき

では同一材種でも全く燃え方が迷うし ，紙でも屑飽に入っている状態と

うず高く 積み重なっている 状態で、は巡ってくる。極端な場合，いく ら可

燃物が多く ともそれらがすべてス チー J レ製の扉付収納箱 lζ 入っていれば

火害に対しほ とんど無縁と考えてよいであろう。 表- 1 は建物の用途別

積依可燃物誌の調査例である 。可燃物泣の実態は ，用途 ・執務形態 ・管

理運営形態 ・使周年数などにより変動するので，上述の有効可燃物泣の

考え方とともに地道な調査研究が今後も必要となろう。

義一 1 用途別積載可燃物一覧 〈同/ rrI )

昭 和 44年 調 査 チェコスロ " キヤ

用 途
本 報

£田乞

( 建設技術研究) 建 築 規 定

事務所 一 般事務室 10 - 3  5  7  - 3  3  

設 計 室 研 究 室 10 - 8 5  15 - 4 0  4  0  

集 会 ・会綾 ・応援 3  - 10 1- 9  

車j ｾ＠ 2 8  - 3 2  7  5  

デパート 13 - 3  2  9  0  

ホ テ ル 客 室 4  - 1  6  9  - 1  4  

3  0  

付 帯 室 5 - 1  1  1- 7  

病 院 2 病床室 10 - 12 3  

2  5  

6 病床室 13 - 1  4  5  

倉 庫 紙 倉 庫 6 4 0 - 1 0 2 0  

図 書 室 ・書庫 6 2  - 9  3  1  2  0  

体育館 1  5  

ロッカ 一、体育用具庫 2 - 3 8  1  0  0  

* 建築構造等基埠i原案調査研究報告書( 日本建築セ ンター 548. 3 )  

2. 可 燃 物 と 火 災 性 状

前項で‘有効可燃物について若干ふれたが，との点をさらに検討 してみ

る。いうまでもなく防火の目的は人命の安全と財産の保護に あるが，前

者は火災の初期に おける対策に重点があり後者は火災の最盛期か ら後に

関連が深い乙とが多くの火災事例をみれば明らかである 。 したがって有

効可燃物の考え方 も火災初期に火災が伝矯してゆく 過程で周囲可燃物が

いかなる 役者j を演ずるかを検討する乙 とと火災が最盛期lζ 入 ってから発

熱に寄与する割合がどうかを検討する乙ととでは相違があると思われ

る。

(  i  ) 火災初期と可燃物

火盛り期 lζ 全面加熱を受けると可燃物は主にその材質的特性が燃焼性

を支配するが，火災初期にお ける着火 ・展炎の問題を検討する場合はそ

の形状や工法がとくに重要となる 。乙の点は意外 lζ 無視されている乙と

が多い。そ の一例として内装工法の場合を図一 1 により解説する 。

A. は最も危険な例で，薄手の合板を上下方向 に幅広い下地間隔で施工さ

れ内部に 断熱材が充淡されていない。乙の場合は合板が燃えぬけて裏面

に煙突効果が起 乙り，たちまち火柱が形成されてしまう 。D になると胴

縁も密 Iζ 記され断熱材 も充填されているので火柱が形成されに くい。合

板が厚手になればなるほど燃えぬけるまでに時間がかかるので安全側と

なる 。さら K 難燃処理が施されていれば着火や熱分解を抑制する効果も

加わ るのでー庖有利となる 。

また繊維類では盛装材として下地にベタ貼りした場合や折り畳んで積

み上げた場合は展炎 しにくい が乱雑に軽く積んでおくと急速に燃え広が

る。室天井の不燃化は展炎により成長した火柱が天井面 をなめる時期

lζ ，さ らにその水平方向火炎伝橘を助長するのを阻止するのでとくに怠

義があ る。天井面から の幅射熱放散畳が増大 しな いためフ ラッシュオー

ノてーに至らずに済む易会が多い。ただし，積載可燃物が展炎しやすい状

態で豊富に分散していると火柱自体が移動しつつ拡大成長するので，全

面火災 となる場合もあるので注意が必要である 。デパー卜の衣料特売場

などはその懸念が十分にある。大空間火災では大きな体積で可燃物があ

ると，乙れが不完全燃焼してフラッシュオ ーバーにならなくとも大f誌の

煙や有害ガスを放出するので危険である 。

要するに出火から本格火災へ至る過程では ，空間形状 ・内装可燃物や

積載可燃物の配置がIl . l 火源との関連で問題となるのである 。内装を不燃

化したか ら安心だとい う乙 とにはな らない。とくに高層階を有する特殊

建築物では乙の点を十分に考慮して安全設計をめぎす必要がある 。

nr〆

C  D  

( 薄手合板断熱材 ) ( 薄 手 合 板 断 熱 材)

充1轟. 胴縁間隔大 充 I轟， 閥縁間隔小j
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'
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'
'
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板

隔

A

合

間

一

干

縁

薄

網
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図- 1 内装工法と展炎危険

( ii ) 火盛り期と可燃物

内装可燃物( 仕上げ+ 下地) と積載可燃物の全体が発熱源として寄与

してくるが，前者では材料構成や施工法により，後者では製品形状や収

納状況によ寄与率が変動する。内装材と積載品との量的割合は用途や使

用階により種々様々であり 断言はできないが，ある調査結果では内装材

の割合 として 6 名病室で4096，デパート 衣料売湯で 105百，事務所で5M

となっている 。 しかし，乙れらの値もデータの取り方によって変わって

くるものと怠われる 。図- 2は有効可燃物f i l : IC関する考え方の一例であ

る。

火盛り期では上述の可燃物とともに関口や空間形状が燃焼速度さ らに

は火災継続時間を決定する 。火災室の温度上昇は空間構成材の断熱性に

建築と社会/ 1974年12月号 55 



よって高低する。最近，無機質の不燃建材が各種開発され，コンクリ ー

ト壁よりも室温上昇が高くなるケ ースも出ている。乙うした場合は煙 ・

ガスの濃度や噴出速度も変わってくる。耐火被遊関係では天井を断熱不

燃化して床版やそれを支える大梁，小梁を火害から保護する工法( メン

ブレーン〉も開発されているが，安全性を考えれば大梁自体の別途耐火

被桜は必要と思われる。

3. 内 装 不 燃 化 の 留 意 点

内装を不燃化する乙とによって得られる防火上の効果をまとめると

(  i  ) 可燃物誌の低減， ( i  i ) 内装に起因する出火の防止 ( ii i) 火炎

伝賂によるフラッシュオ ーバー現象の抑制， ( i  v) 噴出煙 ・ガス起の低

減， ( v ) 耐火被覆への寄与なとかの諸項となろう。しかし，出火 ・拡大

防止を真に実現するためには，内装以外の収納可燃物を極力不燃化して

ゆく乙とが不可欠であり ，乙の努力なくしては人命安全をはかり得ない

ともいえるほどである 。生活や業務上やむを得ず可燃物を持ち込む場合

は，管理形態を十分吟味して燃焼への寄与率を可能な限り小さくする

( 有効可燃物量の低減) 乙とが大切である。スプリンクラ 一等の消火設

備の設置にあたっても乙うした点を考慮して益準化を進める必要があろ

つ。

その他，内装の不燃化と避難計画との関連で留窓すべき点は，火災

画およびその周囲のみで安全性を判断しない乙とである。なぜなら ，内

装の不燃化のみでは火災の進展を阻止し得ない場合が多いからである。

ある区画およびそれに通じる避難路の不燃化をはかつても ，その区画内

の収納可燃物が燃えれば避難を困難にするにたるだけの煙 ・ガスが噴出

する恐れが多分にあり ，それが不燃化されている避難廊下や階段を縦横

無尽に走りまわるのも珍しい乙とではない。現状では内装を不燃化した

からといって避難上の歩行距離を長くしてよいという議論は成り立たな

い。むしろ ，いかにして防煙対策が講じられたかなど別の角度から判断

し決定づけ るべき問題であろ う。内装の不燃化は防災上の必要条件では

あるが十分条件とはなり得ていないのが現実である。今後は収納物を含

めた全体の不燃化や有効可燃率の低減をはかり ，それを基盤とした安全

計画 ・安全対策が望まれる 。
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内装の不燃化と意匠

佐々木 桂

火 災 の 一 般 性 状 と 内 装 材

一般に室内火災においては ，火元となる火源は内壁面に近い位置にあ

場合が多く ，火災の進みかたとして，壁面に火が移ってついで・天井材料

が燃えはじめ，天井材に火が入ると秒速の速さで一挙に高温になり ，炎が

ふき出すフラッシュ ・オーバー現象を起乙す。そしてその後K 室内の可

燃性収納物がいっせいに火を吹いて本格的火災になる乙とが多い。炎の

性状として，床面の水平方向の燃え拡がり速度は遅いが，ｾ主面では材料が

鉛直に立っていることと，上昇気流にあおられ炎の面積が大きくなる。

とくに天井商では ，仕上材の表面で浮力影響を受け，炎が押しつぶされ

た形で仕上材に密着するため，燃焼面積が瞬時 IC拡大されやすく大火災

に発展しやすい。そういう乙とから防火上の見地からは，天井仕上材は

必ず不燃材を使用する乙とが必要である。壁面は鉛直に立っていて，熱

気流によって炎を天井面に導きやすいこと ，裏面11 : 空隙のある場合が多

い乙と，表面仕上材が着炎しやすいととの理由でやはり不燃化するとと

か望ましい。その点，床の仕上材とくにカーペットなどは ，一見火災 11:

対して危険で、あるかのように恩われが，床材が下地 IC密着していて空気

が哀面にまわりにくいため ，床上で炎が拡大する乙とが少ない乙と，人

が避難しにくいほど床面が高温になるのはフラッシュ ・オーバー後であ

る乙となどの理由から ，必ずしも不燃材でなくても差し支えない。つぎ

にクロスなどの壁装材や室内に吊るすカ ーテンや建具か らの引火は，火

災件数のなかでもとくに多いので防炎加工をする ζ とが必要である 。

以上は設計者なら防火上の常識として誰でも知っているととである

が，乙の公式のみで処理してしまうと現実の火災では問題がある場合が

多いので，その主なものを簡単に述べてみたい。

防火内装材の問題点

防火材料の使用 κ よる室内の不燃化難燃化は，防火上一番有効な方法

ではあるが，内装材の不燃化が火災 IC対して万能であるとするには問題

がある。たしかに内装の不燃化は初期火災に対しては非常に有効である

し，たとえ火災が成長しでもフラッシュ ・オーパーになる時間を遅らす

乙とができ，その聞に逃げる| 時間をかせげるとと ，発煙並が少なくて避

難を容易にする乙と等の効果はあるが， それで万全というわけではな

い。デノマー トやス ーパーマーケット ，レジャ ー施設や住宅のように室内に

可燃性の収納物が多い建物では ，火災の性状は内装材の燃焼性よりもな

かの可燃物の自によって，フラ y シュ ・オーバーの速度が左右されると

いうととが種々の実験によってわかっている。つまり現実の火災では，

内装材の燃え方よりも室内のもえ草の燃焼の方が，ずっと火災の規模や

速度に影響があるわけである 。もちろん，だか ら内装の不燃化が無意味

だというわけでは決してないが，不燃材を使用したからそれで足れりと

するのでなく ，収納物が多い建物の設計にはそれ以上の防火上の対策や

避難上の配慮が必要と恩われる 。また ，内装材では ，不燃材準不燃材が

素材的に制約があり ，室内仕上材としてのテクスチュアや色合いに乏し



いととろから ，難燃材や可燃材を防炎加工して使用する場合が多いし ，

設計者も難燃材を使用すれば火災に対する配慮は終えたとする場合が多

いが，難燃材はもともと可燃性のものを幾分燃えにくくしただけのもの

であり ，ω0- 800"C くらいの温度になると可燃材と同じように燃えてし

まうもので、ある。火災初期の小火源、が直接その難燃材にふれた場合に ，

それを大火災に発展させない効果 ，あるいはその時間を遅らせる効果し

かない ζ とを知っておくべきである 。とくに室内に可燃性収納物の多い

場合の火災では，難燃材の防火効果はほとんどなく ，難燃加工をした薬

剤による発煙量は可燃物の燃焼の場合よりずっと多く ，避難を阻害する

危険性はかえって高いとさえいえる 。 しかも室内構成材料としての遮音

性，保温性，耐久性，それに色彩やテスクチュア等の材料の持味を勘案

して，使える材料のほとんどが防火の点からは ，難燃化がやっとのと乙

ろであるというと乙ろに設計者の泣きどとろがある 。

内装不燃化の限界

上に述べたように室内の火災を防ぐためには，内装の不燃化は有効な

手段ではあるが絶対的なものでなく，完全に火災をなくすためには可燃

性の収納物をできるかき、り減らすか，それらを完全不燃化する以外には

ないが，乙れには当然限界がある 。インテリアの仕上材が防火性能を持

ち不燃である乙とは ，火災を防ぎ人命の尊重という点からはベイシック

な条件ではあるが，それだけがインテリアを構成する要素ではない乙と

も事実で，内装材としては，色，テクスチュア ，素材の持つ質感などの

感覚的なものと ，耐久性，遮音性，等の機能的な要素の総合されたもの

でなければならず，そして何より美的なものでなければならない。とく

に昨今の高度経済成長の生み出した諸悪への反省，都市環境の悪化は ，

人の心に人間性の回復，自然への回婦の指向性を生み，家具などの収納

物をはじめ内装仕上材に至るまで，天然材の持つ温かさ ，人の肌になじ

む優しさ ，やわらかさがより強く求められるようになってきている 。乙

ういう人々の希求する方向に対して，不燃材，準不燃材等の無機質な建

材は ，現在のと乙ろその要求に乙たえているものがあまりにも少ない状

態である 。防火建材がその性能を満足するだけでなく ，美的洗練性を備

える乙とが望まれるゆえんである 。 しかしながら防火建材が素材の制約

の上で新たな発展がむつかしい現状である以上 ，イ ンテリアの多岐にわ

たる要求を満たす方法としては ，不燃材の下地に化粧仕上材をオ ーバー

レイした複合建材の開発， 向上の方法しかないと思われる。現在，化

粧単板を複合した不燃板にはかなりよいものが市販されているが，他は

せいぜいクロス貼りやプリントもの程度の複合建材が出ているに過ぎな

い。天然材の持つ質感を損わないよい複合材料の出現が望まれる 。それ

に複合材料の開発もさる乙とながら ，内装不燃化にはその施工，と くに

目地棒や幅木，枠廻りを含めたジョイン 卜の工法が大きく影響するの

で，新しいデザイン指向 Iζ 合致する工法や部材の開発が必要である 。さ

て人聞に迷和感を与えない自然な室内空間への願いと ，材料の不燃化へ

の方向とは多分に相反するものがあり ，その両方を満足させる材料の選

択の余地の少ない乙とに設計者は絶望的になるばかりであるが，そのあ

げくがモ J レタノレの上 iζ ペンキを塗って色で勝負( ? ) したり ，プリント

クロスを目占つてながしてしまうか，あるいは自にふれにくいディテ ーノレ

で使ってはならない材料を使ってどまかし，己のデザイン意欲を満足さ

しているのが私達の現状ではないだろ うか。 しかしビノレ火災のたびに大

勢の人が死傷している現実のなかで，内装の不燃化がそれを防ぐ大きな

手段である以上，設計者としてはデザイン以前の遵守事項として最低限

法に決められた所には防火材料を使う ζ とは当然の乙とであろう 。そし

て内装材のよいものがないことをなげく前に ，防火防煙区画などの配慮

や，スプリンクラ 一等の防火設備の利用によって内装材の選択の範閣を

拡げるようにする乙ともひとつの方法で= ある 。そ して私達設計者にとっ

て何より大切な ζ とは，ただ四角四面の部屋をつくって化粧材をベタベ

タと貼り回すだけの安易さから脱却し ，誌の意味の建築的な室内空間，

奥行きのある内部空間を構成する乙とによって，既存の防火内装材lζ 新

たな生命と価値を与える乙とではないだろうか。

( ささき かっら 阪田辺股計インテリア投計主管〕

- ビル防災 に関する 12章

9  車早第

防 火 防 煙 区 画

防火防煙区画の計画の

あり方
菅 原 進 一

1. 防火防煙区画の意義

防火区画は建築単体内における延焼防止のため，防燦区画は煙 ・有害

ガスの拡散防止のために ，おのおの設けられる。

ζ の両者が建築計画に "適切に " 組み込まれ防火上必要な諸機能の一

端を担う乙とにより人命と財産の保護がはかられる 。 しかし，現実はピ

ル火災による大量死の恐怖が依然として存在している 。古い ビノレだけで

なく最近の ビノレでさえ果た して本当に安全なのかという懸念が絶えずつ

きまとっている 。基本的には安全計聞が二の次にされ， しか も計画自体

が建築一人間の系として確立していない乙と K ある 。設計や施工者のほ

とんどは経済ベースの判断に追いたてられ，安全面の考慮は法の履行で

聞に合わせているのが現状であろう 。法の並列的条文を実践する乙とで

安全が確保できるという確証が得られない点にも問題があろう 。防火防

煙区画規定についても例外ではない。火災熱を局限し建物J の損傷を最少

|燥にとどめる手段と ，避難行動を円滑に最少時間で終了させる方策とが

相反関係になってしまうととが多いという事実が，区画構成のあり方に

各種の疑点を生じさせる原因となっている 。

2. 防火区画の規模

( i )  6 年ほど前になるが，故内田祥三博士宅 lζ 伺い最近の防火事情に

ついてお尋ねしたさい「近頃はセンタ ーコア方式に代表されるように大

空間居室が増え，しかも総ガラスのカ ーテ ンウオ ーノレで、外壁を囲い内都

区画も大スパンのスチ ーノレシャッタ ーと なっているので，いったん火災

が発生すると多量の煙が充満して消火活動や避難行動を妨げるし ，ガラ

ス崩壊による上階延焼やシャッタ ー故障による竪穴への熱煙浸入が起乙

るなど危険性が多く，寒心lζ 堪えない。防火区画の適正規模や構成法に

ついてもっと研究し提言しておくべきであった。」と述懐され. 1 全面不燃

化が理想ではあるが，当面は防火区画を極力小さくする方向で計画する

のが安全計画の基本であろう 。 しかし同時に多人数の避難をいかにする

かが問題です。J との示唆を戴き感銘した乙とを覚えている。その後あい

継いで起乙ったデパート火災は ，博士のご指摘がいかに的確であったか

を物語っているといえよう 。衣料品を積み上げた大空間ではスプリンク

ラ一等による初期消火に失敗する と煙が充満し火点の発見が遅れるし ，

消火や避難行動により各所の関口が破られるのでますます火勢を煽りフ

ラッシュオーパーを誘発する結果となり ，多量の熱煙が竪穴をへて上階

lζ 襲いかかり大量死をまねく ζ とになる 。防火区画の規模を小さくする

乙とは熱エネルギーを抑え火災を鋲圧しやすくするので効果がある 。

(i i ) 防火区函の性能

火災熱を抑止するには ， 区画火災の激しさを明らかにする必要があ
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る。それには区画の用途別積載 ・周定可燃物還や空間 ・関口の形状を統

計的に整理する乙とが不可欠である。その結果を基盤と して熱荷重と区

画構造との応答が解明し，安全率をみ乙んだ必要性能値が求められる。

妥当な材料 ・工注は必要性能値との対比で選択される。法の階層別一律

規定にのみ依存すると安全設計の基本を把握する努力を怠ってしまう結

果 となる恐れもある。むしろ38条を大いに活用 して実施例を豊富にし合

理的法体系の確立をめざすべきであろう。区画の欠陥のほ とんどは関口

部と諸設備の貫通部にみられる。とくに大関口部に使用されるシャッタ

ーは大被害の元凶ともいわれるほどである。常時の維持保全K ついて制

度上の施策をさらに促進させる必要があろう。同時にシャッタ ー関口部

は避難動線に含めない計画理念の確立が望まれる。

( iii ) 防火区画の配置

空間を小さく分割するほど効果があるが，一方では避難行動を阻害す

る可能性が増大する。したがって，居室を細分する場合は任意の地点で

2 方向避難が可能な乙とおよび避難路は単純明快とする。階段やダク ト

スペース等の竪穴を防火区画するととは当然である。とくに避難階段に

は前室( 付室) を介して入るのを設計の原則 とすべきである。大空間で

は同一階で第一次避難が可能となるプランとする。そのためには平面を

2 - 3 のゾーンに分割し ，各ゾーンには付室付き階段を 2 方向に設置す

る。付室は 2 重網入ガラス等で囲い ，常時は休憩室として使用 し利用者

が避難動線を自然 lζ 習得するよう考慮する。

3. 防煙区画の計画

(  i  ) 防煙区画の規模

防煙対策には遮煙 ・排煙 ・消煙など各種の制御方式が考えられるが，

煙流が浮力をもち天井面にへばりついているうちに排除してしまうのが

一番効果的であろう。とくに廊下lζ 漏洩した煙は急速に温度が降下し拡

散してしまう。垂れ墜を 10m間隔ぐらいでつけ，そ乙で煙流』ζ 直角なス

リット状排煙口から吸引してしまうのがよい。

大空間では煙量も多く煙厨が数分で床面まで降下してくるのでゾーニ

ングによる遮煙を完全にする 。一般に大空間排煙は不可能となる場合が

多い。

(  ii ) 防煙区画の性能

防火区画と併用する部分は高温熱変形や配線管 ・ダク トの貫通部の埋

戻し不良による気密性低下に注意する。垂れ壁を不燃材で構成すると同

時K.深さを十分にとる 。 排煙口は煙流の状況を予測して形状を決定す

る。各階別系統の排煙が望ましい。排煙口は常時閉鎖式とする。天井を

不燃ノレーパーとして床版との聞を蓄煙糟として利用できるようにする乙

とは避難者 lζ 恐怖感を与えないため有効て・ある 。ゾーニ ングを 2 重シャ

ッタ ーとしてシャッタ 一間の漏洩煙を排除する方式は大量煙の遮断K 効z

力を発揮すると恩われる。

( iii ) 防煙区画の配置

避難動線を確保できるように配置するが，てくに避難施設と居室との・

間を区画する ζ とおよび避難施設でも廊下と階段との区画は完笠を期す

乙とが重要である 。付室の役割はきわめて大である 。付室は気積が小さ

いので給排気の コントロ ーノレは比較的容易である 。もっとも関口部はス

イング式の防火戸とする 。給排気口の位置が悪いと煙が渦流となり拡散

を促進する場合があるので注意したい。

4. 防火防煙区画と安全設 計

建築構造部分や内装材および工法の防火性能 fe : ついては長年にわたる

実績がある。しかし ，乙れらを利用して立体的区画を構成した場合にお

ける安全性については十分に検討されているとはいえない。防火防煙区

画の設計にあたっては火煙の抑止と早期避難とを矛盾なく実現できるよ

う計画の当初からヨ考慮すべきである 。高級な防災機器を駆使した近代ピ

ルよりも “ 素朴な避難" ができる建物の方が安心できるという意見にも

う一度耳を傾けるべきであろう 。図一 1 は大空間の区画例である。

( すがはら しんいち 東京大学工学部建築学科助教侵〉
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防火防煙区画の問題点

梶 原 明

ー1. 防火区画の設 置の義 務

建築物の防火の目的は火災の発生を妨げ，建築物自体の耐火性能を高

‘ める乙とと同時に，火災が発生した場合にも火災を局部的におしとどめ，

消火活動や避難，救出活動が容易にできる乙とにある。その方法は建築

£物を防火的な構造の防火壁または ，防火戸によって有効に区画したり ，

建築物自体を耐火性能または，防火性能の高い材料で建築する乙とであ

る。

建築法規では乙れらの白的を充足するために設ける区画を防火区画と

して規定しており ，防火区画の構造は，耐火構造の床，壁および関口部

表 防 火 区 画 基 準一覧 表 〔法26条、令 112条〕

の防火戸で構成されている 。防火防煙区画は建築物の屋内部分を相互に

区画するものであり ，屋外と屋内と を区画するものでないが，外壁部の

窓から上階へ延焼するケ ースがあるので，防火区画 と接する外壁部につ

いても防火区画の規定が定義づけてあり ，防火区画の設置を必要 とする

部分は表並びに図に示されている部分とされている 。

2. 防火区画の種類

建築法規で規定している防火防煙区画には，面積による区画 と竪穴区

画と用途別区画の三種類があり ，

(イ) 面積区画は火災規模と被害の抑制のため一定面積以下に区画す るも

ので， 外壁耐火の簡易耐火建築物では ，500 平方メ ー トノレ以内 ζ とに，

不燃構造の簡易耐火建築物は 1，∞0 平方メ ート ノレごとに ，耐火建築物は

1， 5∞ 平方メート J レ以内どとに区画する乙 とが義務づ‘ けられている。た

だしスプリンクラ ー設備などの消火設備を設置した部分は当該部分の 2

分の l l L 相当する床面積に| 浪り区画面積に算入されない乙 とと されてい

る。

( ロ) 竪穴区画は ，主要構造部を耐火構造とし，かつ 3 階以上の階または

備 考
種 別 | 対 象 建 築 物

( 1)  

防

区 函 基 準 |  区画の情造基準

|  自立する耐火情造の壁

床面積 1，00001' 以内に 白 および甲種防火戸 ( 2. 5

l m E h以下)

Rh 

大規操木造建禁物

区画
火

s. 
畠

川

町

外

壁

耐

火

a

簡

易

耐

自主 |  床面綴 1，50001' 以内に

( bの場合に同じ )

区 菌

床 面 積 500m' 以内に区

耐火 例 造の床 Ｎ ｾ右よ

法27粂 2l頁誇当または
面

ぴ甲樋防火戸

法62粂 I I頁3亙当

l舟

防火上主要町間仕切笠

耐火情造または防火情

造

火

H

H

不

建

築

物

ω
面

緩 和 そ の 他 の 特 例

卸売市場の上家または機械製作工場で

主要4再選部が不燃材科でつ〈勺れたも

の等で、火災の発生のおそれの少むい

用途のものは、防火壁を必要としない。

( bの場合に同 じ)

内装仕上げを不燃 ・準不燃でした階段

室区画、 エ レベー ター昇降路 ( ロビー

を含む ) 区画内の面積は、不問。

内装仕上げを不燃 準不燃でし た体育

館 ・工場等は、例外.

防火壁 ・防火区画め防火戸は、

( 1) 随時閉鎖式防火戸( 直接手で聞け

られ、かつ自動的に閉 まる)

(2) 随時、閉め勺れる( 特殊な道具や

動力を必要としない 。)

(3) 廊 下 ・階段 ・出入口に 設 けるもの

は、直接手で開 け 勺れ、かつ、自 動

的に閉まる ( Sel f cl os ll1g ) 。その大き

さは、高さ (1. 801 以上〕、幅 ( 75c m

以上〕、敷居の高きは 15c m以下と する。

(4)  火災時に凱により自動的に閉 まる

6  

(5)  火災時に煙により自動的に閉まる

@  

防火壁 ・防火区画を貫通する建築設備

配管は、両側 1 m以内を不燃化す る。

( 特例 ・昭和44年建設省告示第3183号)

防火壁 ・防火区画を 貫通する 建築設備

ダク ト には、 ｆ 万火ダンノぐ ー をｾＲＺける 。

耐火構造の区画に接する外壁は、その

部分を含み幅90c m以上の部介( スパン

ドレル ) を耐火情 i重としなければなら

ない 。ただし 50c m以上突出し た耐火情

造のひさし等カ、ある場合はよい。

にスパンド レルの関口部には、甲種防火

戸または乙種防火戸を設ける こと。

(  (2)の ( 商機区画〕の場合、区画基準の

床面積の算定にあたっては、自 動 式 ス

プリン テラ一等の自動式消火設備を設

けた部分の床面積のxを短除してよい 。

したがって、全面的に自動式消火設備

を設けた場合には、区画基準の床面積

の数値は 2 倍に読み替えてよい 。
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区画 |  ぴ 甲 種 防 火 戸 偏

年 | 耐 火 備 の 床 壁 お よ

床面積 1，50001' 以内に

F  ぴ甲4重防火戸

区 I b  主要機造部を耐火術 遣とし

た建築物 区 富

井1I

函 耐 火t構造の床 ・壁およ

び甲種 ・乙種防火戸

航

hi  I 床 面 積 100m' 以内に区

( 内装仕上け、 重量燃以上) 画

11 

階

以 | 内装仕上げ、下地 とも 不燃

古| ・準 不 燃

部

分

床面綴 200m' 以内に区

画
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び甲種防火戸

@， 
床面積 50001' 以内に区
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直

主要構造部耐火街道、地F昌また ' メゾヰ y トi主戸、吹抜 耐 火 情 造 の 床 壁 お よ

(3)  I  は 3 階以上に居室のある建築物 き 階段・エレベ- : $ 1 ぴ甲種 ・乙種防火戸
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区画
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地階』ζ 居室のある建築物に対して適用されるもので，火災は階段室，エ

レベータ，エ スカレーター， ダク トスペース，吹抜きなど建築物を縦 lζ

貫いている部分があると急速に拡大すると乙ろから ，乙れらの部分と他

の部分とは区画する必要があり ，乙の場合竪穴区画同士であっても区画

する乙とが必要とされている。

付用途別区画は特殊建築物の用途 lζ 供する部分や，危険物を貯蔵また

は，処理する用途のものは火災による危険性が高く ，また他の部分にお

よぼす影響も大きいので，その他の部分と区画することとされ玄いると

乙ろである 。

3. 防火区画の構 造

防火区画の構造は ，昨年 8 月23 日K 公布された建築基準法施行ー令の改

正により従来の構造基準を抜本的に改正され，本年の 1月 l 日より施行

されているが，その内容の概要について記述する 。防火区画は床と壁は

原則として耐火構造とし ，関口部に設ける防火戸は原則 とし甲種防火戸

であるが，高層建築物の面積区画や竪穴区画および異種用途区画の一部

では乙種防火戸とする乙とができるが，防火戸は平常開放されているも

のが多いので，火災l剛 E確実に閉鎖できる乙とが必要である 。乙の閉鎖

機構が改正の要点、とされたものである 。

その防火戸には ，常時閉鎖状態にある防火戸( 戸の大きさが 3 平方

メー トJ レ以内で自動閉鎖機構のあるもの) と ，面積区画に用いるものに

あっては煙または熱感知による自動閉鎖機構を有する乙と ，竪穴区画 K

用いるものにあっては煙感知連動による自動閉鎖のできる構造が要求さ

れており ，竪穴区画に防火シャッターを使用するときは遮煙性能を有

し，かっ近接 して一定の大きさによる常時閉鎖式防火戸もしくは煙感知

器連動の閉鎖機構を有する防火戸を併設しなければならない。

その他，建築設備に関係する風道，配管等で防火区画を貫通する場合

はその貫通部の間隙をモノレタノレなどで充填す るほか，貫通部分の近傍の

配管類の不燃化を図り ，風道が防火区画を貫通するときは ，煙感知器連

動または温度上昇により自動的に閉鎖する機構により作動する防火ダン

ノf ーを設ける乙とも義務づけられている 。風道が竪穴的状態 となる 2 以

上の階を貫通している場合は煙感知器連動の防火ダンパーとする乙とと

されている 。

4. 防火区画の問題点

最近のビノレにおける防火区画は，建築物の屋内をより有効に利用する

ため，もっぱら防火シャッタ 一区画によるものが多く ，とくに物品販売

業を営む底舗の建築物では乙の種の防火区画が主流をなしている。 ζ の

場合の区画のシャッタ ーケースの上部やダク トスペ ースの天井裏におけ

る施工不良等により区画の穴埋めが不完全なため ，火爆の上階への伝播

により被害をより拡大化している ζ とは近年の ヒ、ノレ火災の特徴である 。

避難路となる階段室に防火シャッタ ーを使用する乙とは ，階段室内 κ 煙

の通過とシャッタ ーの熱伝達により上昇気流を促し ，階段の使用を不能

に追い込んでいる乙とに注目すべきであろう 。

乙のような不完全な防火区画は，特殊建築物並びに高層ビ J レにおいて

使用は排除すべきであろうと考えられると乙ろである 。当面としてはっ

き、の方策を取るべきであると思料される 。

5. 今後の対策について

( イ〉階段室の防火防煙対策

階段室は火災時における唯一の避難路であり ，煙の進入により人々の

退路を断つ乙とになるので，階段の周閣の区画を完全な耐火構造の壁で

闘うか， 一部を屋外に面するように造り，階段室の出入口には常時閉鎖

式のドア ーとする乙とが望ましいと ζ ろであり ，設計時乙れらの対策を

建築主とともに認識すべきであろう。

( ロ) 縦ダク トの防火防煙対策

建物の各階床面を貫通する縦ダクト f[. 2 個以上の関口があると ，火災

l時の温度差κ より浮力が作用して，煙，有毒ガス ，熱気流が伝播し ，上
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線 終 ぶ 総 防 火 区 画 を 示 す

〔吹抜きの例外〕

防

火

区

画ｇＮｌ ｾ＠
ー一一ー一一仕上げおよび

下地の双方とも、

不燃材料とする 。

( 吹抜きを含む区画内 )

縦 穴 区 画

(

屋

d;'; 50c m 

(; 主〕建築物の水平方向も垂直方向も閉じ 。

防 火 区 画

層階を危険な状態とする乙ととなるので各階どとに分断できる閉鎖機構

を備えるべきであり ，かっ高層のものまたは多用途のものはなるべく各

階ユ ニット式を採用するととが望ましい。

( ハ) エレベーター ，エスカレーター廻 りの防煙対策

乗降ロビーと一般居室部分とを防煙区画し，その部分で必要な排煙を

行って燈を上層階に伝播する乙とを防止することにより ，エレベ ーター

を火災階へも停止する乙とが可能にする乙とは考えられる。また ，エス

カレ ーター廻りについては網入りガラスなど防煙壁を設け ，乙れと防火

シャッタ ーとを併用する乙とにより ，煙と炎の伝達を防ぎ，乗降口側は

防煙壁と防煙シャッタ ーを設置し，自動閉鎖の防火戸を併設する乙とが

必要で‘ あると考えるものである。

以上の今後のビ〉レ建築について十分なる対策を施し ，火災時における

人命の救助活動並びに避難経路の確保に重要な防火 ・防煙区画の適正の

配置を考慮すべきであり ，また建築物の維持管理についてその管理者ま

たは使用者が当該防火区画が適正に作動する乙とを確認しておく心がけ

が必要である。

( かじはら あきら 大阪府建築部建築指導諜主幹)



- ビ ル 防災 に関する 12章

第 10 章

防 災 と 無 窓 建 築

防災面からみた無窓建築物

矢 入 裕 久

ビノレの防災問題としては ，近年超高庖建築物や大規模地下街がとくに

大きく取り上げられているが，昭和47年の大阪千日デノマートビソレ火災，

48年の熊本大洋デパート 火災でいずれも 100 名を超す焼死者を出した事

例からみると ，ピ J レ防災の殺しさ ，底の深さが感じられる 。

2 主手続きで ビノレの大火災があったので ，49年も残り少なくなったけれ

ど，ζ れから年末までの聞にまた起乙りそうな気がしないでもない。

私のテ ーマは ，無窓建築の防災問題であるが，すぐに思い起乙される

のは，やはり大洋デパート の乙 とである 。またわれわれ消防に関係して

いる者が最近の建築設計で最も工合いの悪いもののーっとして認識して

いるのが無窓建築である乙 とも。

1. 無窓建築物の危険性

われわれの周囲 ICは，いろいろな無窓建築物がみられる 。誰 しもすぐ

に気が付くのは ，地階や地下街，地下鉄駅である 。乙れらは，地盤面下

にあるので吹抜けや空掘りがない限り当然である。地上のものでは ，劇

場，映画館が代表的なものであるが，工場，倉庫，百貨庖，キャバレー，

ボー リング場，ダンスホ ーノレ，サウナ浴場なども無窓のものが多い。美

術館や博物館にも無窓のものが見られる 。乙のほか，外観的には，窓が

あるように見えるが，実際には無窓と同様のものもある。

百貨庖は最近のものは，当初から関口部がほとんどないデザインが多

いが，通常の事務所 ビルのように窓のある建物も多い。そ の大部分は相

当以前に建築されたもので ，その後の照明設備，空調設備の進歩により

窓が不要になり ，また商品の日焼け防止や展示スペースの拡大のため ，

窓を内側から合板で閉鎖して壁にしてしまっている。乙れで= は完全に無

窓の状態』ζ なる 。

乙のような無窓建築物内で火災が発生したらどのような状態になるか

大洋デパート を例にみてみたい。

大洋デパート は，昭和26年11: 地上 7 階，地下 l 階延べ面積約 1万rrf の

規模で建築され，その後 3 回ほど増改築が行われている 。窓の状況も前

述のように ，外観的にはあるが， 売場から合板で完全にふさがれてい

た。 ζ のため大量の繊維製品が燃焼して発生した煙はエスカレーターや

階段などの開放された竪穴を通じて全館に急速に充満し ，人々は ，誘導

灯も非常照明もなく ，無窓状態で真暗ななかを煙と熱気をのがれようと

出口を求めて逃げまどっているうちに力つきて倒れてしまったものであ

ろう。一方，建物外部では ，消防隊等がすき間などから漏れ出る狼煙に

内部の状況を想像し焦る気持を抑えつつ救助や消火活動に当たったので

あろう。しかし救助活動は ，比較的熱気の少ない北側増築部からドアや

合板などを破壊して，そばに倒れている者を運び出したり ，屋上やどく

ー認の開放窓 ( 6 階東南角) f L 自力でたどりついた者を外部で待ち受け

て手助けする程度しかできなかった。百貨庖は可燃物が大量に存在する

のでエスカレーターの金属製の踏段が融け落ちるほどの熱気と濃煙で一

寸先も見えない内部では ，訓練を受け使命感に燃える消防隊員といえど

も活動する ζ とはとうてい不可能であり ，乙れ以上の要求はできない。

したがって，仮に窓が合板でふさがれていなかったならば，もっ と多く

の人が各階の窓際にたどりついて外部から救助する乙とができたであろ

う。また ，消火活動においても外部か らの注水が容易に行われて，もっ

と短時間f L 鋲火させる ζ とができたであろう 。

大洋デパー ト火災は ，無窓建築物が巨大な人間焼却炉になりうる ζ と

を全国民の見守るなかで実証した。

無窓建築物の火災発生時の危険性を非無窓建築物と比較して簡単にま

とめてみるとつぎのような点であろう 。

① 日常においても人の位置感，方向感が失われやすい乙と 。

@ 逃げ遅れた場合，すなわち避難階段まで到達できなかったとき ，あ

るいはすでに階段室内に媛が充満してしまったときなどは，脱出が不可

能であり ，外部からの救出もきわめて困難である乙と 。

③別の言い方をすると ，気密性も高く ，発煙品も多く ，煙濃度も高く

なりやすいが，関口部がほとんどないため ，外部から新鮮空気を取り入

れたく ともできない。

④ 日中の場合，非無窓建築物では，停電したり ，煙により非常照明が

効果がなくなっても ，関口部から入る太陽光線により外気の方向へ導か

れるととが期待できるが，無窓の場合は不可。

⑤ 消防|採による消火活動もほとんど期待できない。

2. 無窓建築物の防災措置

(1)  無窓居室と無窓階

# 正窓とは，厳密には文字通り建物の外壁K . 通常あるべき窓が全く無い

乙とをいうのであろうが，一般に無いに 等 しい状態を含めて用いてい

る。

1m窓建築物( 必ずしも厳密な定義で使用していない。いわゆる無窓居

室や無窓階を有する建築物) は，一般に前述のように危険度がきわめて

高いので，建築基準法や消防法では，厳しい構造上，設備上の条件を課

しているが，その前提となる無窓居室( 建築基準法上は「無窓居室」と

いう 言葉は用いていないが便宜上使用する 。〉およ び無窓階について定

めているのでつぎにその要点、を示す。

建築基準法第35条， 35条の 2 ，35条の 3 および43条にはそれぞれ「政

令で定める窓その他の関口部を有しない居室( を有する建築物) ... ... J  

と規定され，

イ Ｓ Ｕ 条の Ｓ を受けた政令 ｾｾ ＱＱＱ 条では ，

① 関口部の採光に有効な一部分の面積の合計が，居室の床面積の %。 未

満ーの居室，または ，

② 直接外気に接する避難上有効な構造の関口部で，その大きさが直径

1 m以上の円が内接する乙とができるものまたは幅が75cm以上e 高.さが

1. 2 m以上のものを有しない居室

を無窓居室( つぎの(2)ではζ れら①，②を「無窓居室ィ」とする。)

としている 。

ロ 35条の 2 を受けた政令第128条の 3 の 2 では，

① 床 面 積 が50rrf を乙える居室で窓その他の関口部の開放できる都分

( 天井または天井から下方80cm以内 K ある部分lζ 限る。) の面積の合計

が，居室の床面積の%。未満の居室，または，

② 温湿度調整を必要とする作業を行う作業室その他用途上の理由によ

り所定の採光面積がやむを得ず取れない居室

を無窓居室( つぎの(2)ては，乙れら①，②を「無窓居室ロ」とする。〕

としている 。

ハ . 35条および43条を受けた政令第116条の 2 およ び144条の 4 では ，

① 関口部の採光有効面積の合計が居室の床面積の %。 未満の居室，ま

たは ，

② 関口部の開放できる部分( ロ ①と同じ) の面積の合計が居室の床
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面 積 の %。未満の居室

を無窓居室( つぎの(2)では ，乙れら①，②を「無窓房室ハJ とする。)

としている。

また，消防法では ，施行令第10条第 l 項第 5 号中で， I無窓階」とは，

「建築物の地上階のうち ，避難上又は消火活動上有効な関口部の面積が

その階の床面積に対して%。以下である階」と規定している。乙乙で，

「避難上又は消火活動上有効な」とあるが，乙れを法令上具体的に示す

ため今年の 7 月の政令改正により ，近く自治省令を定める乙ととしてい

る。その要件の基本的項目は ，①関口部の大きさ( 避難者や消防隊員の

体が容易に通り抜けられるか) ，②関口部の位置( 人が関口部に届くか

どうか，床面から高過ぎたり ，外部からのアプロ ーチに支障がないか) ，

③関口部の構造( 容易に ，内外から開けられるかどうか，屋内からでも

鎚が必要であったり ， 固定の格子がある場合は不可) ，④関口部の数

( その階の床面積に対して十分な面積かどうか) である。

(2)  防災借置

つぎに，以上の無窓居室や無窓階を有する建築物に対して建築基準

法，消防法上どのような防災措置がされているか，その要点( 非無窓と

比較して強化されている 点) を掲げる。

イ 建築基準法の措置

i  ) 主要構造部 . 無窓居室イについては，その規模や用途( 劇場等を除

く。) にかかわらず，居室を区画する壁等の主要構造部を耐火構造とす

るか，不燃材料で造らなければならない。( 法第35条の 3 )

i  i ) 内装 : 無窓居室ロを有する建築物は，当該居室の壁，天井の仕上げ

はもちろ ん，居室から地上に通ずる主たる廊下，階段等の壁，天井の仕

上げも不燃材料か準不燃材料でしなければならない。( 令第 129 条第 5

項)

i ii ) 避難施設等

①直通階段: 無窓居室ハからは，地上または避難階に通ずる直通階段

を歩行距離30m以内( 耐火構造の建物ですド無窓の場合は50m以内) (ζ 設

けなければならない。( 令 120条第 l項)

②排煙設備: 無窓居室ハで床面積が 2∞rrf を乙えるものには，排煙設

備を設けなければならない。( 令126条の 2 第 1項)

③ 非常用の照明装置. 無窓居室ハおよびこれから地上に通ずる廊下，

階段等には，非常用の照明装置を設けなければならない。( 令 126 条の

4 )  

④ 非常用の進入口. 非常用エレベーターを設けてない建築物の高さ 31

m 以下の 3 階以上の無窓階( 道路等に面して直径 1 m以上の円が内接す

る大きさまたは幅 75cm以上 ，高さ 1. 2 m以上の大きさの関口部( 格子等

があるもの不可) が外壁面の長さ 10m以内ごとにない階) には，消防l採

用の非常用の進入口を設けなければならない。( 令126条の 6)

③敷地と道路の関係 : 建築物の敷地は，幅員 4 m以上の道路に 2 m以

上接してなければならないが，無窓居室ハを有する建築物に対しては，

避難安全のため，条例により必要な制限を附加する乙とができる。( 法

43条)

ロ. 消防法の措置

i ) 消火器具 : 無窓階には ，地階や 3 階以上の階と同様，用途の如何を

問わず床面積が50rrf 以上の場合，消火器具を設置しなければならなし、。

(令10条第 l 項第 5 号)

i  i ) 屋内消火栓設備 無窓階には，地階や 4 階以上の階と同様の用途，

規模に応じて屋内消火栓設備を設置しなければならない。( 令11条第 l

項第 6 号)

i  i  i) スプリンクラ ー設備

① 劇場等では，舞台部の面積が，無窓階の場合，地階や 4 1積以上の階

の場合と同様300rrf 以上( その他の階では5∞ rrf 以上〕のものには，スプ

リンクラ ー設備を設置しなければならない。( 令 12条第 l 項第 1 号)

② 百貨庖 ，劇場，キャパレー，サウナなどの用途に供する階が無窓階

の場合は，地階と同様ぬ∞ rrf 以上( 一般の 4 階- 10階の階はし 5∞ rrf 以

上) のものには ，スプリンクラ ー設備を設置しなければならない。( 同
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項第 8 号) なお，一般の階の場合，2∞ rrf 以内どと ( 11 階以上の階は

ゆOrrf 以内どと) に， 耐火構造の壁，床等で区画された部分には，スプ

リンクラ ー設備が免除容れるが，地階や無窓階には ，乙の特例が適用さ

れない。 (規則13条)

i v) 自動火災報知設備: 無窓階は，地階や 3 階以上の階と同様，用途の

如何を問わず床面積 3∞ rrf 以上のものは自動火災報知設備を設置しなけ

ればならない。( 令21条第 1: 項第 7 号)

v ) 非常笹報設備: 無窓階は，地階と同様，用途の如何を問わず収容人

員20人 ( 一般階は50人) 以上の ものは非常ベ J レ等を設置しなければなら

ない。 (令24条第 2 項第 2 号)

vi ) 誘導灯 : 非特定防火対象物に おいて，無窓階は ，地階，11 階以上と

同様，避難口誘導灯，通路誘導灯を設置しなければならない。 (令26条

第 l 項第 1 号， 2 号)

vi i ) 排煙設備 : 百貨庖， キャパ νー，駅，駐車場等において，無窓階

は，地階と同様，床面積 1，0∞ rrf 以上のものに排煙設備を設置しなけれ

ばならない。( 令28条第 1項第 3 号)

以上から ，建築基準法においても，消防法においても，無窓建築物に

対して一段と厳しい扱いをしている乙とがわかる。

しかしながら，われわれは ， 日常ｾＮ ，関口部のある建物を利用している

ため ，無窓建築物のなかでは，それがた とえ構造的，設備的』ζ 十分な措

置がなされていても一抹の不安を抱かざるを得ない。それは， あるい

は，超高層 ビj レが地震に対して十分な耐力があるといわれでも高居階か

ら外を見て不安な気持になるの と同様，きわめて素朴な，本能的な感情

かも知れない。とはいっても後者の場合，計算により定量的に十分な確

かめがなされているが，前者における火災の場合は ，なされないし ，す

ることはできないであろう。無窓建築物に対する現在の構造上，設備上

の防災措置は，今後も逐次整備強化されるであろうが，経済的制約もあ

るので= その本質的な欠陥を 100 96補うわけにはいかないで: あろう。

防災面，とくに火災安全の観点からは，無窓建築物はなくするに ζ し

た乙とはないが，少なくと も，百貨庖，スーパーのように可燃物が大量

(ζ 存在し，不特定多数の人が利用する建物については ，無窓をやめても

らいたし、。また ，どうしても無窓の状態になるものは，法令上の遡及，

不遡及にかかわらず，せめて現行法令で定めている技術基準には，早急

に適合するよう改善すべきであろう。

侯後lζ 建築設計者に一言，建築設計者はもう少し建築防災を考慮して

設計して欲しい。設計者の心掛けとして ，注文主の立場で考える乙とを

教えられるが，利用者の立場で技術者の良心に従ってチェックする乙と

が必要である。た とえば自分が委や子供を連れて日曜日 ，デノマートに寅

い物 lζ 行って火災が起乙ったらとか，キャバレーなどで相当アルコ ーノレ

を飲んで楽しんでいるときになどと考えると単に法規に違反してないか

ら良いといった消極的な態度ではいられない と思うのであるが・ ー-。

火災は年間たかだか 4 万件で，数字的にみるときわめて低い発生確率

である 。 しかし，火災は建物の弱点を徹底的に追求する性質があるの

で，い ったん発生する と危険な建物j は確実にそれに見あった被害をもた

らすものである。

本年も消防法改正により，既存の ものにもスプリンクラ ー設備等を設

置させるなど大幅な強化が行われたが，さ らに基準自体も施行令 ( 7 月

1 日公布済) ，施行規則 ( 12月 2 日公布予定) の改正により一段と厳し

くなる 。防災を考慮に入れない建築設計が続く限り ，次っさと法令の強

化が各方面から要求され，それに基づき改正措置をとらなければならな

くなるであろう。

( ゃいり ひろひさ 消防庁安全救急l ' I ! 諜良補佐〉
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別 表

持 管 理

注. ( %) は検査実施対象物数に対する指摘対象物数の割合を示す。

防災設備維持管理の実態

熊 野 昭 一

一般的に防災設備は日常生活の場においてはそのほとんどが直接かか

わり合いがなく ，災害が発生した時点にのみその必要が生ずるものであ

ると乙ろから生活の利便が優先し ，しばしばその機能を減殺するような

行為が見受けられる 。そ の多くは当該設備が防災のための設備である ζ

との認識あるいはその機能についての知識の欠如に起因する現象で= ある

といえる 。自分が勤務しているビルにどのような防災設備が設置されて

いて，それはどのような機能を有しているのかをよく知らない無関心型

の人が多い。防災設備の完全維持を期するためには，まず乙の乙との徹

底が図られなければならない。

118 名の死者を発生した千日デノマー ト火災を契機lζ 実施した大阪市で

の一斉点検結果でt は，2. 829 の防火対象物について実施し ，そのうち68

96K当たる 1. 923 の対象物に何らかの不備欠陥が認められたのである 。

別表は過去 3 年間の本市において実施した通常査察における消防用設備

関係の指摘状況であるが，検査実施対象物のうち4096近い対象物が毎年

消防用設備の維持管理等について何らかの指摘を受けている。残念なこ

とには ，48年の数値は千日デノf ート 火災の教訓が生かされていないとと

を示しているのである 。防災設備は有事lζ 人命の安全を左右する重要な

設備で，不作動が絶対に許されないものであって ，その点検整備はより

慎重で正確でなければならない乙とは ，誰でもがよく知っている道理で

あるが，意外と守られていないのが実情であるといえる。

以下，紙面の都合もあるので，消防用設備の主なものについて多く見

られる不備欠陥事項を記述することとする。

1. 消火設備関係

消火設備に関する指摘事項は ，屋内消火栓の使用障害，スプリンクラ

ーヘッドの散水障害が主なもので，いずれも関係者のちょっとした注意

により未然に防止し得る事柄であるが. 前述のように設備に対する無関

心，生活利便の優先から生ずる機能障害である。

消火絵ボックス前 K 売場やカウンタ ーを設け ，使用に際して扉の開放

が困難であったり ，ホースの延長は売り台やカウンタ ー を越えさせた

り，狭い通路を迂回しなければならず，迅速な放水態勢をとる乙とがき

わめて困難な状態となっているもの ，なかには収納されているはずのホ

ースあるいはノズルがいつの聞にか紛失してしまって，検査時 K 指摘さ

れて気付くといったケ ースも稀にある 。前日の訓練で消火栓を使用し ，

代替のホ ースが収納されていなかったために火災を大きくした事例もあ

る。器具の盗難をおそれで施錠しているもの，老朽したホ ースをそのま

まにしているもの ，所在標示のパイロットランプの球切れなども指摘事

項として少なくない。

スプリンクラ ー設備については，装飾物品や室内の模様替による散水

障害，あるいは間仕切りにより未瞥戒部分を生じているケ ースが多い。

その他，ヘッドの損傷による水損を防止しようと制御弁を閉鎖の状態と

しているもの ，水道工事後制御弁を開け忘れているもの，流水検知装置

の故障による加圧ポンプの不作動がある。

2. 避難設備関係

設置の規制をうける絶対数が多いからではあろうが，誘導灯の識別障

害，位置不適，設置不足 K 関する指摘事項が圧倒的 K 多い。乙れに次ぐも

のとしては避難階段の障筈物存置，避難器具の使用障害が挙げられる。

百貨庖，スーパーマーケッ ト等物品販売庖舗では案内 ，装飾，宣伝の

ための大小さまざまの標識類が天井面下に吊るされるため ，非常用の案

内標識である誘導灯の見通し ，あるいは識別がきわめて困難な状態とな

っている とζ ろが多い。避難通路は天井面下を含めた立体空間を規制の

対象とし ，誘導灯以外の標識類の設置を規制する必要がある。

避難階段や避難通路 IC物品を置く乙とが，有事K 障害となる乙とは誰

にでも容易に判断される乙とであるが，平素利用度の低い ，あるいは客

が通行 しない階段室等の空間を倉庫替わりに，逆 lζ 通行畳の多いととろ

は効果的な宣伝の場に活用しようとするのである。とくに階段について

問題となるのは，避難上きわめて有利な特別避難階段が，売場等公衆を

収容する部屋に直接接していない位置に配置されている例が少なくない

ことである。ひどいのになると ，厨房のなかや特別な部屋を通り抜けな

ければ階段に至る乙とができない状態のものがある 。階段の位置に関す

る規制を明確にする必要がある。

避難器具についてはとかくいろいろの問題を含んでいるが，千日デパ

ー ト火災の事例にも見られたように ，多数の公衆を収容する対象物の避

難用としては，安全度の高い収納型屋外避難階段のような設備を設置さ

せ，乙れに排煙設備，耐火性能をもたせた安全空間( 附室) を附置させ

る必要がある。しかし ，乙れから建築される建築物には避難器具を必要

としない構造のものを規制すべきである乙とを強調しておく。

3. 非 常警 報設備関係

消防用設備等のうち ，人命の安全と最 も深いつながりをも っ重要な設

備であるが，地区ベ J レの停止措置，自火報設備の未笹戒部分，感知障害

が主な指摘事項である。

地区ベノレの停止措置はその大部分が，非火災報による混乱を防止する

ためにとられているのであるが，乙の要因のうち注目しなければならな

い点は ，感知器の機能上生ずる非火災報による自火報設備の不信感が少

なくないことである。メ ーカーでは蓄積回路を設け，その防止を図るべ

く研究が進めら れていると ζ ろであるが，火災感知のタイミングを従来

の熱感知方式より煙 lζ 変え，避難の時期を少しでも有利にしようととら

れた措置が，皮肉にも自火報設備を不信に追いやってしまったのであ

る。非火災報防止の対策を急がなければならない。

さらに問題となるのは，百貨底等のように多数の公衆を収容する防火

対象物の多くが，受信機で火災信号をキャッチした段階で，即時非常放

送による避難誘導といった体制となっていないととである。

パニックを抑制し，秩序ある避難を確保するためには，群衆自身が危

険を感じて思い思いの避難行動を開始する前に適切な情報を提供しなけ

ればならない。ま た従業員等が避難誘導の主導権をと らなければならな

いのであるが，その行動開始のきっかけともなる情報( 指令) のキャッ

チも当然群衆の行動開始前でなければばならないのである。そのために

は，非常放送設備の操作装置を各階に，広い階にあっては数カ所K 設置

させ，災害が発生した階( 部分〉からその階あるいは周辺の群衆へすか

さず情報を伝達する乙とができ ，かつ同時にその情報がモ ニタ一等によ

り防災センタ ーおよび他の階( 部分) の関係者にも伝達する乙とができ

る体制が長適である。

災害の程度を直接に観察する乙とができない防災センタ ーからの非常

放送は，避難の嬰否等状況の把握に時間を要し，非常放送のタイミング

を失するおそれが多分にある乙とを指摘しておく。

( くまの しよういち 大阪市消防局予防部機動査察隊)
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建築と設備の定期報告制度

越 田 正 勝

近年，市街地における建築物は ，高層化， 大規模化かっ ，用途的 lζ も

複合多様化する傾向にあり ，同時にまた建築物の各種の設備や機構も高

度複雑化の一途をたと‘ っている 。乙のような趨勢は ，反面今 日の都市，

建築物がいったん災害の発生した場合1( ，多数人命の犠牲を呼ぶ危険な

緊張を抱え乙んでいる乙とにほかならず，国においても先年建築葱準法

が改正され，防火，避難lζ 関する基準の強化が図られる一方，特殊建築

物 ，建築設備および昇降機等の定期調査，検査報告制度が，建築物の防

災上，建築時のみならず， その建築物の所有者， 管理者または占有者

が，常に安全な状態で ，維持管理されているかを適時，チェックし ，災

害の未然防止と ，収容者の安全を図る上からも ，重要視されている。

そとで，建築基準法第12条第 l 項，第 2 項の規定で ，一定規模以上の

特殊建築物や，建築設備等の所有者( 管理者がある場合は管理者) は，建築

物の数地，構造および建築設備等の安全，衛生，防火および避難に関する

事項の点検，診断についての専門的知識を有する建築士や，特殊建築物調

査資格者，建築設備，昇降機等のそれぞ‘ れの検査資格者 lζ 定期的 lζ 調査，

検査をうけて ，その結果を特定行政庁に報告する義務を規定している 。

大阪府および府下の特定行政庁は ，ζ の定期報告制度に基づいて ，学

校 ，病院，診療所，劇場，映画館 ，演芸場，観覧場，公会堂 ，集会場 ，

百貨庖 ，< ー ケット ，公衆浴場，ホテノレ ，旅館 ，共同住宅 ，寄宿舎の各

用途に供する建築物と ，それらの建築物に設ける建築設備 と，すべての

建築物に設けるエレベーター，エ スカレ ーター，および遊戯施設等の定

期調査，検査対象物の拡大と，報告周期を短縮し ，府下特定行政庁の施

行細則を一律に改正し ，昭和49年 4 月 1 日から施行されている。その用

途 ，規模，および報告時期を一覧表 11: : 掲けると ，表のとおりである。

また ，大阪府においては府下の特定行政庁ならびに建築関係の各種団

体が，一体となり，府下に おける建築災害を未然に防止するため ，財団

法人大阪建築防災センタ ーを設立し ，市街地および建築物等の防災対策

11 : : 関する指導啓発，調査研究ならびに建築防災に関する専門技術者の指

導 ，育成と定期調査，検査業務等を積極的に推進して建築物等の安全性

の確保を期し ，府民生活の安全保持K 寄与せしめるため ，大阪府下の定

期調査，検査業務の代行を ，との地域法人が取り扱う乙とになるので，

担割日本1，! f l <担当品物安全センター

匝品日本担車止惜安全セン ター

血目日 本 Ｑｾ 陪ｾ，宜主センタ

中央法人

a 指定A 刊の: J ; 抱 d. :S;，持んら;1，. 2. 描世

b 資怖お :.，m宜H 出 入 ＧｩＧｖＮｾ 与の制，じ

のム緒 ｲｴｾ 士

｣ 丑 ｕｾ の e 地域法人の

l 布(T; ) 指呼同助

f その他

例大阪総 ｾ ｉ 坊災センター

地域法人

'. 1首〉ι'j'f'τ ，斜(7)!.'.c!也

b. iじWl lUi'i'判' ; ｾ＠ x. 1! 叫1長行政'i に

代。て指ＢｾＩ

c. l:i '1句ぜをrii (，";うな出 揃"1

､Ｎ ｾ ｩ［Ｎ鰍ｉｉＡ ＢＧｉｾ 行ｊＮｦ，

e その他

定期調査 報告対象建築物 覧表

用 途 対 象 規 模 報告の時期、周期

学 校 バ> IOOm'

昭 和49年度を第 l 回の報告時期

公会堂、集会場 A> 200m'  

とし以後 2 年間痛とする 。

公 衆 ，苔 場 バ> 200m'

病院、珍療所 ( 愚者

の収容施設のあるも バ> 200m'

のlこ限る .)
昭 和 50年度を第 l 回の報告時期

とし以後 2 年間隔とする

共同住宅、寄宿舎

F 尋 3 Ｈ 地階ｾ陪Ｈ Ｉ

バ> 300m'

劇 場 、 映 函 館

A > I OOm'  

屋外観覧席のもの

，寅芸場、観覧場

A > IOOOm'  
昭 和49年度よ 円毎年 l 固とする

百貨底、マーケ y ト バ> 300m'

ホ ア ル 、 旅 館 バ> 200m'

1主. 1 )  A  その Ｉｬｊ ｪ 主にｦｊ ｴ する ｩｾｩｬ 分の Ｑ Ｚｬ＼ ｉ Ｈｉｪ ＡｬＧＡ の介 ｉ Ａｉ

F 陥数

2  絞介ピルで、そ肉なかに技、円指定J l j j主再1>分があるときは、そのIlI j主に供する部分

を対象として訓告判i fFする

3  Ｉ 向＿Ａ｜換ｾ｜Ｎ ｮ 帆ｊｬ ｉ Ｇ 慨については、， ｾ ＺＱＱ 王朝 ｩｦｦ 町 範 ｉ ｉｬｉで行 うＮ

定期検査報告対象一覧表

用 途 対象規模、鈍図 報告の時期

公会堂、集会場
バ> 50001'

公 衆 ，苔 場
対象建築設備

l 換気設備 (空調を含む )

病 F完 法第28条第 21頁ただし魯、および第31頁に

寄 宿 舎
よるもので自然換気設備を除〈 。 昭 和49年度より

劇 場 、 映 函 館

2排煙設備 (機械排煙設備) 毎年 l 回

;去第35条による排煙設備のうち排煙殺を

，寅芸場、観覧場

有するものに限る

百貨l苫、マーケ y ト 3 非常用の照明装置

ホ テ Jレ、旅館
法第35条による非常用の照明装置に限る

エ レ ベ ー タ ー

すべての建築物に設置されているもの 毎年| 固とする

エスカレーター

乗用エレベーターまたはエスカレ ーター で観光のためのもの

ウオーターシュー卜 、コースターそ の他 これ勺に類する高架の遊

戯施設 毎年 l 固とする

メリーゴーランド 、観覧車、オクトパス、飛行塔その他これ勺に

類する回転運動をする遊戯施設で原動機を使用するもの

;E .  1  控ｾ， ｴｾｗｩ 町Ｎ挽Ｅ以側、排時， ｬｬ ｗ￬ 、 ｾｉ Ｇ 叩 ＱＱ Ｑ の ＡＡＨｩ ， Ｑ り ｬ 茨 ［ｲ ＮＺ については、 ｬｬｻｾ 千 ＱＱ ＴＵ ＱｦＧ Ｎ Ｖ

II 1  H  q) 法改JI': 1昭和46:1'- 1  I1  1  III迎行 後に，l.s築 1". '1，WI 改築および大波紋

丹 十史的 ｾ ｦｾｻ を含む が，n Iーさ il て1:1; 71: されたむの. むよヅII({ 千1149lj'， 4 11 1 11 以後

二 ＨＡＧｴ ， ｩ を住築物Ａニ ｵ ｬＮ ｬ 甘さ れた ｌ のが ｴ ， ｴｾ となる

2  住ｾ， ｦ 止 ｦｦｬｩＺ［Ｎ 今 ｉＢｉｍ 内て定 ｗｉ 殺伐を実地十る の て、今 ＱＢＱ の 検Ｍｲｴ ｦｬＱｩ 応を ｦｈ ;1;. 十ると、

次 1"1内組; 甘11 ::今1"1内情l-;+-;'II 上リ起11 して 1 :，・以1'，' :十る

報告すべき事項や報告様式は ，統ーした形式がとられている。なお定期

報告代行業務のしくみは ，左の図で理解される

指定対象物件の

所有名 ・管理者

乙とを望む。

乙の建築物と建築設備の定期報告制度の必要

性について報告義務者の理解をうるには ，現在

の諸法令の検査なり保守点検制度の競合が，わ

ぎわいするのか ，なかなか容易でない状況であ

る乙とは遺憾な乙とである。

現に使用中の建築物を調査，検査する乙との

困難性の多い乙とは十分了解できるが，本制度

が十分所有者なり ，管理者に協力をうるよう努

力する必要があり ，また防災上改善を要する点

があれば ，自主的な改善姿勢と調査検査者の適

切な改善指導が，重要な任務といえよう 。また

方 ，以上の主旨により是正に努力しても改善

できず ，かっ ，防災 ，避難，安全上 ，重大なる

欠陥があるものについては ，特定行政庁は確固

たる i法的処理により ，是正措置を完全に執行す

べきであろう。

( 注) c::く〉は、 一般的な業務mlf品を ー Ｋ はず己 ｗｉ 骨 ｈｾｾ 義務の流れを示すＮ
(e: しだ まさかっ ( 財) 大阪建築防災センター専務理事)
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- ビ ル 防災 に関する 12章

第 12 章

防災意識と非常時の心理

防災意識と非常時の心理

舟 橋 国 男

1 . 防 災 意 識

防災意識とは ，事故 ・災害ならびに乙れらに関連する諸問題ーーーたと

えば安全性，非常時の予想、と心構え ・対策等一一ーについての平常時にお

ける意識である。既往の防災意識に関する調査( 注 1 ) はそのほとんどが

個人についてのものであり ，集団意識を扱ったものは少ない。今後は ，

地域 ・地区，職場などにおける防災意識も採りあげられるべきであろう。

ζ 乙では，手近にある資料のうち ，大都市域住民の防災意識に関する

世論調査結果位 2 ) のうち，本号の主題「 ヒソレ防災」にかかわる防災意

識に推論の手がかりを与え得る と恩われる項目を採りあげ，乙れらを基

礎にして若干の考察を行ってみよう 。なお ，2 つの調査の結果を無差別

IC扱う ζ とをお断りしておく。

さて，表ー 1 fζ よれば，①関東地方で今後10年間関東大経災級の大地

震はないと予想するものe096，大阪では ， I大地震はない」 という安心

感が一般に根強いとされている( 朝日新聞 ，46.5. 29) 。乙の安心感に科

学的板拠はない。②自宅の耐震強度評価をみる と， 強い方195'ぢ，普通47

5E，弱い方289ぢとなっており ，一方，入居時における ，耐震性 ・避難難

易等の配慮は，要するに ，自己の所有であるか否かによって決まる傾向

がみられる。( ただし持家建設の場合でも335 ' ぎにすぎないが。) 地震に

よる被害は ，その住宅の所有関係とは何ら関係ないから ，乙の結果は，

「防災」というような高次の性能など組み入れ不可能な住宅選択基準し

か許されていない現下の住宅事情を物語るもの として受け取るべきかも

しれない。 乙の乙とは，③災害対策をみる とき一層明確に裏付けられ

る。大地震I時の対策を具体的に話し合ったもの39形，何か用意している

者37;; ちであり ，何もしていない者のうちω必はその必要を認めている 。

また，消火器の普及は全体の55- ω必程度である。つ ぎに避難場所で・あ

るが485 ' ぢが知っており ，そのmぢは行った乙 とあり としている 。乙のよ

うに，入居時の災害に対する配慮よりも ，その後の対策の方が全般に上

廻っている点，注目される。@問題を地域レベノレに移して，地震後火災

の心配については ，大きい4396，普通2996，少ない235 ' ぢであるにもかか

わらず，隣近所の人達と話し合った乙とは ，全くない735 ' 仰と及び，個人的

には16% ，町内会などで 8 5 ' ちといった程度である 。さらに ，町内会なと

( 乙れが存在するのは全体の約8696) の活動について，期待できぬ5696，

より充実させる方がよい とするもの585 ' ぢである。逆にいえば，地域組織

に期待しないし ，防災活動のための充実も必要なしとするものが住民の

約半数近くいるわけであり ，現在の大都市域K おける「地域社会」の一

面を示している。まして，大地震時避難 ・防火のための区画整理という

案に至つては反対2896，賛成だが不可能56タム賛成 ・可能1096となり ，

悲観的である。

表ー 1 世論調査にみる防災意織

CI' *  * 今後 10年間関東地方に関東大震災級の大地震は起 こるか。

大地震はおこる 40% 

地震はおこらない 60 

計 100

2  * お宅の建物の地震に対する強さは どの程度か。

強いほう 19% 

まあ普通 47 

ｾｾいほう 28 

不 明 6  

計 100

*お 入居した時、大地震に対 する 耐震性、道難のしや すさ等を考慮したか。

考1 ! した 考慮しなかった

33%  67%  

18  82 

13 87 

9  91  

9  90 

家を建てた人

家を買った人

家を借リた人

部屋を借りた人

7 ンシ ョン

3  *' 大地震の時、どうするかを具体約に話し合 った か。

話し合った 39%  

話し合っていない 61 

計 100

火お 大地震のときのとめに何か用 意し ているかc

している
37%  

63%  
していない

つ 二 全 だ カ ら 加 し

しても意味ない

必要はあるがまだしていない 60 

まじめに考えたニとなくしていない 22 

その他・不明 ・無回答 10 

計

100 

3%  

100 

*  * 都の防災会訟で割当てら れた広域迎難場所 を知っているか。

型 ュエとｾ 48% 

知らなに I 52 

計 100

1:行ったことがある 72% 

行ったことがない

E十

4 本大地震後火災の危険について、 この地t車はどうか。

必 ｾ￨ が大書い

普 通

心配が少ない

不 明

28 

100 

43%  

29 

23 

5  

100 

-
+』目

苦

闘

手本 大地震について隣近所の人達と話し合ったか。

町内会などで話し合った 1  

町内会などで話し合ったとさいてい る l

個人的に話し合った

個人的に話し合ったことはない

ほとんど近所づさあいがない

その他 ・無回答

計

8%  

16 

73 

99 

本地震や火災で地域に被害が出た時、町内会の活動は期待できるか。

活動できる 26%  

あまり期待できぬ 56 

不 明 19 

計 101

ネ隣近所が協力できるよう隣組組織をもっと充実させた方がよいか。

充実させた方がよい 58% 

そうは思わな い 19 

不 明 23 

計 100

'* *' 大地震時の追主総場所 ・避難道路 ・防火用水等確保のための区画笠理

をす べき だという案についてどうか。

反 対 l 所有催侵害、避難場所はあ ¥ 28%  

|る、地震があ るとは限らぬ 、1

1行政責任の民間転嫁 l  

賛成 ・不可能 /地主の反対 で、 今の行政機 ¥ 56 

4揮では無1里 j  

成 ・やれる 10 

不明・無回答

計

10 

104 

l設 問 現 は絡記 してある 。原 資 料 は 以 下 山 。出典は世論調査年鐙

* 印は、 r大都市住民の防災意識 J 総理府Bi346 .6 7  

東 京 名 古 屋 大 阪 の 三 大 都 市 圏20才以上男女3.0∞名 、 面接

*  *.0は、「大地震に関する世田谷区民の意識調査 J 世田谷区 、日目47 . 1

区民 20 69才男女 1.060名、面接
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表- 2 行動的環境わ主な要因

非常時の心H'. '- 一 行動的環 境

表- 3 火災覚知直後と避難途中の意絵

主体側の条件一一一「一一主体の備え

ト一一他者との関係

I  (集団の構造)

」一一地理的環疫の認知

ヒ 事 故 の 認 知

空間の認知

地理的環境の一一寸一一事故の特性

条件 し一一空間の特性

( 堀内三郎ほか，大洋デパート 火災における避難行動につい1

て，昭和49. 10 建築学会大会 I  

覚知直後の意殿

¥lii |割引: Ｑ ｾ ｴＮＺ Ｑ 表作 ｼ 合
い ろ た 針 つ ら 明 他 針

鹿 階 4  
。

2  d  2  2  
。

10 

7  28 7  8  ｾＳ＠ 11 11 1  

“  

6  2  
。

3  
。

5  

5  5  2  4  11 4  5  
。

20 

4  3  2  d  3  
。

10 

3  2  4  7  4  
。。

11 

合計
44 13 19 76 25 20 122 

避難途中の心理状態

¥|71211:  
屋階 5  9  

53 11 2  

“  

5  

5  11 6  2  19 

2  10  

11 11 

合計
75 39 6  120 

以上，自己ならびに家族の根拠地を守るという ，誰もが最も関心を抱

き価値を置くはずの問題でさえ ，とのような結果である。乙乙で「 ビ、J レ

防災」に絡ませて考える と， 一般に「 ビl レ」は社会的公共的な ものか，

もしくは， 経済活動手段であるから ， 住宅とは途って， その防災対策

ι 一定限度，充実させられ得る 。 しかしながら ，ビ‘ ノレに対する防災意

識は，所有者 ・管理者 ・従業員およひ7利用者のいずれにおいても，住宅

のそれより稀薄であろう 。たとえば，最近の大災害や，それに相前後す

る施設 ・設備の点検結果などは (注 3 ) ，防災施設 ・設備の設計，維持管

理がきわめて不完全な状態である乙とを例外なく示 している 。乙れは，

経営者 ・管理者の「防災意識」を如実に示すものであると同時に ，その

ような ヒソレで、働いている従業員 ，ならびに利用者のそれをも物語ってい

るといえよう 借 り。各種の災害統計を見るまでもなく ，周囲を見渡せ

ば， i 平常時」におけるわれわれの生活が，無数の危険に満たされてお

り，高密な都市生活空間は常に，大災害への可能性を秘めている乙とも ，

知らないわけではない。にもかかわらず，われわれはそうした危険のも

とに ，平気で，働き ，利用し ，時には，楽 しんでさえい る( と思ってい

る) 乙ともまた事実なのである 。原理的には ，二重接近回避型の葛藤に

アナロジカ J レな状況での， 一つの行為ノぞタ ーンを示している。ー一一「ソ

ンナ コト J は自分の上 lζ 振りかかる筈はない一一 。

66 

客席

ｾ ｾＩ ｾ＠
h ト→ 時間 ト → 時間

51ヱゴ山J三三百

， 
。

女 l 女 2

。 建物外死者

凡例 L  建 物 内 死 者 男

L 同 女

刊吋はしご車による生存者

ーー+ ダイビングによる H  

一→ fj [ 助袋による n  

｛ｾＺ｝＠ サJ レベージシートによる q

-→ 自力脱出による

ｾ＠ j重出入口

;主 本図 li 、「千日デパート 火災概況」第 2

報( 大阪市消防局 ) P . 19、 P.29、 P.30に

基 づ く。この時点では、生存者 ・死者の

属性が不分明であ った。

男日、女2

図- 3 パニ ν ク発生の図式

(; 主8 の文献 Pl 70による )

恐 らく，乙乙には，不安や狂気か ら逃れるための心理的メカ ニズムが

働いている 。もし ，っきつめて明日のわが身を思えば. 安閑 とは してい

られない現実一一それは未知の要素を常に含み不安の騎りは拭いきれな

いーーーに対し ，心理的ホメオスタシスの原理による防衛機制ー一一乙の場

合は ，回避および否定一ーが働いていると考え られる 。

こうして，変わった乙とが起乙りはしないかと恐れ戦いて生きるので

はなく ，明日もまた今日と同じであり ，是非はともあれ，パラ色の未来

でも灰色の終末でもない ，あの日常という枠のなかにはまり込み「安定」

する 。

2. 非 常 時 の 心 理

非常時とは ，今述べた日常の否定，つまり ，異常とその突発である 。

心理的に重要な婆件は，突発性であり ，いかに「異常な乙 と」であって

も，それが待ち構え られていたり繰り返されたりする場合は非常時でな

くなるといえよう 。時間的規則性を欠き，予測を越えた と乙 ろに「非常

時」が成り立つ。

ある状況における心理は ，周知のとおり ，その主体がおかれている行

動的環境に依存する 。乙れに関連する主な要因を列挙したのが表- 2で

ある (注 目 。乙れについて，以下二，三の考察を試みる 。

.州



① 事故の認知を大きく支配する事故自体の特性 lζ は，外力と影響の

種類，影響鉱大の共時的範聞 と方向性，時間的経過の型，等が考えられ

る。以上を模式化したのが図- 1である。事故の認知において問題の大

きいのは ，火事の場合で，出火現場 lζ 居合わせた者を除き ，他の場所IL

は，煙 ・アナウンス ・人声 ・気事[' . . など間接的 lζ ，かつ当然 ，遅れてし

か伝えられない。したがって ，もし適確な情報伝達が欠けるなら ，慌て

ふためく者， 油断したり好奇心に駆られる者 ，理由のない恐怖に陥る

者，無駄な努力 KI 時を失う者，等間ーヒ・ノレ内で ，行動的環境を大きく異

にする人々が併存し ，彼らの相互干渉が起乙ればより一周混乱を l呼ぶ。

② 空間の特性については ，退避 J レート の存否が決定的である。乙れが

いかに認知されているかが，合理的に対処しうるか否かの岐路をなす。

われわれは ，行動的環境に対する適合的行動しか採れないから ，それが

地理的環境とズレるとき ，たとえば ，すぐ横にある潜戸が分からなかっ

たり ，地上までの高さがとく近いものに見えたりするとき，悲劇が生じ

る。 図- 2 は，千日デパー トプレイタウンの死者生存者の状況を示して

いるが，従業員関係の室か ら主主助された人数が相対的に多いのは以上の

事情の一例を示すものである。

③他者との関係については ，一人または家族のみで，事故に会ったよ

うな場合は別にして ，集団を成している場合，その構造 ・特性とそ乙に

おける自己の位置が重要である。一時偶発的な集合いわゆる群集か，組

織の明確な集団か，指導者の有無，成員間の親近感等々。

突発するもの，が「非制時」であると乙ろから，その心理の内容は ，

不審感 ・注意の集中 ・驚仰などで始まり ，状況に応じて ，不安 ・焦燥 ・

恐怖 ・時に失神といったものに推移するであろうと思われる。城内教授

らの調査結果を引用させていただくと 表- 3の通りである。どのような

要因の組み合わせが， どのような心理をもたらすかは ， よく分からな

い。いずれにせよ ，乙うした強い緊張回避の特徴は ，認識と活動の領域

を縮小するという乙とであり，自由を切り詰めるに等しく( 注 6) . いわ

ば融通が効かなくなる。非常時 IC人が "動物的 " になり " フ- ) レ" で，

“ フェイノレ " しやすいといわれるのも ，乙れによる。

最後に ，パニックについてであるが，乙の定義は確定的でない。一般

にその発生は ，緊急脱出の必要に迫られ，残されたわずかな脱出口を求

めて，すべてか無かの選択の下 IC立ち ，したがって自分自身のためにの

み全力を集中するときであるといわれる( 注 7 ) 。個人についてはいわな

い。スメノレサーは集合行動に関する理論のなかで( 注 8) パニックを「ヒ

ステリ 一的信念にもとづく集合的逃走」と呼び，興味深い図式を提示し

て い る ( 図 3  ) 。パニックにおける心理 ・行動の特徴については ，成

員聞には共通の目標があり ，組織関係は成立せず，コミュニケーション

機能は阻害され，また ，被l暗示性や無批判性が高まり ，感情的 ・情動的

でついκ は，精神に異常を来たしたり ，意識を失ったりするといわれる。

(注 9)

( 注 1 ) 既往研究ではまだ卜分な体系化が行われず，防災意般の要因や構造については今後の

問題であろう。

( 注 2 ) 厳密な意味で「意滋調査」を考えれば，潜在意識の他湿など，方法上の検討が必裂で

あり ， その点からみて， ζζｉｃＣ 照したデータは問題がないとはいえない。設 ｲｾｪ され

てはじめて気付くような内容でも，それ相応の回答が与えられるわけであり，かっ ，

価値的意味の含意されるものにおいては ，結果を割り引いて受け取る必婆もあろう。

〈注 3 ) 昭 和48年 12月消防庁発表. 181 百貨1苫の点倹結』柱。』園内三郎他，京都市中京区の主要

ピル IC於ける防災避鍵チェ， 9 昭 和49年10月，建築学会大会。など

( 注4 ) 従業員や利用者が「無責任」であったり「鈍感」であるというのではない。

( 注 5 ) 問題は E れらの要因と心理との凶係，要因l坦精進にあるが， ζ れも今後の課題であり

推測の岐を出にくい段階である。

( 注 6) ロロ ・メイ 不 安 の 人 間 学 小 野 泰 時 以

銭 信 瞥 房 P  P  185 - 186 

( 注 7 ) 雄竹院 パニ γ ク一一流言 !lJ. 語と社会不安，日経新笹 P  P52- 53 

なお. c . の表現は「逃走のパニッタ J IC即したものであるが. : U いだめ，とりつけな

ど「獲得のパニック」についても同織であるとされている。

E の点については宮崎義一，パニックの社会経済構造 世界 1974年 7 月も怠照。

( 注 8 ) N ・J ・スメルサ ー 集合行動の理論

会 田 彰 ・木原孝宮沢 誠 i J l !f!i} P167 

( 注 9) 南 開 体 系 社 会 心 理 学 光 文 社 P P449- 453 

同 大衆現象の心理現代社会心理学 4 中山容庖. P  P247- 248 

( . . 1、なはし くにお 大阪大学工学部建築工学教室J
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そのとき残った床材は・. .  

ア♂ムストロソヴ長R床材

だけで、した。

数々の庖舗火災のあとに

ア♂ムストロソゲは

色も柄も健在でした。

女アームスト口ンク‘カーへ。ッ ト 新 発 売 /

アームス トロ ンク長

尺床材は、東京消防

庁防災性試験規程

「階段に使用する敷

物類の防災性試験規

格」 に適合という判

定を受けました。

付 r ns t r ong

西 日 本 営 業 部



ヘ完ヘ。きの備え

| 新消防法令に適合した確かな，性能1

クボタ K D形シリーズは、 2 5 K V A から オ 8 5 1く V Aまで全部

で 9 機 種。

い ず れ も 新 消 防 法 令 が 定 め る 消 防 設 備用 自 家 発電 設備 の きびし

に 適 合 し た デ ィ ー ゼ ル 発電 装 置 で す 。

ビルは もとより、レジャー施設 、ホテル等の“ 防災 " 設 備

あ し い 威 力 を 発 揮 します 。

な 空 気 始 動 式 で す 。始 動 ミ ス が あ り ま せ ん 。

自動でノータ ッチ 。調 整 な ど の わ ず ら わ し さ も あ り ま せ ん 0

・2 週 間 に 1 回 の 無 負 荷 自 動 保 守運 転 ( 1 回 約 5 分 間 ) がタイ マ

ーによ って 自 動 的 に 行 なわ れ、その 回 数 が 表 示 さ れ ま す 。

(実 用 新 案 申 請 中 )

. コ ン パ ク ト 設 計。据 え つ け ス ペー ス を と り ま せ ん 。

司副首. . 吾; f ー 笹 阻 誕 電 量 置 問 シリーズ

ゆた力1な人間環境つくリ

欠億四銭工

久保田鉄工 (株 ) 内燃機器営業部

本 社・大阪市浪速区船出町 2丁目 2 2番 地 電 (06 )631- 1121 ⑤ 556

東 京 本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 3 の 3 電 (03 )279-2111 <iii>103 

九州支庖・福岡市博多区博多駅前 3丁目 2番 8号 電 (092)451ー 1121 <iii>812 

北海道支庖 ・札幌市中央区北三条西 3丁目 1番地44 電 (01 1) 231- 8271 ⑤ 060 

名古屋支庖・名古屋市中村区米屋町 2番地 6 7 電(052) 563- 1511 ⑤ 450 

名 取 s s  . 名取市田高字原 1 8 2 番地の 1 電(02238)4-5151 <iii>則一11

高 松 s s ・高 松 市 藤 塚 町 1丁目 1 1番 2 3 号 電 (08592)23-5011 <iii>760 

堺 製 造 所 . ! 界 市 石 津 北 町 6 4 番 地 電 (0722)41 ー 1121 <iii>590 
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システム防災の一一一一ー

防災運動制御盤
="/9: ー

|切火 ・排 煙 ・避 維 等 の防 災 設 備 の 中 央 制 御 方 式 に 使 用 す

るiljjJ 御 盤 で す。 述 動 器 と 煙 感 知 穏 を 接 続 す る 事 に よ っ て

端末機株を自動制御し、照光式の ｴ ｾ ｬ ボタンにより遠隔操

作 及 び 端 末 機 器 作 動 表 示 が 出 来 ま す。

その 他 ロ ー カ ル リ レ ー 歯 ・ ロ ー カ ル バ ッテリー・ )1贋送 り

装 置等 の オ プ シ ョ ン を 持 ち 、 複 雑 な シ ス テ ム も 充 分 に 満

足 させることができます。

- 特 長

・標準型を 5 回線から 5 回線ごとの50回線迄壁掛

け型となり、コンパクトな制御盤で、取( 寸工事も

簡単です。

・煙感知器の信号処理回路は“ 連動器" として外部

に取り出しましだので配線本数ガ少くなりましだ。

・地区表示窓と遠隔操作スイッチガ一体化されだ照

光式の押ボタンを使用し、操作の際に生ずるまぎらわ

しさをなくしましだ。

・盤内蔵の制御停ヰスイッチを O Nにして、地区押ボタ

ンを押せば“ 連動器" 地区灯の作動試験ガ出来ます。〈芝だし、

端末機器は作動しませんので通常は定{ 立として下さしひ

・連動停止スイッチを O Nにすれば、煙感知器の作動試験ガ

できます。この時押ボタンを押せば端末機器は作動します0

・内蔵電源だけでは容量不足の際は、外部に “ ローカルバッ

テリー" を接続できJ 口 力ルバッテリー" の電圧チェック

もできます。

・大容量の端末機器を同一回線で多数制御しだい場合は“ 11慎

送り装置" により制御出来ます。

・“ 運動器" の制御リレーは D C 5 0 Wですガ、多数の端末機器

又は多回線で一つの端末機器を作動させる場合には“ 口一刀

ルリレー函" ガあります0

・前記の様に“ 連動器¥“ ローカルバッテリー"， "JI 慎送り装

置' ¥“ ローカルリレー函" と各種のオプションガありますの

で制御盤は標準でもシステムは自由に組む撃ができます。

l - 先(立 |
本社 / 東京都渋谷区幡ケ谷 1 11 7 軍

203( 468 1111 大代表) ( 469) 5670 直通



弊 社 は 長 年 に わ た り 、 ビ ル や プ ラ ン ト の 電 力 ・

動 力 の 監 視 制 御 装 置 に つ い て 、 す ぐ れ た 技 術 を 蓄

積 し て ま い っ て お り ま す が、 防 災 監 視 盤 に お い て

も、 そ れ ら の 技 術 を 駆 使 し て 実 績 を 誇 っておりま

す 。

写 真 に 示 す 防 災 監 視 盤 は

小 形 化

操 作 ・ 監 視 の 簡 便 化

をはかった、その 一例 で あ り 、 制 御 幹 線 の 電 線 数

を減らすとともに 、 制 御回線の常日時スキャンニン

夕、、 ・チェ ック に よ り 、 そ の 異 常 を 検 出 す る な ど の

機 能 を 侍 っております 。

防 災 シ ス テ ム は 、 単 に 法 的 規 制 を 満 足 さ せ る だ

けでなく 、 “ より安全" を求めて、有効に働くも

の で な け れ ば な り ま せ ん 。

弊 社 で は 、対 象 建 築 物 の 規 模 な ど に 応 じ 、 み な

さ ま の オ ー ダ ー に 最 適 の も の を 提 供 す る た め に 最

善 の 努 力 を つ づ け て お り ま す 。

ご 用 命 を 心 か ら お 待 ち い た し ま す 。

国 営 業 品 目 国 高 低 圧 配 電 盤 ・各 種 監 視 盤 ・自 動 制 御 盤 ・分 電 盤 ・監 視制 御装 置

⑬ 日 満 電 気 株 式 会 社

大 阪市 淀 川 区 + 八 条 3 丁 目 19 - 8  雷 (06) 331- 2 2 61  

東 京 支 庖 雷 (03) 445- 1628 

福 岡 支 庖 雷 (092) 451- 8481 



，ー冨の防火戸・排煙設備制御システム

く順次作動方式〉を採用。

オリジナルです。

U

 

¥

¥

一

戸

/

防 火 戸 が し ま る シャ ッターがおりる 非 常 扉 の 錠 が あ く 排煙設備が作動する

ロ順次作動方式を採用したため、経済的になりました o

U 防火戸・排煙口・非常口などの電気錠は従来より多く

接続できます。

辺維持管理が容易です。

ロシステムを完全醐じとしました o 1  

防 災 設 備 の 総 合 メ ー カ ー
排煙設備操作函

それッ、出火だ ノ感知と同時に、防火戸 ・

排煙設備等がオートマチックに作動します。

安全な避難路を確保し、人命被害を未然に

|功ぐための I - ! ! 独自のシステムです。

防災設備の総合メーカー ・，ー冨 では、建

物 の 規 模・桃造に応じたシステムを用意して

おります。 気軽にお問合せください。

能 美 防 災

，・書の防火戸制御システム例

オートヒ ンジ

大 阪 支 社 〒 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 本 通 1 - 2

( 世 界 長 ビ ル )

官大 阪 ( Cお) 371- 9012(代 表)

社 干 102 東京都千代田区九段南 4- 7- 3

官東京 ( 03) 265-u211 ( 大代表)

操作面

，':，1$ 

ｾ ［＠ _...:.令、

Ｏ ヮ， ｾ Ｂ



z昆E 事ヨー

防火戸 • 排煙設備制御装置

火災報知設備連動制御システム図

制 御 盤

@  

lニ L ・L 1 _  

L  (  L  L L  

o  0 ・0 0 0

L Lー L L L

o  0  0  0  0  

面 I

-

ハイロック

本 体 は 扉 裏 盛 埋 込 式 で す 。 ( 火報

の 埋 込 型 発 信 機 の 取 付 と 問 機 に な

りました ) 取 付 が 簡 単 で す . ( サ ッ

シ へ の 加 工 を 必 要 と し ま せ ん ) 消

費 電 流 が 極 的 て 小 さ い で す 。

このハイロ ック は 通 常 マ グ ネ ッ ト

によ円防火戸を吸着していますが、

電 気 信 号 を あ た え る と 、 マ グ ネ ッ

トの励磁がゼロとな η ドアはオー

トヒンジ 、 ス プ リ ン グ ヒ ン ジ 等 の

復 元 力 に よ 円 自 動 閉 鎖 し ま す。

錫 思 ロ
，，，，;ロド ア

イ士 様

型

名 | R C A - A W口 口型

( 口口内 は 回 線 数 を 示 す )

情

造 | 壁 鉛 露 出 型

|1 . 6 mmJ 車 磨 鋼 板 製

塗 装 色 ＱＷ｟［ｾｾ Ｎ ｾ ｻ ｌＱ＠
メ ラ ミ ン 焼 付塗装 仕 上

電 源 電 圧 I A C - I OOV 50/ 6 0 Hz  

O C - 2 4 V  

予 備 電 源Ic 密 閉 型 鉛 蓄 電 池 内 蔵 )

回 路 電 圧 I OC - 2 4 V

感 知 器 が 火 災 を 感 知 す る と 信 号 が 受

信 機 に 送 ら れ る 。 そ れ に よ っ て 、 受

信 機 か ら の 信 号 が 制 御 盤 に 送 ら れ ②

の 開 放 ( 解 錠 ) 装 置 が 作 動 し ③ の オ

ートヒ ンジに よ って 各 ド ア は 一 斉 に

自動 閉鎖( 開放) します。 非 常 錠 作 動

の 時 は 警 報 ブ ザ ーが日鳥重力し解錠され

たことを知らせます。

以下ドアごとの説明をします。

制 →

。F皆別府l御 標準イ士機

@  

発生階及び直上階冊目l御

御指定により可

⑧ 

一斉制御( 手動起動押釦 1;1:' 1ケ

にな η ます) 御指定により可

接 続 煙 感 知 総

2 積 ( PI D- 2 日)

3 積 ( PI D- 3  C)  

端末機器の接続数

l 回線に付ハイロ y ク15ケ

レリーズその他は 5 ケ

DC- 24Vベル又はブザー外付

用端子あり . 外部機緑運動用

.f (T) 他 の 無 電 圧 a 接点 ( DC- 24V)

( DC- 24V、 1  A ) 端子を各国

織とも l 組づっ有している .

標 準 回 線 敏 03 .  05.  08 .  10 15.  20 

イ士 様

l) 
定 格 電 圧 DC- 24V 

定 格 電 流 O.43A 

通 電 定 格 瞬間( 自己遮断型)

接 続 端 子 数 2 線( 閉鎖確認をとる場合 4 線)

15旬以上

保磁 24V 電圧印加時 1  kq以下

3  
取 イサ 日o x

J I S大型四角コンクリート

ボックス 119X l 19 X 75

〈】議 - . . " 匙

Ｖ ・ＣＮｾ害害額
. 火災報知段備

・ 消 火 装置

. 電子後器 C A T V ' MA T V共聴股備

大 阪 支 社 大 阪 市 西 区 立 売堀 上 過 1 - 25 06( 532) 5251  ( ( ¥; ) - 8 

本 社 東 京 都 品 川 区 上 大 崎 2 - 1 0 - 4 3 03 (444) 4111 (大 代 }



n  06 (203)  5781  

公 06 (203)  0951  

公 06 (203) 3821

合 06(203)  5781  

公 06(203) 5081

E 理担割司璽覇軍需聖書目

抗議電 引外しし ゃ断 器

(株) 目立製作所大阪商品営業所

・漏電 しゃ断器

目立化成 (株 ) 大阪営 業所

・感知器 (各種)

(株 ) 日立製作所大阪営業所 ，"' ，541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル)

・部屋別火 災讐報 システム ・C CT V システム

目立電子 (株 ) 大阪営業所 再 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル)

. C CT V 用バ ロ ン同軸ケーフル

目立電線 (株) 大阪営業所

・ビル出入管理システム

(株 ) 目立製作所大阪営業所

昇 。541 大阪市東区北浜4-6 ( 日生目立ビル )

手?" 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

，"' ，541 大阪市東区北浜4- 6( 日生目立ビル)

技術の目宜

- 自 動火災報知設 備

(株 ) 目立製作所大阪営業所

・防 災無線設備 。

目立電子 (株 ) 大阪営業所 ""，541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

・防災用電話機 ・自動通報設備 ・自 動録音装

(株 ) 目立製作所大阪営業所 高 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

・インターホ ン ・トラン シーパ ー

臼立家電販売 (株) 大阪営業所

・漏えい同軸ケーフル

目立電線 (株 ) 大阪営業所

n  06 (203) 5781 

公 06 (203) 5781

合 06 (203)  0951  

'''' ，541 大阪市東区北浜4-6 ( 日生目立ビル)

""，541 大阪市東区北浜4- 6 (日生目立ビル )

Ｍｦｴｬｉ ト Ｓ 車部 ｾｬｊ ｭ 昆 ｾ宰ー

n  06 (203) 5781  

公 06 (344)  1481 

公 06 (203) 3821

n  06(203)  5781  

合 06 (203) 5781

n  06 (203)  5781 
@' ，541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル)

公 06 (203) 578T 

圃蚕藍 君 臨［ｉＡ現ＡＮＮｾ開 ｩｦ ヨ・

- 消火栓および消火栓用 ポ ン プ

(株 ) 目立製作所大阪商品営業所 ξ !'J 541 大 阪 市 東 区 北 浜4-6( 日生目立ビル)

・スプリンクラおよびスプリンクラ周ポンプ

(株 ) 目立製作所大阪営業所 w 541 大阪市東区北浜4-6( 日生日立ビル ) n  06 (203)  5781  

n  06 (203) 5781 

合 06 (203) 0951

w5 41 大阪市東区北浜4- 6 (日生目立ビル )

w5 41 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

n  06 (203)  5781  

- ディーゼル発電機 ・サンパワー ( ポータブル発電機)

(株 )目立製作所大阪営業所大阪商品営業所 ⑤ 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル) 公 06 (203) 5781

・工マーパワー (非常照明灯用予備電源装置) ・エマーパック(サンパワー用蓄 電 池 設 備) ・防災用 非常電源箱

目立化成工業 (株 ) 大阪営業所 ⑤ 541 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ビル) 雪 印 (203) 5081  

・防災用電 線 (耐火 ・耐 熱) ・フレイムマスチック

目立電線 (株 ) 大阪営業所 ⑤541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生日立ビル)

<1">530 大阪市北区堂島中ト50-1(毎日大阪会館南館)

""541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

@，541 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ビル )

⑤ 541 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ビル)

Ｍｅ 蓮 ｦｾ 佐観事珂「 斥 圃圃

- 非常放送設備 (重出)

(株 ) 日立製作所大阪営業所

・防災無線設備 (重出)

目立電子 (株 ) 大阪営業所

・非常 用エレベータ

(株 ) 目立製作所大阪営業所 w5 41 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ビル )

Ｍ・副書忌藍事反事時 ｲ ｾ

火

災

の

早

期

発

見

か

ら

避

難

・

誘

導

ま

で

・

・

・

・

シ

ス

テ

ム

で

安

全

を

守

り

ま

す

。

Ｍｅ 孟孟 Ｇｾ｛ ｪ 義 遣準 法 ［ｉ ｽ 主 家主ヨ・

- 非常用排煙ファン

(株 ) 目立製作所大阪商品営業所

・非常用放送設備

(株 ) 目立製作所大阪営業所

・非常用照明器具・誘導灯

目立照明電材 (株 ) 大阪営業所

公 06(203) 3821

- ・・阪1 ; 1同'';;1完封i 5fr言圃 圃 圃

- ビル出入監視 システム

(株 ) 日立製作所大阪営業所 n  06 (203)  5781  

n  06 (203)  5781 

公 06(201) 1561  

⑤ 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル )

⑤ 541 大阪市東区北浜4- 6 ( 日生目立ビル)

ｾＵ ＴＱ 大阪市東区淡路町 ＴＭＵＴ (興和淡心ビル )

- . ! 1 ; 官経量函院彊叡- = -

- 防災センタ ー (中央監視室)

(株 ) 目立製作所大阪営業所

目立 プラン 卜建設 (株) 大阪営業所

合 06 (201 )  1561 
⑤ 541 大阪市東区淡路町4-54 (興和淡心ビル)

- E長語圏固耐掴圃" ' 1 0 : : 通語三重! 圏

- 設備設計全般 ・設備施工 全般

目立プラント建設 (株 ) 大阪営業所

・保守管理全般

目立電子サービス (株 ) 大阪営業所 ⑤ 541 大阪市東区北浜4-6 ( 日生目立ビル )

目立ビル施設エンジニアリング( 株)大 阪 営 業 所 ⑤541 大阪市東区高麗橋2-53 (小 山 ビ ル)

n  06 (203) 5312  

n  06 (202) 7041 

- 目立防災設備 ・機器のお問い合わせは

自 主 製 佐 賀 耳 大 阪 営 業 所 通 信 機 課

さ!'J 541 大阪市東区北浜4-6 ( 日生目立ビル)

公 0 6 (2 0 3 )  5  7  8  1  (大代表)



建 築 基 準 法 の 改 正 に よ り 特 定 の 建

築物には排 蝶 設 備 の 設 償 拭 義 務 づ

けられています 。

ナシ ョナ ル で は 、 高 度 な 送 風 技 術

と制御技術を駆使し 、煙の感知か

ら排塊までのすべてのl f J J J作 を 自 動

化した 自動 排 煙 システ ムを完成さ

せました 。

・排煙機から端末総まですべて

ナシ ョナル製品てる一 貫 し た シ ス

テムカ常任めます。

・非 常 電 源 がつ干:，.J g t で、設備貨が経

自動起動鐙

自

動

排

煙

シ

ス

テ

ム
60機種ありま

建 築 物 C: ご採

出窃

・ こ ん な 防 災 機 器 も あ り ま す ・防 災 ア ン プ ・非 常 照 明 用 全 自 動 直 流 電 源 装 置 ・自 家 用 予 備 発 電 装 置 〈セ ル パ ワ ー〉 ・非 常 用 メ ガ ホ ン ・常 備 灯

・強 力 ラ イ ト ・住 宅総 合 イ ン タ ー ホ ン ・ ト ラ ン シー パ

ミ州…問中園

盆王室呈

・お 問 合 せ は ー ー 松 下 電 器 ・ 全 国 特 俊 営 業 所 ・ 電 設 / 電 材 担 当 者 へ ど う ぞ。

札 幌 ( 241 ) 1271 東 京 ( 453 ) 3 111 新 潟 ( 46) 2 111 静 岡 ( 45 ) 1241 京 郎 ( 231 ) 8851 岡 山 ( 25) 1311 福 岡 ( 271 ) 11 3 1  

仙 台 ( 25 )  8 1 1 1 千 業 ( 43 ) 2985 金 沢 ( 61 ) 2 151 名 古 屋 ( 951 ) 6211 神 戸 ( 391 ) 782 1 松 江 ( 21) 0702  

字 邸 富 ( 37 ) 2231 繍 浜 ( 681 ) 3941 総 本 ( 26) 25 15 大 阪 ( 346 ) 5151 広 島 ( 43 ) 7711 高 松 ( 21) 112 1  

社会と共に歩む技術のf 益#，6，



緊急事態発生. ゲ

この時こそ信頼された偉力を発揮する

モリイの総合防災システム

見易く、扱い易く研究されつくした

防災監視盤

ω 森 井 電 業 株 式 会 社

- T T - 大阪支庖 2 2 ; 6 2 : ; i t t z ! ? J Z Z Z E 2 5 ;  

戸ｾ

邑 業手重 目

本 社 干108 東 京 都 港 区 三 田 2 - 1 9 - 1 2

電 話 東 京 03 (451)  9  6  1  1代 表

東 京 支 庖 干140 東 京 都 品 川 区 南 品 川 4 - 1  - 3  

電 話 東 京 03 (474)  3  2  2  1大代表

福 岡 支 底 〒810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 2 - 2 0

電 話 福 岡 092 (75) 6  9  6  6 代 表

名古屋営業所 〒453 名 古 屋 市 中 村 区 長 戸 弁 町 3 - 4  1  

電 話 名 古 屋 052 (451)  7  4  4  5 代表

広 島 営 業 所 〒730 広 島 市 大 外I 2 ー 1 1 ー 7

電 話 広 島0822 (83) ‘ 6 0 0  1代 表

仙 台 営 業 所 〒980 仙台市国分JDJ 1  - 8  - 14第 2 協立ピル

電 話 仙 台 0222( 22) 7022 ・(23)8040

札 幌 営 業 所 干060 札 幌 市 中 央 区 南 三 条 西 8 - 4  

電 話 札 幌 011 (251) 6 4  8  4  

監 視 制 御 装 置 制 御 盤

R C C システム( 電算機応用装置) . M U 型 動 力 制 御 盤

ピ ル 設 備 総 合 監 視 制 御 装 置 ・コントロールセンター

簡 易 形 監 視 制 御 盤 ・各 種 自 動 制 御 鍛

各 種 入 出 力 変 換 装 置 ・ そ の イ也

防 災 総 合 管 理 蛾 ・高 低 圧 受 配 電 盤

搬 送 監 視 i l J lI 御 装 置 ・分 電 鍛 ・ 端子自主

計 画 ・設 計 ・製 作



E蓋 誼

ス

消 防 庁 技 術 基 準 適 合

非常警報設備認定業務委員会

一非常警報設備シリハ口

AC100Vを結線するだけ. • • • • • 

電子サイレンでウ~ウ~ウ~
小 型 警 報 設 備 の 決 定 版 /

4 E - 0 0 4  認 定 番 号

ン

!

レ

)

問

イ

崎

日

サ

い

む

常

任

非

長

. A C I O O V を 結 線 す る だ け ・ ・・ 0 ・工事 が 簡 単 で す 。

・電 子 サ イ レ ン音 で ウ ~ ウ ~ ウ ~ ・停 電H寺 で も 同 じ性 能

・ 寿 命 の 長 い ニ ッ カ ド 電 池 内 政 ・電 池 テ ス ト 装 誼 付

・数 台 同 日 寺 に 鳴 動 で き る ・埋 込 型 も あ り ま す ( K S  - 5 U型 )

- 特

A  C  10 0 V  5 0/ 6 0H z  

D  C  12 V  

3 .5 W  ( 最 大 )

密 封 型 ニ ッケ ル カ ド ミ ュ ー ム

帯 電 池 12 V 0  . 45 AH / 5 H R  

音 響 装 置 電 子 サ イ レ ン 9 0ホ ー ン以 上( 1  m)  

最 大 接 続 個 数 8 台 以 内

- 定 格

定 格 入 力

回 路 電 圧

消 費 電 力

内 蔵官芭池

K S - 5型

非常ベル総合盤

(  1 体 型)

4 X - 0 0 7  認 定 番 号

- ベル ・表 示 灯 ・起 動 押 ボ タ ン を

内 蔵 し た 総 合 盤 で す

語

陣

式

型

隙

間

引

繰

皿

尚

一

非

同

ハ( ) レタイフ。

認 定 番 号 4 E - 0 0 4

K S - 5 B型

常 べ非 yし

警 報 べ J レ

9 0ホ ー ン 以 上 ( 前 方 1m)

• 150nm 

・音

4 X - 0 0 7  認 定 番 号

非常ベル操作装置

4 0 - 0 0 8  

K S - I O型 o.45 A  3 ケ 所 用

K S - 1 2型1 . 2 A  8 ケ所 用

K S - 15型 1 . 5 A 10ケ所 用

K S - 35型 3 . 5A 15ケ 所 用

・全 機 種 ニ ッカ ド 電 池 使 用

認 定 番 号

【営 業品目】

非常警報設備周各種機器、防災 ・防 犯 ・盗灘署寄報用

機器、各種表示装置 、テs ジタル表 示ユ二・ノ ト、変 圧 器

ベル、ブザー 、チャイム、特殊表示装置、各種変圧器

等 の 設 計 ・製 作

T E L  ( (お) ＹＶＲＭＶＰＰＱ Ｑ ＱＭ･ Ｑｾ＠ 7  

T E L  (03)  713- 1  1  7 711t l  

T E L (0886) 3 2 - 4 1 8 1 1代)

T E L  (0886) 3 2 - 4 1 8 1 1的

⑤ 536 大 阪 市 城 東 区 中 浜3丁目 B番9号

⑤ 153 東 京 都 目 黒 区 目 黒3丁 目 12番 3号

⑤ 770 徳 島市 南 矢 三 町 3 丁 目 7 番 70号

⑤ 770 徳 島 市 南 矢 三 町 3 丁 目 7 番 70号

本 社

東京営業所

徳 島 工 場

徳 島 営 業 所

非 常 用 起 動 装 置 く認 定 番 号 4 A- 0 0 4)

非 常 用 表 示 灯 〈認 定 番 号 4 8 - 0 0 3)

警 報 べ ル 〈認 定 番 号 4 C - 0 0 3)

非 常 ベ ル 操 作 装 置 ( 多 回 線用 )

一斉ベル鳴動方式 〈認 定 番 号 4 D - 0 I  5 )  

鎌田信号機株式会社

. K S - I 型

. K S - 2 型

. K S - 6 型

・K S - 5 0型



使用しない気密材 【ストップザ‘ スモーク】

画期的な 「小俣式防煙シャッター」

工

s  

( 1) まぐさに煙返しを設けてケース

内に煙か浸入しないようにして

いま す。

S 錨金具 (遮煙)

(3) スラ γ 卜の表面をフラット状に

ー し更に遮虐性を高めるためにイ

ン合一ロッ 7 部分の間隙を少な

くし円滑に日箇み合うようにじて

います

11¥俣シャ11/ ' 1- 工業株式会社大阪支庖

本 社 ・工 場 * 京 都 北 区 点 田 端 1 - 4  - 1  〒114 電 話 03- 893- 5211 ( 代)



新基準合格第↑ 号= 三和の防煙シャッタ一、

性能アップしだ煙感知器と連動して、

安全性はさらに前進. グ

の

の

シ

性

能

ム

と

着

性

ゴ

ル

密

、

系

一

の

レ

に

ン

レ

ン

づ

内

レ

、

テ

る

「

ル

ブ

れ

一

い

川
市

一

口

入

力

て

ト

レ

ロ

を

一

し

吋

ド

フ

阿

タ

<

ガ

イ

U

P

ツ

よ

・

ガ

高

遜

ヤ

を

パ

引

け

U

• 

- fー了一7

- まぐさ

まぐさにフロロブレン系

ゴムのタンパーを設置し

て、ケース内 lこ煙ガ入ら

怠いよう lこしている.

- ス ラ ッ ト

スラットの形状をより遜煙柱の高い

フラットタイプとし、臨み合い部分

も従来のインターロッキング形式か

らオーバーラップ形式に変宣し、遜

煙往を高めている。

• • • • • • • • 

新 基 準 を 大 き く」二まわる

寂 群の 防 煙 力

現代の火災は煙との闘いがすべて。特にエ

ア コ ン ガ 動 い て い る 時 に は、煙は 毎 秒10m

も の 速 さ で ビ ル 内 を 包 ん で し ま い ま す。

こ う し た 煙 か ら 人 命 を 守 る の が三 和 の 防

煙 シ ャ ッ ター で す。 こ の た び 改 良 さ れ た

半 導体 化 光 電 式 採 用 の 煙 感 知 器 が 、 こ れ

ま で よ り さ ら に 敏 感 に 煙 を キ ャ ッ チ す る

と、 自動的! こ防煙シャッターをおろし、

エ レベー タ ー や 階 段 ま わ り の 煙 を 、 区 画

ご と lこシャッ トヨコウトします。この三和

の 防 煙 シ ャ ッ タ ー は、従 来 の シ ャ ッ ター

に 比べ20倍 以 上 も の す ぐ れ た 防 煙 力 が あ

ります。火災時の空気圧2kg- m
2

の 状 態 で、

シ ャ ッ タ ー 全 体 か ら の 単 位 面 積 当 り の 通

気 霊 は わ ず かO. 09m
3  
/m

2
- m in。 実 に 新 基

準 0. 02m
3
/m

2
-mi nを 大 き く 上 ぎ わ っ て い

るのです。

開 聞 は、 電 動ま た は 手 動 の ど ち ら で も、

自 在 に 使 い わ け ら れ ま す。

ー

・ . ー ー

.  .  

.  

• 、
勾 .

一

.  
.  

.  

.  

、.

王寺師防煙シャッター



防災システムをリードする…

建 設省告示第2564号に基づく

遮煙性能試験に合格

防煙シャッター・総合防災システム

ム 鈴 木 九 タ ー 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都豊島区南大塚卜 1-4 電話 (03) 944-1 11 1  (大代)

支 庖 償 浜 ・商事岡

工 湯 東 京 志 村 ・ 神 奈 川 ・福岡 ・滋賀・香港

西日本地区代行唐

(株) 鈴木 シヤタア商会 大阪 06- 37卜4151 ( 代)

本田工業 (株) 大阪 06- 372- 037 1( 代)

三井軽金属加工(繰) 大阪 06- 203- 3841 ( 代)

丸富工業(株) 福 岡 092- 29ト9171( 代)

名古屋鈴木シャッター販売 名古屋 052- 57ト 3311 ( 代)

〈このほか各主婆都市に支庖・出張所があります〉



新法令にもとづく公認製品・… ・・・.

防

煙

防

火

ン

ヤ

煙感知器連動による防災機構・・・・.

フ

収納型屋外避難階段・・

フ

ツ

タ

ア

イ

フ

ロ

シ

ス

テ

ム

イ

ノ¥

ド

( 詳細お問合せ ・資料ご請求)

は下記へ ご一報願し 1 ます 。

ラ イ ヘ ー ド 施 工 例

建 築 防 災 の 総 合 メ ー カ ー

東洋シャッター株式会社 17: (議需品官官官 官2zr

横 浜 ・水 戸 ・盛 岡 ・富 山 ・浜 松 ・岡 崎 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・姫 路 ・広 島 ・福 岡 ・宮 崎 他 全 国 主 要 地



N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgjm
2

時¥煙の

漏気量0.2m
3

jmin. m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

j min.  m
2  

(業界No. l ) を記録しましだ。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義性者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャッタ戸製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 間 川 北 3 丁目 2 番 4 号 泣 話06(301) 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・ 大 宮 ・ 静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 徒 出 近 1 丁目 7 番 地 11[話0720(57)4535- 9  

北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 高 松

東 京 工 場 川崎市中原区新丸チ束 3 丁目 1 1  5  9 接地屯話( 何044 (411)  6325 

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 電 話 附052 (361)  7441 

九州支底・工場 福岡県粕屋郡粕屋町大字f中原字明事f ! 984- 4 ｾ疋話 ＰＹＲＹ Ｓ ( 8 )  4661 

広 島 ・ 北 九 州 ・ 大 分 ・ 宮 崎

鹿 児 島 ・ 佐 賀 ・ 長 崎



-
官
日

防煙シャッターはもちろん 、 ピル火災発生時には瞬H寺

に開口部を自動閉鎖し、人命と財産を守る防火 、防煙

システム( セレモ ・システム) を開発しました 。

そして 、 ささやかながら “ 都市の安心づくり " に貢献

しています。

文化の防煙シャッターは安心を追究し続けました

新しい建築基準法では、ピル火災に備え、巨大な煙突

と化すエスカレ ー ター ・エレベータ ー まわり、階段部

分などのたて穴区画と 地下街の庖舗などに防煙 シャッ

ターを設置することが義務づけられました 。

より良い都市環境づくりをめざす当社は 、防災機構の

研究に真剣に取り組み、建築基準法施行令に適合する

システムがヒ‘ ル火災から尊いセレモ • 

人命と財産を守ります。

基準値をはるかに上まわる性能

火災時での空気の圧 力差は 2 kg/ m
2

といわれています。

建設省告示 48一第2564号では、この圧 力差において

O.2m
3

/ m
2

- mi n以下の通気量 であることが定められまし

た。文化の防煙シャ ッターは基準値をはるかに上まわ

る遮煙性能で建材試験セ ンターのテストにパ ス しまし

た。

シヤ ｊ ｾＭ

ロ

ロ

円

一

I

l

l

i

-

-

ょ

，0 本図 は、セレコンSCB- O型の納 町を 示 し、他に 1- 15回線 まて' 町 ' 1 J..' ・

111障関主主主全埜習塾



排煙してみれば

火元は意外に小さしものです

新製品

屋上自然排煙装置

火元は小さくても、煙は 室 内にもう

も う と た ち こ め る も の 。 こ の 煙 が

尊い人命や主主重な財産を破壊して

しまいます。

消 火 活 動 の 決 め 手 は 煙 を 排 出 す る

こと。スモ ー ク ハ ッ チ は 建 築 工 学

的 に 設 許 さ れ て い ま す の で 、 排 煙

が ス ム ー ズ に 進 み 、 避 難 路 を 確 保

します。 もしかの時にそなえて、

スモー クハッチをお役立てください。

S H2400M型

S HI 600R型

闘 力 マ 勾 ヲ

ヨ軍一! l1 1 "ョF

株 式 会 社 鎌 倉 製 作 所

本 社 東 京 都 港 区 北 青 山 2 - 7  - 11 〒 107

T E L ( 03) 40 3- 43 11 附

テレックス (242) 2706カマクヨセイサク

大 阪 支 底 大 阪 市 南 区 谷 町 9 - 43 新 谷 九 ビル 干 542

T E L (06) 768- 0345(代; ) テレックス (527) 7885

名古屋支庖 名古屋市千種区イ中国本通 4- 22御 幸 ピ ル 干464

T Eし(052) 733- 2811 ( 代) テレックス (447) 7321

広 島 支 l苫 広 島 市 西 十 日 市 町 8 - 9新 十 日 市 ピ ル 〒733

T E L (0822) 9 1- 4771 ( 代) テレ y クス (653) 3  5  6  

福 岡 支 庖 福 岡 市 博 多 区 美 野 島 3 - 15 - 6大久 ビル 干 812

T E L (092) 44 ト6460 ・6397

. カタログ ご請求 ください。



。怒合防災ロックシステム>

E Dオ ー プ ナ ー は 火 災 が発 生 し た 場 合 、 煙 感 知 器 、 中 央 管 理 操 作 盤な ど の 信 号 で 作 動 し 、

非 常 出 口 の 扉 を 開 扉 で き る 状 態 に し 、 排 煙 口 や 防 火 扉な ど の各 種の 連 動 装 置 と で 、 い ち 早

く 防 災 体 制を つ く り 出 す 電 協 解 放 型ス ト ラ イ ク で す 。

火災信号 移 報 己

煙感知器 受信盤 中央管理操作盤解錠信吉> 非常扉一一解錠

用 途

非常扉・防火扉用

非常扉 ・防火扉用

排煙口・排煙懇・防煙量れ壁用

非常扉用

非常扉用

- 特 長

電 磁 解 放 型 ス ト ラ イ ク で す

防火扉一 一閉鎖

排煙口一 一解放

型 式

E  0 - 101 型 (遠隔復帰型)

E  0 - 102型 (手動復帰型)

E  0- 103型 ( 自動復帰型)

E  0- 104型 (手動復帰型)

E O- 2 型 (手動復帰型)

0 電 気 が通 じ る と ス ト ラ イ ク 側 が 開 放 し ま す の で

デ ッ ド ボ ル ト や ラ ッ チ ボ ル ト が 出 た ま ま 扉 が 聞

き ま す 。

0 装 置 は す べ て ス ト ラ イ ク 側 に 集 め ら れ て い ま す。

0 現 在 使 用 中 の 錠 前 と で も 受 枠 を 改 造 し て 、 E D

オ ー プ ナ ー を 取 り 付 け て 防 災 ロ ッ ク に す る こ と

が で き ま す 。

O E D オ ー プ ナ ー と 組 合 せ て も 錠 本 来 の 機 能 は 変

り ま せ ん 。

あ ら ゆ る 所 に 使 用 で き ま す

0 非 常 出 口 、 防 火 扉 、 防 煙 垂 れ 壁 、 排 煙 口 等 の あ

ら ゆ る 所 に 使 用 で き る よ う い ろ い ろ な 機 種 が あ

ります 。

0 機 種 が 違 っ て も 外 型 寸 法 は 閉 じ で す か ら 、 切 り

吹 き 寸 法 が 統 ー で き ま す 。

0 外 回 り の 扉 に 取 り 付 け て も 強 度 や錆 に 対 し て 万

全 で す 。

0 扉 に 25k gの 側 圧 が か か って も そ の ま ま 作 動 し ま

す 。

昭和サージ、ェント株式会社

大阪府茨木市宿久庄813 - 1 電話 0726- 43- 6531



高層ビルからマイホームまでの

住宅関連金物建材総合商社

営 業 品 目

建 築 金 物

建 具 金 物

インテリア金物

ア ル ミ サ ッ シ

ストアフロント

防 災 シ ス テ ム

防
少{{く〈

機 省否

ー . L. . .

級 ド ア
同E 31  

門扉・フェンス

化 成 品 新 建 材

. 各種資料を用意いたしております 。 ご入要の際はご諮求下さい 。

守b‘ 本念物株ぎに曾枇

* 京 支 底 地 問 (03)875- 6111大代 テレ y クス 265- 5364 

大l

札 幌 支 庖 包 括 (011)631ー 1571代表 テレ "1 7 ス 933-419  

本 社

仙台支底 ｾ Ｇｬ ｗ［ Ｈ ＰＲＲＲ Ｉ ＹＴＭＳＲ ＷＱ 代表 テレックス 853-313  

大阪市天王寺区上綿屋町 6 番 地
名 古 屋 支 庖 1tWi (052)661- 9541代表 テレ ''j 7 λ  446- 3725 

電 話 ( 06) 779- 1581大代表

福岡支底1 [ ¥，! 1 i (092)531- 3964代表 テレックス 723- 347 

郵便番号 543- 91  

高 絵 営 業 所 電 話 (0878)34ー 7761代表 テレックス 5822-390 

東大阪営 業 所 包 括 ( 06)723- 2131代表

テレ ックス 527- 8939 沖 縄 蛍 業 所 1t Wi (0988)63- 1369



消州選置の

重要性と槻j に

取り組んで

ス プ リ ン ク ラ ー 〈自動散水消火装置〉

泡 〈自動泡消火装置〉

MI E  K O G Y O  

設計と技術，安心と信用の ・ 帽 降 ＭＭｾ且且Ｆ

旦 - E冨」一君主
日本消火装置工業会会員 ーーーーーーＮＮ・ ｅ ・Ｍ園田園圃圃圃圃圃・ｾ冒司ｾ



富士式救助袋

〈垂直式〉 〈斜降式〉

|設計施工|

⑧富士工業株式会社

本 社 大 阪 市 浪 速 区 鴎 宙T 2 - 8 0  T E  し 06- 649- 2381 (イモ)

東 京 支 J吉 東 京 都 渋 谷 区 本 町 5 - 2 7 T  E  L. 03- 377- 3401 (イモ)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 千 代 田 2- 10- 20 T  E  L .  052- 261- 8866(  f-¥; )  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 西 区 東 白 島 町 4 - 1  - 16  T  E  L. 092- 75ト 2931 (代 )

今 川 工 場 大 阪市 東 住 吉 区 西今 川 町 ト 15 T E L .  ＰＶＭＷＱＸＭＳＲＲＱ ｾ Ｗ＠

桑 津 工 場 大 阪市 東 住 吉 区 桑 津 町 8 - 8 8 T E L.  ＰＶＭＷＱＸＭＳＲＲＸ ｾ Ｙ＠

女資料詳細は本社 K S 係までご請求ください



V A M a T O  

A P C中央管制システム

ぎき空事D

，削此 揖

ヤ マ ト 消 火 器 は 、 総 合 防 災 の ト ッ プ メ ー 力 ー と し て シ ス テ ム 思 考

を 通 し て 将 来 の 防 災 の あ り 方 を 熟 慮 し 常 に 新 し い 機 器 の 開 発 に取

組んでいます。

現 代 の 複 雑 な 社 会 機 構 に 対 処 す る に は 、 防 災 の 綜 合 シ ス テ ム化 な

く し て は 考 え ら れ ま せ ん。「先を読む」今日の企業の有意性は奥の

深 い 洞 察 力 に す べ て が か け ら れ て い ま す。 ヤ マ ト 消 火 器 は 、 確 か

な 明 日 へ の 繋 が り の た め に 無 駄 の な い 行 動 を と って い ま す。

そこから生まれてくる防災機器が、社会を守ると確信しています。

ヤ マ ト の 行 く 先 に 、 日 本 の 未 来 が 託 さ れ て い る これは

ヤ マ ト の 自 信 で す /

- 防 災 の 総 合 シ ス テ ム メ ー カ ー

営 業 品 目

A P C 中 央 管 制 シ ス テ ム

各 種 消 火 器

消 火 栓 設 備

スプリンクラ一言 ｾＱＱ 蒲

水 噴 霧 消 火 設 備

ドレンチャ一言釘席

連 結 散 水 設 備

連 結 送 水 設 備

粉 末 消 火 設 備

蛋 白 泡 消 火 設 備

プ口フォーム消火言支備

ライトウォータ Ｍ￬ 肖メこ言 ｾＱｪ 蔵

二 酸 化 炭 素 消 火 設 備

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

漏 電 火 災 警 報 機

非 常 放 送 設 備

誘 導 灯 / 誘 導 標 識

排 煙 遮 煙 設 備

救 助 袋

避 難 梯 子

防 炎 剤

月友?由斉リ

流 出 油 処 理 剤

ヤV ト 描 史 書 株 式 会 祖

本 社 大 阪市東 成 区 深 江北 1 - 7 - 1 1 〒 5 3 7

消 火 器 営 業 部 T  E  L  06  ( 976) 0701代 防 災 設 備 部 06 ( 976) 7701代

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 白 金 台 3 - 14 - 3 T E L  0 3 ( 4 4 2 ) 6 2 5 6  

名 古屋 支 庖 名 古 屋 市北 区 辻町 5 丁目 5 8  T  E  L  052  ( 914)  2  3  8  1  

北 海 道 ・仙 台 ・新 潟 ・大 宮 ・横 浜 ・静 岡 ・岐 阜 ・富 山・ 美 原 ・岡 山・ 尾

道 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・北 九州・ 大 分 ・鹿 児 島



吋
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， 

こ れ か ら の 間 仕 切 壁 の 主 流 で す

r_ 

各種壁構造の遮音性能

70[ / ぐネ ラ ウ オ ー ル

Ｈ Ｏ ｾ ネラ Ｉ 遮音世イプ Ｇ ｎ ｯＮ Ｑ Ｒ ・ ＱＲ

J ぐネ ラ ウ ォ - 1レ

( パ ネ ラ ) 遮 音 ヲ イ プ'No.12

60
1  1  1  1  I  I  1  1"  

十

E  Z  • 

- 而れたパネラシステム

軽量 (45kg/ m2) にて工事の簡易化・ 迅速化

の要請にこたえるべく全く独自な構成方法

による耐火間仕切工法です。

耐 火 2 時 間 W - 2055 W- 2057 

耐 火 1 時 間 W- l 024 W- l 026 

国遮音パネラシステム

防火構造 ・遮音構造に合格ずみです。特に

遮音性についてパネラの聞に間隙を設ける

ことによ って極めそ高い遮音性能 をうる事

ができます。

防 火 第 167号 54dB 500Hz  

. s c工 法

石膏ボード をV カ ッ トする事により 、 R C

.  S  R  C  .  S造の梁、柱型の コーナーを美

しく見せる乾式工法です。

・パネラ内装システム

特に集合住宅の 内装工事に V カット工法に

よる間仕切 ・押入 ・造作材の組合せによる

工法です

・ゴールデン襖

特殊 4 層のダンボールシートを使用した量

産襖です 。

日本八ードボードヱ業株式曾社

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 事 業 部

本 社 T 455 名 古 屋 市 港 区 汐 止 町 1 2  

T  E  L  052- 381 - 2 8  1  1  (代 表)

西部営業所 〒 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 1 - 3 0

( モ ー リ グ ラ ン ド ビ ル )

T  E  L  06- 532- 2 3 9  1  ( 代表)

東部営業所 干 103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 - 1 ー 1

(イ主友銀行浅草橋 ビル)

T  E  L  03 - 6 3 3 - 2 0 4  1  (代 表 )



防災主要メーカー営業案内欄

名 士也 電 言活営 業 種 目 在称 所

大阪ショールーム大阪市東区京杭 1- 7 OMMピル I  06- 943- 2831 

06- 303- 1171  ( 代)

株 式 会 社 A B C商 会 | ア ー ム ス ト ロ ン グ

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 4 丁目 2 - 9

一←-

大 阪 鋼 機 株 式 会 社 |各 種 間 仕 切 壁 | 本社 ・工均尼崎市塚口字花折 1 7  4 1ft l也
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株 式 会 社 鎌 倉 製 作 所 | 排 燦 設 備

大阪支広 大阪市南区谷町 9 - 4  3  (新谷 ) L ピル)

本 社東京都港区北青山 2 丁目 7 需11号

06-422-3060(大代 )

06-353一7377- 9  

03-893- 5211 ( 代)

0488- 33-2131 ( 代)

ートー

06-768- 0345 

03-403- 4311 ( 代)

鎌 田 信 号 機 株 式 会 社

非常瞥報設備用各種機器

防災 ・防犯 ・盗難笹報用

機器、各種表示装置、デ

ジタル表示ユニッ ト、の

設計 ・製作

本 社 〒536 大阪市城東区中浜 3 - 8 - 9

東京話業所 干153 京京都目黒区目黒 3 - 12- 3  

徳島営業所 干770 徳島市南矢三IIf J 3一 7 - 70 

06-962-6001代- 7

03-713-1177(代)

0886-32-4181 ( 代)

近 畿 防 災 株 式 会 社
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久 保 田 鉄 工 株 式 会 社 | ディーゼル予備電源装置 | 大阪市浪速区船出IAJ 2丁目 22i 在地

06- 951- 3835(代)

3555 

052- 353-

6923 

06-631-1121  ( 大代)
... 

本 社 伊 丹 市 伊 丹雲正の下 2 3 7 番地 0727-82-8561 (代)

高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社 | 各 種 消 火 設 備 東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 丁目 7tf¥: 3号 03- 265- 7651  ( 代)

名古屋 J_Ji : 務所 名古屋市北区御成通り 3丁目 1UB:地 052-915-0801(代)

党 知 ]i事 ま日 t号

付ド 煙 設 備
本 社 東京都千代田区神田小川町2-2天下堂ピル 03-291- 4141  ( 代)

菊 田 産 業 株 式 会 社 | 避 難 設 備 北海道営業所 札幌市西区八軒 3条西1丁目久保田ピル 011-641-4161 (代)

避 難 誘 導 設 備

福 岡 lt.IJ 長所稲岡市中央区港 2丁目4 f 昨 7号 092-741- 3637 

総合防災システム( 防犯含)



名 称 地営 業 種 目 在 電 言言所

三 和 シ ャ ッ タ ー 工 業

株 式 会 社

本社東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ピル44階 03-346- 3011 

防 災 シ ャ 1 タ 一 等

関西地区事業部 尼崎市田能二の坪 4 6  8  06-491- 6021  

昭 和 サ ー ジ ェ ン ト | 排 煙 設 備

株 式 会 社 | 避 難 誘 導 設 備

大阪府茨木市宿久庄 8 1  3 - 1  0726- 43- 6531  

鈴 木 シ ャ ッ タ ー 工 業

株 式 会 社

口

一

円

A

守番
円

口丁塚大南

地

区島

各

登都

国

古

小東

全

社

庖

-
行代底

本

支

器

置

等

備

創

い

装

一

泊

先

日

夕

tω

主

主

ム

リ
ノ

-

F

感

報

'

ス

A

h

‘ン

日

用

シ

煙

災

ん

芦

↑

。

常

災

訓

党

非

防

排

総

03-944-1111 {大代)

星 和 電 機 株 式 会 社

遊 刻t 備 | 本 社京都市下京区五条通高倉西入万寿寺町140 I  075-35ト 8831(代)

壬IL

;;J{ 

遊 ｾｦｾ 誘導設備 Ｑ 大阪支庖大阪市 北 区堂島上三丁目 Ｑ 1  06-343- 0481  ( 代)

株 式 会 社 ダ イ ケ ン | 点

ナ フ コ ド ア ー エ ン ジ ン

株 式 会 社

日 満 電 気 株 式 会 社

検 口 | 本 社 大 阪 市 淀 川 区 新 高 2 丁目 7 番 1 3 号 06- 392- 5551  (代)

総 合 防 災 シ ス テ ム | 本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 一 7 .06-532- 5841  (代)

総 合 防 災 シ ス テ ム | 本社 ・工 場 大 阪 市 淀川区十八条町 3 丁目 19番 8 号 06-331- 2261  

，ノuEu『.  

先日 感 先日 器

防 災 シ ャ ッ タ 一 等 | 本
社東京都渋谷区幡ケ谷 1丁目 11番 7 号 I  03- 468- 1111(大代)

ニ ッ タ ン 電 子 株 式 会 社 | 排 煙 設 備

避 ｾｦｾ＠ 設 備 | 大 阪 営 業 所 大 阪市北区牛丸PIT52番 地 小 林 ピ ル I  06-373一0560( 代)

総 合 防 災 シ ス テ ム

株 式 会 社 ｉ ￟ Ｚｊｪ ｾｙＭ｜Ｂ ［ｉ ｾＭＪ Ｑ 大問大阪市淀川区間町目 Ｒ 日 I  06- 301- 3656- 9  

防 災 シ ャ ッ タ 一 等

日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所 | 大阪工場大阪府枚方市招提田近 1 丁目 7 番地 I  0720-57-4535- 9  

日 本 ハ ー ド ボ ー ド 工 業

株 式 会 社

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 事 業 部

耐 火 間 仕 切 | 西宮11営業所大阪市西区北堀江御池通 1 - 30

( モー リグランドビル 6F )

パ ネ ラ シ ス テ ム | 本社 ・工場名古屋市港区汐止町 1.2番地

06-532- 2391  (代)

052-381- 2811 



名 称 戸追' " 業 種 目 所 在 地 電 言語

防 火 戸 排 煙 設 備 大 阪 支 社 大 阪 市 大 淀plJ 中津本通 1 丁目 2 番地 06-371- 9012(代)

能美防災工業株式会社
( 世界長ビル 6 F )

制 御 ユノ ス ア ム 本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 丁目 7 番 3 号 03- 265- 0211(大代)

党 先日 感 主日 M 

非 常 用 報 提日 装 置

株 式 会 社 日 立 製 作 所

排 煙 昔ロ凡J ι  f積

大阪営業所 大阪市東区北浜 4 - 6 ( 日生目立ビル ) 06-203- 5781  ( 代)

遊 主佐 5支 f結

避 難 誘 導 設 備

総 合 防 災 シ ス テ ム

t  

富 士 工 業 株 式 会 社 富 士 式 救 助 袋 大阪市浪速区鴎IIIJ 2 丁目 80番地 06-649- 2381  ( 代)

本 社 東 京 都 板 橋 区 志 村 3 - 2 6 - 4 03-967- 2111 

文化シャッタ一株式会社 防 災 シ ャ ッ タ 一 等

大阪支底 大阪市北区紅悔III Tl 6  06-358- 7001  

防 火 戸 排 煙 設 備 大 阪 支 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀l 上通 1丁目 2 5番 地 06-532- 5251  ( 代)

ホ ー チ キ 株 式 会 社

市IJ 街l 装 置 本 社 東 京 都 品川区上大崎 2 丁目 101s: 43号 03-444-4111  ( 大代)

，ノ山R:

ま日 感 長日 器

松下電器産業株式会社 遊 維 誘 導 設 備 大阪府門真市門真 1 0 0 6  06-908- 1121  

総 合 防 災 シ ス テ ム

1t 主日 感 主日 器

Hド 煙
きnJλｾ＠ ... 

備

松 本 金 物 株 式 会 社 避 f住 設 i繭 本 社 大|仮市天王寺区上綿屋IIIT 6 番地 06-779- [581  ( 大代 )

遊 ｾ ￭ ｾ 誘導設備

防 犯 :ノ ス ア ム

= 重 工 業 株 式 会 社 消 火
ユii J (凡

!稔 本 社 大 阪 市 西 区 靭 1 丁目 45i 在地 ( 準束ピル内 ) 06-448- 7301  ( 代)

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

本 社 東 京 都 港 区三田 3 丁目 3 需1 2 号 03-453- 1041  

株 式 会 社 宮 本 工 業 所

j包 1肖 火
壬日文IL  

f胎 大阪庖 大阪市部島区都島北通 2 丁目 6 酢 1 8 号 06-921- 3880 

森 井 電 業 株 式 会 社 総 合 防 災 シ ス テ ム 大阪支! 苫 大阪市北区玉江IIIT 1の17 (正宗ピル ) 06-443- 8381  ( 大代 )

ヤマト消火器株式会社 1自 火
吾日J又L  

{市{ 本 社 大 阪 市 東 成 区 深江北 l 了間 7 11'n 1号 06-976- 0701  ( 代)
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合成桁について

前 田 幸 雄

合 成 桁 の 特 色

合成桁は鋼桁と欽筋 コンクリ ー ト床版とをず

れ止めによって結合して，鏑と コンクリ ー ト部

分が一体として桁の役目を果たすように設計さ

れた鱗造である 。材料の点からは鋼材と コンク

リー卜 の共存と協力，構造の点、からは床版と桁

との協同という考え方に基づき ，かつ簡単な施

工 ICよって実用化できる非常 lζ 優れた構造形式

といえよう 。桁郡分には H 形鋼や溶接組立てプ

レート ガーダーまたは箱桁を用いるが， トラス

上弦材と床版を合成した合成トラスの例もあ

る。材料使用上の経済性のほかに，圧縮側関11性が

大きく ，座屈による耐荷力低下の心配がない と

いう力学上の革IJ.長を有している 。桁の支持条件

ICよって単純と連続形式があるが，前者では支

間長15- 50mの橋が可能である 。通常合成桁に

は施工法によって活荷量合成桁と死活荷重合成

桁がある 。前者は鋼桁を両端の支承のみで支え

た状態で版 コンクリ ー卜 を施工するために，活

荷重に対して合成桁となるが，後者はさらに中

聞に仮支点を設けて版 コンクリ ー トを打設し，

その後に中間支点をとり除いて死活荷重に合成

桁 とするものである 。後者では支保工の費用な

どを考える と必ずしも経済的とな らないために

現在では活荷重合成桁が広く普及している 。

合 成 桁橋 の発達

合成桁の橋梁への応用はドイツが最初であっ

て，ブロック型ジベ J レを用いて 1950年代に実用

化 し，アメリカではネルソン式スタッ ド溶植法

の開発とともに同じく 1950年代に多くの架橋の

実例がみられた。わが国で、は建設省土木研究所

の研究にはじまって，1953年大阪市の神崎橋，大

阪府の板橋を出発点として実用化し ，乙れとと

もに示方沓も 1959年，1965年，1973年と改訂が行

われた。従来単純形式では経済支間長は20- 40

mであったが，最近では連続形式として30- 70

m くらいまでt支閣の増大が可能でω - 70mの実

例もみられる 。非合成溶接桁に比して20- 3096

の鋼重軽減が可能なために ，現在わが国では，

単純支持桁橋はどく小支聞を除いて，ほとんど

が合成桁であるといってよいほど普及 してい

る。またプレス トレスしない連統合成桁が面倒

な架設工法を必要としない乙 とから ，その数も

増えると思う。最近では鉄道橋においても道床

をもっ橋梁が騒音の点から有利な乙とが認めら

れ，合成桁鉄道橋も多く架設されつつある。

ずれ止め

53. 38m) が最長である 。乙の形式の問題点は.

中間支点附近 lζ 生ずる負モー メン トによる コン

クリ ート の引張をいかに処理するかという乙と

である 。乙れにはプレストレスによるもの，す

なわち ，前荷重や支点の上昇 ・降下や P C鋼材

あるいは乙れら の組み合わせによって床版 コン

クリ ート に予め圧縮力を与えて中間支点近傍の

負モー メン トに抵抗させる方法があるが，施工

が複雑で，現場での十分な 施工管理が要求さ

れ，経済的とならない乙とから最近ではほとん

ど使用されない傾向にある 。その他，桁の構造

を合成と非合成区聞に分けて，床版も両区間の

境界において構造白地で縁をきった部分合成

ずれ止めは桁と版の境界面に生ずる水平セン 桁，同じように合成 ・非合成区間を設けるが，床

断力に対して設計するが，ずれ止めのセン断強 版は連続した構造の断続合成桁も研究されてき

度と床版 コンクリ ー卜 の支圧強度κ 対して十分 た。コンクリ ートの引張抵抗を無視するが，橋

安全でなければならない。乙れまでは ，鉄筋を 紬方向鉄筋を主桁断面に考慮するプ レス トレ ス

用いた もの，フ' ロックや滞形鋼 ，その他の金具 しない連続合成桁が新し く認められた。との形

を用いた ものがずれ止めとして使用されてきた 式において，負モーメン ト域ではずれ止めによ

が，最近では施工の容易さからスタッドが広く って引張力と して橋軸方向鉄筋に セン断力が伝

用いられている 。橋梁用スタッドとしては ss 達されて，鋼桁と橋軸方向鉄筋がいわゆる鋼断

41級の径 19. 2 2 mmのボルトの一端に頭のつい

た標準のものが使用されているが，異形鉄筋を

使用した例もある 。スタッドを鋼フ ランジ lζ 溶

植する方法としては陶製のフエノレーJ レを用いた

ネルソン式が普及しているが，フエ J レーノレの代

わりにカ ー トリッジを用いたフィリップス式も

使用されている 。近年交通荷重の増大によって

道路橋の疲労が問題になりつつあり ，押抜き試

験や桁試験によってスタッド疲労の研究が行わ

れ，示方書などに反映されつつある 。

設 計 の 要 点

わが国道路橋は未だ許容応力度設計法 lζ 従っ

ているが，一般の正の曲げモーメ ン トには コン

クリ ート 断面を鋼に換算した総断面と断面 2 次

モー メン トを用いて，中立軸が鋼桁内 IC入るよ

うに設計する。とくに床版 コンクリ ート のクリ

ープ，乾燥収縮並びに版と鋼桁 との温度差応力

の影響を考慮しなければならないし，また床版

の主桁フランジとしての有効幅や支保工 ・支点

沈下の影響，コ ンクリ ート打設時の桁の横座屈

に注意を払う必要がある 。設計細部の指針は道

路協会の道路橋示方容，実例は 日本橋梁建設協

会の鉄骨橋梁年鑑などを参照されたい。

西ドイツ ，アメリカでは合成桁 lζ 対し ，標準

荷重を荷重係数倍したものを設計荷重として，

終局強度によって断面を決定し ，乙れを常用荷

重で照査するいわゆる限界状態設計法または荷

重係数設計法を用いている。

連 続 合成桁

単純桁橋としての合成桁の経済支間長は大体

40mが限度であるが，近年支閣の増大化に応え

て連続形式合成桁も 笑用化され， わが国では

プレストレスしたもので大阪市の モス リン橋

( ω 6ι 76.5+ ω . 6m) ，プレス トレスしないも

ので同じく大阪市の神洲橋 (53. 38十 62. 90+

面として働く乙 とが大阪大学の実験で確認さ

れ，さらに鉄筋応力を 1. 7∞kg/crrl くらいにおさ

え，鉄筋の周長率0. 045cm/crrl 以上，鉄筋比 2 9ぢ

以上と規定する乙 とによって ，0. 2m m以上の

ひびわれが 2∞ 万回の常時繰り返し荷重によっ

ても発生しない乙 と， またスタッ ドを溶植 した

引張フランジの S- N曲線，および閉じく疲れ

限度線図から常時荷重による計算応力の繰り返

しに対して，スタッ ドと鋼板の疲れキ レツの発

生が十分防止できる乙とも大阪大学の研究によ

って確かめられている。最近では断統合成形式

の手IJ点も認められて，合成 ・非合成境界附近の

挙動の研究も進められている 。

今 後 の 問 題

橋梁では交通荷重の増大と高頻度化によって

鉄筋コンクリ ート 床版そのものの耐久性が問題

になりつつあ る現状では，現場打ちコンク リー

ト床版に代わって合成桁においても工易製作さ

れたプレハプ床版の使用が望ましく ，とくに ，

単なる R C床版でなく鋼板と コンクリ ー卜 の合

成サン ドウイッ チ床版や閉床式グレーテイング

l末版などの使用が要望されると思う 。また乙れ

までスタッ ド材の材質と寸法の規定がなかった

乙とから土木 ・建築共通の J IS規定の制定がい

そがれている。 コンクリ ート としてはクラスフ

ァイパーや鉄ファイパーを用いたもの ，一種の

石鹸液を用いたものなど ，高強度コンクリ ート

の応用 ，さらに高カボル トのスタッドとしての

利用など，実際の面から種々な進歩が期待され

る。研究の面からは合成桁の終局強度計算法の

確立が重要な乙 とである 。合成桁の優れた基本

的な考え方は桁のみならず，柱 IC も，また鋼主

桁とコンクリ ート 横桁との合成連結とか，さら

にファイ ρ ーなどによる複合材料化にも生かさ

れていくべきと思う。

( まえだゆきお 大阪太学工学部教侵)
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外気取入口と排気口の

位置

佐 藤 敏 夫

建物の外気取入口は人間でいえば. ｊ￯，ｾや口 ｉζ

当たりその設置位置は建物内に取り込む空気の

質の良否に ， したがって室内の生活潔境として

の場の空気の質に一次的に関与してくるので非

常に重要な問題である。室内の coや浮遊粉じ

んの濃度の変動は明らかに外気の変動と相関

し，室内汚染の源点となっている。取入口の設

置位置の考慮で効果が期待される範囲はいわゆ

る近傍汚染についてであって ，マクロ的大気汚

染については一般に対処し得ない。 ζ れは地域

全体の汚染レベルのダウン努力と取入空気の浄

化にまたねばならぬ。

外気取入口，排気口の位置について法規では

「建基令第百二十九条の二のニ」に ， 自然換気

設備にあっては . I給気口は ，居室の天井の高

さの二分の一以下の高さの位置に設け ，常時外

気 K 開放された構造とする乙と J . I排気口は居

室の天井又は天井から下方へ八十センチメ ート

ル以内の高さの位置に設け ，常時開放された構

造とし ，かつ排気筒の立上り部分 fC直結する乙

と」とあり. I排気筒は ，排気上有効な立上り部

分を有し ，その頂部は ，外気の流れによって排

気が妨げられない構造とし ，かっ ，直接外気 lζ

開放する乙と」と規定されている。機械換気設

備にあっては ， 直接的にはないが. I直接外気

に開放された給気口文は排気口に換気扇を設け

る場合には外気の流れによって著しく換気能力

が低下しない構造とする乙と」の項が間接的に

関係する 。「東京都建築安全条例第六十一条」に

よれば，興行場および地下建築物の機械換気設

備 κ あっては . I外気の取入口は ，地上三メ ー

トノレ以上に設けなければならない」とあり ，上

記は. Iろ過または洗じようの設備を有し衛生

上支障がない場合は，高さは乙れを低減する乙

とができる」とある 。

一方 I H A S  S - 102改訂案( 換気) J には，

( 1悌出口が低い場合 (2)敷地が広い場合

Ho<  6  m O孟5( Ho- 6) Ho孟6 m

S = LZ= oZ S =t ' = ( Ho- 6) ' +o'  

正L

第 1 図
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「外気取入口はできるだけ高い位置で ，つとめ

て清浄な空気を取り入れると乙ろに設けるもの

とする 。」 と規定している 。

一般に風速が大となると排出された汚染物質

は風によって風下へ拡散され汚染濃度が低くな

る。しかし拡散する距離，空間が十分でないと拡

散されないまま取入口へ流れ込み，高濃度汚染

を引き起乙す乙とがある。乙れが近傍汚染であ

る。乙れには自己建物からの排出 K よって汚染

する自己汚染も含まれる。 ζ の拡散に関しは地

形，建物の形状，周囲建物群の形状並びにその関

係位置汚染源、の位置，盆，濃度，風向，風速，天候

等により複雑に変化するから律的にはとらえ難

いから ，取入口の位置決定 K 先立つて乙れらの

状況および変化を事前に調査する必要がある 。

外気取入口は自己の煙突や排気ロからの自己

汚染を避けるためにも一般に風圧係数が( 正)

の側で風上側にある建物からの近傍汚染を引き

起乙す汚染源を避けた位置に設置するのが望ま

しいものと考えられる。乙の際ダウンドラフト

やダウンウオッシュ K 注意しなければならな

い。風向 ，風速は季節により時刻 ，天候により

著しく変化するので外気取入口は複数を設置

し，汚染の度に応じて切り換え，最 も汚染の少

ない外気を取り入れるように工夫すること も必

要となってくる。

高さが高くなると一般に風速が大となり排出

された汚染物質も拡散が促進される 。第 1表 は

外気取入口の高さによる co濃度の遠いを実測

した例である。 〈リ co汚染は主として自動車

の排ガスによるものと考えられるので汚染源よ

り離れた高い位置が望ましい。取入口の高さは

高いほど良いかというと一概にそうともいえ

ず ，第 2表の{9I j にみられるように気象条件によ

っては比較的低い位置に高濃度の S 0 2 汚染を

みる乙ともあるので ，超高居建物j の場合 !Cは注

意を要する。∞自動車道路に面する交差点と

その背後地の co 濃度を実視.u比較したもので

は，交差点での濃度平均は 13.8 ppmで，背後

地の濃度平均は 3. 0 p p m であり ，交差点での

濃度が非常に高いものであった。 ( 3 ) 乙れをみ

ると道路側での外気取入は避けたい。

排気口の位置としては以上の乙とから ，取入

口の位置と相対的に反対側で ，できるだけ高い

位置で拡散が十分期待でき ，近傍汚染を起乙さ

せない所という乙とになる。ガレ ージ，地下庖

舗，厨房の排気等は ，とくに注意、を要する。逆

ｾ Ｓｗ 甘近に高い建築物がある場合

。く 5( Ho- 6) Ho孟6 m

5 = l 2  

第 1 .賢 外気取入口付近の C o;量度 単位 ( ppm)

5、L  
期

ｉ ｾ＠
| 階付近取入口

中央値 90% 範囲 中央値 9 0 %範囲

都 心 地 区 3.1 1.1 - 5. 9 4.8 1. 9  - 9. 1  

多 摩 地 区 0. 6 0 .06- 1.3 0. 7 0. 07- 3. 0 

都 内 全 域 2. 9 0. 6 - 5. 86 4.1 0. 32- 8. 85 

夏 真R

x: 
屋 上 取 入 口 1  ，皆付近取入口

中央値 90%貧困 中失f直 90%範囲

都 心 地 区 3. 6 2. 1  - 9 .45 4. 7 2. 6 - 9. 5 

多 摩 地 区 2. 6 2. 05- 5. 25 

都 内 全 域 3. 6 2.1 - 9.45 4. 4 2. 3 9. 3 

第 2 表 高度別濃度分布 Ｈ 東京タワー Ｉ 抜ｾ

12、5 ，1215- 1315. 1970 

hvy .  haz 

E青

温 度

'C  

20 m地点 I  1  . 20 I  1.7 S W I  15. 7 ( 地上 )

150 m地点 I  2.1 5  I  2. 6 S S W I  13. 5 

250 m地点 1  0. 05 1  0.1 S S E  1  10. 9  

11'.  250 m :  280 m内向! 主 1:¥1二i並転附がある。

風のとき排気ロから取入口へのショ ートサーキ

ット( 自己汚染) や風圧による排出不能といっ

た乙とにならないようにするととも大切で . 4非

気口の位置が非常に高い場合には排風丑が煙突

効果や風圧により影響を受けるので，乙の点に

も注意を要する。

排気口からは固体として一般粉じん ，産 業 粉

じん，放射性粉じん，細菌等が，液体としてオイ

ノレミス ト等が，気体として臭気 . CO.  S 02.  

他有害ガス等が排出されるが，その他騒音や熱

( 冷，温気塊) も問題となるので，乙れらが周

辺公衆 fC被ばくを与えないよう十分拡散される

位置が必要となる 。工場等の排出口については

「大阪府公害防止条例」が有害物質および粉じ

んに係る排出基準 として，

c = ]<. .  S / Q  

の規制l式を与えている 。 乙れは排出基準である

が，逆 lζ いえば排出口の位置にも関係する 。 乙

乙で ，

c : 温度摂氏零度 ，圧力 1気圧の状態に換算

した滋度

K  有害物質および粉じんの名称どとに定め

た値

:  23.  1  (H  a - 6)  2  

H a : 排出口の実高さ ( 単位メ ート ノレ〉

ただし特殊条件の場合は第 1 図の図解 lζ 示

す値

Q : 温度摂氏零度 ，圧力 l 気圧の状態に換算

した排出ガス畳( 単位立方メ ート ノレ毎分〉

( 詳しくは法令参照)

( 1 ) 中尾厚義他 「ピルの地下階における co濃度の鯛査

結泉と陪1題 点 」 空 気 清 浄 第12巻第 2 号

( 2 ) 渡辺日夫他 「大気中低級炭化水紫 の ガスクロマ トグ

ラフによる分針J ( 空気中炭化水紫の分断， 第一報)

空 気 消 印 第 9 巻第 2 号

( 3  ) 必回 一雄 : [" 東京 都 に おける環境基準 ・排出基準と大

気汚央防止計画」空気清浄第11巻 第 1別冊

( さとう としお 郎大気社大阪支活技術部マネー ジャー〉

， 

1  
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オムニア版を使用した

垂直水平分離打設工法

三 浦 康 夫

1. は じ め に

建物の建設方法は ，他産業の発展とともに ，

合理化を目指して，次っさと新しい工法が開発

されてきた。しかしながら ，近年では工期の短

縮 ，経済性の追求および技能労務者の不足な

ど，現場施工はますます困難になりつつある 。

一般に ，建築物を構成する資材の大半は一品

生産であり ，漸次，工場生産化される傾向には

あるが，建築物全体を量産化するまでには至っ

ていない。建築物建設の真の合理化を図るため

には ，現場における生産性の向上はもとより ，

現場打設の鉄筋 コンクリ ート が持っすぐれた特

長を生かして省資源，省力につながるシステマ

チックな工法が開発される必要がある 。

乙ζ では，乙れらの要請に対処するために，

A P シャヲリング大型型わくの解体状況

機械カを導入して現属施工の改善，省資材，省

力なと合理化施工の一歩として好成果をあげた

O V H工法( 大林組垂直水平分離打設工法) の

概要について紹介する。

2. 垂 直 水 平 分 離 打 設 工 法

床スラブを構成するのが特長である 。乙の複合

スラブの利点は下記に示すとおりである 。

① 床スラブ下端筋がすでに工場で打ち込まれ

てくるため ，理場での鉄筋工事が省力化され

る。

② 床スラプの型わく工事がなくなるほか，オ

垂直水平分離れ設工法は，躯体の鉄筋コンク ムニア版下面の仕上がり精度がよいので，仕

リート を愛車部分( 壁 ・柱 ・はり) と水平部分 上工事の下地処理が省力化される 。

( 床) ! こ分けて施工する工法で，乙のように分 ① 設備配管 ，器具の埋め込みが可能であるの

離する乙とによって ，不合理な作業工程を合理 で，設備工事の省力化が図れる 。

化し，システム化する乙とが可能となる 。そ の

方法は，各階を数工区 1<': 分割し ，垂直部分に精

度のよい大型型わく( 1 スパンを l つの型わく

とする) を使用して ，乙の型わくの流れ( 工区

から工区への転用) がすべての作業のタクトを

形成するよう計画する 。 乙うする乙とによっ

て， それぞれの作業は並行した流れ作業と r

り，労務f 1 i : の山均しが容易となる。また ，各作

業は単純な繰り返し作業となり ，習熟効果があ

④ オムニアラチス筋が床スラブ上端筋のスペ

ーサ一代わり K なり ，コ ンクリ ー ト打設時に

配筋の乱れがほとんど生じない。

(3)  その他の省力化工法

① 角型スパイラ J レ鈎断補強筋

② 異 形 鉄 筋 格 子

③ サッシュ先付け工法

④ 床スラプ コンクリ ー ト直押え工法

⑤ 鉄骨階段と P C板

がるとともに ，躯体品質の向上 ，均一化がはか ⑥ 設備のユニット化

れ，管理面でも ，すべての作業が規則的になる などを採用し ，省力化，システム化および品

ため ，工程管理 ，品質管理 ，労務管理が非' f f i ' ｾζ＠ 質向上化を図った。

容易になる 。

(1) 垂直部分の施工

垂直部分lζ はA P シャタリング銅製ばりを使

用し ， 1 スパン分の壁，柱，はりを 1 つの型わ

くとした大型型わくで施工する。乙の大型型わ

くは ，精度 ，耐久性，作業性が非常によく ，ま

た，作業の単純化を図り，繰り返し作業による

習熟効果を十分生かす乙 とができる 。一方，工

事は合理的な作業 スケジューノレに従って進行

し，現場作業にも余裕がみられ，躯体精度も向

上する 。また ，大型型わくの転用回数の増大に

よるコストダウンを図る乙とができる 。

(2)  水平部分の施工

水平部分の施工 1<': は，型わくと構造体を兼ね

たオムニア版を使用する。オムニア版は工場で

製作された厚さ 50 mmの特殊 P C板で ，上面に

オム ニアラチス筋と称する 三方向に傾斜した立

体 ラチス 筋が突出 しており ，上側 lζ 現場で打設

したコンクリ ー トと構造的に一体となって複合

3. お わ り に

現場における建築物の施工は ，その合理化を

図り ，生産性をあげるとともに ，質的レベルを

向上させるととが必要である 。そのために各種

の研究開発がなされ，システム化された新しい

工法で施工されるケ ース が多くなってきてい

る。 しかしなが ら，現場を取り巻く諸条件が悪

化の傾向にある今日 ，施工法の改善のみでは問

題を解決するのに限度があり ，設計の段階から

施工法を考慮した設計がなされる必要があるで

あろう 。

乙乙に紹介した O V H工法も ，設計 ・施工を

通じたシステム化の点ではかなりの成果はあっ

たものの ，まだ，問題点もあり完成された姿で

はない 。 しかし，今後の現場施工における省力

化， 合理化施工に対する 一つの方向を示してい

るものと思う。

〈みうら やすお 阪大林組本庖工葛部技術課)

才ムニア版の鋸え付け状況
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新しい床構造版

設計御計画に是非御採用下さい

仁コ

| |  

建築物の床版構築法

R C ，従来製品デッキプレ ー ト，イトン ，

シポレックス ，A L C板，プレキャストコ

ンクリ ー ト板等 lζ 変わる新製品

オムニア版のおもな特長

① スラブの型枠工事がなくなり ，鉄筋工

事も非常 lζ 少なくなる

② オムニア版がフレキシブ J レなため ，壁

や梁へのなじみがよく ，また ，目途い

ができない

① 板下面の精度が良いので，天井仕上は

オムニア版下面に直接吹付け ，又布張

り等で仕上げる乙とができる

@  設備配管 ，器具などの埋込みも可能

⑤ 工期の短縮，架聞を広く取る乙とがで

きる

盟 高 村 建 設 株 式 会 社

社

庖

支
古

小

本

東

工 場

100 

山 梨 県 富 士 吉 田 市 上吉 田 870 の 1 番地

電 話 吉 田 (0555) 3- 8811番( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 丁目 4 番 地

( 秀和溜池 ビノレ4 F )  

電話 (0  3)  5  8  0  - 9  9  8  9 番

山 梨 工 場 神 奈 川 工 場 埼 玉 工 場 九州工場



[ 日 本 建 築 問 験 問 り 図 l

| 試験装置紹介 ・その 12 I  

動風圧試験施設について

1 . は じ め に

勤風圧試験機の新築ならびに動風圧関連試験開始に先だち，試験棟の

規棟 ，試験装置の種類および諸設備の紹介をする。

なお試験棟新築工事はすでに着工しており ，その落成は昭和50年 2 月

に予定され，併行して動風圧試験装置の設置も行うので新年度には装

置が作動する予定である。

なお乙の試験施設は日本小型自動車振興会の機械工業振興資金より補

助を受けて実施するものである。

2. 試 験棟 の 概 要

試験陳の規線は建築面積 133. 4nL 高さ 11. 2 mの鉄骨造でそれに測定

室，消音室が付随しているく図一 1 参照〕 。試験体の搬入搬出は実験室

の両側の関口( シャッタ ー ; 幅 3. 5∞0101 ，高さ 4，5∞0101) を通じて

行い ，天井走行クレ ーン( 容量 3 ton) により試殺体の積みおろし ， 試

験機への装;(1がなされる 。

3. 動 風 圧 試験 装置の概要
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図- 1 動 風圧試験棟 1階平面 図

GEN削 肌 州G 問 問C H CORPORA TION r  

本試験所 : @o 565 ｾえ図市 穏 白台 Ｕ 丁目 Ｑ ＲＵ 電話/ 大阪 (06)  872- 0391 代表 l

大淀分室: !rJ  531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351ー 721 7

3. 1 大型圧力室

大型圧力室はカ ーテンウオー J レ，外壁パネ J レ，大型サッシなどの耐風

圧強度試験，7)<密試験など ( J b A  1414および J I S A 4706) に使用さ

れ る ( 図- 2参照) 。 、その関口内法寸法は別表に示すように 4 種類とな

っている。

3.2 小型圧力室

小型圧力室は主としてサッシの耐風圧強度，気密 ，7l <¥t ' などの諸試験

( J IS A  1414および J I S A4 7 0 6) と，建設省告示第2564号にもとづく防

火戸の遮煙性能試験( 図- 2) に用いられる。

サッシの気密試験，防火戸の遮煙性能試験 lζ は気密チャンバーを，圧

力室前面に装析された試験体の背後 IL密着して取り付けて試験する。気

密チャンパーは銅製でその関口寸a 法は小型圧力室のそれと同じであり ，

乙れを別表に示す。

3.3 漏煙圧力室

漏媛圧力室では建設省告示第2565号! とよるダンパーの漏煙試験( 図-

2 ) ができる。試験は鋼板製の気密チャンパーに試験体をク ランプで取

り付け ，試験体より漏れた空気をベンチュリ ー管の通過風速として測定

す る ( 図- 3参照) 。圧力室の関口寸法を別表に示す。

¥三三予三ヒ: ! _

図 - 2 動風圧政殴装置平面 図

別表 各圧力 室関口 内法寸法

中高 mm 高 さ mm 奥 行 mm

大 型 庄 力 室 4，0  0  0  6 . 000 8  0  0  

4 . 0 0 0  3 . 000 8  0  0  

2. 0  0  0  3，0  0  0  8  0  0  

3. 0  0  0  3，0  0  0  8  0  0  

小 型 圧 力 室 2. 5  0  0  2. 8 0  0  8 0 0  

漏 煙 圧 力 室 1，5 0 0  1  . 000 4  0  0  

* 拭験体の標準寸法はよ11 ' . 寸法に準ずる が、サッ γ や防火戸 U どτ その実用寸法が それ勺よ η 'J 、さ

い場合は、試験体的周囲を鉄板などてーかさいで絞験を行う
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日本建築総合試験所だより 28. 

ｾ＠

試験体

舎 一 ___u

〈注) ベシチュリー管は d= 50 mm Ｈ訟 験体面積 Ｒ Ｎ ＰＰＰ ｣ｾ 未満用Ｉと ､ ］ ｬｏｏｭｭ ( 試験r*而積

2. ｏ ｏｏ ｣ｾ 以上用Ｉの Ｒ つがある。

図- 3 試 験 装 置

ch戸川r
Cドベ《んAAAAf l -

Ｍ ｾ一

サイン波 静 庄; 産

/  」 叫 ム 「I n n^ 門川

ヘJ V V V 凶

出 力 DC =  IOV 以下

周 期 O.OOI - IOOHz 

図- 4

図 - 6 防火戸の自動閉鎖機情試験装置立面図 ( 単位 mm)  
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3.4 送風装置，送水装置，加圧制御装置

動風圧試験用の送風装置は加圧用 ，引圧用おのおの 1 台のブ ロアーで

内圧を変化調節する 方式を採っており ，図- 4のような圧力制御が可能

となっている。その能力はブロ アー直列で 土1，OOOkg/  rrf ，ブロア ー並列

で: : t 500kg/ ばである。

防火戸の遮煙性能試験用 ，ダンパーの漏煙試験用の送風装置では最大

::t 40kg/  rrf の圧力が得られる。水密試験のための送水装置は水噴移性能

として 2 e/ rrf ・mi n - 6 e / rrf ・mlOを有する 。

加圧制御は動風圧試験K はコン トローラ ーによる自 動制御で行い ，防

火戸の遮煙試験，ダンパーの漏煙試験には手動操作によって行う 。動風

圧制御系統図を図- 5 1ζ 示す。

4. 防 火 戸 の 自 動 閉 鎖 機 構 試 験 装 置

乙の装置は ，建設省告示第2563号にも とづく防火戸の自動閉鎖装置の

試 験 ( 図- 6参照) に用いる。試験体取付関口寸法は幅 1， 200m m 高さ

1，200m mで，ダク ト内の循環空気を20分以内 lζ 90

0

C まで上昇可能でか

っ長高120

0

C まで上昇 させ る乙とができ るヒー ターを備えている。また試

験体取付箱内に手動操作により 1 m/sec の風速で送風可能の送風機を

併せ備えている 。作動試験は ，ダク ト内の空気をノて イパスを通して循環

させつつ加熱 し，その空気が50

0

C に達 したとき当該空気を風速 1 m/sec 

で 5 分間試験体にあてたとき試験体が作動せず ， かつ同様の方法でダ

クト内空気を加熱し ， その空気が 問。C IC達したときに当該空気を風速

1  m/ secで‘ 試験体にあてたとき l 分以内に作動するか否かを判定する 。

ボイ ラ一室，厨房等 IC設け る温度 ヒューズにあっては ，公称、作動1昆度よ

りl OOC低い温度または公称作動温度の 12596の温度で試験する 。

5. 計 測 装 置 の 概 要

たわみ測定にはしゅう! I l IJ型ポ テンションメ ータ式変位計を使用し ，そ

れに連動して自動平衡型 6 ペンレ コーダに記録させる。ひずみ測定に

は，ストレ ーンゲージにより検出されたひずみ量を自動的に測定し ，そ

の結果をデジタノレプリンタ ーにより 印字記録させる測定装置を用いる 。

またデ ータ処理を迅速に行うために記憶容量 8 kw のコンピュ ータ設備

を導入している。

6. お わ り に

本試験施設にはブロア ーによる排気音を伴うため当試験所周辺の良好

な住環境を損うおそれのないよう ，鉄筋 コンクリ ート 造の消音室を設置

しであるので騒音による公害防止対策への配慮は万全である乙とを附記

す る 。 ( 研 究 員 谷村 嘉英)

( 注} ・u血亜‘ 凪音澗定位置を示す

f  
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日本建築協会

月間の動き

昭和 49 年 10 月分

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

1 日 61侍- 81時半於会館集会室

出席者西村副委員長 ，森下幹事ほか 9 名

議事( 1)第5 回「中国の建築事情を聞く」実施報告

(2)第 6 回「建築家のための " みどり " 学習

会(2) J の会告報告

(3)第 7 回「名古屋のふるいまち ，あた らし

いまちをみる」の経過報告

(4)第 8 回「コンピュ ータとの対話」の企画

について

(5)本年の会員忘年懇親会中止について

(6)名誉会長竹腰健造先生の米寿祝賀会実行

委員会委員委嘱について

(7)解体修理中の古建築見学会について

(8)水をテ ーマにした企図について

(9)そのほか

広報小委員会

2 日 6 時- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席者打浪幹事ほか 8 名

議事(1)10月- 11月( 予定) の「自然史博物館と

身体障害者スポ ーツセンタ ー」の写真展

示企画について

(2)12月- 1月( 予定) のデータ一通信局舎

の写真展示企画について

(3)2月- 3月( 予定〉の写真展示企画につ

いて

(4)芦屋浜( アステム) プ ロジェクトその後の

現状についての説明会開催企画について

(5)本年の会員忘年懇親会中止について

(6)名誉会長竹腰健造先生の米寿祝賀会実行

委員会委員委嘱について

(7)そのほか

見学会小委員会

3 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者今井委員ほか 2 名

議事(1)9月に実施した見学会の報告

(2)京都御苑内京都御所と仙洞御所の拝観に

ついて

(3)50年 1月以降の見学会企画について

(4)本年の会員忘年懇親会中止について

(5)名誉会長竹腰健造先生の米寿祝賀会実行

委員会委員の委嘱について

(6)そのほか

委 員 会

11 日 6 時- 8時 於会館集会室

出席者 窪田委員長，小泉 ，花房各副委員

長ほか 3名

議事tll 会員忘年懇親会中止についての理事会経

過報告

(2)各小委員会の事業報告と事業企画につい

て

(3)名誉会長竹腰健造先生の米寿祝賀会実行

委員会委員委嘱について

(4)そのほか

日日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西，岩本正副委員長ほか B名

議事(1)昭和49年度中の住宅相談所開設について

12)くずは住宅展示場への相談員派遣につい

て

委員懇談会

22 目 白l時- 8 時 於ニュー ジャパン

出席者小西委員長ほか13名

くずは住宅展その他について懇談

編 集 委 員 会

若い会員の集い小委員会コンピュータ分科会 |  広告企画小委員会

14日 6 時- 9時 於 会館 3 階会議室 I  9 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 ゲスト 日本 1 B M附三島照芳氏 |  出 席 者 松 村 委 員 長，隅田副委員長

印藤主査ほか 3名 |  ほか 6 名

議事(1) i コンピュ ータとの対話」開催企画につ |  議事(1川 月号立体駐車場特別広告経過報告

いて I  (2)12月号特別広告( 防災) の件

(2)そのほか I  (3)2月号特別広告企画

竹腰健造先生の米寿祝賀会実行委員会

15日 4 時- 6 時半 於 会 館 集 会 室

出席者 三品副委員長ほか10名

議事(1)祝賀会の名称について

(2)祝賀会当日の次第について

(3)予算案について

(4) 1 建築と社会」誌12月号会告案及び案内

状の原稿案について

(5)実行委員会分科会の編成について

(6)そのほか

若い会員の集い小委員会

解体修理中の古建築見学会分科会

16日 6 時- 8時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 広 瀬 幹事 ほか 3 名

議事(1)テーマ の選定，その他企画全般K ついて

(2)次年度「東福寺三門」の企画について

(3)そのほか

水のシリーズ分科会

22日 6 時- 9 時 於会館集会室

出 席 者 植田主査ほか 3名

議事(1)分科会の役割について

(2)企画名称、について

(3)そのほか

建築家に話を聞く会分科会

23日 6 時- 8時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者瀬戸本主査ほか 3 名

議 覇1)講師の選定について

(2)企画全般打合せ

(3)そのほか

名古屋地方見学打合会

28日 6 時- 9時 於会館集会室

出席者 西村副委員長 ，中村，宮後幹事ほ

か 2 名

議事(1)参加申込状況について

(2) 当日のスケジューノレ，資料，委員分担に

ついて

(3)そのほか

住 宅 委 員 会

委 員 会

作品作風小委員会

11 日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 横山副委員長ほか5 名

議事(1)12月号作品の件ービジネスホテルー

(2)75年 2 月号作品の件

委 員 会

14日 4 時- 7 1時 於 会 館 集 会 室

出席者必 松村委員長ほか 3 名

議事(1)11月号第21回青年技術者特集経過報告

(2)12月号 ピJ レ防災 IC関する 12章特集報告

(3)昭和50年 1月号図書館特集報告

(4)2月号構造特集の件

(5)3 月号特集の件

(6)第 8 回作品作風小委員会報告

(7)第 8 回，第 9 回広告企画小委員会報告

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

17日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ・真塚正副委員長ほか 9 名

議事(1)No. 48号 ( 2 月発行) の掲載予定、ン ート lζ

ついて

(2) 1 建築データシート委員会運営要領」案

について

(3)そのほか

教 育 委 員 会

工高生教育小委員会

21 日 2 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 斉藤副委員長 ，上野幹事ほか 4 名

議事(1)第20図工高生デザインコンク ールの予備

審査について

(2)そのほか

第20図 工高生デザイ ンコンクール審査会

23日 2 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 審 査 会 野 々 村 委 員 長 ほ か11名

委 員 会 斉 藤 副 委 員長 ，上野幹事

ほか 4 名

第20回工高生デザインコンクー J レ応募作品の

審査
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法 規 委 員 会

回会合同法規委員会

22日 3 時- 5 時 於 関 電 会 館

出席者 山本日本建築協会法規委員会副委

員長ほか26名

議事 「建築関係、法令の研究 3J の説明と質疑

応答

講師 京都工芸繊維大学教授

白石博三氏ほか

見

井晶A

ｾー
. 6.  

=  

7 ) < 西在の山紫水明処 (史跡) をみる会

5 日 2 1時- 5 時

参加者 33名

官iYj 師 帝塚山学院大学教授

工 学 博 士 岡 田 孝 男 先 生

ユニチカ字;台工場独身寮オムニア版

施工現場 (大林組工事場) 見学会

( 建材委員会)

22日 2 時- 5 時

参加者 9 名

京都新聞社増改築工事の見学会

26日 21時- 4 時半

参加者 38名

設計 附宮家建築事務所

施工 清水建設岡大阪支庖

若 い 会 員 の 集 い

建築家のための 「みどり 」学習会 ( 第 2回)

一一街中の樹木の観察一一

19日 午前 10時~午後5 時

参加者 23名

講師 元京都大学農学部講師

京 都 市 嘱 託 伊 佐 義 朗 氏

観忠実地京都植物園，上賀茂神社，太田神社

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

( 建築 7 団体共催)

22日 11侍- 4 時於朝日生命ホ ール

参 加 者 約3∞名

ァ - 7

出席者掘井委員長ほか

議事(1)四会連合工事請負契約々款改正案につい

て

(2)そのほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

1 日 21侍- 4 1涛於日本建築学会

出席者谷委員長ほか11名

議事(1)施工管理と技能士の活用ついて

(2)そのほか

建 築 6団体事務局打合会

18日 正午- 2 1待於会館集会室

出席者各団体事務局員 9 名

議事(1)建築 6 団体共催

昭和50年新年交礼会開催の件

(2)竹腰健造先生の米寿祝賀会開催の件

建 築 7 団体事務局打合会

29日 l  時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 大坂府西脇主幹ほか事務局員 8 名

議事建築基準法改正案等講習会開催について

打合せ

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 81侍- 9時半於大阪グランドホテ J レ

出席者 77名

当日 は作間日出生氏より「つり漫談」を伺っ

た。

10月の入会者 ( 敬称略)

〔団体会員 3 社〕

l附井上組 側昭和投骨| 附京都設計

〔個人会員 3名〕

桑 原 一 雄 山 内 一 正 山 本 真 澄

11111111IIIIII I1 l111111111111111111111111nl l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l111111I1I 1111111111111111111111111111111111"I' IIIIIIIII I1IIIUIII1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111. 

日本建築協会ゴルフ同好会会長

故 伊 東 正 也 氏

出 身 奈 良 県 五 条 市

生 年 明 治40年 2 月23日生

逝 去 昭 和49年11月 9 日 67才

学歴 昭和 8 年 早 稲 聞 大 学 理 工 学 部 建 築 学 科 卒 業

聡ｾ 昭和 8 年~昭和 15年 消 水 建設側大阪支活設計部勤務

昭和 16年 伊 東 池 築 設 計 事 務 所 創 立

昭和43年 株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 IC改組，

代表取締役に就任

昭和49年 住 鋼 エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社

代友取締役社長を兼任

昭和33年 8 月 日本建築也会ゴルフ同好会創立と岡崎に幹事

に就任

昭和36年 4 月 会長 IC就任，現在 IC至る

伊東正也氏の死をいたむ

佐 野 正 一 ( 安井組築投計事務所)

本会コツレフ同好会会長伊東正也氏は ，去る 11

月 9 日午後京都南郊城陽 コツレフ場においてプレ

ー中急逝された。乙の日 ，時lζ 小雨降る@天で

開催し乙の穏の団体としては異例とも言うべき

安定した発展を続けてきている。氏は，その設

立に力を尽くし故伊東五郎氏，諌早信夫氏につ

いで昭和36年推されて会長 IC就任し，以来10余

年 lζ 亘って会の中i Ml t;こる支を果たし今日の発展

を招来された。乙の間協会の創立45周年，50周

年記念行事への協賛，あるいは東西の同種団体

との交流に努めるなどコソレフを通じて協会の卓

業に貢献も少なからず ，伊東正也会長にしては

じめてなし得た ζ とと敬服に堪えないと乙ろで

ある。

氏のご生涯，特κ 後半生はコソレフを離れて語

るととはできないほどゴルフへの傾倒は自他と

もに許すと乙ろであったが，単に愛好者である

よりは人格と技側兼ね備えた優れた ゴルファ ー

であることをめざして自ら律すると乙ろきわめ

て厳しかった乙とが改めて想起される。今は亡

き氏が同好会に残された無言の教えとして氏の

面影 とともに語り継がれるものと信ずる 。

氏は数年前心臓に病を発して倒れ数カ月療養

寒風は冬を恩わせ，かねて心臓の持病 [ζ 悩みを を余儀なくされた。幸いに適切な治療と夫人の

もつ氏 IC突如死が訪れたのだった。予期された 看護によって本復されたが，以後は本来の設計

乙とではあってもながく看病に心労された夫人 監理要務は後継者に委ね ，自らは鉄骨構造のコ

「都市のオ ープンスペ ース計画J I  はじめ遺族の方々の驚きと歎きがいかに大きか ンサルタン 卜とい う新業務 IC積極的に打ち込ま

1  

‘  

一一都市に緑と広場を作り出すために一一 |  ったととか言葉を知らない。氏の数多い知己に れ，一方病後の体調回復と維持を旨としてコノレ て

講師及びテ ー7 I  とってもひとしく ，氏の急逝は痛恨の思いに堪 フにも復帰された。そのど心境は平静澄明でー

都市の土地利用とオ ープン ・スペース

大阪市総合計画局開発計画課長

近 藤 達 夫 氏

オープン ・スペ ースにおける自然の活用

大阪府立大学教授

ｊｾ 学博士 高橋理喜男氏

オープン ・スペ ースにおける総築の参加

神戸大学教授

工学博士 鳥 国 家 弘 氏

四会連 合工 事請負契約々 款 委 員 会

18日 2 時- 5 時 於 日 ;本建築学会
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えない。 種の大悟した爽やかなもので、はなかったかと察

氏は戦前』ζ 伊東建築設計事務所を創設以来大 せられるものがあったが，外見上の本復にもか

阪を本拠としてながらく建築設計殿理にたずさ かわらず病状はひそかに冒していたものか ，ー

わり ，特に構造設計の専門家として紋遠の技能 居氏の急逝は悲しく惜しまれてならない。

の持主として聞 ζ えているが，なによりも名利 11月14日西宮の正念寺において ，事務所と氏

に超然とした人生観をもち，誠実で人間味あふ を知る多くの友人達によって静かにかつ盛大に

れたお人柄が歳月とともに一局円熟し ，業界内 葬送の儀が営まれ，岡橋作太郎氏，竹原永一郎

のみにとどま らず各方面において師表と仰がれ 氏の弔詞はJ . ' ] ; 情あふれ，切々として会葬者のl胸

広く敬愛をあつめたととを忘れる乙とはできな をうった。優れた遥人であり良き友人であった

伊東正也氏を失った哀惜の思いは尽きない。今

本 コツレフ同好会はl昭和33年協会有志によって はただ，その長逝をいたみ謹んで合掌して切に

設立され，爾来今日まで 120 回を越える例会を 御冥福を祈るばかりである。
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釣 り 漫 談

日本建築協会建築クラブ例会講演要旨( 昭和49年10月 8 日)

どぶ釣りというのは毛ばりに鐙をつけて川底

にしずめ，あたかも川底の幼虫が鰐化して水上

に浮上するありさまを手ぎわよく演出して ，鮎

をだましてくわせるという ，はなはだデ リケー

トな ，高尚な釣りです。しかし今日はどぶ釣り

をやろうにも，それだけ魚がいませんし，大てい

のと ζ ろで禁じているため ，もうやれません。

作 間 日 出 生

普から ，釣りというと，ばかの標本のように

いわれ，乙とに釣人は与太ものか，怠けものの

ように白眼視されたもので・す。ある人が漫画家

に「世界中で一番ばかな人を画いてくれ」とい

ったと乙ろ，釣をしている人と見ている人を画

いたそうで，われわれ釣りをやる者としては残

念な乙とです。

しかし釣りをやっている本人は相当神経を使

っているもので，釣れないときは浮きしたを浅

くしてみたり，深くしてみたり ，エ サをつけか

えてみたり，それ相応の工夫をしているんです

が， 見ている人は実 K 無責任な乙とを申しま

す。釣りばかりでなく，何でも評論家やギャラ

リーはうるさいもので・す。

しかし釣人がばかにされるのは，熱中するあ

まり ，仕事をおろそかにし ，家族や世間の人 iζ

迷惑をかけて世間からつまはじきされる ，とく

に釣人 ICは乙の傾向が強いようです。

もう 一つの原因は服装で，今日の釣人はずい

ぶん服装も派手になっていますが，昔の釣人は

服はポロボロ，帽子やシャツはっき. はぎで，家

から平気で地下足袋をはいて出て ，屯車 lζ 乗っ

たりしていたため ，とかく世間から誤解されて

いたと思います。昭和25- 6 年ζ ろ，蘭医者を

やっている友だちと - JlII IC鮎jめりに行つての帰

り，屯I巨の中てーゴノレファーに漁師と| 潤逃えられ

たか「オッサンょう釣れたゃないか. 1 匹何ぼ

や，みな買うたるで」と 言われた ζ とがありま

す。昭和 3- 4 年どろ伊丹に移り住んだ当時，

家内が. I どうも近所の人によ そよそ しくされ

る，どっかに越したいJ と言い出したんです。

結局乙れは私の家の物干 しに，脚本l'とか，わら

じ，ボロボロのシャツが干しであるので，何か

私の商売を疑っていたためだったのです。

また私が昭和 2 年 lζ ，住友銀行の広島文信 IC

勤務していたとろ，本安橋の下流 lζ 釣 りlζ 行

き ， 色が真っ黒で，ゴ Ｗ シオのｾをボウボウとは

やし，古い軍服を着て，真っ黒になったムギワ

ラ帽をかぶった ，一見して人足か何かだと思わ

せる人に話しかけ られた乙とがあります。と乙

ろがその人は広島の旅団長であったんです。失

礼な乙とをいわなくてよかったようなものの，

釣人どうしでも ，うっかりすると服装を見ただ

けで ，人を見あやま ってしまう乙とがあるとい

う乙とです。

釣りの積類は千差万別，大別しでも海釣り，

川釣り，池釣りとわかれ，魚の大きさ . r-: Jる場

もう一つ ，釣り といえるかどうかわかりませ

んが . I索がけ」があり ます。一本の糸に段階

に鈎を 5 本 6 本 もつけて ，鐙をつけて，瀬 IC打

ではありませんので，きょうは川の王といわれ 込んで，瀬を上下左右にかきま わして ，無理か

る鮎一本にしぼって，お話し申し上げてみたい ら鮎をひっかけあげ るという ，ま乙とに残酷な

と思います。 釣りで ，心ある人はやりません し，最近は大て

鮎は今 ζ ろの時期 IC産卵します。 1週間ほど いの川が乙れを禁じております。

で野化し， 海に下って海岸で育ち . 1月 l 寸，

2 月 2 寸. 3 月 3 寸というように ，ほぼその月

の数と同じに大きくなっていきますが. 2 - 3  

月になると . 2 - 3 ナぐらいになった大群が各

河口 IC海から押し寄せ，川にのぼります。

ただしとれは昔の話で ，今日では鮎ののぼる

川は少なく， 乙うした天然鮎といわれるもの

は，全くおらんといっていいくらいになりまし

た。河口には工場ができて汚水が流れ ，海は汚

され，川の途中にせきができ ，上流にはダムが

できるという乙とで，鮎は全くのぼれない ，鮎

は全滅するかもしれないといわれたときに，石

川博士が琵琶湖の鮎を川に放流したら，大きく

なっていいだろうと研究をされ，琵琶湖の鮎を

とって各川に放流し，河口の鮎を川上 lζ 放流す

る乙とに成功したのであります。

それからは各河川とも放流時代K なりました

が，ただ考えなければならないのは ，放流鮎は

数K 限りがある 。琵琶湖の12産会産 ，交通事情

その他，金銭上の問題もあり ，無尽蔵に放流す

る乙とができないという乙とです。そ乙でまた

研究がされ，特殊な j也を乙しらえて稚鮎を放流

し，人工でエサをやって大きくするという乙と

ができるようになった。乙れを養殖鮎といいま

す。養殖鮎は非常に大きくなりますし ，太って

きますが，匂いや味は天然鮎や放流鮎に劣りま

す。今日市販されたり，料亭で出される鮎は，

大ていが乙の養殖鮎です。

3 - 4 月どろの鮎は，エサをつけなくてもく

いますので，オランダという金メッキをした鈎

を4 - 5 本つけてやると，いくらでも釣れるん

ですが，各河川と も6 月まで祭漁ですから，や

むを得ず琵琶湖で乙の方法でやりますが，自に

100でも2∞で もがJ れるのであります。われわれ

は乙れを「小縦ii( JJ と言います。

5 - 6 月になると成魚になって，相当上流ま

でのぼります。今日では政流ですから ，その所

々で大きく成長 します。今までは動物食をして

いたのが，その乙ろから植物食に変わり ，一つ

の石を- 匹の鮎が独占して( 数の多いと乙ろは

何匹かで守る) 苔をはんで成長します。もし外

来の鮎が乙ょうものなら，激しく撃退する ，乙

の性質を利用したのが「友がけ」すなわち「友

面白いのは「餌釣り」で ，シラスをつけて釣

るんです。高知で乙れをやっておりますが，全

国の他の河川ではあまり釣れません。乙 の付近

の川でも釣れないんですが ，ただ琵琶湖に流れ

ている愛知川だけは ，春先から秋まで ，エサ釣

りで釣れます。乙の エサはかま上げのシ ラス

で. 5 ミリぐらいに切って，鈎の先につけて統

すと . 1 日lζ 何百と釣れる ，女や子供でも面白

く釣れる釣りです。

「銀貨釣り」とは釣れないときにお金を出 し

て，漁師から貿って帰 るととをい うんです。

放流鮎になってからは，放流する l時期などに

よって，大きさも違うため ，鮎の解祭は各河川

によって巡っていますが，昔は 6 月 1 日ときま

っていましたので，正月を待つがと. とく 指を数

えて乙の日を待ち ，毎年乙の日は会社を休んで

出かけたものです。 7 月の末から 8月のはじめ

は割合 ICよくかかり . 8 月の中ごろになると鮎

の数も滅り ，釣れなくなります。乙れを「土用

隠れ」といいますが . 9月になると 上流の鮎は

子持ちになって下ってきます。 9 月のはじめか

ら子持鮎という実にいい鮎がi ' - J れます。 9 月の

末ぐらいからは禁漁になりますが，鮎たちは河

口の浅瀬で産卵の準備をします。乙れを「瀬づ

き」といいますが，出在は産卵し ，雄は それに精

液をかけて回ります。乙れが彼らの終蕊なので

す。乙の行事がすむと雄も雌も骨と皮になり ，

フラフラになって死んで・しまいます。中には残

って翌年 IC回るものもありますが，乙れを越年

鮎といいます。そして卵は解化して海 lζ 下る。

乙ういうわけです。 ( 述記録より砂 o!R)

建築 クラブ講演記録パンフレット

の頒布について

建鍍ヴラプ朝食会での講演記録パン フレ ットの内，下

記のものに少々残部がございますのでご希箪の方はお申

込み下さい. 1部につき 100円です。

これからの経営

Ｈ ＸＶ 事 Ｇｊ Ｓｾ 頁 〕 森下 泰 氏〒 ｾｏ 円

遍 路 ( 8 6  ＪＧｊ ＳＰ 頁 〕 中出定 夫氏 〒 ｾｏ 円

私 の 経 営 観 Ｈ ＸＶ 判 ｾｏ 頁 Ｉ 佐治 敬三 氏干 ＵＵ 円

相撲あれこれ

( 112 X  l n ・16頁) 神風 正 一 氏 〒 20円

難波宮と山根先生

( 112X l n ・20頁) 直木孝次郎氏 〒 25円

所. ，時候によって種々雑多で，数えきれるもの 釣り」です。
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新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

五=tgema

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

106 

内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋似防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ｾｉｩＭ 悶ｾ帯

ＮＺｲ ｡ｾ＠ Ｉ 苧ヲＧＭｉｾト

本 社

大 阪 出 1U所

名古屋 ｴｂＱￜｾ 斤

札 中見 ，11¥'iUPfr  

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 'i1L話 03(571 )2703- 4' 2370・4064. 0264

大阪市都島区都島中通り 2 - 3- 1  ｾ話 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 清 信 町 3 3  屯話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 幌 市 中央 区 北三 条W: J l q丁目 泣訴 011(231) 7  5  1  1  

L AF  リミットロードエヤーホイノレファン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F リミットロードアードファン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

S A F ス トリームライン 7 7 ン T A F 軸 流 送 風 機

営 難 品 目

HA F タ ー ポ フ ァ ン

P A F プ レ ー ト 7 7 ン

MA F 多 > > e 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 馳 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 駿 送 風 機

本 社 ・工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 信 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代〉

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁目 6 番 I 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒8 1 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

結 構 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3 9 6 番

• 



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之& . ¥3 の 3 朝日ピ J レデ ィノグ

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郎 潟 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

陽朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6逮 社

A

S

A

 

式株業エ栗 原

キ士

本社営難所

本

+  

失

大 阪 市 北 区 高 塩 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神戸 ・広 島 ・九 州

{言原、菜取 締 役 社 長

京都営換所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪，Ij 東区日開橋 l i T 円二八千件I也 ffiiifi 大阪 (202)0325- 9 需

本 社 点 京 ffll 千 代 日l 区間事I i rEI 1 丁 目 4 接 地 5 り

支 社 札 帆 . 1111 行 ) L / 内 ・名 古 以 . t; ，j  1凋

ｈｾ＠ i ) 長所i l ! l 川 ・ 白 河 機 浜 ・ 静 岡 ・ 7:¥ 山

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、ー

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ビ l レ7 1渚)

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 仰 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

ｾ｛￨話 Ｈ ＶＷＱ Ｉ 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

庖

本

支

4  

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・ 吸 冷 房 ・空 間 エ 恵 設 計 施 工

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

司2 3首 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減東区野江東之町 3丁目 11 包括大阪(931)7004

衆良県御所市御園通3 6 0 t] t 話御所 ( 2) 0 1 2 2  

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方( (3)8659 ・(44)9232 

A

G

一
品本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (堂ビノレ三 階)

m ｾ舌Ｈ 364)  1  4  7  1  (f"t) 

東 京 都 港区 新僑 二 一一 六( ニュ ー 新総 ピ ル 七 階 )

電 話 (504) 0  2  3  1  

名 古 昼 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・ 千 築 ・宇 都 宮 ・ Ａ￬ｾ

社

宇土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営蝶所

教方営換所

庖支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

官1[ d舌 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 五 反 図 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ビ ル )

電 話 東 京 (491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

1苫

本

支

ネ土

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 、ド 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・[Jq 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 高11 ・1江 i官 ・静 岡 ・水 島 ・稲 岡

キ士本

営 業 所

支 庖

常3住所 群出張戸斤

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社
社

A

Q

一

A
事 株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

藤太 陽 エエ

実中回
取締役社長郎四林取 締 役 社 長

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

杜本

大 阪 市 福 ぬ 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

子土本

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462 - 1  3  0  1 (代 )

屯カ工事本部

営業所

A

Q

一

A

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 高

本 永 造

電気設備設計施工

高 千 語 亀 締 結 式 会 結
ゆ

山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

ile 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 都 港 区 新 総 5 - 34 - 6 相 馬 ビ ル 5 階

ｾｬｬ 話東京 Ｈ ＴＳＴ Ｉ 3848 ・(431) 8435 

大 阪 南 札 眺 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・松 山 ・徳 山

取締役社長

キi

東 京 支 席

本

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 (06) 358 - 1  1  7  1大 代 表

東 京 ・神 戸 ・ 九 州

久崎
山

右
取 締 役 社 長

キ土本

所

107 

張出

営 業 所



空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

雪量計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備 叫 5  

令 部 朝 日 三 業 社

本 社 以 J;(tm治 Iバ芝浜校間fI 2  7  '，[e，活 (434) 6171( 大代)

阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 '，[e，ili ( 302)  2271 ( 代)

文 広 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営業所釧路・ ｬ 羽自立・盛岡・繊 ｩｊｾ ・的岡・京都 ・ 神戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

. 大 阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸期 1 - 60 氾訴 (441 )8231代ぷ

支 底 東京 ・ 名古 ｍ ・ 大阪 ー 悩問・仙台・ 金沢 ー 広Ｉｾｾｾ

営業所 札帆・新 iiJ . 岡山・向松・ 熊本

出張所 盛岡 ・秋 i且・俄浜. i.:s山 . ｣ｾｭ ・ 福井 京商11

神戸 ・鹿児1::，' J.郎副l

給 排 水 ・1桁' : 1:

峻 冷 房 検 公 設 計 施 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 向 !A slT • ｾ｛， ｩ ，ｾ 大阪 ＳＷＲ 局 ＷＱＵＱＨ 代Ｉ

京都市東山区大和大路正 I飼 わレ'，II ，l，"fi京者11561局4944( 代)

神 戸市生田区下山手通六ノー' ，[ ，訴事11戸 341局 5 8  9  2  

- 給 排 水衛 生 . 冷 暖 房

圃 空 気 調 和 設備

. そ の 他 管 工事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (叫M 附 )

斎 え 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東京都千代田区大手町会6- 2( 日本ピルヂング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1  附

営 業 所 札 脱 ・ (111 fi 全 沢 内 松 ・ 問 ll.J

出 張 所 信i )十 ・ 介 倣 ・ !よ μ 7有 小 牧

冷 暖 房 X  環 境 衛 生 施 設

給排水、衛生水道 五主 荷 役 運 搬 機 械

電 気 回ι 三 主 . 化学 鉱 山 機 械

厨 房 I ， 

三機工業芸誌大阪支庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 府 民 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2211H也 電話 大 阪 (202) 代表3071

本 1吉 東 京 日比谷・ 三 i宮 ピ ル

支 底 名 古 屋 、 倒 l湖、札幌、広島、仙台、北脱

出 張 所 納 浜 、 金 沢 、 併1M] 、高位

空 気 調 和 設 備 i

設 計 施 工

衛 生 設 備

⑪ 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 怖 lur 6  5  11' 1' 地返話 ( 352) 1 1 3 1 ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋紙殻町 2 - 2 2 電話 (667 )3431( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 銚 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。 発 空 調1式会社

‘"‘ 

--ー.

東京本庖

大阪本応

支 庖

束京都新f街首灰内1新7折J何4宿首 新宿住友ビ Jルレ I  

大 阪 市 北 区 E訴i f悶u 町 l凶6 ｾ番昨地 t泣立J話古 0ω6一36ω3一137ηl  

名 古 屋 I市1打i "ド' f十村-tIほ互ド官悠1: 1仏込町 I口l 一2 "泣;lL d'渇』ω05臼2一5臼81一8釘57η l  

広 J砧ゐ I市有紙 b民t 町 1  了LJ 2  番 22 号 I屯lI i必1泊s初0ω822一4幻7一4535

M阿『市li'小|ド1央医大 t名'， 2 T 目4 lft 22号"' l ! : ci 初 92- 761 - 3795 

横浜 ・九iJド . Ji( 有11 ・神戸・松江 ・沖縄出 d長 所

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 所
株式

会社 清 水 工 業 b  

本 社

〒 5 3  1  

点 京支 ｉ ｾｩ

干 1 0  4  

大阪市大法[ . { Iti 浜町T 3 丁 目14{書I也

Ｇｬｾ＠ ，ili 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

点i中(r.J I' I' 央区八 f tll! 4 丁目 11番 7号

( 争11谷ヒル J

'.(i .;1i ｾｴ 京 ＨＵＵ Ｑ Ｉ 8  0  4  1  (代表)

.1'¥ ]以 fi f. m，・宇百11 宮 君 il¥

，Ｚ ，ｾ似 Ｎ I!，¥ ｉ 吋・Ｎｪｩｾ山高校

品
什

，
‘
 出

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 応 大 阪 di 北|ベ ai; ・-:/ ::j ?兵ilfi l ー 2 5  ( 新大ピル )

'，!L，，，fi  (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・東 京支 I，t' ｾはく問中央区日本紙本石町 Ｔ Ｍ Ｒ Ｈ へＩｊＺＱＡ ￬ .. 別館 )

'，[e，;，f; ( 03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 占 屋 ・九 州 ・ 広 jA ・-I L 税 収 梅 村 ・北! 被 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 14 T  E  L  0 6  441 5  I  7  I  

支 l吉 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 高 松 ・ 広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー} 著書蓄積冷機織宣言告柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 J也

( オートセンタービル 2 階) 郵便得号 542

'.[l .io 大阪 (06) 768 - 5 0  3  1  榛

東京営業所東京r . J 1千 代 凶 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

irt 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

7  

- 空気調辛口1投 備 ・ 給 排 水 衛 生 量 生 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 ; 令 疎 機 ・ 公害 防 止 関 連 機 器/ 設 計 ・製作 ー地」二

V 大 気 商 土

(  I日社名 建 材 社 )

本社 ｾｴ 京文， Ｎｬｩ ］ 虫車畠軒 Ａｈ Ａｋ両斬 ｬ ｲＮＲＱｩ Ｈ罰 ｬｈ 住友ヒ ル ＱＲＮＱＳｆ Ｉ @( 344)1851大代

大 阪 支 l.
l
i =大阪市北区中之/ : ] ， 2  - 22 ⑧(203)3721 代

名占屋支 ｉｾｩ］ 名占屋市中区錦 Ｒ - 2 ー 13 ⑥ (211)1535 代

出 怯 所 = 札 帆 fl l J 台 ・ 位 同 ・ 金 沢 ー神 戸 . jl'.¥ l1: 

Jよ 1: ，¥ 絵 山 払1 岡 i'l' 縄 ・パンコ γ 7



空 調 ・ 補 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

gS25 西原衛生工業所大阪底

大 阪 市 大 淀区 中 津 南 i盈4 丁 目11 電 磁 大 阪 ( 458) 3 5 3 1 .

出 張 所 = 京 高s . 広 島 ・天 理 ・福

I吉支

|珂

ム

円営 難 所

平' " 互業株式会社@  

暖 ・冷房 ・空気 温湿度調整装置

設 計 施

: ' : ¥ 

-← 

工

套拘
fi!!! 高回，

、
.

 

.

 

‘

.

 

衛 生 ・空気調和 設 備 ・設計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 回 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 l汚

T E L  (441 )間 1994 . ( 443 ) 日切3 31 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2
千土本

空気調和・ 恒温恒温 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

温 湿 度 調 塗 装 置 、 暖 房

冷房、水道、彼送検設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

@ 不ニ熱学工業績捨紅

電話ー 261 - 2436<<廿

電話 773- 1231附

神 戸 ・ I!，¥ ｉ＼＼ｾ＠

大 阪 市 南 区 Ill ii ｾ Ｎ盆 町 Ｒ - 5  0  

* 京 郎大 町区内 馬込"1 - 2 - 1

銀 ｎｾ ・ ｪ 兵怯 京 高日

本 底

東京支l苫

営 業 所

大 阪 市 北 区 r.n自田T 3  0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  (代 )

本 社 東 京 再11 千 代 l日l又九 ノ内 3 - 3 - 1(新 点京 ピ ル )

電 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (代 )

仙 台 市 新 イ云 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 面T 3  - 6  

'f[t :t舌 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 I苫

名 古 屋 支r . 5

冷 暖 房 ・温湿度調整・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

c::::::m哩型量コ 空 気 調 和 設 1rm

設計施工

換気・除塵設備

業株ｾ ｾ＠:X:¥， A  

本 社大阪市内 ｉｾｊｪＨ 闘 ｉ 槻 Ｑ r  116  2  Ｂ丘，，ｾ 06 Ｈ ＴＴ Ｓ Ｉ Ｘ Ｑ Ｖ Ｑ ｻＩ､ｾｊ＼Ｉ＠

名市民支社 ｲＮ 山 ｍ､￮ｬｬｬｾ 栄 Ｒ r  11 16  - 13  '，1.:，，[; 055 (202)  0077(代J x)

j; ( f 税ピル

: 1¥世< I荷 車 Ji¥fJ 6港1>( 北山 1113 111 6  - 1  8  

JU"I ピルデイ〆グ山 1113 階 '，(L，，1i 03 (409)  8  9  0  5  

同り '11，'1 ｬｉｩＱ ＮＨｾｴｬ ，伏 ｪｴｦｩ 7111 1町 1 '，!C，，[; 078  (341)  1778.  4386  

社工田山
東 洋 然 工 議 機 式 会 鑑 大 阪 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 纏 4 丁 目

本 社 東京都中央区京 僑 2 丁目9

支 1吉 名 古 屋 ・ 福 岡

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水衛 生 設 備

各種プラント 設備

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

設計製作

⑪ 

京 郡 市 南 区 西 九 条 笠 間 町 2 0 番 地 内 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間1専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電話③ 7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

、

、

大 阪 支 l吉

四 日 市 支 底

大 津 営 換 所

津 営 業 所

一 般 空 調 設 備 ・ 恒 温 恒湿 段備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改善 設備その他上重己に附

- - 帯 す る 衛 生 周気 等一切の工事の重量昔十・施工

ｉｾ イタザ宇 ｕ フヲ ｕ ト繍王倍程
司宝伊 取締役社長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中山本) ! J j 1 ア n 2 111' 1也ホーコクピル

〒 531 ｾ 包 括大阪ＨＰＮ Ｖ Ｉ 372- 5171(代 表 )

東 京 郎 中 央 区 円 本 備 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 10. 3 m，: 吊見! J j ¥{ 0. 3  )242- 5521  Ｈ ｦｾ 点 Ｉ

九¥ i珂 ; y ，占雌 ーlよ }:b • 本 ｌ 眺 fl iJ 

1  

*: ' 9. シ
株 式 盆 社

Ｓ 舎四菱信信 ｉｾ<<ifbQT 

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 ).j ミ6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 128 l ( 大 代 )

営業所 東京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・徳岡 工場 和泉 ・名古屍

テレックス・ 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No. 538- 5898 

代 表取締役

旧社名

ｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ・・・ｾ司 ｾｉｾｉｉ Ｚｉｾー

当佐官' ー. . . .

⑮同議三重掃員



建設省認定の防火材料

ソリジットスタイン基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4号

奉 仕 感 謝 の 庖

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

特許申請中・完全滑止タイル

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社
⑪ 認 'I} 淳 窯 業 高 庖

-
・
・

4

'

'

'

a

'

'

'

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代 表4421 - 3  

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番地(靭本町バス停前 )

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路営業所 姫路市北条ロ 126 醤地( 住友生命保険ビル 3 階)

ｾ｛Ｑｬ ｩｾ＠ ｾｉｬ 路 ＰＷＹＲ (82)  0  9  9  9  

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手 ｾＭＹＭＮ ミ〉た ｬ レ
Standard Board &'Slate 

繰 式 会 祉

主 宰 商 曾

大 阪 市北 区与 カ 町一ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

フ タ パ 需 3阪

タイル

常設展示場

AM.  10. 00- P.M.  5.00 

日曜 ・祝 日は休 館

|実|
年中見ていただける 皆様の見本室

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

d  

快 適 なオフィスの

環 境づく りには
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製品が必要です;
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4 E  

s  ， 
. "".  

社

ｾ＠
コ玄

j歴柏 原
、

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 … に 1 '  ， ， 

塗 付 ・ に l 王 材

| 石綿

完 全 耐 火 j

s，ZP3・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

ーー

付議

青 株 式

(旭イヒ成ミューj レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 間 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

111 



燃 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

t皮キ反先見; f a S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

描Tt IJ I !J 9  ｊｾ 弘明 ｴ 製造株式会祖

キ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ビノレ 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 鴻 玉 県 蕨 市 :塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 J吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支l苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ピノレ 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト ガ 或71<.淘l

クリプトン

ι，竺..コ， ， .. 
(標 準 型 )

(早 強 型 )
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

!6! :1ニ.::.1 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮ J グ ナ ー レ 製 一

神戸枝料株式袋詰福山出張所 jji山

声

ノ



ιJ 帽トA 東西アスファ J レ卜事業協同組合

、 ｕ 食 Ｎ ｾ

大 阪 大 阪 市 西 区 京 国 丁 堀 l ー 74 ⑤ 550 (06)441 - 5951 

東 京 : 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3ー 11 - 13 @i> 101 (03)862- 8531 

アスフアル卜防水は世界の主流

- - - - - -

雨 仕 舞 抜 群 新しいタイプのアルミ笠木.

Ｒｾ ｨＧｪ ｾｧ どシダ Ｑ

v 鴎 即 ル 一 万 刈 糊 式

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | 一 7刊4 電話 (ω06引)441- 5951 

東 京: 東京都千代田区岩本困町T口3一|日作卜一|は3 電話 (0ω3)沌86臼2- 8白53引|  

- カ タ ロ グ ご 請 求 下さい 。



建

築

と

社

会

z

p

M
酬

の

剛

由

吋

"

の

d

『

巴

剛

院

倒

防

i

崎
町
。
。
ロ
円

d

『
d

「=

昭

和

制

年

刊

は

月

お

日

発

行

(
毎

月

l

固

お

日

発

行

)

・

昭

和

M

年

3

月

川

日

第

3

樋

郵

便

物

総

可

第

日

輯

第

ほ

号

定 '

価

百

円

送

料

共

三星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任施 工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三星ピサロンの新しい色調、

全く新しい床タイルです

三星 ピサ ロ ン は 、 従来 のビニールタイルとは製法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ます。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合 体の持殊樹脂を用いた画期的な

新製品です。 軟質プレスタイプの床タイルに比 べ

パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東 京 浜 松町の超高 層世 界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

カレンダ一方式の流れ模様

とは対照的な静止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エラスチ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

仕上り安定性がよく、

はその模様がフランスの画家 ピサロのタッチに似床タイルの新しい世界を聞きました 。

協同組合員が責任をもって施工いたします
ていることから、名付けられたものです。

安 規 格 = 333 .3X 333. 3X 2 叫

* 色 数 = 15色

育価 格 = 標 準 工 法 2，100円1m
2

(300m
2

以 上)

耐 水工 法 2，250円 1m
2

(300m
2

以上)

階 段40% 高

9 キ文1m
2

白書匝、問

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉
血

色

紙

・

8

り

え

加

瞳

'

a明

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  

大阪市東区北浜 3- 37 電話 大 阪 (06) 23 ト9648 ・9649 ・9640 振替口 座 大阪39975番日本建築協会 〒541. ご入会のお申込および「建築と 社 会 J のごE費税 は・社団法人


